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			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			序章

			第一話　島でのんびりと……

			第二話　アリシアの初治療魔法

			第三話　アリシア覚醒

			第四話　行き詰まる

			第五話　ピンクラビィとアリシア

			第六話　後回しは最悪の事態の前兆

			第七話　後回しのツケ

			第八話　広がる病

			第九話　動き出す者たち

			第十話　新たな仲間と感染拡大

			第十一話　最悪の始まり

			第十二話　最悪を止めに……

			第十三話　治療開始！

			第十四話　治療完了！　そして……

			第十五話　ダニエラの治療

			第十六話　再出発

			第十七話　薫とのつながり

			番外編　アリシア初海水浴

		

	
		
			天才外科医が異世界で闇医者を始めました。④

			柊むぅ

		

	
		
			お断り

			　

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			序章

			　

			　暗がりの中、心地よさそうな寝息が聞こえる。

			「だにえらぁ～、すぅ～」

			　ティナはぎゅっとダニエラを抱きしめて、絶対に離さないとばかりに尻尾(しつぽ)まで太ももに絡める。

			「ほら、ティナ……起きないと仕事に遅れますよ」

			「うにゃぁ～、寒いから……嫌にゃぁ～。ふかふか……にゃふん」

			　ティナはダニエラの胸にもごもごと顔を埋めて、一向に起きようとしない。ここ数日、たび重なる重症者の治療で魔力を使い果たしているからである。ダニエラは仕方ないなと、ギリギリまでティナを寝かせる。下手に起こすと、魔力の回復を阻(そ)害(がい)してしまい、体調を崩しかねない。

			　最近、ティナはダニエラの部屋へと来ては、一緒に寝ている。それは、自室だと十分に睡眠を取ることができずに、叩き起こされることが多いからだ。

			「もう……あと少しだけですよ」

			「うにゃぁ～」

			　そっとティナの背中を撫でながら、ダニエラは気持ちよさそうに眠るティナの顔を眺める。

			　すると、頭に鈍痛が走る。

			「っ……!?」

			　ダニエラは、またかと思いながらも、その痛みが抜けるのを待つ。ほんの数秒待てば、その痛みはスーッと消えていく。

			「はぁ……疲れが抜けてないのかしら……」

			　そうつぶやくと、ダニエラはゆっくりとティナを抱きしめる。すると、へなっとしていたティナの耳がぴこんと立つ。

			「だ、だにえらぁ～……くるしいにゃぁ～」

			「あら？　おはようございます、ティナ様」

			「おはようにゃぁ～。だにえらぁ～、２人のときはティナって呼んでっていったにゃぁ～」

			　ティナは、寝ぼけ眼でダニエラを見る。

			　ダニエラは、ティナの寝癖を手で直しながら笑顔を向ける。その笑顔を見てティナは安心したのか、ぴったりとダニエラにくっつく。

			「にゃぁ……ダニエラはもう少ししたら、視察にゃの？」

			　ティナは首をこくりと傾げて聞く。表情は少し寂しそうに見える。

			「ええ、南方は私の管轄ですからね……。移動に長時間かかる場所は、他の十賢人たちからしたら管理が面倒なのでしょうね。一部は除きますが……」

			　大きな溜め息を吐いたダニエラに、ティナはなんとも言えない表情を浮かべる。

			「うふふ、大丈夫ですよ。私なら数日で帰れますからね」

			「うにゃぁ～、私も一緒に行きたいにゃぁ～」

			　甘えるようにそう口にして、ダニエラを見つめる。

			「ティナは大神官としての仕事があるのですから、長期のお休みを頂いたら一緒に行きましょうね」

			「……もらえるかにゃぁ～？」

			　どんよりした表情を浮かべるティナに、くすりと笑みを向けてダニエラは彼女の頭を撫でる。

			「私がちゃんと連れていきますから、そんな顔しないでくださいね」

			「ほんとにゃ？　ダニエラが連れてってくれるかにゃ？」

			　こくりと首を傾げるティナ。

			「はい、私は嘘をつきませんから」

			「えへへ、ダニエラ、大好きにゃ～♪」

			　嬉しそうにティナは、ダニエラの頬にキスをする。

			「はいはい。ティナ、そろそろ準備をしないと仕事に遅れますよ」

			　ダニエラは、優しくティナを落ち着かせる。

			「えへへ、わかったにゃ～♪　楽しみが増えたにゃ～。頑張るにゃ～!!」

			　するりとベッドから抜け出したティナは大きく伸びをする。そして、「いってきますにゃぁ～♪」と口にすると、ピューッとダニエラの部屋をあとにした。

			「うふふ、あんなにはしゃいで……。さて、私も頑張らないとね」

			　ダニエラも大きく伸びをしてから、書斎へと足を運ぶ。途中、廊下のほうから「ティナ様!!　またダニエラ様のお部屋に行ってらっしゃったんですか!?　私が怒られるんですから、ちゃんと自室で寝てくださいよぉ～!!」と悲痛な叫び声が木霊した。

			　ティナの世話係の少女のものだった。ティナの「ごめんなさいにゃ～」の声に、ダニエラは苦笑いを浮かべて、ちょっと申し訳ない気持ちになる。

			　書斎へと移動したダニエラは、机の上に載る大量の資料と報告書を見ると、目頭を押さえて１度大きく深呼吸をする。

			「さて、さっさと終わらせましょうか。視察もありますし、ゆっくりとしてはいられないですからね」

			　ダニエラはフカフカの椅子に座り、資料や報告書に目を通していくのであった。

		

	
		
			第一話　島でのんびりと……

			　

			　雲一つない空。

			　見渡す限りどこまでも続く海。産業がまったく進んでいないためか、海の色はエメラルドグリーンで、底の砂が見えるほどの透明度だ。

			　色鮮やかな魚たちが、群れを作ってスイスイ泳いでいるのが見える。

			「はぁ～、のどかやなぁ～」

			　気の抜けたような声が漏れる。

			　規則正しい波の音を聞きながら、薫(かおる)は岩場で釣りを楽しんでいた。ウキの先についている餌(えさ)を獲物が疑いながらも何度も突いているのが見える。薫(かおる)は気配を消して、食いつくのを今か今かと待つ。

			　そして、獲物が警戒心を解いて餌(えさ)に食いついた瞬間、薫(かおる)はそれに合わせて竿をしゃくる。

			　手応えのある引きに、薫(かおる)はご満悦の様子だった。

			　そんな後ろ姿をニコニコしながら見つめる少女がいる。それに気がついた薫(かおる)は、そちらを向いて声をかける。

			「アリシア、何しとるん？　そんなところおらんで、こっち来たらええやん」

			　薫(かおる)がそう言うと、アリシアは柔らかい笑みをこぼして薫(かおる)の側に駆け寄る。潮風になびく薄い青色の髪の毛。若草色のワンピースに麦わら帽子をかぶっている。

			　ちょっぴり日焼けをした肌が、健康そうに見えた。

			「カオル様、今日も大漁ですね♪」

			　アリシアが、薫(かおる)の釣った魚の入ったカゴを覗き込む。元気よく泳ぎ回る魚が10匹。

			　夜ご飯はこれを使った料理だ。どんな料理ができるのか、アリシアは今からとても楽しみにしていた。

			「ほんで？　アリシア、なんか用事があったんやないんか？」

			　薫(かおる)の言葉に、そうでした!!　と言わんばかりに口を開く。

			「ダルクさんが、カオル様に相談があると仰っていましたので、報告に来たんです。お昼ごろには治療院に来るそうですよ」

			「ほう……なんやろうな？」

			「う～ん、私にはちょっとわからないですが……。いつも通り深刻そうな表情でしたよ」

			　苦笑いでアリシアは薫(かおる)に告げる。

			「ほんまに……あの人は……」

			　薫(かおる)は大きな溜め息を吐く。

			　アリシアは、そんな薫(かおる)の姿に苦笑いを浮かべ、すぐ側に座る。麦わら帽子を膝の上に乗せて、ちょこんと遠慮がちに薫(かおる)の肩にもたれかかった。

			　すぐにアリシアから寝息が聞こえてくる。ちらりとそちらを見ると、気持ちよさそうな寝顔をしている。

			　ここ数日は、薫(かおる)の治療の手伝いや、治癒の覚(かく)醒(せい)で疲れが溜まっているのだろうと思い、薫(かおる)は何も言わずに海に落っこちないようにアリシアをそっと抱き寄せて、釣りを続けるのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　シャーリー一行と別れたあと、アリシアの提案で海沿いを進むことになった。

			　理由は簡単。海を見たことがなかったアリシアが、見てみたいと言ったからだ。

			　海を目にしたアリシアは口をポカーンと開けたまま、「ほぇ～」と言葉を漏らした。

			　目の前には広大な水平線と白い砂浜。海は太陽の光をキラキラと反射させ、まるで宝石がそこらじゅうにあるようだ。

			　アリシアは感動のあまり、海に見入ってしまった。

			　薫(かおる)も薫(かおる)で、海の美しさに目を奪われていた。

			　エメラルドグリーンの海に白い砂浜。

			　南国リゾートにでも来たのではないかと錯覚を起こすほど綺麗なのだ。

			　そんな真っ白い砂浜で、海のほうを向いたまま人魂を漂わせ、スーツ姿で体育座りをしている者が目に入る。

			　あまりにも場違いだった。

			　現代で言えば、疲れ果てたサラリーマンが真っ昼間の公園で、１人ブランコに乗っているくらい浮いている。薫(かおる)とアリシアは顔を見合わせながらも馬車を走らせる。

			　すると、その男はその場でこてんと倒れた。

			「え？　え？　ちょ、ちょっと待ってください!?　カオル様、倒れちゃいましたよ！　え!?」

			「……熱中症か？　手当てせんとあかんかもしれへん。アリシア、行くぞ」

			「はい！」

			　薫(かおる)とアリシアは急いで馬車を止めると、その者の下へと向かった。

			　人魂を辺りに漂わせる角の生えた男は、ぶつぶつと念仏のように「困った……困った……」と頭を抱えていた。目の下にはクマができ、顔色も悪い。それに、酷くやつれている。

			「え、えっと……大丈夫ですか？」

			　アリシアが心配そうに話しかけると、その男はびっくりして飛び起きた。

			「え？　こ、これは申し訳ないです……。私は大丈夫ですよ？　お嬢さん」

			　へんてこなポーズをとり、元気だとアピールするが、まったくもってそう見えない。

			「はいはい、そういうのええから。まったく大丈夫には見えへん。俺は治療師や。ちょっと失礼するで」

			　薫(かおる)は男の返事を聞かずに『解(かい)析(せき)』『診断』をかける。表情から過労だろうとは思うが、念のためだ。

			　

			・名前：ダルク・レイデット

			・種族：シーカーシープ族

			・職業：ビスタ島の領主（男爵）・元冒険者（Ａランク）

			・ＬＶ：35

			・ＨＰ：１００／５００

			・ＭＰ：１００／１００

			・魔法：なし

			・固有スキル：カナリアの囀(さえずり)り（完全危機察知）

			・状態：過労・熱中症（軽度）・脱水症状（軽度）

			　

			「うーん、まぁ過労と、この暑さからくる軽度の熱中症やな……」

			　薫(かおる)は、おろおろしているダルクに向けて『体力中回復(エイルヒール)』をかける。

			　アリシアは薫(かおる)の言葉を聞いて、アイテムボックスから水筒を取り出す。そして、水をコップに注いでダルクに渡す。

			「え？　え？　凄い……こんな回復量……今まで……」

			　ダルクは薫(かおる)の回復魔法によって、一気に体力が湧き上がる感覚に戸惑う。

			「体の水分が飛んでいるから、その水飲み。でないと、ほんまにぶっ倒れてしまうで」

			　アリシアから手渡された水をダルクはゆっくりと飲み干した。

			「はぁ～、なんだか生き返った感じがします……。えっと、あなた方は……？」

			　ダルクは少し不安そうな表情を浮かべる。

			　薫(かおる)とアリシアは自己紹介をし、なぜこんなところに１人でいたのかを聞いた。

			　だだっ広いこの砂浜には、薫(かおる)たちしかいない。そして、海に面した街道は、冒険者や商人の往来もほとんどない。だから、余計にダルクが目立つのだ。

			「申し遅れました……。私はダルクといいます。この先のビスタ島というところを統治している領主です」

			「領主ってことは……貴族ってことでええんか？」

			　薫(かおる)は情報の開示部分と照らし合わせながら尋ねる。

			「ええ、こんなんですが……。一応貴族です」

			　ダルクから、恥ずかしながらという感じがにじみ出てくる。

			「つ、つかぬことをお伺いしますが……。カオルさんは、どこかで雇われた治療師ですか？」

			「ん？　いや、ただの冒険者やで」

			　薫(かおる)がそう言うと、ダルクは神に祈りを捧げるかのようなポーズをとった。

			　薫(かおる)とアリシアは顔を見合わせ、何やら面倒なことに巻き込まれるのかと一瞬身構えてしまう。

			　ミュージクル以降、表立った行動は控えていた。身を潜めておきたいからだ。

			　だが、ダルクの話は、非常に魅力的な提案だった。

			　ビスタ島の臨時治療師としての雇用というものだ。

			　現在、ビスタ島には迷宮が発生しているため、町の立ち上げを行っているのだという。

			　ダルクは冒険者として功績を上げたことにより、手のつけられていない迷宮のある島を手に入れた。

			　町を立ち上げるにあたって、最低限の施設を作らなければならない。

			　宿泊施設、道具屋、治療院だ。この３つを開設できれば、その町に冒険者ギルドを設けることができる。

			　冒険者ギルドがないと、報酬の支払い、依頼、何より迷宮内の階層ワープができない。これがなければ、迷宮攻略の難易度が跳ね上がる。だから、冒険者ギルドを開設するために最低限の施設を作るのだ。その他の施設は後々追加していけばいい。

			　しかし、この３つの中で１番面倒なのが治療院だ。何もない町に来てくれる治療師などなかなかいない。知り合いを通じて呼ぶこともできるが、それ相応の金額を提示しなければならない。でないと、途中で辞めてしまったりしてトラブルが起こる。

			　あとは、治療師ギルドからの派遣だ。こちらのほうがもっと高額だ。だが、治療師ギルドが仲介に入っているため、安心して利用できる。

			「なるほどなぁ……。でも、臨時やろ？　すぐ見つかるんやないんか？」

			「あはは、実は要請がまったく通らないんですよ……」

			　ダルクの言葉にアリシアは首を傾げる。お金を払えば来てくれるというのに、なぜそのようなことになっているのかわからないのだ。

			「嫌がらせというやつです……。領地経営ができないようでは、爵位は剥奪されますから……」

			　溜め息混じりにダルクは頭を掻く。

			　それを聞いて、薫(かおる)はどこも同じかと深い溜め息を吐いた。

			「私が貴族になることを、あまりよいと思ってない者もいるということですよ。元々貴族だった者からしたら、あまりいい気分ではないみたいです」

			　ダルクの空笑いに対して、アリシアはぷくっと頬を膨らませる。

			「そ、そんなのおかしいです！　努力しないと、そういった功績は残せないと、お父様が言っていました！　だから、そんなに自分を卑下しないでください！」

			　アリシアがまくし立てるように言うと、ダルクは驚きの表情を浮かべたあとに「ありがとう」と言って笑った。

			「まぁ、臨時の人が決まるまでやったら……」

			　薫(かおる)はそこまで言ったあと、アリシアのほうを見ると、彼女も笑顔でこくりと頷く。

			　それを見たダルクは飛び跳ねるように喜ぶ。今まで治療師が見つからずに苦労していたのが如実に伝わる。

			　薫(かおる)はそんなダルクに、１つだけ注意を言う。

			　薫(かおる)自身が治療師ギルドに登録していないことだ。これは、治療師としての信用がないということと同じである。治療で残った傷や病気などは保証しないというものだ。

			　ダルクは、薫(かおる)たちのことを深く追求しなかった。薫(かおる)の回復魔法を受けて、かなりの使い手というのがわかったからこそ、彼に頼みたかったのだ。

			　薫(かおる)たちは薫(かおる)たちで、少しの間、身を隠したいと思っている。

			　両者の思惑が一致し、契約成立となった。

			　薫(かおる)たちは花の都ブルグへと行く予定ではあったが、目的地を変更した。

			　ビスタ島は、この大陸の最南端にあたる。

			　ビスタ島と言われているが、潮の満ち引きで本土と島を繋ぐ道が現れる特殊な島だ。

			　そして、薫(かおる)たちがビスタ島を訪れて４日が過ぎ、今に至る。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　のんびりと釣りを楽しんだ薫(かおる)は、気持ちよさそうに眠るアリシアを優しく起こす。

			　ぽけぇ～っとしたアリシアは、目を軽くこすりながら頬を染めていた。薫(かおる)に寄りかかっていたことに対してだろう。

			　アリシアは、ごまかすように薫(かおる)の釣(ちよう)果(か)を聞いてくる。

			「カ、カオル様、大量ですね!!」

			「ああ、今日の食材の確保は終わったから、あとで下ごしらえ一緒にしてもらうで」

			「はい！　任せてください！」

			　２人はそう言って、ビスタ島の治療院へと戻る。

			　小さな治療院の前には、探求者たちが５人並んでいた。薫(かおる)たちを見るや声を上げる。

			「お～い！　カオル、おせ～ぞ！」

			「嫁さんといちゃつきやがって……羨(うらや)まけしからん！」

			「いっぺん、締めないといけないんじゃないかなって……俺は思うんだ」

			「そんな子よりも私と遊びましょうよ♪　大人の世界を教えてあげるわよ♪」

			「あ、私は愛人でいいわよ。カ・オ・ル♪　お金ちょ～だい♪」

			　顔馴染みになった探求者たちが治療院の前で騒ぐが、これは毎度のことなので、薫(かおる)もアリシアも軽く流す。

			　この島に来た初日に、薫(かおる)は彼らとトラブルを起こした。

			　治療師ギルドに入ってないということで、使い物にならない欠陥品などと言ってきた。それに対してアリシアが怒ったのだ。

			　薫(かおる)は気にもしなかったが、アリシアは違う。アリシアにとって、絶対に許せない言葉なのだ。

			　薫(かおる)は穏便に済めばいいなと思いながらも、自分のために怒ってくれるアリシアに嬉しさがこみ上げてきた。

			　だが、何かあればすぐに動けるように準備はしていた。

			　そして見守っていると、アリシアが３人の探求者を相手に一歩も譲らず、言葉で勝っていた。

			　探求者たちが言葉で勝てないと見るや、力を見せつけアリシアを脅そうとした瞬間。

			　大気が揺らめき、一瞬にして氷の世界に迷い込んでしまったのではないかと錯覚してしまうほどの寒気が探求者たちを襲った。それは、強者と弱者が明白になるほどのものだ。

			　探求者たちが青ざめ、尻もちをついているのを、アリシアはその場できょとんと見ていた。なぜなら薫(かおる)は威圧をアリシアには当てないようにしたからだ。

			　探求者たちが薫(かおる)の能力を理解するには十分だった。伊(だ)達(て)に、長年探求者をやっているわけではない。その後は、薫(かおる)とアリシアに罵(ののし)ったことを謝罪して一件落着となった。

			　この一件から、この島にいる探求者たちの間で薫(かおる)には逆らってはいけないという暗黙の了解が出来上がった。

			「ほんじゃあ、サクッと仕事終わらすか」

			　薫(かおる)は治療院に入って椅子に腰を下ろすと、１人ずつ傷を治していく。

			「やっぱり、カオルの回復魔法は規格外だなぁ」

			「ほんとよね……。中級回復魔法で跡形もなく傷が消えるのが不思議でたまらないわ……」

			「俺もこんな治療師、見たことないな」

			　探求者たちは薫(かおる)を見ながらそう口にする。まるで珍獣でも見るかのように。

			「いやいや、普通やて」

			「「「「「んなわけあるか！」」」」」

			　綺麗にハモる探求者たちに薫(かおる)は苦笑いになる。

			　一方のアリシアは、自分も回復魔法を早く使いたいと思いながら見つめていた。

			　シャーリーたちと別れたあと、１回だけ覚(かく)醒(せい)の兆候が見えたが、あれ以来まったく駄目なのだ。薫(かおる)は焦らなくてもよいと言ったが、アリシアは焦っていた。

			　薫(かおる)は流れるように探求者たちの治療を終えて、アリシアが会計をすませる。

			　これで治療院の今日の営業は終わりだ。薫(かおる)にとって、実に楽な仕事である。

			　今の時点で、探求者の数は少ない。大体15人前後に規制しているためだ。これ以上雇うと、宿屋が回らなくなる。冒険者ギルドができるまでは、金回りも悪いため宿屋の拡張も保留している。

			「アリシア、あんまり焦らんでもええんやで」

			「……はい」

			　消毒で使った道具を片付けながら、アリシアは苦笑いを浮かべる。

			　何かきっかけがあれば、スッとうまくいきそうな気もする。だが、そのきっかけをつかめないでいた。

			　アリシアは、薫(かおる)からもらった手当ての仕方などが載っている本を取り出し、今できることに磨きをかける。

			　見かねた薫(かおる)がアリシアに声をかける。

			「さて、ダルクさんが来るまで、晩飯の下ごしらえでもするか？」

			「はい！　今日は何にしますか？」

			　アリシアは気持ちを切り替え、笑顔を見せる。

			　治療院の奥の居住スペースに移動しながら、２人は献立を考える。

			「そうやなぁ……。こいつはフライのほうがええかもな」

			　薫(かおる)はアイテムボックスから魚を取り出す。生きのいい石鯛に似た魚。まるまると太っている。

			「前回、お刺身だと美味(おい)しくなかった子ですね……」

			「こいつは匂いの癖が強いしな」

			　アリシアと見つめ合い、くすりと笑いながらフライに決定して下ごしらえを始めた。

			　アリシアが魚の鱗を綺麗に取り除いていき、その処理の終わった魚を薫(かおる)が三枚におろす。厚めに捌(さば)いた切り身をアリシアが小麦粉、卵、パン粉の順に絡めて器に並べていく。鼻歌交じりで、楽しそうに作業をする。キッチンが狭いため、時折薫(かおる)と腕があたって頬を染めたりと忙しそうであったが。

			「やっぱり２人やと早いなぁ」

			「ですねぇ～。あ……お野菜がありませんけど……どうしますか？」

			「昨日でなくなってたんやったな。ダルクさんが来たあとにでも採取に行くか」

			「フルーツも採取しましょう♪　昨日のエスカという実は凄く美味(おい)しかったですから」

			「そうやな」

			　薫(かおる)はアリシアの提案にのる。この島に自生しているフルーツであるエスカは、ぶどうのようなものだ。果肉がみずみずしく、糖度が非常に高い。

			　デザートでも作るかと薫(かおる)が思っていると、玄関の扉を叩く音が聞こえた。

			「ダルクさんでしょうか？」

			　アリシアは「見に行ってきますね」と薫(かおる)に一言入れてから治療院へと向かった。

			　チリンチリンと扉の鈴の音がなったあと、アリシアがこちらに呼びかける声が聞こえてきたので薫(かおる)も玄関へと向かう。

			　すると、げっそりとした表情のダルクが立っていた。ブラック企業に勤めているサラリーマンを彷彿とさせるその風貌。目の下のクマはデフォルトと化してしまっている。

			　薫(かおる)はダルクを見て、大きな溜め息を吐いた。

			「ダルクさん……あんたちゃんと休んどるか？」

			　薫(かおる)の言葉に、ダルクはへんてこなポーズを取りながら口を開く。

			「ええ、カオルさんのおかげで、ここ数日はこの通り元気一杯ですよ」

			　ツッコミどころ満載なダルクの言動に、頭を抱えたくなる薫(かおる)。アリシアに至っては、苦笑いを浮かべる始末だ。

			「ほんで？　今日はなんの用事なんや？」

			「はい、本日からまた治療師を探すために隣町へ行ってこようと思うのですが……。いいですかね？」

			「……ええわけないやろ」

			　体調が優れていないのが明白なダルクに、それを了承することなどできない。このまま働き詰めると、倒れるのが目に見えているからだ。

			　薫(かおる)がこの町にやってきたときに、休みを取るように言い聞かせたのにもかかわらず、お構いなしに自宅で働き詰めている。

			　薫(かおる)の苛(いら)立(だ)ちに気がついたのか、ダルクは冷や汗を流し始める。

			「ジッとしてられへんのはわからんでもない。やけど、ダルクさんが倒れたら、この町の大勢の人に迷惑がかかるってことを理解せなあかん。奥さんだって心配しとるやん」

			　薫(かおる)の言葉にダルクはだんだん小さくなっていく。

			「いや、ですが、このまま何もしないで日々を過ごすなんて……。カオルさんにも皆さんにも迷惑が……」

			　薫(かおる)の一睨(にら)みでダルクは言葉を詰まらせた。

			「俺は迷惑とは思ってないわ。そのまま無理して、倒れられたほうが迷惑やと思っとる」

			「ご、ごもっともです……」

			「はい、ちゅうことやから、体調がよくなるまでは仕事禁止令を言い渡すわ。奥さんにも言っとくからな。働いた瞬間、縛り付けてでも休ませるようにしてもらう。それか、この治療院のベッドに回復するまで縛り付けるのもありやし」

			　プルプル震えながら、ダルクはゆっくりと頷いた。

			「家族サービスも最近はろくにできてなかったんやないんか？　今のうちにやっとくのも吉やと思うで」

			　事実、ダルクは最近、奥さんと喧(けん)嘩(か)をしてしまったので、苦笑いを浮かべた。そうしますと答えると、薫(かおる)から薬を受け取り帰っていった。

			「ダルクさんは本当に休むでしょうか？」

			「さぁ、次はないと言っているんやから、休むやろ。さて、俺らは野菜を取りに行くか」

			「はい！」

			　準備は万端ですと、アリシアは手提げバッグを片手に薫(かおる)の横に立つ。

			　薫(かおる)たちは森へと向かうことにした。

			　

			　ビスタ島の広場を薫(かおる)とアリシアは、森に向かうために通っていた。

			　酒場では、休みの組と迷宮探索を終えた組が、のんびりと酒を飲みつつ情報交換をしている。

			「やっぱ冒険者ギルドはいるな……。10階層のボスを倒してから先が、面倒くさいにもほどがある」

			「そうなのよねぇ……。あいつでかなりの道具消費を強いられるから厳しいのは確かね」

			「10階層クリア地点に回復装置『カオル』を召喚すれば、それは解決しそうじゃね？」

			「やめろ！　絶対に面倒くさいから、さっさと行けって言われる未来しか見えない！」

			「違いねぇ……。自分で言っといてなんだが、その立場に立ったら、ちびるわ……。アイテムなしでどうやって10階層以降から帰ればいいんだよ」

			　確実に死ねると、皆青ざめてしまう。

			「そういえば、カオルって治療師ギルドに入ってないよね？」

			「訳ありだろ？　よくあることじゃね～か。あそこのギルドはな。でも、あの腕ならどこ行っても引く手数多のレベルの治療師だろ？」

			「うちのパーティ入ってくんないかなぁ～。治療費タダだし」

			「いや……あいつのことだ。どうせ死にかけようが、泣き叫ぼうが、回復して戦えって言って、俺らをゾンビアタックさせそうだよな」

			「やめろよ。そ、それ怖すぎるだろ」

			「や、やりそうだからな……。あいつ目がマジだもん。ドＳだろ、あれ」

			　薫(かおる)に聞こえないから言いたい放題だ。

			　だが、本当に薫(かおる)ならやってのけることができる。魔力は底なし、回復魔法は最上級のものまで扱うことができるのだから造作もないだろう。

			　フリやろ？　フリやねんな？　任せとけなどと言いながら、悪魔のような顔で実行できる。

			　そんなこととはつゆ知らず、探求者たちは薫(かおる)をネタに大いに盛り上がる。

			「皆さん、元気ですねぇ～」

			「どうせ、アホな会話やろ……」

			　薫(かおる)は、酒場で盛り上がっている者たちを遠目に見ながら、溜め息を漏らす。

			「今日は何をとりましょうか？」

			「そうやなぁ……。キャベツ類と根菜類……あときのこも欲しいかな」

			「炒め物ですか？」

			「そんなところやな。帰りにニケのところに寄って、肉は仕入れれるやろうし」

			「お肉は探求者の皆さんが迷宮に潜っていますから、たくさんありますもんね」

			　アリシアは、フライに炒め物と決まって俄然やる気が出てくる。薫(かおる)の甘辛ソースの炒め物は格別に美味(おい)しいからだ。今から楽しみだと思いながら、森へと入っていった。

			　ビスタ島の森は、まったく人の手が入っていない。ダルクはこの島の姿が気に入っているため、極力そういった自然を壊さないように、町を作っている。

			　薫(かおる)たちは、いつも通り手分けして目的の物を探す。

			　30分くらいで今日の分を収穫し終えた。

			「これだけあれば、十分ですよね？」

			「そうやなぁ。これでええか」

			　アリシアの手提げバッグには、一口サイズのキャベツ、きのこ、玉ねぎ、じゃがいもが入っていた。

			　薫(かおる)も野苺とエスカを採集し、手提げバッグに入れていた。

			　甘い香りが、辺りに漂う。

			　アリシアは、今日も美味(おい)しいご飯とデザートができそうだと思い、ウキウキになる。

			　しかし、そんな中でこっちを見る視線に薫(かおる)は気づく。

			　薫(かおる)はその視線に気づかない振りをしながら、アリシアと会話をしていると、茂みからカサカサと草を揺らし、こちらに視線を向けていたものがぴょこんと姿を現した。

			「ピ、ピンクラビィちゃんです！」

			　歓喜の叫びを上げるアリシアに、薫(かおる)は少し苦笑いになる。

			「あ〜、アリシアの大好きな奴か……」

			「そ、そうです！　あ〜、可愛いです。ギュってしたいです！　カオル様、お持ち帰りしてもいいですかね？」

			　一気にテンションが上がりまくりなアリシア。鼻息を荒くしている。

			　薫(かおる)は以前アリシアから、ピンクラビィは幸せを呼ぶものと聞いたことがあった。

			　愛くるしい見た目に、ホワホワな体毛。女の子の心を射止める何か魔性のようなものでも放っているのではないかと思う。薫(かおる)は、じっとそのピンクラビィを観察する。

			　ピンクラビィは非常に警戒心が強く、普段、人前に姿を現すことは滅多にないと聞いた記憶がある。そんなことを考えていると、アリシアは四つん這いになって、先ほど採った果物をチラつかせながら、ピンクラビィを誘い込もうと必死になっていた。

			　こっちにも可愛らしいのがいた。

			　デレっと表情を崩しながら「おいでおいで〜♪」と甘ったるい声を出している。

			　そんなとき、薫(かおる)はピンクラビィの異変に気づく。

			「ん？　怪我しとるんちゃうか？」

			「え!?　そうなのですか？」

			　薫(かおる)の言葉に我にかえるアリシア。

			「ほら、前にアリシア言うとったやん。警戒心が強いって」

			「言われてみれば……おかしいですね」

			　アリシアも目の前に現れたピンクラビィに違和感を持つ。

			「ちょっと調べてみるか」

			「カ、カオル様は動物も見られるのですか？」

			「いやさすがに無理やわ。やけど、人に感染するものやったらあかんしな。骨折とか擦り傷なら、治せるんやないやろか」

			　そう言って薫(かおる)は、ピンクラビィに近づく。

			　ピンクラビィは少し怯(おび)えた感じで、よたよたと後退りする。素早く逃げられないくらい弱っていた。

			　薫(かおる)は、ひょいっとピンクラビィの首を摘み、手の上に乗せる。

			　手乗りうさぎ？　などと思いながら薫(かおる)は、『診断』『解(かい)析(せき)』をかけてみる。

			　駄目元ではあったが、結果が表示された。

			　

			・名前：ピンクラビィ

			・種族：ラビィ族

			・状態：パイン細菌（パイン症候群）感染

			・スキル：運超上昇(ハツピープレゼント)、運超吸収(ハツピードレイン)、お仕置きバースト

			・補足：好かれたり、よいことをすると人生最大の幸運が訪れる。逆に悪いことをすると、人生最大の不幸が訪れる。初代大神官もこのピンクラビィを飼っていたと言われる。初代大神官曰く、吸引力の変わらないただ１つの幸運掃除機と可愛がっていたらしい。

			　

			　薫(かおる)は、この補足にどこぞの掃除機かな？　とツッコミを入れたくなる。

			　続けて病名も表示された。

			　

			・病名：パイン細菌（パイン症候群）

			・潜伏期間：１〜４日

			・感染経路：経口感染

			・症状：動物は脱水症状や疲労状態になる。

			　今のところ人には感染しないが、亜人族に感染する。主に動物と同じ症状と下(げ)痢(り)、嘔吐などの症状が出る。進行速度が凄く速い。合併症の恐れあり。

			　脱水や電解質異常で二次的に急性腎不全、ショック、重症不整脈などが起こる。

			　

			「感染性胃腸炎の一種か……聞いたことない病名やけど」

			「び、病気なのですか!?」

			「ん～、そうやな。このピンクラビィは、疲労や脱水状態くらいや」

			「よ、よかったです……」

			　アリシアはそれを聞いて少しホッとする。

			「それがようないんよなぁ」

			「ど、どういうことですか？」

			「このピンクラビィには、命にかかわることはない。まぁ、体力回復魔法でもかければ、治りも早いやろうけど……」

			　そう、動物にはそこまで脅威ではない。

			　診断結果でわかった厄(やつ)介(かい)な点は、亜人族に感染するという特徴だ。このビスタ島にいる住人の半分は亜人族なのだ。それも重要度の高い宿屋亭主と商人が亜人族だ。

			　もし、この者たちが病気に罹(かか)ると村の運営が厳しくなる。

			「人に感染するのですか？」

			「いや、今のところは罹(かか)らへんから安心してええよ。罹(かか)るんは、亜人族や」

			「……」

			　アリシアは、薫(かおる)の言葉に絶句する。

			「こりゃ、どうにかせなあかんなぁ。そうせんと、のんびりこの島で身を隠せれへんしな」

			「カ、カオル様、まさかこの病気も!?」

			「解決策さえわかれば、いくらでも治せるで。まぁ、調べなあかんことも多いけどな」

			「さ、さすがカオル様です！」

			　目を輝かせながら薫(かおる)を見つめる。そんなアリシアに、薫(かおる)は「アリシアも手伝ってな」と言うと、彼女は笑顔で返事をした。

			　薫(かおる)が手の平の上に乗っかっているピンクラビィに『体力中回復(エイルヒール)』を使おうとした瞬間、ピンクラビィは薫(かおる)の魔力にびっくりして、ぴょこんと飛び降りてしまった。地面にぽよんと跳ねて転がる。

			「あかん、このまま逃がしたらどうなるかわからへん」

			「はう!!　だ、駄目ですよ。逃げちゃ駄目です！　病気をちゃんと治さないと」

			　アリシアは、地面に転げたピンクラビィにそっと駆け寄る。ピンクラビィは飛び降りた拍子に前足を挫(くじ)いたのか、よたよたとしている。

			「そ、そこでジッとしていてください」

			　落ち着かせるように、ピンクラビィに呼びかけるアリシアの体から、金色の光がふんわりと湧き上がり始める。

			　薫(かおる)は、その光景に見覚えがあった。治癒の覚(かく)醒(せい)の兆候だ。

			　アリシアのピンクラビィを助けたいと思う気持ちが、それに反応しているのだろうかと推測する。

			　アリシアの肩にそっと薫(かおる)は手を置いて、回復魔法を使うように伝える。

			　アリシアはピンクラビィに手を翳(かざ)して回復魔法を執行した。

			「我、汝の癒しの力を求める。汝、我の力を代償に傷を癒せ。回復魔法――『軽傷回復(キユアル)』」

			　金色の光がピンクラビィを優しく包み込む。少し驚いたように、ピンクラビィは耳をぴんと直立させるが、危害をくわえられないと見るや、警戒心を解いた。

			　１分ほどその光に包まれると、ピンクラビィはその場でぴょこぴょこと跳ねる。足の痛みが消えたからだろう。薫(かおる)がアリシアの回復魔法に被せるように『体力中回復(エイルヒール)』をかけていたこともあり、ピンクラビィの体調は回復しきっていた。
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			　薫(かおる)の『解(かい)析(せき)』では、パイン細菌の症状も無効化されており、誰かに伝染ることもない状況まで回復した。

			　ピンクラビィは、つぶらな瞳でじっと薫(かおる)たちを見つめる。アリシアは、怪我が治って一安心と思い、肩の力を緩めた。

			　ぴょこぴょこと辺りを跳ねたあと、ピンクラビィは何度かこちらを振り返りながら茂みへと消えていった。ちょっと名残惜しそうに、アリシアはその茂みを見つめる。

			　薫(かおる)はそんなアリシアに優しく言葉をかける。

			「アリシア、回復魔法習得おめでとう」

			「ほぇ？」

			　アリシアは、薫(かおる)の言葉に一瞬呆けた表情を向ける。ピンクラビィの怪我で頭が一杯一杯だったのか、薫(かおる)の言葉の意味を理解していなかった。

			　頬を何度かつねると、アリシアは自身がピンクラビィの怪我を治したことを実感し始める。

			「カ、カオル様！　わ、私……で、できちゃいました。回復魔法を使うことができちゃいました!!」

			　薫(かおる)は、その場で飛び跳ねて喜ぶアリシアに苦笑いになる。

			　助けたいと思う気持ちに反応する治癒の覚(かく)醒(せい)。アリシアは、これで治療師としての第一歩を踏み出した。まだまだ初歩の初歩だが、大事な一歩だ。

			　その後、アリシアはピンクラビィのさわり心地を薫(かおる)に聞いてきたが、薫(かおる)がからかい半分でまた回復魔法の感覚を忘れるぞと言ったら、マジ泣きした。

			　ちゃんと治癒の覚(かく)醒(せい)ができたので、前のように感覚がわからなくなるということはなかった。

			　薫(かおる)の『解(かい)析(せき)』にも、アリシアのステータス欄には『軽傷回復(キユアル)』と記されてある。

			「すまんって……ほら、ハンカチ」

			「ぐすん……酷いですよ……カオル様」

			「冗談でもアカンかったって思ってる。なんか１つ好きなこと聞いたるから……できる範囲でやけど」

			　薫(かおる)のその言葉に、アリシアはぴくんと反応する。好きなことを１つ……。

			　どうしたものかと悩むアリシアであったが、薫(かおる)がアリシアの目線まで腰を下ろしていたので、スッと薫(かおる)の唇を奪ってニッと微(ほほ)笑(え)む。

			「これで許しますよぉ～♪　えへへ」

			「っ～～」

			　アリシアの不意打ちに、薫(かおる)が恥ずかしそうな表情になり頭を掻いた。

			　アリシアはしてやったりといった感じで、ぺろっと舌を出す。いつもはアリシアが恥ずかしくなるため、薫(かおる)に一泡吹かせることに成功し満足していた。

			　なんとも言えない表情の薫(かおる)と手を繋いで、アリシアは晴れやかな気持ちで治療院へと戻るのであった。

		

	
		
			第二話　アリシアの初治療魔法

			　

			　まだ、夕方の診療時間まで時間はあったが、薫(かおる)とアリシアは治療院へと戻った。

			「先ほどの病気を調べるのですか？」

			「ああ、今のところ、村の皆に症状は出てへん。やから予防対策として、薬を作ったほうがええかなと思っとる」

			「なるほど……。カオル様、今回の病気は亜人族のみ罹(かか)ると仰いましたが、なぜ人間には罹(かか)らないのですか？」

			　アリシアは自身の疑問について聞いてきた。

			　しかし、これを答えるのは少し難しい。なぜなら、未だにわからない点があるからだ。

			「うーん、説明してわかるならええんやけど。それ教えるのに、基礎がないと理解できんと思うんや」

			「基礎ですか……」

			「１つの疑問に答えようとすると、新たな疑問が生まれるんや。知識がないとな……って言っても医学や生物学なんて、一から教えよう思うたら莫大な時間がかかるしなぁ」

			　薫(かおる)はテーブルに肘を突いて、アリシアを見る。

			「そ、そんなにかかるのですか？」

			「まず、さっき言った、なぜ罹(かか)らない人と罹(かか)る人が出てくるかや。免疫力、生化学、ストレス・レベル、遺伝学、身体構造とかで説明していく。この時点で、アリシアは訳わからへんやろ？」

			「は、はい……」

			　薫(かおる)の言葉にアリシアは素直に頷く。

			「そんで、それらを使っても説明できん部分がまだあるんや」

			「そんなに勉学をしても、まだわからないのですか!?」

			「わかってる部分とわからん部分があんねん。まぁ、この先いっても説明できんこともある。突然変異してまうと、今まで無害だったものが人に感染したりもするからなぁ」

			　スラスラと説明する薫(かおる)にアリシアは尊敬の眼差しを向ける。

			「カ、カオル様、凄すぎます！」

			「習ったから、こうペラペラ喋(しやべ)れんねん。知らんかったら言えんしな」

			　勉学に励めば、いくらでも知識は身につく。だが、それをちゃんと理解し、使いこなせるのかが重要なのだ。解決策を提案でき、予防をする。発症してしまったら、それを完治させる技量もいる。知識だけ豊富にあっても意味がない。

			　それは、ただの情報でしかないのだから。

			「私もカオル様の言う医学を勉強したいです！」

			「え？」

			「な、なんで、キョトンとした目で見るんですか！」

			「あ～、うん。まぁ、そのなんだ。一から全部ってことやな？」

			「はい、頑張ります。私、暗記には自信あるんですよ」

			　満面の笑みで言われるとさすがに薫(かおる)も断れないが、小学校から医大までの勉強をこれからするということだ。基礎が、どのくらいあるかすらもわからないこの状況、かなりヤバイ。

			　回復魔法とは訳が違うのだから諦めてくれないかなと心の中で思ってしまうのは、当たり前である。

			「アリシア、言うとくけど相当な年数かかるぞ……」

			「え？　年単位なんですか!?　といっても……さ、３、４年ですか？」

			「いや、言葉を間違えたわ。10年以上や」

			「……ふぇ？」

			　目が点になり、お口がペケになってしまったアリシア。カッチンコッチンに固まり、ピクリとも動かない。

			　嘘をついて、あとあとショックを受けるよりはよいか、と薫(かおる)は思ったのだ。

			「だ、大丈夫です。カ、カオル様、一応お母様のスキルの劣化版ですけど『記憶の図書館(メモリアル・ライブラリ)』があるので……」

			「なんやそれ？」

			「１度記憶したことや読んだ本などの知識をスキルに閉じ込めて、私の知識にする能力です。覚えられない細かいところまで記憶できます！」

			「また便利なスキルやなぁ」

			「お母様とは違って、制限があるんですけどね……。私には」

			「制限？」

			「はい。ちゃんとその本や知識を読んだり聞いたりして得たもの限定。スキル使用時にしか、その知識は記憶されないんです」

			　ぽりぽりと頭を掻きながら、アリシアは説明する。

			「なるほどなぁ。スキルを使いっぱなしになるんか」

			「はい。簡単に言うと、ＭＰが切れて終了になります……」

			「サラさんはその制限がないんか……。また恐ろしい能力やな……」

			「言った言ってないの口論は通用しないんです。すべて記憶していますから……お父様は負けっぱなしですし」

			「怖すぎやん……。カインさん、ご愁傷様やな」

			　サラとアリシアの前ではいい加減なことは言うまいと、薫(かおる)は心に誓う。

			「まぁ、のんびりと行こうや。たくさん時間もあるんやしな」

			「はい！　まずはできることからですよね！　回復魔法をいろいろと覚えていきます！」

			　そう言うと、アリシアは元気を取り戻した。

			　薫(かおる)はもしかしたらアリシアに、医学を覚えさせられるのではないかと思った。

			　人間の記憶には限界がある。すべてを記憶するなど到底無理なことだ。だが、アリシアの『記憶の図書館(メモリアル・ライブラリ)』は、それを可能にする。

			　薫(かおる)は、アリシアの成長が楽しみになる。そんなことを考えていると、ちょうど夕方の診療時間になり、治療スペースへと向かう。

			「なぁ、アリシア、軽傷の治療してみるか？」

			「!?　よ、よろしいのですか？」

			　先ほど覚えた回復魔法を使って、薫(かおる)と一緒に治療できることに、アリシアは嬉しさがこみ上げてくる。

			「少しずつ慣れてかんとアカンからな。今日からやれるんなら、俺は皆に頼んでみるけど……」

			「はい！　頑張ります！　やらせてください！」

			　アリシアは緊張しながら、患者としてやってくる探求者を待つ。ソワソワしているが、薫(かおる)はそれにツッコミを入れずに待つ。数分後、扉が開きチリンチリンと音がなる。

			「ふぅ……探索終わったぞ」

			「やっぱ10階層が、やたらアイテム使うよなぁ～。マジでこの迷宮のネックだわ」

			「カオル～、体力回復と怪我の治療よろしくぅ～」

			　ぞろぞろと治療院へと入ってくる探求者たち。それを待ち構えるようにアリシアは白衣をワンピースの上に羽織っている。

			　いつもと違うアリシアを、皆どうしたのだろうといった感じで見つめる。

			「迷宮探索お疲れさん。ほんじゃあ、重傷の奴らからこっち来てくれ」

			　その言葉に２人が薫(かおる)の前の椅子に座り、薫(かおる)の治療を受ける。それが終わると、最後の１人が薫(かおる)の前の席に座る。

			「いやぁ～、ブラウニーウルフに引っ掻かれただけなんだけどさぁ～。ヒリヒリしてしみるんだよねぇ～」

			　のんびりとした亜人族の女性は右腕の袖を捲り、応急処置した包帯を外して怪我の部分を見せる。くっきりと爪の跡が残っていて、赤く腫れ上がっている。

			「サクッとよろしくぅ～」

			　敬礼をして、にへらぁっと笑う。

			「すまんけど、今日からアリシアも治療に参加させたいんやけどええか？　もちろん軽傷患者のみやけど」

			「ん？　アリシアちゃんって回復魔法使えたっけぇ？」

			　亜人族の女性の頭上にクエスチョンマークが浮かぶ。他の２人もそうだ。今までアリシアが治療で使うガーゼや消毒液などの準備をしていたところしか見たことがなかった。薫(かおる)の助手のようなものだと思っていた。

			「え、えっと、ついさっきですが、覚(かく)醒(せい)できました」

			「ついさっき？　ほんとにぃ～？」

			「「そんなことってあるのか？」」

			　探求者たちは、治療師になるための適正年齢を知っている。アリシアはその年齢を超えているため珍しいものを見る目になる。

			「遅咲きもあるらしいで。結構珍しいけどな」

			　薫(かおる)は皆の注目を自身に向けさせる。下手に特殊な魔法の『治癒の覚醒(キユアリング・エヴエイユ)』のことを話せないからだ。

			　探求者たちは、そんなもんなのかと納得した。

			「えっと、まだ『軽傷回復(キユアル)』しか使えませんけど……よろしくお願いします」

			「まぁ、軽傷の患者オンリーや。これから軽傷はアリシア担当になるから、よろしゅうたのむ」

			　なぜアリシアが白衣を着ているのかがわかり、モヤモヤとした感覚がなくなった探求者たち。

			「私は構わないよぉ～。アリシアちゃん頑張ってるねぇ～。お姉さん頑張る女の子大好きだよぉ～」

			　亜人族の女性は、アリシアの頭を撫でながら応援の言葉を贈る。少し照れながらアリシアは亜人族の女性の前に座る。

			「では、失礼しますね」

			　アリシアは消毒液がしみたガーゼで傷口を消毒し、患部に手を翳(かざ)す。

			「我、汝の癒しの力を求める。汝、我の力を代償に傷を癒せ。回復魔法――『軽傷回復(キユアル)』」

			　金色の光がアリシアの手から漏れる。傷口にその光が吸い込まれていく。アリシアは魔力量を一定にするように心がけながら、魔力を流し続ける。１分くらいで、傷口は塞がった。

			　しかし、ほんの少し傷跡が残ってしまった。

			　アリシアは、少し申し訳なさそうな表情になる。

			「おお！　凄い！　アリシアちゃん、回復魔法をちゃんと使えるようになったんだねぇ～」

			　治癒された腕を撫でながら、亜人族の女性はアリシアの顔を見つめる。

			「ん？　どうしたんだ？　せっかく治療成功したのに浮かねぇ顔だな」

			「ほんとだよ。もっと喜んでいいんだぞ」

			　アリシアの回復魔法を見ていた他の探求者たちも声をかける。

			「え、えっと、その……傷跡が……」

			　少し言いにくそうに、アリシアは口を開いた。それに被せるように亜人族の女性が答えた。

			「え？　傷跡？　こんなの残るのは当たり前じゃない？　あ～、カオルは論外ってやつだよぉ～」

			「カオルのような変人と一緒にしちゃ駄目に決まっているだろ……。根本からおかしいんだからよ」

			「そうそう」

			　探求者たちは、アリシアの回復魔法成功に笑顔を向ける。

			「誰が変人やて？」

			「お、お前が論外って言っただけだって。普通は傷跡が残って当然なんだからよ……。カオルは中級魔法で、何もなかったかのようにするから論外って言ったんだよ！　褒めたんだよ!!　だから怖い顔すんなって」

			　苦笑いで、薫(かおる)を宥めようとする探求者。

			　いつも通りの治療院の空気に戻り、アリシアも肩の力が緩む。

			　探求者たちが帰ったあと、治療に使った道具を片付け、椅子に座り込むアリシア。気分は晴れやかだが、課題も残った。自分も傷を綺麗サッパリなくせるようになりたいと思ってしまう。

			　１つできるようになると、その１つ上を目指したくなる。日々精進していかなければと、両手を胸の前に持ってきてグッと力を込める。

			　そんなアリシアの頬に、ひんやりと冷たいものがひっつけられる。

			「はうわぁ!?」

			「ほい、お疲れさん」

			「ビ、ビックリしました……って、これは？」

			　薫(かおる)から手渡されたのは、グラスに注がれた飲み物だった。

			　それを一口飲むと、口いっぱいに甘みが広がって、疲れが取れるような感覚に陥(おちい)る。

			「はぁ～、おいしいです」

			「うん、よかったわ」

			「これはなんですか？」

			「エスカの絞りジュースや。うまいやろ？」

			「はい♪」

			　アリシアは、また１つお気に入りの食べ物ができて、大変満足という表情になる。

			「今日の仕事は一応終わりやから、あとは自由やな」

			「お勉強をしなくては……。回復魔法をもっともっと覚えないとです」

			　張り切るアリシアに、薫(かおる)は笑顔で頑張れよと言う。

			　アリシアは、薫(かおる)から貰った回復魔法初級の魔導書をアイテムボックスから引っ張り出す。それを見ながら、夕飯の時間まで何度も詠唱してみる。

			　そして魔力切れでテーブルに突っ伏し、薫(かおる)にベッドへと運ばれることになるのであった。

			　

			　日没を迎え、辺りは真っ暗になる。

			　町は魔道具で明かりが灯され、酒場では酒を片手に騒ぐ者たちが現れる。娯楽の少ないこの町で、ストレス発散はこのくらいだろう。

			　薫(かおる)は居住スペースから外の様子を見て、溜め息を漏らす。酒の飲みすぎでぶっ倒れるアホが数名いるからだ。酔っぱらいどもは、どれだけ酒が飲めるかで勝負をしているため、酔いつぶれたあとに運ばれてくる、なんともはた迷惑な奴らなのだ。

			　今日は、そういったことがなければいいなと願うのである。

			「アリシア、そろそろ起きんとアカンで」

			　魔力枯渇で、ぐっすり眠るアリシアを薫(かおる)は揺すって起こす。もうＭＰは完全回復しているため、起こしても問題はない。ただ、疲れが溜まって眠っているだけだからだ。

			「むにゃむにゃ……うぅ～ん」

			　薫(かおる)に起こされ、アリシアは目を擦りながら体を起こす。

			「おはようさん」

			「おはにょうございましゅ……」

			「今から夕飯作るけど、アリシアはどないする？」

			「お、お手伝いします！」

			　アリシアはベッドから降り、ピンクのエプロンを身に着けると、キッチンへと向かう。そして、お昼に下ごしらえしたものを調理する。

			　カラッと揚がったフライに目を奪われるアリシア。薫(かおる)は笑いながら隣でソースを作って、揚げたフライにかけていく。炒めた野菜も皿に盛り付け、完成だ。

			　食事をすませると、薫(かおる)は数枚の書類に目を通す。アリシアは食器を流しに持っていってから、薫(かおる)に問いかける。

			「カオル様、なにを見ているのですか？」

			「ん？　ああ、今回ピンクラビィに感染していた病気を調べてたんや」

			「お薬はできそうですか？」

			「俺が作るのは問題ないんやけどなぁ……。面倒なことに、それを他の人が作るとなると、かなり貴重なアイテムが必要になりそうなんや」

			「だ、大丈夫なのですか？」

			　アリシアは心配そうにこちらを見てくる。

			「それを、今どうにかするために調べてるねん。そのアイテムの代用品を探してるんやけど、なかなか見つからん」

			「ということは、できることはできる……ということでしょうか？」

			「まぁ、そういうことや」

			「えっと、カオル様、今回の病気はどういったものなんですか？」

			　アリシアは、ピンクラビィが罹(かか)っていた病気について、詳しく知りたいと思ったのだ。

			「説明してもわかるか微妙なところやなぁ……まぁ、ええか」

			　薫(かおる)は、アリシアにわかりやすいように説明をする。しかし、簡略化できない部分も多々ある。

			　それは、電解質変異だ。

			　人の体の約60％は水分で、細胞内液や血(けつ)漿(しよう)などの体液として存在している。

			　体液はさらに、水に溶けて電気を通すミネラルイオンである電解質（ナトリウムイオンや塩素イオンなど）と、水に溶けるが電気を通さない非電解質（ブドウ糖など）に区別される。

			　それぞれの電解質はバランスをとりながら、人間が生きていくうえで重要な役割を果たしている。

			　亜人族も同じだ。だが、このパイン細菌が体内に入ると、体のバランスをとっている電解質のバランスを崩すのだ。

			　体内の水分量が減る。これによって、急性腎不全、急性腎炎、心不全などの重い病気を引き起こす可能性がある。

			　このように、薫(かおる)が解説をすると、アリシアの表情はぽかーんと面白い顔になっていた。

			「まぁ、わからんよなぁ」

			「だ、大丈夫です！　わかりませんでしたけど、スキルで記憶しましたから！」

			　ちょっと必死なアリシアに、薫(かおる)はポンポンと頭を撫でる。

			「勉強熱心やな。ほんまに」

			「そ、それでなんですけどね……」

			　アリシアは薫(かおる)のすぐ側まで近づき、疑問点を投げかけてくる。

			　薫(かおる)の返答に、アリシアは「カオル様が言っていた通り、１つ疑問を解くためには、他の知識も必要なのですね……」と言いながら、困った表情になっていった。

			「簡単やないからなぁ。特にこういったことは専門知識やし」

			　アリシアの頬を突きながら、薫(かおる)は語る。だんだんアリシアの頬が膨らんでいく。

			「うぅ～、全力で頑張りますから！　カオル様、絶対に教えてくださいね！　最高の治療師にしてくださるんですよね！」

			「医者にしたるとは言ったかなぁ？」

			　少し意地悪じみた表情で、薫(かおる)はアリシアを見る。

			「ぐぬぬ……カオル様の意地悪……」

			「冗談やて。でも、急ぎすぎるのもようないからな。今は、新しい回復魔法の習得と並行して知識を取り入れるくらいがベストやと思うわ。アリシアなら、絶対に期待に答えてくれそうな気がするからな」

			　薫(かおる)はそう言って椅子から立ち上がる。

			　アリシアはテーブルに頬杖を突いたまま今の言葉を噛み締め、薫(かおる)を見上げた。

			「あの……カオル様」

			「ん？」

			「手を握ってもらえますか？」

			　ちょっぴり照れながら、アリシアは薫(かおる)に伝える。薫(かおる)は、そっとアリシアの手を握る。

			　アリシアは両手で薫(かおる)の手を包み込むようにして祈る。心の中で何かを唱えてから、薫(かおる)の手を離した。

			　薫(かおる)は、アリシアが何をしたのかさっぱりわからなかった。

			「なぁ、アリシア……。さっきのってなんや？」

			「えへへ、内緒ですよぉ～♪」

			　アリシアはぺろっと舌を出し、薫(かおる)を挑発する。可愛らしい行動に、薫(かおる)は溜め息を吐いてから椅子に座るアリシアをひょいっと脇に抱える。

			「え……あの……カオル様？　えっと、どうして小脇に抱えるのですか？」

			「いや、なんとなくあの表情に腹が立ったからかなぁ。くすぐりの刑にでもして、さっきの内容でも聞き出そうかと」

			「ぶ、物騒すぎますよ!?　は～な～し～て～く～だ～さ～い～!!」

			　ジタバタしていると、治療院の扉を叩く音が聞こえる。

			　アリシアは、天の助けが来たと言わんばかりに薫(かおる)を治療院へと行かせようとする。

			　薫(かおる)は舌打ちをしてからアリシアを解放した。

			　間一髪助かったと言わんばかりにホッと胸を撫で下ろすアリシア。

			「ぐへぇ～、死ぬぅ～。バッド……ティスト……おりゃもう駄目だ」

			「ほら、カール、あんたしっかりしなさいよ……」

			「なんで、またこうも酒が弱いのに勝負するんだよ。お前は……。カオル、すまんが今日も頼む……」

			　亜人族の急患。それも急性アルコール中毒だ。薫(かおる)は、とりあえず患者であるカールへと近づく。非常に酒臭く、ベロンベロンだ。

			　薫(かおる)は大きな溜め息を吐いてから残りの２人に視線を送る。なんでこうなる前に止めなかったんだ、というものだ。

			　２人は首を横に振った。自分たちに否はないといった感じだ。

			　ビスタ島で探求者の統括をしているドワーフ族のバッド。立派な髭(ひげ)をたくわえ、貫禄のある容姿の男だ。その横で狼狽(うろた)えているのはティスト。ダークエルフで、銀髪褐色の女性だ。急患で運び込まれたのはカールというウルフ族の男。顔はイケメンだが、中身がなんとも残念な奴と薫(かおる)は認識している。

			「カール、お前は死にたいんか？」

			「ああ、死んだ家族が……ぐふっ」

			「え？　カールがヤバそうよ、カオル！」

			「いや、大丈夫やから……」

			　薫(かおる)は、まず医療魔法の『点滴』で生理食塩水を体内に流していく。ついでにカールの口に丸薬を放り込み、水で流しこんだ。

			「とりあえず、そこのベッドに寝かせて様子見やな」

			「いや、なんか他に処置とかしないの？」

			「ん？　体内の血中アルコール濃度を下げるだけやから、この処置でええんや」

			「ティストは前回来てないから知らないのか」

			　バッドはそう言いながら、顎(あご)鬚(ひげ)を撫でる。前回も同じ処置で数時間後にはいつも通りに戻っていたという。

			　ティストは、不思議でたまらないという目で薫(かおる)を見る。

			　薫(かおる)は簡単に、急性アルコール中毒の特徴を話した。

			　急性アルコール中毒は、短時間でアルコールを大量に摂取することで発症する中毒症状だ。アルコールは、主に脳を麻(ま)痺(ひ)させる性質がある。

			　アルコールを摂取すると、麻(ま)痺(ひ)は大脳辺縁部から呼吸や心臓の働きを制御する脳幹部にまで進み、最終的には生命維持に関わる中枢部分までも麻(ま)痺(ひ)させる。

			　その結果、呼吸機能や心肺機能を停止させて死に至る。

			　元いた世界では、解毒薬はない。対処法としては、輸液と利尿とを施して、アルコールを体外に排出させることしかできない。

			　しかし、この異世界には、血中アルコール濃度を下げる成分を持つ無害な微生物がいた。薫(かおる)は、それを薬として精製したのである。

			「まぁ、こんな感じや」

			「さっぱりわかんないわ。まるで、眠くなる呪文のようね……」

			　ティストはジトッとした目で薫(かおる)を見る。

			　難しすぎたかと思いながらも、今回のようなことが再々起きないように、薫(かおる)はバッドにこの丸薬を渡す。

			「とりあえず、これで最悪な状況にはならへんから。次から飲みすぎそうなときは、飲ませるんやで」

			「おう、わかった」

			　バッドは薬の入った袋をアイテムボックスへとしまった。

			「で？　カールどうするの？　このまま寝かしとく？」

			「ああ、それで構わへんよ」

			　薫(かおる)はベッドでぐうぐう眠っているカールを見て、そう判断する。アリシアはそそくさとタオルケットをカールの体にかけて、ひと仕事終えた表情をしていた。

			「悪いわね……カオル。はぁ～、本当にこいつは……」

			　憎たらしそうに眠るカールに、ティストは強めにデコピンを食らわす。その一撃で、悪夢でも見ているかのような表情に早変わりしたカールに、心配かけた罰だとティストは口にした。

			「それじゃあ、カールを頼む」

			「ああ、明日の朝にはケロッとしとるやろうし、お代もらって帰すわ」

			「20倍くらいのお代吹っかけていいからね。カオル」

			「ははは、そうさせてもらうわ。そうや、バッド１つ頼みがあるんやけど」

			　薫(かおる)が帰ろうとしたバッドを引き止める。

			「ん？　どうしたんだ？」

			「明日なんやけど、俺も迷宮に潜ってええやろうか？」

			「は？　いいのか？」

			「ああ、ちょいとアリシアのレベルアップをさせたいんや」

			　薫(かおる)がそう言うと、隅っこに隠れていたアリシアがぴょこんと顔を覗かせる。

			「なるほどなぁ。だが、パーティ特性のパワーレベリングは、あまりオススメはしないぞ」

			「デメリットは重々承知やから、過度なことはせえへんよ。回復はタダやから適当にするけどそれでええか？」

			「おう、それが１番ありがてぇぜ。交渉成立だ」

			　バッドは興味本位で薫(かおる)の実力のほどを尋ねた。だが、薫(かおる)は適当にはぐらかして力量を教えることはなかった。バッドはすぐに引き下がり、ティストと一緒に治療院をあとにした。

			「はぁ～、ある程度の戦力があることくらい予想はついとるんやから、カマかけへんでもええと思うんやけどなぁ。相変わらず、ああいった奴らは面倒なこと考えるわ」

			　やれやれと言った感じで薫(かおる)は肩をすくめる。

			「あ、あの！　カオル様、先ほど私のレベルアップと仰ってましたが……」

			「ああ、アリシアは魔法を使ったあと、すぐ魔力が枯渇してぶっ倒れてまうやろ？　ある程度レベルアップさせて、ＭＰを確保してみようかと思うてなぁ」

			「わ、私、頑張ります！」

			「いや、アリシアは頑張らんでええねん。俺がちょいとバッドたちのパーティに入って迷宮探索してくるだけやから。俺はアリシアのパワーレベリングの対価で回復魔法をばらまくって感じやけどな」

			「そ、そうですよね。私が行っても足手まといですよね……」

			　ちょっと、しょんぼりした様子のアリシアの頭を、くしゃくしゃと撫でる。

			　パーティ特性とは、パーティ編成に登録していれば、経験値が入るというものだ。迷宮に潜らなくてもレベルアップができてしまう。メリットもあるが、デメリットも大きい。

			　メリットは、先ほど言ったように迷宮に潜らなくても経験値が入ることだ。経験値はメンバーに均等に配分される。レベルは、新たな特技や魔法などの習得に直結する。一部例外もあるが、ほとんどがそうだ。

			　デメリットは、技術面での経験不足だ。

			　１度も迷宮に入らずにレベルを上げていると、戦闘経験のないまま高レベルになる。そのような状態で、本格的に迷宮の下層を目指すと、死を招くことがほとんどだ。

			　いざ自分で迷宮に潜ったとき、モンスターの特性や行動パターンがわからず、死んでしまう。ゴリ押しで攻略などできるものではない。

			　だから、必ず戦闘訓練をし、自らの足で進まなければならない。

			「レベルが上がれば一緒に行けるやろ？　迷宮の上層部での最低ラインまでは、我慢してくれると嬉しいんやけど……」

			「はい、わかりました」

			　アリシアは少ししょぼくれているが、薫(かおる)の言っていることはもっともなので、それに従う。

			　今のアリシアなら、すぐにレベルも上がるだろう。なぜなら、アリシアのレベルは現在２だからだ。次の必要経験値までそう遠くない。ここの探求者曰く、最低でもレベル10は欲しいとのこと。１階層の敵が、意外と強いのだそうだ。

			　出てくるモンスターは、サハギンとブラウニーウルフだ。サハギンは硬い鱗(うろこ)があり、防御力が非常に高い。ブラウニーウルフは鋭い爪と脚力があり、攻撃力と素早さが高い。

			　同時に出てこられると、初心者には厳しい。なので、素で攻撃を受けても大丈夫なレベルが、10と言われている。

			　薫(かおる)は元のステータスが高すぎるので問題ないが、アリシアは違う。昔、カインが病気のアリシアのレベルを上げたが、それによって病状が悪化したため、それ以上レベルを上げるのをやめた。

			　ＭＰが増えることによって、心臓に負担をかけたためだ。

			「では、私はどうしましょうか……」

			「食材確保と、これを読んで勉強ってのはどうやろか？」

			　薫(かおる)は、リースからもらった過去の病気の資料を渡した。アリシアはキョトンとした顔でこちらを見てくる。

			「カオル様、私はこれを１度読んでますけど？」

			「まぁまぁ、よう中を見てみ」

			　頭の上にクエスチョンマークを出しつつ、アリシアはページをめくる。

			　するとそこには、薫(かおる)がわかる範囲で、病気の名前と、症状や治療法が書き足されていた。不治の病の一覧は、４割ほど埋まっていた。

			「カオル様、これって……」

			「絞り込めた範囲で書いとる。俺も昼には帰るから、それまでの勉強としてええんやないか？」

			「はい、頑張って覚えます！」

			　楽しげにアリシアは、本を抱える。

			　その後はアリシアの週に１回の定期検診を行う。アリシアはベッドに横になった。

			　薫(かおる)は、アリシアの胸に手を翳(かざ)し『診断』を唱える。

			　心臓は完全に定着し、元気に鼓動をうっている。

			「なんも心配あらへんな」

			「これも、カオル様のおかげです♪」

			　そう言って、アリシアは微(ほほ)笑(え)む。

			　可愛いな、こんちくしょう。

			「明日のために早く寝るかな。カールより早く起きたら、叩き起こさなアカンしな」

			「えへへ、そうですね。では寝ましょうか」

			　２人はベッドに入る。少し経つと、アリシアは寝息を立てていた。薫(かおる)はアリシアが寝たのを確認し、ベッドから出る。

			　そのまま机に向かい、ランプに小さな明かりを灯す。今日、調べたときに気になったことを箇条書きにしていく。そして、回復魔法の魔導書を作成する。

			　アリシアが理解できるように一手間も二手間も加えている。薫(かおる)は、その作業を１時間ほどしてから寝床についた。

			　教えれば教えるほど、スポンジのように吸収するアリシアに、薫(かおる)は大きな期待が膨らむ。

			　アリシアの成長を楽しみにしながら、薫(かおる)も眠りにつくのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　まだ闇が濃い中、広い部屋で小さなランプに明かりを灯して、報告書を見つめる者がいた。

			　真っ赤な赤い髪の毛をポニーテールにして、確認済みの判を押すダニエラだ。

			　作業を進めていくと、１枚の報告書でピタリと手が止まる。

			「これは……ガイナスへの報告書ですか……。まったく、私のところへ回すとは……ん？」

			　その報告書にダニエラは目を通し、苛(いら)立(だ)ちを増す。賢人会で否決された実験を勝手に実行していたからだ。そして、その実験失敗の報告だった。ミュージクルでバイオヴァリオル（天然痘）の実験に失敗。現在も病気を発症した者はゼロとなっていた。

			「あの老害は……勝手なことを……。いや、ちょっと待って、何かがおかしい……あれはとんでもない感染力を持つと報告書では出ていたはず……」

			　ダニエラは椅子から立ち上がり、ガイナスが発見したバイオヴァリオル（天然痘）の資料を戸棚から抜き出す。パラパラとめくって、該当する場所で手を止める。

			「まさか……。いや、そんなはずは……」

			　ダニエラは思考を走らせ、今回の失敗にグランパレスにいたカオル・アシヤが絡んでいるのではないかと推測する。そうでなければ、１都市まるごと壊滅していないとおかしいのだ。それほどまでに強力な病気と十賢人全員が認定している。

			　カオル・アシヤへの１本の細い糸をダニエラは掴んだ気がした。そして、地図を広げる。グランパレスからミュージクルへ向かったと考えると、確実に南下していることになる。

			　この報告書が自身のところへ来ていることで、ガイナスに情報が届くのは遅れるはずだ。

			　一歩先に、カオル・アシヤへの糸口が見えたダニエラは、妖(よう)艶(えん)な笑みを浮かべる。

			　十賢人の中で１番若いため、このような雑務が回ってくるが、そのおかげで突破口が見えた。

			　他の十賢人のほとんどが、私欲のために他のことで手一杯になっている。現在は、迷宮熱の特効薬でオルビス商会と治療師のリースと協議をしている。なんとしてでもその利権にあやかりたいのだろう。金や地位で己のすべての欲望を満たすためだけにだ。

			「面倒な奴らもいますが……大抵は馬鹿で助かりますね。南部は私の管轄ですし、一足先に話を付けられればいいでしょうか」

			　魅力的な薫(かおる)の能力。今のところガイナスは、薫(かおる)に興味を持っているのかはわからない。こちらにアクションを見せないところを見ると、それほど重要視してないのだろう。

			　誰よりも早く、カオル・アシヤと友好な関係を結び、自身の目的を達成せねばと思うのである。そんなことを考えていると、控えめなノックの音が聞こえる。特徴のあるノック音。

			　その音に、ダニエラはくすりと笑みを零して書類を片付け、その扉を叩く者を部屋へと迎えるのであった。

		

	
		
			第三話　アリシア覚醒

			　

			　強い雨音がする中、薫(かおる)は重い瞼(まぶた)を擦りながら体を起こす。

			　まだ辺りは暗い。

			　この一帯では、たまにスコールが発生する。雨で少し憂(ゆう)鬱(うつ)な気分になりながら、薫(かおる)は頭を掻く。薫(かおる)が起きたとき、腕に絡みついているアリシアも一緒に体が起きあがる。

			　頬を突いて攻撃すると、アリシアは眉をハの字にして薫(かおる)から逃げるようにベッドを転がった。

			　これで起きられると思ったが、アリシアは器用にも薫(かおる)の服を掴んでいた。ゆっくりと離そうとするのだが、なかなか離してくれない。

			　何とか離してもらい、薫(かおる)は治療スペースへと向かった。そこにカールの姿はなく、置き手紙が残されていた。

			　それを読んだ薫(かおる)は、小さく溜め息を吐いたあとに力いっぱい握りつぶした。本日、出会ったら一撃入れるかと。

			　薫(かおる)が居住スペースへと戻ると、布団に丸まっている小動物は、手だけがいなくなった薫(かおる)を探して宙を彷徨っている。

			　見ているだけでちょっと面白い。

			「そろそろ起きへんと診療時間に間に合わへんで」

			「むにゃ……すやぁ〜」

			　いつも通り起きない。まぁ、こんなので起きたら苦労はしない。薫(かおる)は緊急時の起こし方を実行する。脇をくすぐると、アリシアはようやく目覚めた。

			　涙目でアリシアは、最終手段を速攻で使うのは駄目だと薫(かおる)に訴えたが、起きないアリシアが悪いため、その訴えは棄却された。

			　薫(かおる)はササッと朝食を作って、治療院の準備をする。

			「アリシアも軽傷患者の治療頼むで」

			「はい、頑張ります！」

			　時間通りに扉を開けると、探索から帰ってきた探求者たちが治療院へと入ってくる。

			　薫(かおる)が、アリシアが軽傷患者の治療をすると伝えると、そのことはもう島の住民たちに知れ渡っていた。人数が少ないため、広まるのは早い。

			　アリシアは緊張しながらも問題なく治療を終えた。

			「ふぅ……お仕事完了です」

			「アリシア、お疲れさん」

			　緊張の解けたアリシアに、薫(かおる)はねぎらいの言葉をかける。

			　支払いを済ませた探求者たちはアリシアに、またよろしくと言って、治療院をあとにした。その言葉が嬉しくてちょっとこそばゆい感覚に陥(おちい)る。

			　やりがいがある仕事なだけに、アリシアはより一層頑張らなければと思ったのだ。

			　アリシアがそんなことを思っていると、バッドたちが治療院へと入ってくる。

			「おう、カオル、迎えにきたぜ」

			「昨日は面倒かけたわね。ほら、カールもなんとか言いなさいよ」

			「いやぁ～、カオル、マジで助かったぜ。感謝感謝」

			　バッドは、カールの軽い返答に頭を抱える。お調子者として知られる亜人族の探求者。犬耳がへたっているところを見ると、一応反省はしているようだ。

			　手紙で料金は出世払いでと書いてあったため、まだお代をいただいてない。おまけに似顔絵つきで意外とうまいのが薫の癇に障った。

			「助かったついでに、請求させてもらってええんやろか？　お前の命で」

			「ちょ、ちょっと、カオル、マジモンの目つきでそれはやべーだろ!!　あの手紙は持ち合わせなかったから、適当に書いただけだって！　怒んなよ、ちゃんと払うから」

			　カールはイソイソとポケットから治療代金を支払う。そんなに命が惜しいか……。

			　薫(かおる)とカールのやり取りを見ていたバッドとティストは、大きな溜め息を吐く。まぁ、吐かずにはいられないだろう。自分たちの仲間の不祥事なのだから。

			「カオル、マジですまん……」

			「いや、お代をもらったからもうええわ。んで？　迷宮に入るにあたっての注意点とかあるんか？」

			　バッドは少し言葉をつまらせながら目を横にそらす。薫(かおる)がどういうことだろうと思った矢先にカールが言葉を発する。

			「カオルだったらいらねーんじゃね？」

			　その言葉に、バッドとティストはカールの腹部にボディブローを入れる。くの字に倒れたカールは、「ひでぇ……」と言いながらうずくまった。その回答が正解のためバッドは言葉をつまらせたのだ。だが、口にするのは失礼かと思い、オブラートに包もうとしたが、カールのドストレートな言葉が先制パンチを放ったというわけだ。

			「まぁ、いらんのんやったらええわ……」

			「カオル様は強いですからいりませんよね？」

			　アリシアも笑顔で、ノーアイテムでいけると思っている。普通は自殺行為だが、薫(かおる)ならできてしまいそうなのだから仕方がない。

			　薫(かおる)は大きな溜め息を吐きながら、アリシアと自身をバッドのパーティ編成に入れてもらう。

			　そして、バッドたちと共に迷宮へと出発した。

			　アリシアは、薫(かおる)たちを見送ったあと、薫(かおる)から渡された病気の本を読み漁るのであった。

			　

			　ビスタ島の広場を歩く薫(かおる)たち。

			　いつもと違うバッドたちの編成に皆、注目している。

			「やっぱ、カオルがいるだけで違うよなぁ」

			「ん？　何がや？」

			「ほら、私たちもそうだけど、治療師をパーティに入れてるところってないでしょ？」

			「ああ、そう言われればそうやな」

			「治療師を入れるのは金がかかるし、金払ったあとに逃げられたりとかあるし、なかなかパーティ組めね～んだよなぁ」

			　治療師への報酬は、パーティ内で負担しなければいけない。まったく面倒な契約だ。だが、これがこの世界の常識。仕方ないと言えば、仕方がない。

			「ホンマに面倒やなぁ……」

			「そういうふうになってんだから、仕方ねーさ」

			　ガハハハと笑うバッドは、治療師つきでの迷宮探索にワクワクしているように見える。今まで治療師を入れての攻略はしてこなかったのかと疑問を覚えるが、薫(かおる)はそれを聞かなかった。

			「一応、食料だけ買っていくか？　回復薬は前回の残りで足りるだろうし」

			「そうね、最低限で１回やってみたいってのもあるわね。どこまで行けるかも試したいわ」

			「お、いいね！　久々に楽しめそうじゃん♪」

			「お前ら、生き生きしてんなぁ」

			　薫(かおる)は盛り上がる３人に、苦笑いになる。

			「当たり前だろ！　普通こうやってアタックできるのは正式に冒険者ギルドができてからだ。それを可能にするキーマンが今回はいるんだ。やれるときにやるのが男ってもんだろ！」

			「そんなもんなんかなぁ」

			　熱い語りに押されながら、バッドたちと薫(かおる)は計画を立てつつ道具屋へと向かう。いつもは迷宮から魔物を出さないために潜っているが、今回は攻略をメインとするようだ。本来の探求者としての目的で潜れるため、俄然やる気が出るのだろう。

			　道具屋はこぢんまりとした内装で、治療院と同じ作りになっている。小さなスペースなのに、工夫して大量の商品を揃えてある。

			　番台に頬杖を突いた猫耳を生やした少女がいる。

			　名前は、ニケ。赤毛で褐色肌の可愛らしい子だ。気温が高いため、胸元が大きく開いたトップスに、ショートパンツとラフな格好をしている。

			「にゃにゃ～♪　いらっしゃいませぇ～」

			　ふりふりと尻尾(しつぽ)を振りながら、薫(かおる)たちに挨拶をしてくる。

			「ニケ、食料を見繕ってくれ」

			「おまかせでいいのん？　少し奮発してくれると嬉しいなぁ～」

			　両手でごまを擦る仕草をし、笑顔をバッドに送る。

			「節約しねぇといけねぇから無理だ。ニケ、逆に少し値下げしてもいいんだぞ？」

			「にゃにゃ!?　そんなの私のお店が潰れちゃうじゃん！　絶対に、やっ！」

			　プイッとそっぽを向くニケに、苦笑いを浮かべるバッド。これはいつものことなので、ティストもカールも別にツッコミを入れることはない。

			「いつものでいいぞ」

			「にゃ～、皆、１番安いのばかりで、こっちは商売上がったりだよぉ～」

			　いじいじと両人差し指を合わせながら、こちらを見てくる。

			「いいじゃね～か。お前の親玉がいるコミュニティから、相当な金額が入っているって噂があがってるぞ」

			「なんのことぉ～？　わっからないなぁ～」

			　ぴこんと耳を立てたニケは、営業スマイルのままバッドの言葉を躱(かわ)す。

			　互いに情報戦といったところかと薫(かおる)が見ていると、ニケは薫(かおる)の存在に気がつき、珍しそうなものでも見た表情をする。

			「カオルも迷宮に行くのん？」

			「ああ、ちょいと用事があって、バッドたちと迷宮に潜るねん」

			「にゃにゃ？　じゃあ、カオルにはこの前のお魚フライを要求してもいい？　あれとカオルの食料分はチャラでどう？」

			　ニケは、ぺろりと舌を出して、薫(かおる)に食材を要求してくる。薫(かおる)以外に釣りをしている者が今はいない。最低限の人員で町を運営しているためだ。

			　ニケも商人として仕入れることは可能だが、鮮度が落ちるため、あまり仕入れることはない。薫(かおる)が趣味で釣りをするので、それを手に入れているのだ。

			「ああ、それで構わへんよ」

			「は？　ちょっとカオルだけずるくねぇか？　ニケ～、俺らにも少しくらい割引きとかしてもいいじゃ～ん」

			　カールがずいずいニケに迫る。肌が触れ合うほどに。

			「暑苦しい！　ニケパーンチ！」

			「グボッ!?」

			　綺麗なアッパーがカールの顎(あご)に直撃して、一撃でノックアウトする。それを見て、バッドとティストはまたかといった表情になる。

			　大きな溜め息を吐いたニケは、伸びたカールを放置して交渉に入る。

			「それでどう？」

			「ああ、それでええよ」

			「やった♪　今夜は美味(おい)しいお酒が飲めそう♪」

			　薫(かおる)の肩に飛びついたニケは、フライを早くと催促する。

			　薫(かおる)はアイテムボックスから、昨日の下ごしらえしたフライを取り出し、ニケに渡した。

			　薫(かおる)からわけてもらったフライを大切にアイテムボックスにしまったニケは、皆の食料を見繕って渡す。中身は、干し肉や硬いパンにクルミ類だ。これが、１番安価なものだ。

			「ほい、ありがとな」

			「まいどぉ～♪」

			　ニケは手を振り、薫(かおる)たちを見送る。カールはバッドに頬を叩かれ、なんとか回復していた。

			「やべぇ……迷宮に入る前から瀕死だ……」

			「自業自得だろ。カール、その軽いノリをどうにかしたらどうだ？　せっかく顔はいいのに、中身で台無しだぞ」

			「酷くねぇか、バッド……確かに軽いかもしれねぇけど、これでもいろいろ考えてるんだぞ？」

			「何を考えているんだよ……」

			　バッドは顔を覆い、まったくこいつはと肩をすくめる。

			　そのまま迷宮の話をしつつ、４人は迷宮の入り口に辿り着く。

			　目の前には鳥居と祠(ほこら)がある。

			　薫(かおる)は、迷宮の入り口を見た第一印象は、神社に近い気がした。

			「さぁ、今日は本気で行こうか」

			「バッド、マッピングもやりやすそうだし、ついでに10階層まで作っちまうか？」

			「へー、マッピングもしていくんやな」

			「しないとあとあと面倒だもの。あと、お金になるからね♪」

			　ティストは腰に手を当て、にやりと笑う。

			　迷宮は、下の階層に行くにつれて広範囲に広がっていく。下層に行くにつれ、マッピング価値が跳ね上がる。

			　グランパレスの迷宮では、現在最も深い階層のマッピング価値は５００万リラと言われる。

			　それが、攻略ついでに手に入るのであれば、嬉しい限りだ。

			　３人は気合いを入れて挑む。薫(かおる)は頭を掻きながら３人の後ろをついていく。

			　１階層に入った瞬間、足場が砂に変わる。

			「地形が変わったで？」

			「ああ、このビスタ島の迷宮は、地形変化するぞ」

			「なになに？　カオルは見たことないの？」

			　ティストは楽しげに、薫(かおる)の表情の変化を楽しんでいる。

			「初めてやな。グランパレスは、こんな変化なかったしな」

			「おいおい、カオル、お前グランパレスにいたのかよ。あそこで、治療師やってれば、お前くらいの腕なら大金稼げるだろう……」

			「そうよ。なんで、こんなド田舎に来て、治療院の臨時治療師しているのよ。勿体ないわよ」

			　薫(かおる)の事情を知らないため、２人はそのように言うのだ。もっともな言葉に、薫(かおる)もなんと答えたものかと考える。

			「この大陸を見て回りたいからええんよ。ここも、そのついでや。それに、金欠気味やったから、ダルクさんの誘いに乗ったんや」

			「なるほどねぇ～。でも、カオルなら荒稼ぎしそうよね」

			「そうだよなぁ。この腕前なら貴族の家に押し入って、怪我治して大金要求してそうだよなぁ～」

			「いやいやいや、さすがにカオルはそんなことしねぇだろ」

			　３人はそう言うと薫(かおる)を見る。あながち間違ってないから薫(かおる)は言い返せなかった。

			　そこまで長い付き合いでもない３人に、こうも自分の行動が予測できるのか不思議でならないと思ってしまう。まったくもって遺(い)憾(かん)である。

			　しかし、バッドたちは冗談のつもりだった。するわけないが、薫(かおる)ならできなくもないだろうという感じだ。薫(かおる)のただならぬ雰囲気にバッドたちは、それ以上何も言うことができなかった。

			　そうこうしているうちに、目の前にモンスターが湧いていた。４人は一瞬で、戦闘態勢に切り替える。

			　バッドは自身の身長よりも大きなバトルアックスを取り出す。カールも長剣を抜き構える。

			　モンスターは、サハギン２体にブラウニーウルフ２体だ。

			「バッド、カール、絶対に後ろに来させないでよ。まずは補助魔法かけるから」

			「はいよ」

			「任せろ」

			　３人はフォーメーションを組み、モンスターを迎え撃つ。

			「我、風の聖霊の恩恵を求める。汝、我の力喰らいてその恩恵を示せ。『風魔法――ウインドブーツ』」

			　４人の体に風の膜が張られる。風に包まれた体は、異常なほど軽い。魔力強化とは違い、術者の魔力量に依存するタイプのバフだ。

			　戦士系の者は、魔力強化することはできるが、保有量が少ないため一瞬のみ使うことが多い。

			　これなら、戦士系の者も魔力の心配をせず、気兼ねなく戦えるようだ。

			「凄いな。めっちゃ体が軽いわ」

			「初級風魔法の中でも、かなり使いやすいのよね。コレって」

			「じゃあ、行くぜ！」

			「サクッと倒すぞ。バッド！」

			　バッドとカールは素早い移動で、ブラウニーウルフの進行方向を塞ぎ、斬りつける。

			　バッドはカールに、ブラウニーウルフ２体を任せ、サハギンに突っ込んでいく。意表をつく行動に、サハギンは行動できずにいた。バッドは、バトルアックスの側面で豪快に叩き飛ばす。

			　ゴンッと鈍い音がしたあと、壁にサハギンがめり込み、光の粒子へと変わる。

			「よっしゃ〜。一撃で仕止めたぞ」

			「バッドは、よくあんな硬いサハギンを吹っ飛ばすわね……。馬鹿力なんだからもう」

			「硬い鱗を持ってるモンスターに、斬撃はねーよ」

			「ちょ、おい！　どうでもいいから、俺だけでこの２匹を足止めするにも限界あるんだぞ。さっさと戻ってこい」

			「おっと、すまんすまん」

			　カールの声に、バッドが素早く戻ろうとした矢先に、

			「「あ……」」

			　カールは、ブラウニーウルフ２体の足止めに失敗した。１体は止められたが、もう１体が抜けてしまったのだ。

			「カ―――ル！　あんたあとで覚えときなさいよ！」

			「お、怒んなよ。ワザとじゃねーじゃん！」

			「黙れ、駄目犬！　同じようなこと一昨日もしてたでしょ！」

			　動きの素早い敵のため、仕方ないとは思う。それに１階層で危なくなることなど、まずないだろうと思っているので、そのままのんびり観戦を続ける。

			　ティストは苛(いら)立(だ)ちながら弓を構え、ブラウニーウルフを迎え撃つ。

			「ＭＰは、無限じゃないのよぉおおお。この駄犬がぁああ」

			「だぁああれが、駄犬じゃぼけぇえええ！」

			　２人は言い合いをしながら、ブラウニーウルフを撃つ。

			　唸り声を上げながら、ブラウニーウルフは咄嗟に横飛びをして、ティストの攻撃を鮮やかに回避する。

			「あ、やっば……」

			「グルラアアアアアアアア」

			　ブラウニーウルフは、ティストを標的にして攻撃モーションに入った。バッドもカールも魔物を１体抱えている状況。ティストは一撃もらうことを覚悟し、自身を魔力強化する。

			　ブラウニーウルフは渾(こん)身(しん)の一撃を繰り出し、ティストの腕を噛み砕こうとしたが、横から鉄球で殴りつけられたかのような衝撃に見舞われる。ブラウニーウルフは一瞬で意識が飛び、壁にめり込む。口の中は夥(おびただ)しい血が溢れ、意識が遠のき、光の粒子になり消えてしまった。

			「ったく……。１階層で、なんでこんな危ない場面になってんねん」

			　薫(かおる)は両手をポケットに突っ込み、蹴り飛ばした格好で煙草を吹かしていた。

			　強い魔力を纏(まと)った薫(かおる)を、３人はポカーンとした表情で見つめる。

			　薫(かおる)はモンスターにのみ威圧を放ち、牽(けん)制(せい)する。

			「はぁ……。後衛でのんびりしよう思うとったのに……。俺を働かせんでほしいんやけどなぁ」

			「え？　え？」

			　ティストは、薫(かおる)の攻撃モーションがまったく見えず、理解が追いつかずにいた。いつの間にか目の前に迫っていたブラウニーウルフが横の壁にめり込み、消滅したからだ。

			　バッドもカールも目で追えていない。

			「ほら、さっさと雑魚を片付けぇや」

			　苛(いら)立(だ)つ薫(かおる)の言葉に、バッドとカールはキビキビと動く。先ほどの動きとはまったく違う。まるで、手を抜いていたかのようだ。

			　薫(かおる)は大きな溜め息を吐いて口を開く。

			「で？　なんや今までの茶番は、ワザとやったんか？」

			「「「ナ、ナンノコトデショウカ？」」」

			　薫(かおる)は３人を睨(にら)みつける。

			　仮にもバッドとティストは冒険者ランクＢ。カールも冒険者ランクはＣだ。３人のステータスが見られる薫(かおる)には、このような魔物で危なくなるなど到底思えない。なにかしらの意図がなければだが。

			　３人は迷宮のど真ん中で正座をし、汗をダラダラ掻きながら縮こまっていた。

			「いや、カオルの強さをバッドが見たいって言ったから……」

			「ティスト、俺だけのせいにする気かよ!?　お前だってカオルの強さ見てみたくない？　って言ったじゃねーか！」

			「ちょ、そんなこと一言も言ってないわよ。ていうか、カールもじゃない。とりあえず、演技でカオルの強さを測るための計画を立ててたじゃない」

			「ちょ、おま！　何を言っちゃってんだよ！　白状しちゃってるよ、おい！」

			　正座したまま３人は責任のなすりつけ合いをする。

			「はい、お前ら言い残すことあるか？」

			　片眉を上げた状態の薫(かおる)の目を見た３人は、言い逃れできないと思ったのか声を揃えた。

			「「「イエ、アリマセン」」」

			「たく、力見たいんやったら言えや……。面倒くさい小細工なしに。怪我したら、こっちの仕事増えるんやから止めてくれへんか」

			「「「ゴ、ゴモットモデス」」」

			「さて、この落とし前はどう付けてもらおうかなぁ」

			「「「できれば、軽いのでお願いします！」」」

			　薫(かおる)は悪い顔になり、顎(あご)に手を当てる。そして、３人にゾンビアタックで10階層まで駆け下りてもらうことにする。

			　バッドたちに拒否権はなかった。

			「し、死なないよな？」

			「大丈夫やろ？　ボスは、適当に俺も加勢するし」

			　その言葉に、３人はなぜか少し安(あん)堵(ど)していた。

			　薫(かおる)の回復魔法を肌で味わっているからこそでもある。

			「さぁ、馬車馬のように働け！」

			　腕を組んだ薫(かおる)の掛け声に、バッドたちは敬礼をする。

			「「「ア、アイアイサー！」」」

			　バッドたちは、最短ルートで階層を下りる。その都度出てくる魔物をゴリ押しで倒す。

			　攻撃を食らっても、次の瞬間には全回復している。疲れ知らずで３人は薫(かおる)の言う通り、馬車馬のように頑張った。

			　そして、10階層のボス部屋まで辿り着く。

			　意外なことに、バッドたちはけろりとしていた。

			「カオル、注意点だけ言っとくが、ここのボスはキングサハギンだ。クッソ硬いから覚悟しておけ」

			「はいよ。まぁ、回復は任せろ」

			「ここは、魔法使いの私の出番だからね。あんたたちは、ちゃんと壁役を徹底してよね」

			「「へいへい」」

			　バッドとカールは、渋々返事をする。ボスは、基本的に10階層ずつに存在する。１度倒しても、また上の階層から10階層へ侵入した場合、同じボスが湧く。下の階層から上に登る場合は、ボスは湧かない仕組みになっている。

			　また先に入った探求者たちがボスを倒すまで、９階層から10階層へは侵入できない。扉が閉まっているためだ。ボスを倒したあとも、先に進む道しか開かない。順番待ちしている探求者たちが、ボスを倒さずに先に進むことは不可能となる。

			　あとは、パーティ編成で６人以上だとボスが湧かない仕様もある。大人数での攻略ができない。いろいろと制限があるのだなと思いながら薫(かおる)は頭を掻く。

			　バッドたちと薫(かおる)は、10階層の扉の前に立つ。

			　少し肌寒い空気が肌を撫でる。10階層は冷気のようなものが立ち込めていた。

			　薫(かおる)たちが中に入ると、２メートルを越えるまん丸と太ったサハギンが、デカイフォークを持って待ち構えていた。頭に金の王冠を乗せ、鮒(ふな)のような口をパクパクさせていた。

			　薫(かおる)は、そのキングサハギンをひと目見た瞬間、無性に苛(いら)立(だ)つ。なぜだろうか……。思考を走らせると、薫(かおる)を叩き上げたマスコミの男に似ていたからだ、と結論が出た。

			　そのため、とりあえず１発ぶん殴りたいと思うわけだ。

			「よし、カールあいつの注意を引くぞ！」

			「わかった！　って、え？」

			　バッドとカールが駆け出そうとした瞬間に、爆風が通りすぎる。何かと思い、２人が振り返ると薫(かおる)の姿がない。

			　すると、キングサハギンのいるほうから、ガシャンっとデカイ音とともに何かが砕け散る音が聞こえてくる。

			　ティストは口を開けたまま呆けた表情を作って固まる。

			　バッドとカールも、そっとキングサハギンのほうを見ると、そこにはダイアモンドよりも硬いと言われるキングサハギンの鱗が粉々に砕け散っていた。それを仕出かした犯人は薫(かおる)である。

			　スッキリした清々しい笑顔で、バッドたちの下へと歩いて戻ってくる。

			「あ～、めっちゃストレスが吹っ飛んだわぁ」

			「え？　カオル、お前何やってんだよ！　てか、１週間の便秘から解放されたかのようなスッキリした顔しやがって！」

			「もの凄くムカつく奴の顔に似とったから、つい」

			「そんな理由でキングサハギンの鱗ごとぶっ飛ばすアホは、今まで見たことねーよ！」

			「うわぁ……。やだ、なんかピクピクしてる……。気持ち悪い、もう瀕死じゃないの……あれ」

			　ティストは、変わり果てたキングサハギンの姿を見て、哀れに思う。

			　凄まじい火力。今、薫(かおる)が制御できる渾(こん)身(しん)の一撃だ。

			　身体を魔力強化し、その上から拳にのみ２度がけしての右ストレートだ。

			「『か、風初級魔法――ウ、ウインド』」

			　ぎこちない詠唱で、ティストは魔法を繰り出す。パリンと心地よい音がし、キングサハギンは光の粒子になり消えさった。

			　少し涙ぐんでいたように見えたが、ティストは気にしないことにした。

			「カオル、お前は本当に規格外すぎるぞ……」

			「今まで、キングサハギンの鱗の上から殴りつけて倒す奴なんて見たことねぇよ……。Ｓランクの奴らならできるはずだが……あれと同等の力かよ」

			　呆れた顔をするバッドは、キングサハギンのドロップ品を回収しつつ薫(かおる)を見る。

			　その後は、19階層までマッピングしながら探索を続けた。

			「よーし、今日はこれくらいで引き上げるか」

			「毎回、あのキングサハギンで時間とられていたから、今日は凄く楽だったわ」

			「カオルのおかげだな！　マジすげーよ」

			　３人は大収穫といった感じだ。

			「まぁ、とりあえず、あんまり俺のこと言いふらすなよ。面倒いのに寄ってこられたら、めっちゃ迷惑やからな」

			「ん？　ああ、安心しろ。俺らの信用が落ちるから、そういったことはしねぇーよ」

			「じゃあ、俺のことが出回ったら、３人の名前出して社会的に潰せばええんやな」

			　悪魔のような笑顔をちらつかせると、３人の頬が引きつる。この男なら全力でやりかねないと思ったため、皆心に誓いを立てるのである。

			「それじゃあ、距離をとってくれ。ゲートを作る」

			　バッドは、アイテムボックスから青白く光る石を取り出し、地面に叩きつけた。

			　その石は砕け散り、広がった青い粉が魔法陣を形成する。

			「よし、ゲート完成だ。さっさと帰って、次の奴らと交代だ」

			「「おーう」」

			　そう言ってバッドたちがその青白い魔法陣に乗ると、姿が消えていく。

			　脱出用アイテムのようだ。

			　薫(かおる)もその魔法陣に乗ると、景色が真っ白になり、気づくと迷宮の入り口に立っていた。

			「お疲れさん。カオル、よかったらまた一緒に潜ろうぜ！」

			　ぽんと薫(かおる)の背中を叩くバッド。

			「ああ、調べ物とかが終わったらな」

			「私たちは、いつでも待っているからね～♪」

			「お前だったらいつでも大歓迎だぜ」

			　薫(かおる)はバッドたちと別れ、治療院へと帰った。

			　今は、昼すぎぐらいだろう。思っていたより、早く終わった。

			「しかし、俺のレベルは上がらんかったなぁ。なんでやろう？」

			　薫(かおる)が自身のステータスを表示させ、頭を傾げる。ボスを倒したのにもかかわらず、レベルは１のままなのだ。

			　頭を掻きながら、薫(かおる)は治療院の扉を開ける。

			　すると、居住スペースのほうからすすり泣く声が聞こえてきた。

			　薫(かおる)はなにかと思い、少し急ぎ足でそちらへと向かう。

			「アリシア？　どないしたんや？」

			　薫(かおる)はベッドの上で丸まったまま、すすり泣くアリシアに問いかける。

			「カ、カオル様ぁ～。う、うわあああああん」

			　なぜか大泣きをしているアリシアに、薫(かおる)は困惑しながらも近づいて背中を擦る。

			　アリシアは薫(かおる)に抱きつき、すすり泣く。

			「もう大丈夫やから……。ゆっくりでええから話してみ」

			「うぅ……。私……お、おかしくなっちゃいました」

			「ん？　どういうことや？」

			　薫(かおる)はアリシアの言葉に首を傾げる。

			「わ、私のステータスが壊れちゃったんです」

			　薫(かおる)は、アリシアの言っていることが理解できずにいた。落ち着かせるために、アリシアを強めに抱きしめる。

			「カオル様に嫌われます。こ、こんなの……私は、不良品なんです」

			「アリシア、自分をそんなふうに言ったらアカン」

			「レベルが上がったら、私のＭＰがいきなり１万ほど上昇したんです」

			「ん？」

			　アリシアの言葉に一瞬、薫(かおる)の表情が固まる。

			「で、ですから、レベルが１上がるごとに、ＭＰが１万ほど上昇したんです。こんなの絶対におかしいです」

			「えっと……今回で、どのくらいレベルが上がったんや？」

			「７ほど上がりました……」

			「一気に７万もＭＰが増えたってことでええか？」

			「はい……。私は……人ではないのかもしれません」

			　アリシアはかなり深刻そうな顔で薫(かおる)を見つめる。薫(かおる)に嫌われるのではないかという不安のほうが大きいようだ。

			　しかし薫(かおる)は、そのいきなり上昇してしまったＭＰの原因に心当たりがあった。

			　むしろ、原因が自分である可能性が高い。嫌な汗がだらだらと薫(かおる)の背を流れる。

			「アリシア……」

			「カ、カオ……」

			「すまん。たぶん、それ俺が原因やと思う……」

			「ふぇ？」

			　薫(かおる)の言葉に、アリシアは間抜けな表情になる。薫(かおる)はばつが悪そうに頭を掻いた。

			　ディアラから魔力操作のときの心得として、魔力は心臓から生み出され、全身に行き渡ると言われていた。

			　そう、薫(かおる)がアリシアの心臓を創りだしたとき、まだ薫(かおる)は魔力コントロールができていなかった。そのため、アリシアに使った『医学錬成』は、言わば水道の蛇口を目一杯開けた状態だった。要は、過剰に魔力を注ぎ込んでの錬成だ。

			　そして、薫(かおる)はアリシアの生命に関する情報しか『解(かい)析(せき)』しなかったため、この事態を把握できていなかった。

			　薫(かおる)が調べたいと思ったことしか提示しないし、緊急時は最優先のものが表示される。

			「カオル様の……せい？」

			「たぶん……ってか絶対そうやと思うわ」

			「ふぇえええええ!?　ど、どういうことですかぁ？」

			「正直に言うと、アリシアの心臓を俺の魔力で錬成したのが原因やと思う……かな」

			「そ、それで、このようなことになるんですか？」

			　アリシアは、驚きで目を見開いてしまっている。

			「うーん、俺の魔力が桁違いに高いのはわかるよな？」

			「それはなんとなくわかります……」

			「今ほどコントロールできるんなら、こんなことにはならなかったんやろうけど……」

			「ということは、この魔力はカオル様の魔力が入ってるということでいいのでしょうか？」

			　その言葉に薫(かおる)は頷く。すると、何やらアリシアの表情が回復していく。それに少し頬が赤い。

			　薫(かおる)から少し離れ、アリシアは心臓に手を当てる。とくんとくんと脈打つのを感じるように目を瞑(つぶ)る。

			「ア、アリシア？」

			「なんだか……。不安がなくなっちゃいました。カオル様の魔力が流れてると思うと……。それに、私の心臓は……特別なんですよね？」

			「そ、そんな笑顔で言われると恥ずかしいな……」

			「えへへ。さっきまで不安だったのが嘘みたいです。凄く温かい感じがしてきました」

			「たぶんやけど、注ぎ込んだ分がこの先レベルが上がるたびに反映されると思う」

			「それを聞いて、なんだか嬉しいです。カオル様と同じなんですから」

			　アリシアは素敵な笑顔で薫(かおる)を見る。可愛いな、こんちくしょう。

			　そして、アリシアに魔力コントロールも教えなければならないと薫(かおる)は思う。どんどん問題が山積みになっていく。だが、楽しみも増えた。

			　アリシアの夢である最高の治療師になるということも夢ではない。

			　薫(かおる)はアリシアをもう一度抱きしめ、尋ねた。

			「その……後悔してへんか？」

			「全然です！　最初は、何が起きたかわからずに、怖かったですが。カオル様の魔力とわかったら、愛おしくなりました」

			「ほんま、可愛いこと言ってくれるやないか……」

			「えへへ、なでなで気持ちいです。も、もっとしてもいいんですよ？」

			　薫(かおる)は適当にアリシアの頭を撫で回す。恥ずかしさを悟られないためである。アリシアはそれに気づき、ここぞとばかりにからかうが、返り討ちに遭う。

			　薫(かおる)の秘技くすぐり地獄で、アリシアは完全敗北するのであった。

		

	
		
			第四話　行き詰まる

			　

			「カオル様、カオル様！　見てください『解毒(ポイズンヒール)』と『麻痺回復(パラライズキユア)』を習得しましたよ♪」

			　アリシアは胸を張って披露する。

			　そして、褒めて褒めてと言わんばかりに、頭を薫(かおる)の前に持ってきた。何この可愛い生き物。犬か？　犬なのか？　これを狙ってやってるのか？　などと思いながら、薫(かおる)は優しく頭を撫でる。

			　嬉しそうに喉を鳴らすアリシアは完全に動物と化していた。

			「にしても、習得が早かったな。もっとかかると思っとったんやけど」

			「カオル様が作ってくれた魔導書が、凄くわかりやすいからです♪」

			　アリシアの屈託のない笑顔に薫(かおる)のほうが恥ずかしくなる。

			　軽く咳払いをして、薫(かおる)は話題を変える。

			「今回、魔力が相当上がったから、コントロールも練習せなあかんな」

			「カオル様がいつもやってるアレですか？」

			「そうや」

			　ディアラから教わった魔力コントロール方法の訓練。体に適量の魔力を纏(まと)わせ、その状態をずっとキープするというもの。使用魔力量は、『軽傷回復(キユアル)』くらい。注意点は、心臓から全身にゆっくりと流れるようにイメージすることだ。そして、纏(まと)っている魔力にムラを作らないこと。

			　薫(かおる)は、心臓から全身に行き渡らせるイメージに長けていた。体の構造、血液の流れなどを知っているからでもある。現在は、繊細な調整ができるように訓練をしている。

			「が、頑張ります！」

			「緊張せんでええよ。ちゃんと手取り足取り教えるからな。安心してええよ」

			「て、手取り足取り……ですか」

			「いや、なんで赤くなるんや」

			「あわわ、あ、赤くなっていません！　へ、変なことなんて考えていませんから！　ませんからぁ！」

			　焦りながらそう返すと、説得力の欠片もない。両頬に手を当て必死に隠そうとしている。さあ、彼女は何を考えてしまったのやら。

			　これ以上突くと薫(かおる)自身もダメージを負いそうなので、このぐらいにしておく。

			「まずは、魔力コントロールから教える。ええか？」

			「はい、大丈夫です！」

			　薫(かおる)から注意点を教わりながら魔力を纏(まと)うアリシアだったが、緊張のせいでぐにゃぐにゃと不安定な纏(まと)い方になってしまっていた。口では緊張してないと言い張るので、くすぐり地獄でとつぶやくと、アリシアから猛抗議が飛んできた。

			　その掛け合いで少し和らいだのか、その後は集中していれば、なんとか保てるようになった。

			　薫(かおる)は、アリシアの邪魔をしないように静かに机に向かい、作業を始めた。

			「さて、こっちも調べあげんとな」

			　薫(かおる)はパイン細菌（パイン症候群）を調べ始める。

			　ピンクラビィが細菌を持っていたということは、生活範囲内にその病原菌があるということ。

			　ステータス画面を出して、前回『解(かい)析(せき)』をかけた情報を表示する。

			「さて、ここからやな」

			　もう一度『解(かい)析(せき)』をかける。

			　すると、より細かい情報が掲示された。

			　

			・名前：パイン細菌（パイン症候群）

			・感染源：ポトクルの実

			・病原体：パイン細菌

			・感染経路：亜人族が感染した場合は、経口感染、飛沫感染

			・発育温度：30～40℃。最も発育がよくなる温度は、36℃で人や亜人の平均体温と同じ。ゆえに、亜人がこれを発症すると進行が早い。

			・特徴：体内に寄生すると、体内で毒素を出す。

			・主な症状：下(げ)痢(り)や悪(お)心(しん)、嘔吐、時に腹痛、発熱などの症状をきたす。脱水や電解質異常で、二次的に急性腎不全、ショック、重症不整脈などが起こる。早めの処置をしないと死に至るケースがある。

			　

			「ポトクルの実か……」

			　ポトクルの実は、このビスタ島になっているが、食用としてはほとんど使わない。ピンクラビィの主食なのだろうかと薫(かおる)は思考を走らせた。そして、夕方の診察から、探求者たちがこのパイン細菌に感染していないかを調べていくことにする。何事もなければ問題はない。先手を打てればだが。

			　しかし１番厄(やつ)介(かい)なのは、ピンクラビィが感染したことだ。そこから亜人へと感染する危険性が高いのだ。ピンクラビィは、幸せを運ぶ動物で、愛くるしい見た目をしている。

			　遭(そう)遇(ぐう)率は極めて低いが、遭(そう)遇(ぐう)しないとは言い切れない。

			　アリシアの興奮具合からもわかる通り、出会ったら必ず触る者が出るだろう。そこから亜人に感染すれば、この島の亜人族は全員が二次感染する恐れがある。

			　そうならないための予防線が必要だ。薫(かおる)は早速、薬の精製に取りかかる。

			　パイン細菌に『解(かい)析(せき)』をかけ、薬の材料を表示させる。

			　

			・薬名：ランブルドロップ

			・成分：カルミナール

			・特性：パイン菌の発育を止め、死滅させる。

			・副作用：特になし

			・精製方法：ドールアイスの結晶、雷晶水を使用。ドールアイスの結晶を粉末状にし、雷晶水に溶かす。それを沸(ふつ)騰(とう)させ、一気に冷やすことで成分であるカルミナールが効力を発揮する。

			　１度の生成で約１００人分の薬として使える。

			　

			「うーん、これは抗生物質なんやろうけど……知らん名前やな」

			　薫(かおる)は続けてドールアイスの結晶と雷晶水の『解(かい)析(せき)』をした結果、一般流通は諦めた。

			　

			・アイテム名：ドールアイスの結晶

			・入手場所：奈落の迷宮、北の大地アルステッド

			・ドロップモンスター：ドールアイス

			・補足：ドールアイスは、奈落の迷宮にて下層50階で確認されている。また、極寒の地で有名な北の大地アルステッドの山脈にて確認されている。

			　ドールアイスの結晶は、主に加工品として高く評価されている。貴族たちの間での取引があり、庶民にはほとんどお目にかかることがない。

			　

			・アイテム名：雷晶水

			・入手場所：雷神の都トライドライト

			・ドロップモンスター：雷魚人

			・補足：雷魚人は、浅い層で出る。探求者ランクＣであれば、安心して倒せる。

			　

			「う～ん、ドールアイスが厄(やつ)介(かい)やな……」

			　薫(かおる)は頭を悩ませる。簡単に入手できないものとなると価格が跳ね上がる。

			　この島だけなら、薫(かおる)が薬を作ってしまえばいいが、その後のことも考えると流通をさせておかなければ怖い。発症してしまった亜人は死に至る可能性が高いからだ。

			　他に何か代用の利くものはないのか頭を悩ませる。

			　すると、背中にぎゅっと抱きつく温かい感触が伝わる。薫(かおる)が後ろを見るとアリシアがひっついていた。

			「アリシア、何しとんねん」

			「カオル様、呼んでも気づいてくれませんでしたから、つい……」

			「ああ、すまんかった。ほんで？　どないしたん？」

			「夕方の診療の時間ですよ！」

			　アリシアに言われて時計を見ると、ギリギリの時間だった。

			「え？　もうそんなに時間がたっとるんか？」

			「凄く唸っていましたので、ギリギリまで声をかけませんでした」

			「いや、なんかすまんな」

			「邪魔しないようにと思って……その……」

			「ありがとな」

			　薫(かおる)は優しくアリシアの頭を撫でる。

			　２人は治療院のスペースに行き、夕方の診療を行う。薫(かおる)は、パイン細菌が感染していないかも調べながらだ。全員の治療を終えて、治療院を閉める。

			　今日来た人の中に、パイン細菌に感染した者はいなかった。

			　今のところは安心していいかなと、薫(かおる)は安(あん)堵(ど)する。

			「カオル様、病気はどうでしたか？」

			　アリシアが不安そうに薫(かおる)に尋ねる。かなり心配しているのだろう。

			「今のところは問題ないみたいや」

			「そうですか……よかったです」

			　ほっと胸を撫で下ろすアリシアのお腹が、グーッと可愛らしく鳴く。顔を真っ赤にしたアリシアは、そっぽを向いてしまった。その仕草に、薫(かおる)はからからと笑う。

			　薫(かおる)はアリシアの背中を押して、キッチンへと連れていく。そのまま夕飯の準備だ。

			　

			　食事が終わって、ゆっくりとラックスティーを飲んでいると、アリシアが薫(かおる)に疑問をぶつける。今回は魔力コントロールについてだ。

			　パイン細菌を調べている間に、アリシアは１人で試してみたようだが、なかなかうまくいかなかったらしい。薫(かおる)は、アリシアがどのようなイメージでしているかを聞いてみる。

			「その……服を着る感じですかね？　凄く不安定で……」

			　恥ずかしそうにアリシアはイメージを薫(かおる)に伝える。

			「あ～、そういう感じか……。指先とかは大雑把になりそうやな」

			　薫(かおる)はうまくいかない原因がわかったので、その改善策を提案する。テーブルに載っている紙を取り、身体をパッと描いていく。それをジッとアリシアは見つめる。

			「ええか？　ここに心臓があるやろ？」

			「はい」

			「んで、魔力を纏(まと)うときに心がけるとええんが、全身に張り巡らされている血管に乗せて広げるイメージを持つことや。体の中に血管が張り巡らされているのは、この前教えたやろ？　それに乗っかっていくようにして魔力を流すと、効率よくコントロールできるってわけなんや」

			　真剣な表情で、心臓から走らせるペンを見つめるアリシアは、こくこくと頷く。

			　薫(かおる)が教えているのは、心臓のポンプ運動を応用して、体中に均一に魔力を纏(まと)う方法だ。

			　ディアラにもこの説明をしたとき、かなり興奮していたのを今でも覚えている。１段階コントロールが上がったので大満足だったようだ。

			　アリシアをベッドに寝かせて、薫(かおる)は指先に魔力を纏(まと)わせる。それをアリシアに向けて、魔力の通り道をなぞるようにする。魔力を流していると、アリシアは時折くすぐったそうに体をくねらせる。そのせいで、大幅に時間を食うこととなった。

			「はぅ……くすぐったくて危なかったです……」

			「なんとなくやけどわかったか？」

			「はい、くすぐり地獄に似たものを感じました」

			　アリシアは拷(ごう)問(もん)を受けたかのように、ぐったりとしている。

			　薫(かおる)は、改良の余地ありと感じながら、明日に備えて眠ることにした。アリシアも疲れが溜まっていたのか、すぐに寝息が聞こえてきた。

			　ブランケットをアリシアにかけて、薫(かおる)も眠りにつくのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　深夜になっても光が消えない歓楽街。

			　探求者たちや商人などで賑(にぎ)わっている。ここは、ビスタ島から30キロメートルほど離れた街。名前は、ファルグリッド。

			　高級な酒場の個室で、キラキラと煌く法衣を纏(まと)う中年の亜人２人が、高級な酒を呷りながら話をしていた。

			「おいおい、まだダルクの奴頑張っているのかよ……。この前来たとき、死にそうな顔してたが？」

			「もう１ヶ月ぐらいのはずだろ？　早く止めちまえば楽になるのになぁ」

			「シーカーシープ族の分際で、貴族の一員になろうなんて無理な話なんだよ。最初からな」

			「奴の資金も、そろそろ底をつくんじゃないのか？　甘い話でも持っていって、そのあとにどん底まで叩き落としてやろうぜぇ」

			　ゲラゲラとゲスい声で笑う。

			「そういえば、お前はダルクの嫁が気に入っていたな」

			「ああ、あの女はあいつには勿体ないねぇ。いい女だぜあれは……。おもちゃとして壊れるまで大いに楽しめそうだろ？」

			「ヴォルド……お前の奇行の後処理が大変なんだから、あんまり無茶すんなよ」

			「いいじゃね～か。どうせ、すぐ壊れちまうんだからよ。あ～、楽しみだぜ。あいつが壊れていく姿をダルクの目の前で見てみたいなぁ。そう思うだろ？　キディッシュさんよ」

			　ヴォルドは狩りをするような目つきで、キディッシュを見る。

			「まぁ、ほどほどにな。とは言っても止めようもないだろうけどな。がははははは」

			「違いねぇわ。あひゃひゃひゃ」

			　気味の悪い笑い声が、ファルグリッドの夜の闇にこだまするのであった。

		

	
		
			第五話　ピンクラビィとアリシア

			　

			　真夜中に治療院の扉を叩く音がする。

			　薫(かおる)はその音で目が覚め、ベッドから出る。急患の際は、夜中でも診察すると言っているからだ。そのまま眠い目をこすり、治療院の扉を開ける。しかし、扉を開けても人っ子１人いない。

			　薫(かおる)はおかしいなと思いながら、周囲を見渡す。夜中のため、ほとんど光は灯っていない。

			　イタズラか何かかと思いながら薫(かおる)はベッドへと戻ると、すぐに睡魔に襲われ眠りについた。

			　

			　朝日が心地よく窓から差す。

			　薫(かおる)はいい天気だと思いながら横を向く。普段ならアリシアの顔が見えるはずなのに、目の前にはピンクのわたあめのような物体がいるのだ。薫(かおる)は、ぼーっと見つめながら、その物体を突く。すると、ぴょこんと耳が立ち上がる。

			　薫(かおる)は、それが何なのかをすぐに理解した。

			「ピンクラビィが……なんでここにおんねん」

			　そう言いながら、薫(かおる)はピンクラビィの両耳を掴み、ひょいっと持ち上げる。

			　ピンクラビィは大人しくこちらを見ながらも、何かを訴えているようにも見える。

			　薫(かおる)はアリシアのほうを見ると、小さく丸まった状態で、何かを優しく包み込むようにして、幸せそうに眠っていた。

			「ふ、増えとる……」

			「きゅ？」

			　１匹は薫(かおる)が捕まえて、もう１匹はアリシアが抱き抱えて眠っている。

			　可愛らしく鳴くピンクラビィ。無垢な顔で、じっとこちらを見つめてくる。いつの間にこの治療院に入りこんだのやらと頭を掻く。

			　すると、思い当たる節があった。夜中に治療院の扉を叩く音がしたが、誰もいなかった。

			　そのときに侵入したのかと呆れてしまう。きちんとノックをするとは思わなかった。

			　しかし、アリシアの抱えるピンクラビィは、少し様子がおかしい。薫(かおる)は、そっとピンクラビィを回収して『解(かい)析(せき)』をかける。

			「なるほどな……。パイン細菌か……」

			「きゅーきゅー！」

			　薫(かおる)が答えを当てると、ピンクラビィは鳴き声を上げる。早く治してあげてと言わんばかりに。

			「ちょっと黙っとってくれるか？」

			　薫(かおる)が両耳を持っていたピンクラビィは、ジタバタとして鳴きじゃくる。気が散って仕方なかったため、薫(かおる)はアリシアの腕の中に鳴きじゃくるピンクラビィを放り込む。綺麗にすっぽりとハマったピンクラビィは、アリシアに優しく包まれる。

			　アリシアは、ピンクラビィを抱きしめたことにより、幸せそうな表情へと変わる。

			　薫(かおる)は弱っているピンクラビィに『体力中回復(エイルヒール)』と水分を補給する。

			　これで、あとは勝手に回復するだろう。薫(かおる)は処置を終えて、ベッドの上にそっとピンクラビィを置く。

			　するとアリシアのほうから殺気を感じた。

			　慌てて振り返る薫(かおる)。するとコンっとよい音がする。アリシアは、悶えながらクネクネとしていた。幸せそうだった顔は、苦痛へと変化していたのである。

			「ど、どうなっとるんや？　な、鍋がなんでこんなところにあんねん」

			　アリシアは、鍋が当たった頭を片手でさすりながら、涙目になっていた。

		

	
		
			[image: p_99.jpg]
		

	
		
			　なぜそのようなことになったのか薫(かおる)は理解した。薫(かおる)がピンクラビィに解(かい)析(せき)をかけると、『お仕置きバースト』状態と表示される。アリシアが人差し指でピンクラビィを突いているのが嫌なのだろう。

			　それからピンクラビィはするりとアリシアの腕から抜け出して、治療を終えたピンクラビィに寄り添う。

			「知能は高いんやろうか？」

			「きゅ？」

			　首を傾げるピンクラビィ。

			　ピンクラビィは、薫(かおる)の腕をつたって頭の上に陣取る。

			　アリシアにツンツンされないようにとの行動なのだろうか。そんなことを思うが、そろそろアリシアを起こさないと、朝の診療に間に合わなくなる。

			　ピンクラビィで時間を使ってしまったので、アリシアを起こす手段は、くすぐりの刑となる。アリシアは笑い転げて、起きるはめとなった。

			　

			　２人は食卓に着き、パンを頬張る。

			「なぜ、毎日くすぐりの刑なのですか……。普通に起こしてもいいと思います！」

			「時間なかったし、しゃーないやん」

			「それに、私のピンクラビィのぬいぐるみを頭に乗せて何やっているのですか！」

			「ぬいぐるみなんて乗っけてないで？」

			「ふぇ？　げ、現に乗っけているじゃないですか！」

			　アリシアはパンをもしゃもしゃと食べながら、薫(かおる)の頭に乗るピンクラビィを指差した。

			　確かに、アリシアが持っていたピンクラビィのぬいぐるみの中に、このサイズはあった気がするが、なぜ本物と気づかないのだろうと思いながら薫もパンを食べる。しかし、薫(かおる)の頭の上に乗っているピンクラビィは、微動だにしない。

			　完全にぬいぐるみを意識しているようだ。

			　アリシアにツンツンされたのが嫌だったのだろう。

			　それに、ベッドの上にもう１匹丸まっているのに、アリシアは気がついていない。頬を膨らませ、ふてくされる。

			　そんなアリシアに、薫(かおる)は言った。

			「アリシア、普通に考えてみ？　アイテムボックスはアリシアの許可がないと開けられへんやろ？」

			「!?」

			　ヒントを出してみると、アリシアはやっと理解したのかパァ～ッと表情が明るくなる。

			「お！　やっと気づいたか」

			「カオル様！　私が眠っている間に無理やり……ですね」

			「なんでそっちにいくんや……。俺は、ピンクラビィそこまで好きやないやん」

			　もう面倒になり、薫(かおる)はぬいぐるみとして通すことにした。気づいたら言えばいい。

			　食事を済ませ、２人は治療院を開けた。しかし、誰１人薫(かおる)に乗っているピンクラビィを指摘しない。その原因は、アリシアにあった。

			　この島にいる者は、アリシアのピンクラビィ好きを知っている。そして、薫(かおる)がぬいぐるみなどをニケから買って、アリシアに渡すのを見ているからツッコミがないのだ。

			　まさか、本物のピンクラビィとは誰も思わない。警戒心が強く、普段はほとんどお目にかかることがないのだから。

			　薫(かおる)は、なぜかやるせない気持ちになる。

			　治療院を閉めようとしたとき、バッドたちが入ってきた。

			「カオル、俺らは今日で１ヶ月だから、ファルグリッドで依頼の更新をしてくる」

			「ん？　そうか、大変やなぁ」

			「ああ、でも俺らがしないと、ダルクさんを貶めようとする探求者がここに来ちまうからな」

			「そうか……。お前らがいてくれれば、俺も安心やわ。主にダルクさんの面で」

			「ははは、ちがいねぇ。俺らはダルクさんに恩返しのつもりでやっているだけだけどな」

			「ほう、また律儀だなぁ」

			　薫(かおる)は感心したように頷く。

			「気いつけて行ってこいよ。バッド」

			　薫(かおる)の言葉に軽く手を上げて、バッドは治療院をあとにした。

			　誰もいなくなったとたんに、アリシアは薫(かおる)の目の前に立った。

			「カオル様！　そろそろ返してください」

			「はぁ……アリシアよう見てみ？」

			「？」

			「これ、本当にぬいぐるみに見えるか？」

			　薫(かおる)の問いかけに、アリシアは首を傾げ困った顔をする。そして、ジッとピンクラビィを見つめた。そして、その熱い視線に耐えられなくなったのか、ピンクラビィが視線に入らない角度に移動した。

			「ほ、本物ですか!?」

			　アリシアは鼻息を荒くさせる。気づくのが遅すぎる。

			　ただ、そんな自信満々に言われると、いっそ清々しさを感じる。

			「正解」

			「な、なんで、カオル様の頭の上にピンクラビィちゃんが乗っかってるのですか？　羨ましいです、代わってください！　ぜひ、もひゅもひゅさせてください！」

			　アリシアの言動の後半部分は完全に欲望丸出しであったが、薫(かおる)はツッコミを入れずに流す。

			「なんでって言われてもなぁ……。回復魔法を使って治したからちゃうか？」

			「きゅ～♪」

			　薫(かおる)の言葉に、ピンクラビィは正解と鳴く。羨ましいという視線をこちらへと向けるアリシアは、どうにか自分の頭にも乗ってもらいたいと思う。

			　アイテムボックスから、薫(かおる)が作ったクッキーを取り出し、ピンクラビィを誘惑する。少しなびきそうになるピンクラビィに薫(かおる)は溜め息を漏らした。食欲に負けそうになるとは、アリシアと変わらないのではないかと思ったのだ。

			　なんとか餌(えさ)の誘惑に勝ったピンクラビィは、素早い身のこなしで居住スペースへと消えていった。残念そうなアリシアを薫(かおる)が慰めていると、扉をノックする音が聞こえる。今日は来客が多いなと思いながら扉へと向かう。

			　ドアを開けるとそこには、栗色の髪の毛をポニーテールにし、白のワンピースを着た可愛らしい女性が立っていた。

			「あー、ダルクさんの奥さんか。どないしたんや？」

			「ルナさんですか？　こんな時間にどうしました？」

			　薫(かおる)の後ろからひょっこり顔を出したアリシアは、ルナの表情を見るに、ダルクとのトラブルかなと思うのである。何やら言いにくそうな雰囲気を醸し出しているルナに、薫(かおる)は院内に入るよう伝える。立ち話で終わるようなことではなさそうだったからだ。

			　院内へと入り、椅子に座るルナ。

			　アリシアは飲み物を入れるため、一旦席を離れた。

			「どないしたんや？」

			「ダルクのことでちょっと……」

			「なんや？　またなんかやらかしたんか……」

			「その……かなり追い詰められている感じで……。今日はバッドさんたちと一緒にファルグリッドへ行くことになってます。私、心配で……。こんなことなら、貴族になんてならなければよかった……。３人でのんびりと暮らせればそれで……」

			「なんかなぁ。たぶんやけど、貴族から落ちたら何されるかわからんで？」

			　薫(かおる)の言葉に、ルナは俯(うつむ)いてしまう。非常に面倒くさそうな奴らということは、嫌というほどわかっているのだろう。

			「こういう面倒なことする奴は、粘着するからなぁ。それやとルナさんと子供が危なくなる。それがわかってるから、ダルクさんは頑張っとるんやと思うで？」

			　薫(かおる)の言葉にルナは、黙ってしまった。

			　薫(かおる)は頬杖を突き、考える。

			　リースのときもそうだが、貴族には面倒な奴が多い。カインのような人間もいるが、欲望のままに行動する奴が権力を持つと厄(やつ)介(かい)だ。

			「どうしたらいいのか、私わからなくて……。娘もやっとできたんです……」

			「亜人とじゃあ子供ができにくいって聞いたな。そういえば」

			「カ、カオル様、そんなことを言っては駄目ですよ！　デリカシーがないですよ！」

			　アリシアが飲み物を運んできた。少し怖い顔をしている。

			　薫(かおる)は失言だったと申し訳なさそうな顔をすると、

			「良いのよ。本当だし」

			　ルナはくすくす笑いながら、そう言った。暗かった顔に明るさが出てくる。

			「にしても、ルナさん若いよな」

			「うふふ、まだ21歳ですよ。これでも現役の冒険者ですからね。あなたたちには負けないわよ？」

			　そして、ルナはアリシアを見て、少し意地悪そうな顔で言うのだ。

			「アリシアさんも、子供ができたら毎日が幸せになるわよ。まだ作らないの？」

			「ふ、ふぇ……えっと、あの……」

			「うふふ、真っ赤になって可愛いわね。アリシアさんは」

			　たまに、アリシアはルナにからかわれている。アリシアの反応がいちいち面白いため、からかいがいがあるのだろう。

			「この際、嫌がらせしとる奴を締めれば解決しそうなんやけどなぁ」

			「相手が悪いわ。目を付けられたのが、ファルグリッドのキディッシュとファルシスのヴォルドだもの。この２人はウルフ族の中でも元々上位種ですから……」

			「ウルフ族って温厚な方が多いと聞きましたが？」

			　アリシアはそう聞いたことがあった。

			「そうね。温厚な方が多いのですが……。あの２人は別です。元々、帝国に仕えていた貴族で、キャンベルウルフ族と言います。その中で、かなりの荒くれ者と言われています」

			「元から貴族か……面倒いな。いや待てよ……」

			　薫(かおる)は思考を走らすと、ちょっと悪そうな顔で笑った。

			　アリシアとルナは、嫌な予感がする。今までに、薫(かおる)がこのような顔をしたあとは、必ず事件が起きていたからだ。このビスタ島にとってはよい方向に進むことであったが。

			「カオル様、駄目ですよ。目立つ行為は、めっ！　です」

			「ここに来てからは、穏便にすましとるやん」

			「そ、そうですけど……あれって、穏便なのでしょうか？」

			　この島にやってきた当初、いちゃもんをつけてくる輩(やから)が数人いたのだ。その者たちは、薫(かおる)の手によって砂浜に首だけ出された状態で埋められ、満ちてくる波打ち際で、誰から命令されたのかを吐かされた。

			　主犯格がわからないように、用意周到に仲介が入れられていたため、誰からの依頼なのかはわからずじまいだった。だが、このようなことを仕掛けてくるのは、キディッシュたち以外ありえない。

			　しかし、証拠もないのに疑いをかけるわけにはいかない。

			　どちらにしても、面倒な奴らだと溜め息を吐きたくなる。

			　その後は、ルナの不安に思っていることを聞き、溜まっている鬱(うつ)憤(ぷん)を解消していった。言葉に出すだけでもぜんぜん違う。

			「あら、もうこんな時間……。ごめんなさいね」

			「ん？　構わへんよ。これも仕事の内やから」

			　ルナは、薫(かおる)の言っている意味がわからなかったが、軽く会釈をして帰っていった。

			　アリシアも不思議そうに薫(かおる)を見る。

			　何となく聞きたいことがわかった薫(かおる)は、先に口を開く。

			「仕事の内って言ったのが、引っかかるんやろ？」

			「……はい」

			　アリシアは申し訳なさそうに頷く。

			　薫(かおる)は、精神科の治療も兼ねてルナに対応していた。

			　ストレスを溜め込むと、体に異変が出てくる。あとあと取り返しのつかないことにつながることが多い。原因不明の呼吸困難やうつ病などがあげられる。

			「アリシアにはまだむずかしいかもしれんけど……」

			「だ、大丈夫です」

			　アリシアは、薫(かおる)の説明をスキルを使って封じ込めていく。のちのち役立つことなので、そういった情報はどんどん自身の知識として溜め込む。

			　この溜め込んだ知識を、これからどのように活かすかはアリシア次第だ。

			　２人は居住スペースへと一旦戻ると、ベッドの上に２匹のピンクラビィが寄り添って眠っている姿を発見する。

			　アリシアはその光景を見て、頬を綻ばせた。

			「気持ちよさそうですね」

			「ほんまやな」

			　２人はピンクラビィを見つめながら、笑うのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　お昼前に、ダルクとバッドたちはファルグリッドに到着していた。

			　４人は、初めに探求者ギルドへと向かう。バッドたちの契約更新の書類を出すためだ。

			　カウンターに着くと、やる気のなさそうな亜人の受付が対応した。

			　書類に目を通し、名前の欄を見ると「ちょっと待ってください」と言い、裏に入っていった。

			　バッドは嫌な予感がし、ダルクに耳打ちする。

			　現在、ビスタ島には冒険者ギルドはない。そのため最寄りの街の冒険者ギルドで、手続きをしなければならない。

			「ダルクさん、ちょっと厄(やつ)介(かい)なことになりそうだ」

			「ええ、私もそんな気がします……」

			　胃を押さえながらダルクは小声で話す。

			「大丈夫だって、俺らにちょっかい出すアホは、そうそういないからな」

			「そうよ。なんたって、最大コミュニティである『蒼き聖獣』に所属してるんだしね」

			　カールとティストは、笑いながらそう口にした。バッドもその後ろ盾があるため、大事にはならないだろうとは思うが、嫌がらせは確実にあるだろうと踏んでいた。

			「バッドさん、カールさん、ティストさん、ほんとにありがとうございます。でも、危なくなったら逃げてもらってもいいです。あなた方に何かあっては、あの人に合わす顔がありませんから……」

			「なに言ってんだよ、ダルクさん。俺ら悪友だろ？　なんかあったら、そんとき考えりゃいいじゃねぇか」

			　そんなことを話していると、受付の男が裏から戻ってきた。

			「ダルク様ですね。大変お待たせしました。こちらが更新許可書です」

			　ダルクは受付の男から書類を渡される。それを手に取り、内容に偽りがないかを確認した。

			　嫌がらせの類(たぐい)のものはなかったので、一安心と息を吐こうとしたとき、

			「あー、それとこちらもです。探求者の派遣や依頼書の作成、商人の派遣書の作成。それに何度も治療師を要請する書類のせいで、治療師ギルドから苦情が入ってます。こちらで多大な仕事の遅れが生じているんですよ。普通なら、自身の領地で冒険者ギルドを設置してればよいものを、こちらですべて負担しているんです」

			「は、はぁ……」

			「よって、ファルグリッドに多大な損害が出ておりますので、その賠償金を請求させていただきます。キディッシュ様から徴収しろと言われておりますので、拒否権はございません」

			　ダルクは絶句する。領地に冒険者ギルドを設置できるまでは、このように他の領地で契約書を作るのが主流だ。それを損害が出たので賠償金を払えなど聞いたことがない。

			「おい！　そんなこと今まで聞いたことねぇぞ!!　どう考えてもおかしいだろ」

			　バッドは声を荒らげる。頭に血が上り、今にも受付の男に掴みかかろうとする。そんなバッドをカールが止める。

			「よせ、バッド……。これは罠だ……」

			「カール、てめぇはおかしいと思わねぇのか！」

			「ブチ切れそうに決まってんだろ！　だが、今は耐えろってんだよ！」

			　ぎりぎりと力いっぱい奥歯を噛んでいるカールの姿を見たバッドは、少し頭が冷えた。

			　完全なる挑発行為だ。ありえない事例を上げて、こちらを陥(おとしい)れるための。

			　まだ、軌道に乗れていないビスタ島は、ファルグリッドを利用しなければならない。その他の街に行けば回避できるかもしれないが、キディッシュの影響力が及んでいれば、他の街でも同じことが起こるだろう。

			「そ、それでいくらですか……」

			「お、おい！　ダルクさん、何考えてるんだ！」

			　ダルクの言葉に、バッドは吠えた。

			　受付の男はその言葉に、ニヤリと口角をつり上げる。

			「１００万リラです」

			「マジでふざけすぎだろ！　今、ビスタ島の開拓途中の奴に１００万リラとか払えるわけねーだろ！」

			　バッドは、カウンターを拳で大きく叩く。

			　だが、受付の男は眉一つ動かさずにたんたんと続ける。

			「支払えない場合は、なにかそれ相応の対価でもいいと言われております。たとえば……あなたの奥さんとかねぇ」

			「っ……」

			　ダルクは目を見開き、受付の男を睨(にら)みつける。

			「おい……。まさかとは思うが、それが目的じゃねーだろうな」

			「なんのことですか？　私は、この文章に書かれている通りのことを言っているまでですよ」

			「あんた、頭おかしいんじゃないの！　女性を対価に要求するなんてゲスのすることじゃない！」

			「私に言われましても困りますね。私は、タダの冒険者ギルドの受付にすぎません。なんの力もないのですから」

			　いやらしい目つきで、４人を見る。まるで楽しんでいるかのように見えた。

			「帰るぞ、ダルクさん！」

			「では、書類だけ渡しておきます。１週間後に徴収に参りますので、きっちり集めておいてくださいね」

			　バッドたちの心を逆撫でるような言い草に、皆耐える。

			「同じ亜人同士でも、えらい違いよね！」

			「同じ亜人？　そんな下等種族と一緒にしないでください。あなたの目は節穴ですか？　ダークエルフさん」

			「っ～～～～～！」

			　ティストは目を血走らせ、今にも受付の男をぶん殴りそうな勢いだった。

			　しかし、それをダルクが止めた。ギルド内での戦闘はご法度なのだ。

			　怒りがピークに達したのは皆同じだ。

			　我慢の限界を超えたカールはカウンターを力一杯殴りつける。

			「あ～、そうだ。いいこと教えといてやるよ！　もう治療師は見つかったから、このファルグリッドは用済みだ！　あとは、書類をこの街じゃないところに出せば、ギルドの設置が可能だからな。残念だったな、クソ亜人が！」

			　勝ち誇った顔で、カールは啖(たん)呵(か)を切る。それに、今まで眉１つ動かさなかった男が慌てる。

			「ば、馬鹿な！　治療師が見つかっただと！」

			「あ～、焦ってやんの！　見つかるわけないと思ってたんだろ？　そうだよなぁ、なんせ、お前らが圧力かけて止めてるんだからなぁ」

			　カールは、今までの怒りを晴らすかのようにまくし立てる。

			　バッドとダルクは目が点になり、カールの姿を見つめる。

			「そ、そうよね。あんたはタダの受付だもんね。この失態も、あんたには関係ないんじゃないかしら？　だから、そんなに焦ることないと思うわよ？　まぁ、そこら辺の管理を任されていたのなら、命ないかもね♪」

			　カールに追従するようにティストも相手を煽る。

			「あ、ありえない……そんな馬鹿な……」

			「じゃあ、１週間後に支払い済ませてやるよ。そのときには、もうこの街とは関係なくなってるけどな、あっはっはっはっは」

			　カールは高笑いをし、固まるバッドとダルクの背中を押して冒険者ギルドをあとにする。

			　そして、馬車に乗ってファルグリッドを出た。

			　馬車を走らせ街が見えなくなった途端に、バッドたちは脂汗を掻きながら焦る。

			「やべ～よ！　マジで、これはしゃれになんねぇ～」

			「どうすんだよ、カール！　もしかしてだけど、治療師ってカオルのことだよな？　お前、命の灯火消えるぞ！」

			「い、勢いでついやっちまった！　後悔しかしていない！　てか、放心状態で止めなかったバッドも同罪だ！　そうだ！　ティスト、お前の色仕掛けでカオルをどうにかしてくれ」

			「い、言い出しっぺは、カールでしょ！　でも、ナイス言い返しで、スッキリしちゃったのは事実よ……。そのあとの私たちには絶望しかないけどね……。どうすんのよ！」

			　皆が皆、頭を抱える始末。勢いにまかせてしまったため、あとのことなどまったく考えてはいなかった。

			「と、とりあえず落ち着きましょう。ね？　皆さん一度深呼吸しましょう」

			「「「「スゥ～～～～、ハァ～～～～」」」」

			　４人は息ピッタリに深呼吸をする。

			「この状況をカオルに報告して、生きていられる自信がない。わりとマジで……胃が痛い」

			「い、意外とあっさり受けてくれるかもよ？　……ごめん想像できなかった。言った瞬間、カールが木に突き刺さるイメージしか浮かばないわ……」

			「な、なんで俺が犠牲になってるの？　おかしいよね？　ティスト、俺のこと嫌いなの？　ねぇ、嫌いなの？」

			　ティストの予測に、カールは絶望の表情を浮かべてツッコミをいれる。

			「カオルさんは、完全に訳ありのように見えます。ですからこの件は、受けてもらえないと思います」

			「「「俺ら（私ら）死んだわ。絶望しかない……」」」

			　４人は盛大に溜息を吐く。

			　ビスタ島に帰るのが、こんなに憂(ゆう)鬱(うつ)な気分になるとは思いもしなかった。

			　命の灯火が消えなければいいなと思いながら、４人は馬車を走らせた。

		

	
		
			第六話　後回しは最悪の事態の前兆

			　

			　ファルグリッドの街を走る１人の亜人がいた。

			　額に汗を掻き、息が荒い。冒険者ギルドの受付をしていた男だ。

			「おいおい、インリケ、そんなに慌ててどうしたんだ？　ヘマでもしたのかよ」

			「うるせえ、今それどころじゃねーんだよ！」

			　受付をしていたときの落ち着きはない。今はまったく余裕がないのだ。

			　インリケと呼ばれた男は、そのまま治療師ギルドに走っていく。

			「どうやって、治療師を見つけたんだよ……」

			　苦虫を噛み潰したような表情で、うわ言のようにブツブツつぶやく。

			　インリケは治療師ギルドに着き、ドアを開け中に入ると、１番端の受付へと足を運ぶ。

			「おう、インリケじゃないか。どうしたんだ？」

			　受付の男が、インリケに話しかける。気前のよさそうな亜人族の男だ。

			　インリケは軽く手を上げ、小声で話す。

			「おい、ダルクに治療師を紹介したんじゃないだろうな……」

			「あん？　するわけねーだろ。そういう契約で金もらってるんだから。契約を破れば、こっちが破産だぞ」

			「そ、そうだよな。それを破るってことは、キディッシュ様に逆らうってことだから、お前はしないよな」

			　インリケの顔色の悪さに、男は感づく。

			「お、おい……。まさか見つかったのかよ、治療師……」

			「い、いや、まだ確認したわけじゃない。このことは、まだ黙っていてくれ。俺の手で何とかする。これは、口止め料だ」

			　インリケは、治療師ギルドの男に金貨を数枚握らせる。

			「あんまり無理するなよ……。向こうの奴らも、『蒼き聖獣』が手を貸してるんだ。動かれたら厄(やつ)介(かい)なのは知ってるだろ？」

			「わかってる……。だが、今回の請求の件は前例がないが、しようと思えばどこの街でもできることだ。それに、こういったいざこざに部外者が入ることはできない。それを踏まえてある……」

			「ならいいんだが、こっちまでとばっちりを食らうのはごめんだぞ」

			　男の嫌そうな表情に、インリケは深い溜め息を吐き、「わかった」と口にした。

			　そのあと、インリケはすぐに席を立ち、出口へと向かう。

			　インリケの顔色は、依然としてよくなることはない。そのまま、キディッシュの下へと報告をしにいく。あの書類を渡したあとのことを報告しろと言われていたからだ。

			　ファルグリッドで最もでかい屋敷に、インリケは入っていく。

			　門番がインリケに用件を尋ねる。インリケが、例の件の報告と言うと、門番はインリケを無条件で通した。

			　屋敷の中に入ると、金銀のアンティーク品が所狭しと飾られている。自身の財力を、これでもかと見せつけるかのような配置である。

			「インリケさんですね。ご主人様がお待ちです。奥へどうぞ」

			「ああ、頼む」

			　メイドの格好をした亜人が案内をする。インリケは息を整えて、キディッシュのいる書斎へと足を踏み入れる。

			「おお、インリケか。ダルクの様子はどうだった？　早く聞かせろ」

			　報告を待ちわびていたキディッシュがインリケを急かす。

			「は、はい。あの書類を見せたら、一気に青ざめておりました。震えながらでございます」

			「あはははは、いいな。俺もその場で見たかったぞ」

			　キディッシュは上機嫌で、肘置きをバシバシと叩く。

			「あの場におられたら、笑い転げてしまいそうですね……」

			　インリケは少し引きつりながらそう言う。

			　そのような様子を気にもとめず、キディッシュはダルクの苦しむ姿を思い浮かべ笑う。

			「俺は、期限の日はファルシスに行かなくてはならない。インリケ、お前に任せるからちゃんと土産も持って帰るんだぞ？　でないと、ヴォルドがうるせーからな」

			「は、はい、任せてください……」

			　嫌な汗を大量に掻きながら、インリケはその場をあとにした。ポーカーフェイスがいつまでも続かない。いや、もう崩れかけていたからだ。

			　大急ぎでインリケは自宅に戻り、荷造りを始めた。ビスタ島に行き、真相を確認するためだ。

			　第一に、治療師がいるのであれば、そいつをどうにかしなければいけない。最終手段は、殺してしまえばいい。そう、初めからいなかったことにすればいいのだ。

			　インリケは自宅の横につけている馬に乗り、全速力でビスタ島へと向かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夕方に差しかかったころ。

			　ビスタ島に戻ってきたバッドたちは、治療院の前で揉めていた。

			「とりあえず、カール……お前が言い出しっぺだ……。お前が言え」

			「ちょ!?　バッド、それ酷くねぇか？　俺を犠牲にする気満々じゃね～か！」

			「男見せなさい……。骨は拾ってあげるから……」

			「それって、死ぬ前提で話してるよね？　ティスト、絶対に助からないと思ってるよね？　俺だけ犠牲っておかしくね？　お前もぜひ地獄へ行こうぜ♪」

			　３人はつかみ合いになり、まったく話がまとまっていない。ダルクはどうしたものかと溜め息を漏らした。

			　そんなとき、治療院の扉が開く。

			「なんや、やかましいなぁ」

			「「「「!?」」」」

			　薫(かおる)は、院前で騒いでいるバッドたちをひと睨(にら)みする。たったそれだけで、４人は体を跳ねらせ驚く。

			　あまりの驚きように薫(かおる)は目をぱちくりとしてしまう。

			「お、おう、カオル、今帰ってきたぞ」

			「ん、お疲れさん。で？　なんで、ここでそんなに揉めてるんや？」

			　薫(かおる)が疑問をぶつけると、４人とも顔を見合わせるだけで、一向に原因を話そうとしない。

			　静寂する空気の中、意を決してダルクが言葉を発しようとしたとき、バッドたちに口を塞がれ、そのまま撤収してしまった。

			　訳のわからない薫(かおる)は、ダルクを担いだ３人が走り去るのを見ていることしかできなかった。

			「なんなんや……。まぁ、そのうち言ってくるやろ」

			　薫(かおる)は頭を掻きながら、治療院へと入る。まだまだ調べなければならないことが、山ほどある。バッドたちと遊んでいる暇はないと、緩んでいる気持ちを引き締めた。

			　

			　宿屋の１階の食堂に、バッドたちはいた。

			　食堂は、夜は酒場として開放されている。

			「こんなときこそ、飲まなければやってられない！」

			　グビッと酒を呷るカールだが、まったく気分が晴れることはない。

			「ははっ、最後の晩餐か……。きついぜ……」

			「バッド、まだ諦めちゃ駄目よ！　カールを犠牲にすれば、なんとかなるかもしれないでしょ？」

			「おい！　だから、俺を犠牲にするプランはやめろっての！」

			　何度言わせるんだと、カールは骨付き肉にかぶりつく。

			「い、いや。こんなことしてる場合ではないと思いますが……。今からでも、カオルさんに報告したほうがいいのではないでしょうか？」

			　ダルクの発言に、バッドたちは憂(ゆう)鬱(うつ)な表情になってしまう。薫(かおる)の強さを知っているだけに、怒られるのは確定だ。どんな刑が執行されるか、考えただけで身震いがする。

			　そんな葬式ムードを醸し出す４人を、遠目から見つめる女性がいた。

			　ニケである。

			「楽しそうな話してますねぇ～♪　私も混ぜてもらえます？」

			「「「「!?」」」」

			「そ、そんなに驚かないでくださいよぉ～。それに、あからさまに嫌な顔をするのやめてもらえませんかねぇ……」

			　ニケはムスッと不機嫌そうな表情になる。

			　そんなニケに、ダルクはすみませんと謝罪を入れた。

			「まぁ、いいですけどね～」

			　ニケはにこやかな表情で、椅子とお酒を持ってきてバッドとティストの間に入り込む。

			「それで、それで？　何の話していたの？　知りたいよ～、気になるよ～」

			　ゴロにゃんといった感じで、バッドに引っ付いた。

			　ニケの柔らかい胸が、バッドの腕に埋まるのを見たカールは、感心したように頷く。

			「さすが情報屋コミュニティだな……。そうやって情報を仕入れるのか……。バッド、そこかわれ！　俺もニケとにゃんにゃんしたい！　死ぬ前にいい思いしたいぞ！」

			「黙れ馬鹿犬……」

			　まるでゴミを見るかのような目線に、カールはしゅんと意気消沈してしまう。小声で、バッドばっかりずるくねぇかと口にしたが、ティストの雰囲気を察したカールは、今関わってはいけないと確信を得る。

			　ティストの目が、まったく笑ってない。ニケを見る目がだ。カールは、そそくさとダルクのほうを向いて、慰めてもらう。絶対にひと波乱あるぞと思いながら。

			「ニケ、あんまりバッドを困らせないで」

			　お酒を口にしながら、ティストは言った。それでなくても今はそれどころではない。

			「にゃにゃ？　バッドと私は古い仲だから、このくらいいつもですよ？　ねぇ～♪」

			　ニケは情報が手に入らないとわかっているためか、少しからかい気味にティストを煽っている。お酒もはいっているため、加減ができていない。

			　スキンシップでベタベタとバッドに引っ付くニケに、ティストはどんどん不機嫌になる。ニケは、さっさとバッドとくっつけばいいのにと思いながら仕上げとばかりに口を開く。

			「ティストぉ～、嫉(しつ)妬(と)かな？」

			「ち、違うわよ！」

			　顔を真っ赤にして反論するティストに、満足したニケは「からかって、ごめりんこ」と言って舌を出した。

			　だが、その言葉が最後の引き金となり、ティストは臨界点を迎えた。

			「ニケ……あんたとも、まぁまぁな付き合いだけど……今日があんたの命日みたい」

			「にゃにゃっ!?」

			　ティストの纏(まと)う雰囲気に、ニケはやりすぎたことを理解した。

			「楽器になりたい？　それとも闇市に流して、一生油ギトギトなおっさんの奴(ど)隷(れい)として過ごすのとどっちがいい？」

			「ティ、ティスト。お目々が据わってるよ？　そ、それにどっち選んでも、私はバッドエンドだよぉ？」

			　焦りに焦るニケは、ティストを宥めようとするが、時すでに遅し。

			「うん、死ね」

			「嫌だよぉ〜。謝ったよ！　誠心誠意謝ったじゃん」

			「何が、ごめりんこで誠心誠意謝ったって言えるのかしら？　舐めてんの？　私を怒らせてタダですむと思ってんの！」

			「だ、だずげでぇ〜。ダルクぅ。わだじ、両方ともやだぁ〜」

			　首根っこを摘まれたニケは、ジタバタと宙を掻く。

			　見かねたダルクが、仲裁に入る。

			「はいはい、ティストさん、そのくらいにしておいてあげてください。ニケさんも悪乗りしすぎです……。今後は、気をつけてください」

			　ティストは、渋々ニケを解放する。

			「ダルクぅ、ありがと。今回は、マジで危なかったよぉ〜」

			「命拾いしたわね……」

			　ニケは滝のように涙をダバァ〜っと流し、プルプルと震えながらダルクの足に引っ付く。

			「自業自得ですよ……。何回同じことしたら学習するんです……」

			「うぅ……、だ、だって、楽しくなっちゃうと止められないんだもん」

			「少しずつですが、治していきましょうね。でないと、そろそろ本当に危ないですから」

			「ダルクさん、今回の件は明日に回そう……」

			「そ、そうですね。今は、そのような話ができる状態ではないですから」

			　ニケの登場によって、話を詰めることはできなかった。ただ、葬式ムードはなくなり、気分的には楽になった。

			　ダルクは、バッドから１人で勝手に報告しにいかないようにと、釘を刺されて彼らと別れた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　辺りは真っ暗で、波の音だけが聞こえる。

			　インリケは、ビスタ島を目の前にして途方に暮れていた。

			「クソ、なんで陸の道がないんだよ！　おかしいだろ」

			　イライラが増すインリケは、ついつい口が悪くなる。

			「いや待てよ……。泳いで渡れば、誰にも気づかれずに島で行動できるじゃないか！」

			　先ほどのイライラは、どこへやらといった感じでニヤリと笑う。

			　馬車を森に隠すと、インリケは服などをアイテムボックスに収納し、海へ飛び込み泳ぎだす。

			「待ってろよ！　ダルクたちめ！　今日、啖(たん)呵(か)を切ったことを後悔させてやる」

			　インリケは犬掻きで泳ぐ。本土からビスタ島まで１キロメートルあるかないかだ。

			　亜人であるインリケの体力はかなり高いため、渡り切ることなど容易(たやす)い。

			　インリケは、ニタニタとしながら泳ぐのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夜の10時ごろ、治療院の居住スペースで、薫(かおる)はラックスティーを飲みながら、パイン細菌のまとめに入っていた。そんな薫(かおる)の様子を、アリシアとピンクラビィ２匹は、ベッドの上からジッと見つめる。

			　カリカリとリズムよく筆が走るのを目で追う。衰弱していたピンクラビィは、もう回復しきっている。体力回復魔法のおかげもあるし、薫(かおる)の料理が大変美味(おい)しいため、無駄に食欲旺盛になっていた。

			　少しすると、アリシアの頭の上にいた２匹は飽きたのかベッドにぴょんっと着地し、大きな伸びを１回して枕の上に陣取った。そのままス～ス～と寝息をたて始める。

			　アリシアは、その一部始終を余すことなく脳内に保管し、満足げな表情をする。

			　ピンクラビィたちはだいぶ警戒心を解いてくれたが、極力自分からは触らないようにしていた。逃げられるだけで、相当なダメージを食らうからだ。

			　一日中、眺めていても飽きないと思いながら、薫(かおる)のほうへと目線を戻す。ついつい動きのある手に目がいってしまう。

			　薫(かおる)の手は大きいが、指は細く長かった。あの手で頭を撫でられると、体がポカポカしてしまう。魔法の手なのだろうかと感じる。アリシアは撫でられたいなと思い、物欲しそうな顔になる。その瞬間、なんとはしたないことを考えているのだろうと、煩悩と無駄な葛(かつ)藤(とう)をする。

			　小さな溜め息を吐いたアリシアがふと窓のほうを見ると、カーテンの隙間から光る目と目が合う。

			「え？」

			　アリシアは青ざめる。

			　その光る目はスッと消えた。薫(かおる)は集中していて、まったく気づいていない。

			　アリシアは怖くなり、ベッドから降りて薫(かおる)の下へと駆け寄る。

			「カ、カオル様、い、今、窓のところに誰かいました！」

			「え？」

			　アリシアは涙目になりながら薫(かおる)に訴える。

			　薫(かおる)は警戒態勢に入り、治療院の周りに威圧を放つ。

			　アリシアは、椅子に座る薫(かおる)に抱きつき、服をぎゅっと握りしめた。

			　薫(かおる)は、どこの誰だと思いながら苛(いら)立(だ)つ。

			「た、たぶんですが、亜人族の方だと思います。目が緑色に光っていたので……」

			「この島で、そんな悪さする奴なんて……」

			　薫(かおる)はそこで言葉を切る。よくよく考えると、ろくでもないことをする人物が、数人頭に浮かぶ。アリシアも同じだったのだろう。こわばっていた表情が、申し訳なさそうなものへと変わっていた。

			「まぁ、変な奴はおるけど、根は腐ってへんしな。すまないと思ってるなら明日にでも謝りに来るんとちゃうか？　威圧放った苦情かもしれへんけど」

			「あはは、それはありそうですね。ニケさんあたりでしょうか？」

			「おや？　アリシアは犯人がニケやと思うとるんか？」

			「え、えっと……間違ってたらごめんなさいします……」

			　アリシアは、眉をハの字にして薫(かおる)に答える。薫(かおる)はそんなアリシアの頭を撫でた。

			　嬉しそうに喉を鳴らすアリシアは、もう少しこのままと薫(かおる)に懇願する。

			「カオル様の手は、魔法の手です。凄く気持ちよくて、心が安心します」

			「そうか？　ほれ、わしゃわしゃ」

			「そ、それはちょっと違います。凄く雑に撫でていますよね？　全然気持ちよくないです！」

			　ちょっと力を入れ撫でると、アリシアはジト目で睨(にら)んでくる。

			　そんなことをしていると、枕で寝ていたピンクラビィたちがこちらを羨ましそうに見つめている。それもかなり熱い目線で。

			　薫(かおる)は、面倒なことになるかと肩をすくめる。ピンクラビィたちは、薫(かおる)が撫でるまでその熱い目線をやめることはない。

			　根比べとなったが、薫(かおる)は早々にベッドへと入って狸寝入りを決め込んだ。それに対してピンクラビィたちが鳴きじゃくる形での攻防戦となる。

			　勝敗を決したのは、アリシアからの天の声だ。

			　撫でてあげてくださいと涙目で訴えられたため、仕方なしだった。

			　ピンクラビィたちは、神かといった眼差しをアリシアに向ける。そして、ピンクラビィたちが、アリシアを見る目が少し変わるのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ビスタ島の迷宮近くの草むらで、脂汗を掻くインリケがいた。

			「なんなんだ……あの化物は。おかしいだろ！　あんな魔力を保有している治療師なんて聞いたことないぞ！」

			　そう言いながら地面に這いつくばり、頭を抱える。治療院の中を覗いていたのは、インリケであった。

			　アリシアと目が合い、やばいと思った矢先、威圧にやられ、死にたくなるほどの恐怖を感じた。

			　インリケはこの島の住人ではないため、薫(かおる)の威圧を受けるのは初めてであった。想像を絶する感覚が襲い、今に至る。足腰に力が入らず、意識こそ保っているが戦意を喪失していた。

			「くっそ……。あのちっこい女だけなら、なんとかなりそうなのに……。もう放棄して逃げるか……。いや、それも難しいか。何かこの失敗の穴埋めができるものがなければ……」

			　インリケはなんとか思考を走らせるが、まったくいい案が浮かばない。アリシアを人質にして脅しても、一瞬で自身が殺されるだろうと予測できる。完全にお手上げ状態だ。

			　朝になってから考えようと、人目につかない高い木になんとか登ったインリケは、そこで仮眠をとる。

			　朝になれば、この最悪な状況を打破できる案が浮かぶことを信じて……。

		

	
		
			第七話　後回しのツケ

			　

			　翌朝、インリケは木の上で目を覚ました。

			　昨日の薫(かおる)の威圧の恐怖が、未だに身体に残っていた。

			「はぁ、最悪だな。これからどうするか……」

			　溜め息を吐きながら少し回るようになった頭で考える。

			　治療師２人組で、片やあの魔力保有量を持った化物。女のほうはそこまで魔力を持っていないのではと、インリケは推測する。ほんのりと、身体に魔力を纏(まと)わせているだけだったからだ。

			　人質にして薫(かおる)を脅すということも考えるが、生きて帰れる自信はない。

			　そんなことを思っていると、ふと昨日見た室内を思い出す。ベッドの上に寝ていた２匹の動物のことを。

			「見間違いでなければ、あれはピンクラビィだったはずだ……。アレを土産として持って帰れば……。いや、それでも許されるわけでもないか……。間違いなく俺の首は飛ぶな」

			　先の見える答えに、今置かれている状況が最悪なことがわかる。

			　頭を抱えながら下を見ると、そこには顔見知りの探求者たちが迷宮に入るところであった。

			「ど～するかなぁ。カオル、マジギレとかしないよな？」

			「悩んでも仕方ないんじゃない？　いっそのこと、カオルに相談してもいいと思うわよ」

			「生贄は、俺か？　バッドもティストも俺を生贄にしようとしてるんだろ！」

			　カールが後ろにいるバッドとティストを見る。

			「カール、俺がそんなことするわけないだろ……」

			「!?　めっちゃ、目が泳いでるよ！　バッド、目がバタフライしてるじゃね～かよ！」

			「カール……バッドがそんな目してるわけ……。あらやだ。本当だ！　水しぶき上げてるわ」

			　バッドの目を見ながら、ティストまでそのように言う。

			「はぁ、冗談はさて置き、マジでやばいからなぁ。金のほうは、俺らでどうにかなるがカオルは無理だろうな」

			「もう本気で謝り倒したほうがいいと思うのよねぇ。冗談抜きで、他からそんな情報入ったら洒落(しやれ)にならないもの」

			　ティストの発言に２人は何度も頷く。

			「薫(かおる)は訳ありって感じだしな。ほぼ９割無理だろうな」

			「だよなぁ。仕方ない、今日の夕方には腹くくるかなぁ。全員で謝るのがベストだよな」

			「そうね、腹くくりましょうか……」

			　盛大に溜め息を吐いたバッドたちは、迷宮へと入っていった。

			　その話を聞いていたインリケは、ニヤリと笑いながら木から降りる。

			　顎(あご)に手を当て、バッドたちの話を整理していく。現在いる治療師はカオルという名前で、訳あり。少し、揺さぶりをかけてみるのもいいかもしれないと思う。

			　カオルという男は、何か治療師ギルドといざこざがあると見て、まず間違いないだろう。

			　それを突けば、この島の治療師は続けられない。自身をここまで焦らせた落とし前をつけてもらうために、盛大に引っ掻き回してやろうと、インリケは邪悪な笑みを零した。

			　向かうは薫(かおる)のいる治療院。アイテムボックスから冒険者の一般的な装備を出し、身に着ける。怪我を診てもらうため、適当に迷宮の魔物で怪我を負えばいいかと考える。

			　インリケは、バッドたちに見つからないように、迷宮へと入っていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　朝の治療院で、探求者たちはぽかーんとアホの子のような表情を浮かべていた。アリシアの回復魔法が原因であった。魔力が大幅に増えたことによって、アリシアは少し多めに魔力を使って、治癒効果をあげている。

			「ほぇ～、アリシアちゃん、凄いねぇ～。お姉さんびっくりだ」

			　アリシアが初めて治療をさせてもらった亜人族の女性が、アリシアの回復魔法に驚く。前回は傷が残ってしまっていたが、今は注意して見ないとわからないほどになっている。

			　治療に手応えを感じたアリシアは、ちょっと得意げになっていた。

			「今は、中級魔法をお勉強中です！　もう少しで扱えそうですから、期待しててください！」

			「あははは、うん、うん、わかったよぉ～。そのときは私をまた１番に治療してくれるかな？」

			「はい！　よろこんで♪」

			　２人は、にこやかなムードを醸し出す。

			　周りにいる者たちも、そんな２人にほっこりするのである。

			　探求者たちの治療を終えて、薫(かおる)とアリシアが院内の片付けをしていると、扉を叩く音がする。

			　診療の時間は終わっているのだが、誰だろうと首を傾げる。アリシアは、ピンクラビィを頭に乗せて、上機嫌で「私が見てきます」と扉へと向かう。

			　扉を開けると、そこにはこの町の住民ではない亜人族の男が立っていた。革の軽装備に長剣を脇に差している。見た感じ、どこにでもいる冒険者のようだ。

			　アリシアは、きょとんとして首を傾げてしまった。

			「ああ、すいません。旅の者です。治療をしてもらいたいのですが。よろしいでしょうか？」

			　亜人族の男は、薫(かおる)とアリシアをじっと観察するように見つめる。アリシアは、その視線が嫌で、薫(かおる)の後ろに隠れてしまった。

			「ああ、すいません。あまりにも若い治療師さんだったので……。申し遅れました。私はインリケといいます」

			　丁寧なお辞儀をして、笑顔を向けてくる。

			「構わへんよ。んで？　インリケさんは、どこを怪我しとるんや？」

			　インリケは軽装備を外して患部を見せる。包帯でぐるぐる巻きにされた腕から血が滲み出している。

			　薫(かおる)は慎重に包帯を取っていく。

			「これはまた……酷くやられてるなぁ」

			「ここに来る途中で、魔物に襲われましてね……」

			「オオカミさんでしょうか……かなり深い傷です」

			　インリケの怪我は、大型犬に噛みつかれたような傷跡だった。

			　薫(かおる)はまず無(む)詠(えい)唱(しよう)で『診断』をかける。念のため、パイン細菌が罹(かか)っていないかを調べるためだ。冒険者でしかも亜人族のため、感染していたら大変なことになる。違う街で発症すれば、亜人族へと感染拡大してどうしようもない状況になるからだ。

			　インリケの診断結果は感染なしと表示される。

			　薫(かおる)は一安心と思い、次にこの傷をどうするかなと考える。上級回復魔法を使えば、簡単に治すことが可能だが、下手に外の者に使うと、あとあと面倒なことが舞い込むだろう。そのため、少し魔力を多めに使い、中級魔法で完治できるように調整する。

			　腕の部分を消毒してから、薫(かおる)は患部に手を翳(かざ)す。

			「中級回復魔法――『重傷回復(ライトキユアル)』」

			　ボッと炎のような禍々しい金色の光が傷口を包み込み、皮膚を再生させていく。

			　スッと光が消えると、そこには最初から怪我がなかったかのようになっていた。

			「なっ……傷がなくなっただと！」

			　インリケは度肝を抜かれたようで言葉遣いが素に戻っていた。

			「中級回復魔法で、完全に回復させるなどできるはずないのに……」

			「いや、魔力を多めに使えばできるで？　インリケさんは、回復魔法のこと知らへんやろ？」

			　薫(かおる)は、自身の知っている回復魔法のからくりを簡単に説明する。だが、これには普段の10倍の魔力を使う。また魔力を完全に制御できないと、その倍の魔力を消耗するリスクもある。普通の治療師が薫(かおる)と同じことをすれば、失敗して確実に魔力が枯渇する。熟練の治療師であれば、扱うことが可能ではある。

			「そ、そうなのか……いや、でもそんな魔力を……」

			　インリケは顎(あご)に手を当て、何やらぶつぶつとつぶやきながら俯(うつむ)く。

			　薫(かおる)の言っていることが、普通ではないことはすぐにわかる。インリケの周りには、このような回復魔法の使い手がいない。いれば、確実にエクリクスからスカウトがくるだろう。

			「あ、あなたは、エクリクスの機関の方ですか？」

			「まさか、ご冗談を。あんなところに所属なんてしてへんよ」

			　薫(かおる)は凄く嫌そうな表情をする。

			「あ、あんなところですか……。治療師なら、誰もが入りたいところなんですがね……」

			　若(じやつ)干(かん)、呆れ顔でインリケはつぶやく。

			「俺はええわ。面倒はごめんや」

			　薫(かおる)の言葉に、一瞬インリケは苛(いら)立(だ)つ。最高の治療師としての地位を約束されるのに、それをいらないという。

			　それに、治療師としての地位は、この世界ではかなり特殊なものだ。どれだけ高い地位を持っていても、誰しも病気になる。ならない者も稀にいるが、大病に罹(かか)ればどうしても治療を受けなければならない。

			　それが、王族であってもだ。

			　そして、能力の高い治療師はエクリクスに多いため力のバランス関係にズレが生じている。現在大陸を統一しているレイディルリークスだが、能力の高い治療師を確保できずに、エクリクスに頼らざるを得なくなっている。まだ、そこまで大きくはないが、確実に亀裂は大きくなる。

			　それをよくわかっているインリケは、薫(かおる)の言葉が無性に腹立たしいのだ。

			　インリケは腹立たしさを内に収めつつ、目的の遂行に戻る。

			「そうそう、この町も近々正式な契約が完了するそうですよ」

			「ん？　どういうことや？」

			　薫(かおる)は、初耳だと言わんばかりの表情になる。それを見たインリケは楽しげに話を続ける。

			「おや？　知らないのですか？　私は、ファルグリッドから来たのですが。そのとき、ちょうど耳にしたんですよ。少し手間取っていたみたいですが、最低限の施設が揃って、ようやく冒険者ギルドを設置できるとね」

			　インリケの言葉に、薫(かおる)の表情が変わる。

			「カオル様、よかったですね。ダルクさんが、新しい治療師さんをやっと見つけたようですよ」

			　アリシアは喜びながら薫(かおる)を見つめるが、薫(かおる)は顎(あご)に手を当て少し考えこんでいる。

			　ダルクからそのようなことは、まったく聞いていない。昨日もここにダルクたちが来たが、何も言わずに帰ってしまった。進展したのなら、そのときに言うはずだ。

			　嫌な予感が薫(かおる)の脳裏をよぎる。

			　そんな薫(かおる)を見て、インリケは楽しそうに話を続ける。バッドたちが嘘をついていることを知っているからだ。

			「こんな優秀な治療師さんがいるんですから、この町は安泰ですね」

			「え？　私たちは臨時の治療師ですよ？」

			　アリシアはどういうことだろうと首を傾げる。自分たち以外の新たな治療師が見つかったと思っていたからだ。

			「ん？　おかしいですねぇ～」

			「ど、どうなっているのですか？」

			　アリシアは、少し不安になりながら薫(かおる)を見る。

			　薫(かおる)がダルクと正式な契約をした覚えはない。不気味な感覚が薫(かおる)を襲う。

			「おや？　どういうことでしょう？　正式な治療師がいないとすると……一大事ですねぇ」

			　インリケは優越感に浸っているかのようだ。

			　自分の知らないところで、何かよからぬことが起きているのが、薫(かおる)には容(よう)易(い)にわかった。

			「そういえば、お２人は治療師ギルドに入っているのですか？」

			「え、えっと、なぜそのようなことを聞くのですか？」

			　アリシアは少し詰まりながらインリケに聞き返す。

			「いえいえ、ただ少し疑問に思っただけですよ。これほどの能力をお持ちなのに、こんな治療院で治療師をしているなんて普通なら考えられません。それに、治療師ギルドも野放しにはしないでしょうからね……」

			　薫(かおる)は痛いところを突かれるが、表情１つ変えることなく、ただインリケの話を聞くことに徹する。下手なことを言えば情報を与えかねないと思っているからだ。

			　ただ、アリシアの反応で、それは容(よう)易(い)にばれてしまうのだが。

			「ま、まさかとは思いますが……入られてない？　信用問題も出てきますから、今からでも入られたほうがよろしいかと思いますよ？」

			　インリケはまるで、薫(かおる)たちが治療師ギルドに入れないことを知っているかのような口ぶりだ。

			「いや～、大きなお世話でしたね。では、私はこのへんで……。旅を急ぎますので」

			　インリケが立ち上がろうとしたとき、アリシアの頭の上に乗っていたピンクラビィが、威嚇をした。アリシアは珍しいと思いながらも、落ち着かせるように頭を撫でる。

			　インリケは、そのピンクラビィが本物であることを確認し、ニヤリと笑った。まるで、獲物を見るかのように。

			「珍しいですね……。ぬいぐるみかと思っていましたが、本物のピンクラビィですか……」

			　アリシアは頭に乗っていたピンクラビィをサッと抱きしめて守る。

			　そんなアリシアを見ながら、インリケは目を細める。

			「では、お代はいくらですか？」

			「２０００リラや」

			「は？　２０００リラですか？」

			「ああ、そうや」

			　目を見開き唖(あ)然(ぜん)としたあと、インリケはお金を払い、治療院を出ていった。

			　ありえない破格の値段だったためだろう。

			　嫌な空気に包まれる院内で、薫(かおる)はぽつりと言葉を零す。

			「はぁ～、完全に巻き込まれたな……」

			「え？」

			　アリシアは、きょとんとしながら薫(かおる)を見る。

			　こういうことには疎いアリシアに薫(かおる)が説明をする。

			「あいつは、ダルクさんに嫌がらせしとる奴の仲間かそこらやろ……」

			「そ、そうなのですか！　でも、怪我をなさっていましたし……。私は、ちょっと特殊な患者さんかと思っていました」

			「それやったら、まだええんやけどなぁ。アレは、どこからどう見ても楽しんで引っ掻き回しとる感じな言い方や……。怪我も新しいもんやったし、ここらで魔物が湧くことはまずないからな……。島の探求者たちが頑張っとるんやし」

			「うぅ……騙(だま)されました」

			　頭を抱えるアリシアの頭を、ぽんぽんと撫でる。

			「しかし、マジでどうするかやなぁ～。バッドたちのことやから、ファルグリッドで売り言葉に買い言葉的な感じやと思うやけど……」

			「う～、ありそうです……。ごめんなさい、なぜかそのような光景が浮かんでしまいます」

			　日頃の行いというやつだろうか、アリシアにでさえ容(よう)易(い)にその行動がわかってしまう。

			「とりあえず、ダルクさんに聞きに行かんとな」

			「詳しく聞かないとですね！」

			　ダルクの仕事が終わるのはお昼ごろだ。その時間に、薫(かおる)とアリシアはダルクの家へと向かうことにするのであった。

			　

			　治療院から出たインリケは、そのまま島の海岸沿いまで移動していた。

			「ふはははは。最初は焦ったが、やはり何かあるみたいだったな。これなら絶対にこの島の治療師になることはないだろう。でも、ついさっきブラウニーウルフから適当に受けた傷が治るとは思わなかったがなぁ」

			　これで何一つ不安要素のない状態で、ファルグリッドへと帰還することができると、インリケはにやける。

			　しかし、心残りなのはピンクラビィの存在だ。なんとか手に入れられないかと思ってしまう。

			　ピンクラビィは希少種だ。最近では、なかなかお目にかかることができない。

			　生きている状態でも高く売れるし、殺してアイテム化しても数年は困らない大金が手に入る。

			　アリシアから奪うことは、自殺行為とわかっているので、そのようなことはしない。薫(かおる)の存在が、警(けい)鐘(しよう)を鳴らすのだ。欲張りすぎてはいけないと、貪欲な気持ちを抑え込む。

			　そして、インリケは木陰に隠れて、引き潮を待つ。

			　もう少し待てば、道が出来上がると思っていた矢先のことだった。インリケの背後に何やら気配がした。

			　振り返ると、そこにはぐったりとしたピンクラビィが、よたよたと歩いていた。インリケは目を見開き、一瞬で捕獲態勢に入る。

			　野生のピンクラビィを手懐けるのは、なかなか難しいとされている。すばしっこく、まず捕まえることができない。だが、弱っているなら話は別だ。

			　インリケは素早くピンクラビィを捕獲して、麻の袋に放り込む。途中、指先に痛みが走ったが、そんなものお構いなしだ。噛まれたからといって、千載一遇のチャンスを手放すことなどできない。

			　ピンクラビィは弱っていたためかスキルを使うこともできずに、インリケに捕まってしまった。

			「あっはっはっは、最高な日だ！　本当に、すべてがうまくいっている……怖いくらいだ」

			　インリケは、ピンクラビィを入れた麻の袋を手に持ち、ファルグリッドへと戻るのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　お昼過ぎ、薫(かおる)とアリシアはダルクの家にいた。

			　ルナは呆れ顔で、ダルクを見る。

			　土下座状態で謝り倒すダルクの姿に、アリシアは若(じやつ)干(かん)引いていた。

			「本当にすいませんでした。ご迷惑をかけてしまって……」

			「言うてしまったことは、もうしゃあないからええよ。やからまずは、頭上げてもらえるやろうか？」

			　薫(かおる)はそう言うが、ダルクはまったく顔を上げる気配はない。

			　朝あった出来事をすべてダルクに話し、それが本当かを問うたのだ。それっきりこの状態なのだ。

			「あなた！　そんな格好で、ずっと同じこと言ってても話が進まないじゃない。いい加減ちゃんと説明してください」

			「……」

			　ダルクは、頭を下げたまま動かない。ダルクの性格上、今回の件を隠していたことに、相当な罪悪感を抱いていたと思う。そのせいもあり、かなりストレスを抱えていた。

			　薫(かおる)は、荒療治だがまったく話を聞かないダルクに、一瞬だけ威圧を放ち意識を刈り取る。

			　弱り切っているダルクには、軽い威圧でも簡単に意識を奪えた。

			　強制的に意識を失ったダルクは、寝息を立てていた。

			「とりあえず、あのままにしとくよりかはええやろ。ぶっ倒れてからじゃあ遅いからな」

			「すいません。カオルさん、毎回お騒がせして」

			「……」

			　薫(かおる)は溜め息を吐きながら、ダルクをベッドに運んだ。『体力中回復(エイルヒール)』を施し、落ち着くまで休ませる。
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			　アリシアが幸せのお裾分けと言いながら、ダルクの頭にピンクラビィを乗せようとしていたが、薫(かおる)は笑顔で止める。

			　ちょっと残念そうな顔をしながら「カオル様は、このもふゅもふゅの力を知らないのです」とぶつぶつと言うのである。

			　それで劇的に回復するのは、アリシアくらいであろう。

			　薫(かおる)たちは、ダルクが回復するまで応接間で待つことにした。

			　

			　三時ごろ、バッドたちがかなり憂(ゆう)鬱(うつ)な顔で迷宮から出てきた。

			「はぁ、俺らは、今日はこれで終わりだな」

			「脚が重いわ」

			「俺、迷宮熱かもしれないわ！　だから２人で行ってきてくれ！」

			　カールは額に手を当て、ふらふらと歩く。

			「じゃあ、カールが言ったって伝えとくわ」

			「ごめん。ちゃんと行くからそれだけは勘弁」

			　ティストの返しに、カールは即座に断念する。３人は溜め息を吐きながら治療院へと向かう。

			　治療院に着くと、扉に外出中と書かれたプレートがかけられていた。

			　３人は嫌な予感がしたが、まさかなと思う。

			　ちょうど、そのとき通りかかった宿屋の主人が、治療院で立ち往生している３人を見て、親切心から薫(かおる)ならダルクのところへ入っていくのを見たと教えてくれた。

			　完全に詰んだと思い、３人はダルクの家へ全速力で向かった。

			　

			　バッドたちがダルクの家に着き、ドアをノックすると、ルナの声が聞こえて扉が開く。

			　もう事情を知っているのか、中に通された。

			　応接間に案内されると、薫(かおる)とアリシアがダルクと話をしていた。

			　ダルクは少し顔色がよくなっていた。

			「カ、カオル、すまない。俺たちのせいなんだ！　ダルクさんは悪くねぇんだ！」

			「大体の流れは、ダルクさんから聞いた。本当にお前らは……勢いで行動するやっちゃなぁ」

			「「「返す言葉もない……」」」

			　３人は平謝りで薫(かおる)に頭を下げる。

			「カオルさん、バッドさんたちだけが悪いわけじゃないんです。だから……」

			「それは、わかっとる。やから、俺はそれ以上言うてないやろ？」

			「酷い人です。ルナさんを対価として要求したり、賠償金を払えとか、そんなことする貴族は聞いたことないです！　ピンクラビィちゃんに不幸せにしてもらえばいいんです！」

			　腕を組んだアリシアは、ぷんすかと怒りを全面に出す。

			　そんなアリシアに、場の空気が和らぐ。

			　みんな集まったことで、薫(かおる)は改めて今後についての話を再開する。

			　当然、薫(かおる)はこのビスタ島で契約はできない。何かがきっかけで、エクリクスにバレたら面倒というのもあるし、その場合はここから離れなければならない。

			「とりあえず、ファルグリッドとファルシスは論外だ。同じキャンベルウルフ族が領主だからな」

			「それだと、もう近い街はブルグしかないわよ？」

			　ティストが険しい顔で言う。

			「あそこもクセが強いですね……。領主はいい人だけど、治療師ギルドがエクリクスとつながりが深いですから」

			　ルナも自身の知っている情報を話す。

			「はぁ、まともな治療師は望めそうにねぇなぁ。いや、待てよ！　確か、嫌われ者とか言われる治療師がブルグの街の離れにいるって聞いたことあったようなぁ……」

			　カールは昔の記憶をたどりながら口にした。

			「カールさん、本当ですか！」

			「あんた、なんでそんな大事なこと忘れてんのよ！」

			「かれこれ１年前の話だし、いるかどうかなんてわかんねーし」

			　カールは、２人の形相にビビりながら話す。

			「こ、これは行ってみる価値がありそうですよ！」

			「そうだな。善は急げだ！　今から行くぞ！」

			　バッドは立ち上がりそう叫ぶが、ルナから止められる。

			「バッドさん、そうやって急いでも、いいことなんてないんです。ここは、皆さん１日ゆっくり体を休めてからにしてください」

			「ルナさんの言う通りやで。バッドたちも迷宮から出たばかりやろ？　そんなんで行ってもええことあらへん」

			　ルナと薫(かおる)の言葉に、勢いよく立ち上がったバッドはだんだん萎(しお)れていく。

			「うぅ……しかしだなぁ」

			「バッドさん、無理しちゃめっ！　ですよ。ダルクさんも、一緒に行かないといけないんです。ダルクさんは、体調がまだよくないんですからね」

			　アリシアにまで言われて、バッドはストンと椅子に座る。

			「……すまん。可能性があると思ったら、つい熱くなってなぁ。俺の悪い癖だ」

			「私のために、今までも動いていただいているんです。バッドさんたちには頭が上がりませんよ」

			「なぁに、困ったときはお互い様だ。人は、持ちつ持たれつなんだからな。当然だぜ」

			　バッドたちは、いい顔でサムズアップする。ダルクは、そんなバッドたちを見て、涙を流しながらありがとうと言った。

			　ルナは、ダルクの背中を優しく摩る。

			「それじゃあ、ダルクさんの体調がよくなったら行くことにするか」

			「そうね。急いでもいいことないんだし、のんびり構えましょう」

			「よーし、そうと決まれば今から俺らは、景気づけに１杯パーッと飲もうぜ♪」

			「カール……あんた空気読みなさいよね」

			　ティストが苦言を呈す。

			「な、なんでだよ。めっちゃ読んでんじゃねーかよ！」

			「「どこがだよ！」」

			　バッドとティストは、ハモりながらカールにツッコミを入れる。

			　そのやりとりにダルクとルナは笑う。

			「時間も時間やし、そろそろ解散するで」

			「ほ、本当です！　帰らなくてはなりません」

			　薫(かおる)とアリシアは、そう言うと席を立つ。

			　出て行く際に、薫(かおる)はバッドたちの肩を１人ずつ触り、全身に行き渡るように無(む)詠(えい)唱(しよう)で回復魔法をかける。バッドの耳元で「ツケやで」と言い残した。

			　バッドたちも長居はせず、ダルクの家を出た。

			「カオルの奴、日に日に高等テクニックを覚えてるよな……」

			「驚くのも疲れたから、もう何にも感じないわよ？」

			「熟練とか通り越して、もう大神官と同等だったりしてな。なんつって」

			　そうカールは、冗談まじりに言う。

			「下手なこと言うなよ、カール」

			「ほう、その言葉どっちにとっていいんだ？」

			　面白そうな表情を見せるカールは、バッドの答えを待つ。

			「わかっていて言ってるだろ？　どっからどう見ても、カオルの中級回復魔法は逸脱してるだろ。それに、ぶっ飛んだ魔力保有量だ。隠し球の１つや２つは絶対に持っているに決まっている。上級もしくは最上位くらい平気で使うかもしれねーしな」

			　それが、バッドから見た薫(かおる)の評価だ。

			「あれ？　カオルの評価めっちゃ高くね？　俺の評価とちょっと食い違うな」

			「いや、普通にそうだろ……」

			「あんたの中のカオルの評価が、おかしいに決まってんでしょ」

			　カールは２人のツッコミに、がっくりと肩を落とす。

			　スキルを使えば薫(かおる)に勝てそうと口にするカールは、総ツッコミを入れられた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　太陽は沈み、闇が空を支配するなか、インリケはファルグリッドの門をくぐる。

			　馬を走らせながら優雅に鼻歌を歌う。すべて計画通りに事が運び、何の心配もなくなった。おまけに、ピンクラビィまでも手に入れて、もう言うことない。

			　自宅に到着して馬を馬小屋に入れ、戦利品であるピンクラビィが入った麻の袋を手に持ち、家へと入る。

			　ドアを開けると亜人のメイドが出迎える。インリケは、メイドに拘束具とフルーツを自室へ持ってくるように伝えた。

			　自室へと入り、ふかふかの椅子に腰を下ろして麻の袋を机の上に置く。

			　少しするとメイドが拘束具とフルーツを持ってきた。

			　インリケは麻の袋からピンクラビィを取り出し、拘束具をつける。

			　ぐったりとしたピンクラビィは、よたよたとしながら机の上で丸まってしまった。

			「イ、インリケ様、このピンクラビィはどうされたのですか!?」

			　メイドは目を見開いてインリケに聞く。

			「ああ、今日の戦利品だよ。お前、こいつが元気になるまで世話をしとけ。このままでは高く売れないからな」

			「は、はい。わかりました」

			　メイドは顔がほころび、大喜びで世話をすることを承(しよう)諾(だく)する。インリケは、絶対にこの拘束具は外すなとだけ命令し、下がらせる。

			　メイドは大切にピンクラビィを抱きかかえ、自室へと連れていく。

			　インリケは、やはり女はこういうものが好きなのかと思う。そして、幾らの値が付くのやらと思いながら、舌なめずりをする。

			　インリケは黄金に輝く棚から秘蔵の酒を取り出すと、ドカリと椅子に座り直し、１人祝杯をあげる。今日という最高の日に乾杯などと言いながら……。

		

	
		
			第八話　広がる病

			　

			　朝日が優しく差す中で、バッドたちは探求者を宿屋の共同スペースに集めていた。

			　バッドたちが１日以上この島をあけるので、ローテーションの変更をするためだ。

			「すまんが俺たち３人とダルクさんはブルグに向かうことになった。片道６時間以上かかるから向こうで１泊する予定だ。その間、俺らの抜けた時間をどうにか回してもらえると助かる」

			「おいおい、アレだろ？　ダルクさんに嫌がらせしてる奴らをギャフンと言わせるために行くんだろ？　だったら任せとけ！」

			「大船に乗ったつもりで行ってこいよ！」

			「バッドたちは帰ってこなくてもいいぞ〜！　むしろ帰ってきても仕事がない状態にしといてやるぜ」

			　探求者たちは、ダルクの置かれている状況をよく知っている。そして、それでも手伝いたいと言ってきた精鋭たちだ。今回の件も、邪魔をしに来るだろう刺客をどうにか対処しようと考えていた。

			「皆さん、本当にありがとうございます」

			　涙を浮かべながら、ダルクは皆に頭を下げる。

			　皆はゲラゲラと笑いながら言う。

			「ダルクさんだから手伝うんだぜ！　他の奴から頼まれてもここまでしね～よ」

			「そうだよぉ～。だから、頭上げてくださいよぉ～。恩返しも兼ねてるんですから～」

			「そうだぜ！」

			　心強い仲間に後押しされて、ダルクは感情が溢れそうになる。

			「これは、ダルクさんが今まで積み上げてきた人徳だぜ。こんなときこそ、甘えるのもいいんじゃね～かと思うんだがよ」

			　バッドは笑顔でダルクの肩を叩く。

			「は、はい。皆さん少しばかりですが。よろしくお願いします」

			「「「「任せとけぇええええ」」」」

			　朝っぱらから、大きな声が響きわたる。

			「カオル、お前も頼むぞ」

			「うまく回せるように調整するから心配せんでええよ」

			「ほ、ほどほどにしといてやれよ」

			　少し引きつった表情のバッドは念を押す。

			「馬車馬のようにはせえへんから大丈夫やて。信用せえや」

			「信用はしているが……。帰ってきたら、全員灰になってたらシャレにならないと思ってな」

			「そんな心配するなや。今まで通りで、無理はさせへんから。むしろ、ここに来てから病気１つ罹(かか)ってないやろ？」

			「た、確かにそうだが……」

			　いまいち不安に思うバッド。

			　しかし薫(かおる)の言う通り、薫(かおる)が来てから、まったくと言っていいほど病気に罹(かか)っていない。バッドたちは、身体が丈夫という感覚しかないようだが、薫(かおる)が診察の度に、ちゃんと処置していることが大きい。

			　たまに、薫(かおる)が探求者たちには体力回復剤と言って、予防剤や薬を渡したりしているのだ。誰も知らない裏の仕事である。

			　そんなことを知らないバッドは、薫(かおる)に言いたい放題なのである。薫(かおる)はなんとも思っていないが、アリシアは少しムスッとしている。本当のことを言えばいいのにと思うのだ。

			　薫(かおる)は笑いながらアリシアに「知ってる人が１人いるだけでいい。それだけで、大分救われるから」と言うと、アリシアは恥ずかしそうに「わかりました」と返していた。

			「そう言えば、アリシアはどうしたんだ？」

			「本当ね。カオルとワンセットだと思ってたから、凄く違和感があるわ」

			「朝早いのは苦手でな。今は夢の中や」

			「とか言って、昨夜はお楽しみだったんだろ？　くっそ、自分で言ってめちゃくちゃ腹立たしいぞぉ～～～～！　俺も嫁が欲しいぞ、このやろ～！」

			　カールはそう叫びながら地面を叩き悔しがる。何やってるんだかと思い、皆溜め息を吐いた。

			　カールは何も言わなければかなりモテる。しかし、喋(しやべ)ると軽いというギャップがあり、寄ってきた女性は尽(ことごと)く去っていく。ちょっと可哀想なカールなのである。

			　そうこうしているうちに、海が引き潮になって道ができる時間となった。ダルクたちは、皆に見送られながらビスタ島を出発した。

			　皆は見送ったあと、ローテーションを組み直す。チームを少数精鋭にして、４チームに分ける。それで、乗り切る予定だ。

			　一応、明日には帰ってくる予定だが、何があるかわからない。２、３日回せる余力を残して組む。薫(かおる)はローテーションの書かれた紙をもらい、どう対応するかを決める。

			　最初に潜る探求者たちは薫(かおる)に拳を向けて頼むぜと言い、迷宮へと向かった。

			　

			　薫(かおる)が治療院に帰ると、朝の８時になっていた。

			　居住スペースのベッドの上で、体育座りをしながら不(ふ)貞(て)腐(くさ)れる者が１人と２匹いた。

			「ふ、フーンだ」

			「「きゅ、きゅ～」」

			　頬を膨らませ、いじけているようだ。

			　起こさずに行ったことを怒っていると、薫にはすぐにわかった。だがアリシアも、自分が起きられなかったとわかっているので強く出られない。

			　なので、小さな抗議活動として、このような行動を取っていた。なぜか、ピンクラビィまで味方に付けているのがちょっと笑えた。いつ意気投合したのか、息がぴったりなのである。

			「どうしたんや？　そんな不(ふ)貞(て)腐(くさ)れて」

			「な、何でもないですよ～」

			「「きゅ〜、きゅきゅ〜」」

			　薫(かおる)はわかっていながら聞く。相変わらず、同じような態度であった。

			　このままの状態が続くのはよろしくないので、外壁を崩しにかかる。

			「そう言えば、昨日作っておいた新しいデザートがあるんやけど……食べるか？」

			「そ、そんな、餌(えさ)で釣られるような私では……って、ピンクラビィちゃん？」

			「「きゅ、きゅー♪」」

			　ピンクラビィ２匹が簡単に釣られる。ぴょんぴょん跳ねて、薫(かおる)の肩によじ登った。ピンクラビィは薫(かおる)の頬に両側から頬擦りして、こっちの味方といわんばかりだ。

			　薫(かおる)はニヤリとしてアリシアを見ると、諦めたかのように体育座りを止めてベッドから降りる。

			「ご、ごめんなさい……」

			「別に構わへんよ」

			「で、でも、次から起こしてほしいです。カオル様と一緒に行きたかったです」

			「ああ、わかった」

			　薫(かおる)は笑顔で答え、アリシアを撫でてあげると、嬉しそうに喉を鳴らす。それを見ていたピンクラビィたちは、薫(かおる)の頬をぐりぐりと擦りつけてくる。自分たちも撫でてくれという要求のようだ。薫(かおる)が渋々撫でると、大変満足といった表情になる。

			　その後、朝食とデザートを食べてのんびりとしていると、アリシアは薫(かおる)にお願いをしてきた。

			「あ、あの！　カオル様、私に体術を教えてください！」

			「へ？」

			　唐突すぎて、素(す)っ頓(とん)狂(きよう)な返事をしてしまう。

			「いや、なんで体術なん？　別にそれにこだわらなくてもええんやないか？」

			「そ、それは、こ、効率がいいからです！」

			　目が泳いでいる。同じが良いのかと突いていけば、どこかでボロが出るパターンだ。

			　しかし、次の言葉で薫(かおる)は駄目と言いきれなくなる。

			「そ、その……初めは、後方支援で、弓を使おうと思っていました。ですが、魔力の保有量が多いので、接近戦でも大丈夫だと思いました。それに、魔力を武器に纏(まと)わすのが難しいというのもあります」

			「あ～、うん。確かにそうやけど危ないで？　俺は元々、合気道っていう古武術習うてたし、そのスキルがあるからなぁ」

			「お、お願いします」

			　薫(かおる)は真剣なアリシアに負け、一通りの基礎を教えてみた。

			「それじゃあ、魔力強化も使いつつ俺に攻撃してみ」

			「は、はい」

			　腰を落とし、アリシアは拳に魔力を込めて、薫(かおる)のお腹に正拳突きを放つ。

			　薫(かおる)は合気道のスキルを使わずに、アリシアの纏(まと)った魔力量を見ながら自身の強化をする。

			　スキルを発動してしまうと、アリシアがカウンターを受けてしまうためだ。

			　要するに、相殺してみようと思ったのだが、目を瞑(つぶ)りながら放つアリシアの拳は、魔力のブレ幅がありすぎた。薫(かおる)のお腹に到達したとき、若(じやつ)干(かん)だが薫(かおる)の魔力が上回った。

			　アリシアの手首がクキッと曲がる。

			「ふにゃ!?」

			「あ……」

			　アリシアは手首を押さえながら、ほろほろと涙を流す。

			「痛いです……。カオル様、痛いのです」

			「わ、悪い。怪我してないか？」

			　薫(かおる)は慌ててアリシアの手首を見る。怪我はしていないようで安心した。

			「ちょっと、クキッとなっただけです。大丈夫です」

			「うーん。やっぱり危なさそうやから、他のにせえへんか？」

			「も、もう少し考えてみます……」

			　そう言いながら手首を擦る。

			　体術ではなく遠距離からの支援に考え直してくれないかなと思いながら、薫(かおる)はアリシアに回復魔法を施した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ファルグリッドの冒険者ギルドの個室で、インリケはキディッシュとヴォルドに報告していた。

			「問題ないんだな？」

			「はい、大丈夫でございます。すべて順調に事は進んでおります」

			「いい報告を聞けてよかったぞ。あ～マジで楽しみだぜ。ぎゃはははは」

			「先日、血相変えて走り回ってたと耳にしてなぁ。別に、お前を疑っているわけじゃねぇんだけどよぉ」

			　ゲスい笑い声を上げるヴォルドをよそに、キディッシュは少し疑いの目を向けてインリケを見る。

			「はい、気になることを言っていたので、その確認をしてまいりました。まぁ、まったく問題はありませんでしたよ」

			　それはもう自信たっぷりに涼しい顔で言ってのける。

			　キディッシュの揺さぶりに、まったく動じる気配がない。これで、噂はデマだったとキディッシュは確信した。

			　やましいことがあれば、態度に表れる。今のインリケには、そのような感じはないからだ。

			「ならいいんだ。仕事中にすまんな」

			「いえいえ、そのようなことを耳に入れさせてしまい、誠に申しわけありません。誰が言ったのかは知りませんが、私を貶(おとし)めようとしている輩(やから)ではないでしょうか？　２度目の徴収をかければ奴らも完全に落ちるかと。払うことができないと思いますので……」

			「２度目の徴収をすぐにでもかけるか？　できるだけ早くしろよ、キディッシュ。俺は待てそうにないぜ」

			　薄気味悪い笑みを浮かべるヴォルドに、キディッシュは溜め息を漏らす。

			「たく、てめぇって奴は本当に……。できるだけ早くやってやるから待っとけ」

			「ぎゃはははは、すまんなぁ」

			　ヴォルドは目の前の酒を一気に飲み干し、机に置いた。ルナが手に入るまで、もうすぐだと思うと、ついつい顔がほころんでしまう。

			　すべての報告が終わったインリケは一礼をする。

			「それでは、私はこっ……ゴホゴホ」

			「おいおい、迷宮熱か？」

			「す、すみません。ゴホゴホ……」

			「手で押さえろよ……。たくよぉ」

			　インリケは頭を下げながら謝る。

			「いいじゃね～か、特効薬も出回ってるんだ。問題ねぇよ」

			　もう命を落とす病気ではないと、キディッシュが鼻で笑う。

			「そうだけどよぉ。俺はあれが嫌いなんだよ。疲労感がハンパねーんだよ」

			「お前くらい元気なら何もしなくても大丈夫だろ」

			「他人事だと思って言ってんだろがよぉ。キディッシュ、お前も罹(かか)ってみろ。マジで何もする気起きねーんだからよ」

			　迷宮熱での辛さを語るヴォルドは、考えただけで身震いがするようだ。

			　インリケは、ビスタ島の迷宮で罹(かか)ったのかと思い、帰りに薬をもらうかと考える。

			　用事のすんだ２人を見送り、仕事に戻るのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　広大に広がる森を眺めながら、ダルクたちは街道を馬車に乗って走る。

			　パカパカとリズムよく馬の走る音が響く。

			　ダルクたちは無理のない移動速度で、ブルクを目指した。

			　森を抜けると、山をくり貫いて作られた街が見えた。城壁をくぐると、水路が至るところに設置された自然豊かな街並みが並ぶ。珍しい薬草や花が栽培され、甘い香りが、ダルクたちの鼻(び)孔(こう)をくすぐる。疲れの溜まったダルクたちの身体が癒やされる感覚がした。

			「いやぁ、かなり綺麗な街だな」

			「そうですね。見ていて心が安らぎます」

			「さすが、エクリクスにつながりのある街は違うわね」

			「そこら中に、薬剤に使う薬草が植えられてるしな」

			　皆が皆、ブルグの街並みに唸る。花の都と言われるだけのことはある。

			「よ～し、そんじゃあ聞き込みをしていこうぜ」

			「そうね」

			「私は、ここの領主に挨拶をしてきます。前は邪魔が入って、ブルグには来られませんでしたから」

			「わかった。ダルクさんはそっちが終わったら、冒険者ギルドで待っててくれ」

			「わかりました。では、のちほど」

			　そう言うと、ダルクはブルグの最奥にある、大きな屋敷に足を運ぶ。

			　バッドたちも手分けして、この街の離れに住む治療師の情報を聞き込みに向かった。

			　

			　この街で１番大きい屋敷に到着したダルク。

			　門番に自身の冒険者の証を出し、身分を伝える。すると、すぐに対応してもらうことができた。何やら、ここの領主はダルクのファンなのだとか。

			　ダルクは冒険者として、未知の大陸を発見したりしている。冒険者界では有名なほうではある。領主はダルクの話が聞きたいらしい。

			　ダルクは、話が長くなりそうだなと思いながら、バッドたちにどう伝えようか悩む。

			　奥に通されドアが開くと、そこには小さな女の子が大きな椅子に座っていた。

			　髪の毛はセミロングで、１つに束ねて三つ編みにしている。淡い緑色の髪の毛は、綺麗で透き通っていた。薄手の生地の法衣を着て、書類に目を通しながら魔印判を持ち、ポンっと押していく。

			　ダルクに気づくと、その少女は椅子から飛び降り、ダルクのほうへ走ってくる。

			　嬉しいのか満面の笑みを浮かべている。ダルクの前まで来て立ち止まると、その少女はカッチンコッチンに緊張して、口をパクパクしながら喋(しやべ)る。

			「ダ、ダルク様！　よ、ようこそ我がブルグへ」

			　可愛らしいトーンの声に、穏やかな表情になるダルク。

			「はい、お忙しい中、私のために時間を作っていただき、ありがとうございます。ビスタ島の領主をしております。ダルク・レイデットと申します」

			　ダルクは深々と頭を下げ、自己紹介をする。

			　少女は、そんなダルクの姿を見てあたふたし始める。自身が最も尊敬するダルクが、年端の行かない少女に頭を深々と下げているからだ。

			　パニック状態になりながらも、少女も自己紹介をする。

			「ブ、ブルグの領主のシャルテ・クリュウゲルです。じゅ、12歳です」

			　そう言うと、シャルテもペコペコと頭を下げる。２人は顔を見合わせクスリと笑う。メイドたちは、シャルテの取り乱した姿を、ほとんど見たことがなかったようで、驚きの表情を浮かべていた。

			「ダ、ダルク様は、今日はどうしてこちらに？」

			「お恥ずかしいのですが。現在訳ありで、治療師を探しているんです」

			　それを聞いた瞬間、シャルテの表情が曇る。

			　この街は、シャルテが領主として、ここまで大きくした。だが、治療師の勢力に押され、現在力関係で負けている。そのため、治療師ギルドにビスタ島へ誰かを派遣してほしいと頼みにくい。それがわかっているから、ダルクはそのことをシャルテには頼まない。

			　その代わり、この街の離れに治療師が住んでいるという情報があるのなら教えてほしいと尋ねた。

			　その瞬間、シャルテはスッと大人びた雰囲気に変わる。顎(あご)に手を当て、該当する人物を探す。

			　そして、すぐに思い当たる人物が思い浮かんだ。親しい間柄で、訳ありな人物が。

			「はい、現在もいるはずです」

			「ほ、本当ですか!?　よかった。１年前の情報でしたので、もういないかと思っていました」

			「しかし、ちょっと難があるんです……」

			　しょんぼりした表情をして、ダルクに申し訳ないと口にする。

			「何となくわかります。揉めたんですね？　治療師ギルドと」

			「はい。なので、それも含めて了承するか……しないかになると思います。できれば、契約していただけると、私も嬉しいのですが……」

			　シャルテの口調から、それ以外にも何かあるのだろうと思ったが、ダルクはそれ以上聞かなかった。本人に会い、直接聞くのがいいと思ったからである。

			　私事は、このくらいにして、ダルクはシャルテに冒険の話を切り出す。すると、シャルテは花が咲くかのような笑顔を浮かべ、質問を投げかける。

			　ダルクも聞かれたことに答えたり、未知の大陸の話をし、２人は大いに盛り上がる。

			　年相応の顔になり、目を輝かせながら、うっとりとダルクの話を聞くシャルテ。

			　いつか自身の足で、そのような未知の大陸に行ってみたいと興奮しながら夢を語る。

			「やはり素晴らしいです。ダルク様は、とんでもない偉業を成した方です。冒険者として、Ａランクを持ってらっしゃるじゃないですか」

			「そんな、冒険者ランクＡは強さではなく発見での称号ですからね。あれは飾りみたいなものです。それにこの世界は、まだ４分の１しか開拓できていません。私が見つけたのは、ほんの一欠片です」

			「それでも、新大陸ですよ！　未だに見つかっていない新大陸！　そこに住む人々は、どのような方なのでしょうか？　迷宮はあるのでしょうか？　あ～、私も行きたいです」

			　話題はつきず、あっという間に辺りは暗くなってしまっていた。

			「はぁ、楽しい時間はあっという間ですね……。お母様がいらっしゃれば、もっと話が弾んだと思うのですが」

			「シャルテさんのお母さんですか？　ん？　クリュウゲルの姓ってことは……」

			「あははは、ダルク様、今ごろ気づかれたのですか？」

			　クスクス笑いながらシャルテは言う。

			「これは失礼しました。まさか盟友の娘さんとは……。ここがそうだったなんて知りませんでしたよ。あの人はまったく領地のことを話しませんでしたから。それで、ベルニスはお元気ですか？」

			「未だに未知の大陸を探していますよ。娘にこの街を任せて」

			「相変わらずですね……」

			　苦笑いになりながらダルクは、ベルニスの今までの行動を思い返す。

			　どちらが先に新大陸を見つけるかの勝負。一方的に勝負を挑まれ、結果はダルクが勝利してしまった。ベルニスも数々の発見をしているが、新大陸までは見つけられていない。だから、今もダルク以上の発見を躍起になって探している。

			「おっと、いけません。仲間を待たせているんでした」

			　ダルクは時計を見て、そろそろ戻らないとと腰をあげる。

			「そ、それは、すいません。私としたことが……」

			　ダルクに迷惑をかけてしまったと暗い顔になるシャルテ。

			　ダルクが盟友の話を聞けて楽しかったと話すと、シャルテは年相応の笑顔に変わった。

			　２人が笑っていると、ノックの音が聞こえる。シャルテがそれに返事をすると１人の女性が入ってきた。シャルテの秘書だ。

			「失礼します。ダルク様、お連れの方が、この屋敷の応接間でお待ちになっております」

			「え？」

			　ダルクはキョトンとして秘書の女性を見る。メガネの端をくいっと上げ、秘書は笑顔で報告をする。

			　バッドたちは冒険者ギルドで待っていたが、いくら待っても帰ってこないダルクを心配してここに来ていた。ダルクの連れということで、すぐに中へ通されたという。

			　ダルクは苦笑いをし、メイドに応接間へ案内してもらうことにした。

			　シャルテは、別れ際に「また来てください」と笑顔で手を振っていた。

			　ダルクはバッドたちと再会し、屋敷を出て宿屋へと場所を移す。

			　そして、３人はそれぞれ手に入れた情報をダルクに話す。

			　街から離れた場所にいる治療師の名前は、ワトラ・シュリーク。

			　治療師ギルドと揉めて、現在はほとんど収入がないようだ。

			　原因は、新たな病は目に見えないくらい、小さな生物がもたらしているのではないか？　という仮説を出したことが発端だった。治療師ギルドがそれを確認できなかったため、その仮説はありえないと結論づけられた。挙句にエクリクスの者にも、そのようなことを口にしたら「頭がおかしいのか？」とまで言われ、思わず手が出てしまったそうだ。

			　現在は、貯蓄を崩しながら生活をしている状況らしい。

			「け、喧(けん)嘩(か)っ早いほうなのでしょうか？」

			　ダルクは少し不安になりながら、話が通じる方だったらいいなと思う。

			「いや、まだわからないが……」

			「そうね。会ってみないとわからないわ。明日に備えてさっさと寝るのがいいんじゃない？」

			「じゃあ、今日は頑張ったから酒飲んでもいいか？」

			「カールあんたねぇ……」

			　カールは、成功することを願って一杯やらないと駄目じゃね？　と皆を説得する。

			「まぁまぁ、いいじゃないですか。皆さん、今日１日頑張ったということで、私の奢りで飲んでください。成功を願ってね」

			　ダルクがポンと手を叩き、場をおさめる。

			「さっすが、ダルクさん！」

			「カール、あんまり飲むんじゃねーぞ」

			「わかってるよ。任しとけ」

			　カールは笑顔でサムズアップする。

			　これほど信用できない顔はない。

			　適当に飲ませて、さっさと切り上げるかとバッドは思うのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夜も更け、辺りは真っ暗になっていた。

			　咳き込みながら、インリケは家路に就く。

			　メイドがインリケを気遣い、肩を貸す。

			「クッソ、迷宮熱に罹(かか)っちまった。ゴッホゴッホ」

			「し、しっかりしてください。今、治療師を呼びますので」

			「ああ、頼む」

			　メイドは急いで治療院に向かう。ファルグリッドで、１番の治療師の下へ。

			　治療師を連れて帰ってみると、インリケは壁に体を預け、肩で息をしていた。夜遅くだったため、治療師はインリケの症状をあまり見ず、体力回復魔法と迷宮熱の薬を投与する。メイドから迷宮熱と言われ、先入観もあった。

			　見逃してはならない迷宮熱との違いが出ていたが、それには気がつかなかった。

			　同じ亜人の治療師は、インリケを軽々と持ち上げ、ベッドへと運んだ。

			　メイドは薬を受け取り、お金を渡す。

			　出張料金は普段の倍はかかる。メイドは４万リラを払い、治療師を見送った。これで、病気は完治するだろうと思って。

			　メイドは自室に戻ると、ピンクラビィが怯(おび)えたようにあとずさりした。

			　メイドは困った顔を浮かべて椅子に座ると、そっとピンクラビィを抱え、昨日と同じようにブラシをかける。

			　優しくブラッシングしたあとは寝床にそっと置く。バスケットで簡単に作られた寝床だ。中は布とクッションが敷かれている。

			「きゅ～」

			「えっと……餌(えさ)が欲しいの？」

			「きゅっ」

			　そっと口元にドライフルーツを持っていくが、食べようとはしない。少し離れたところに置くと、ピンクラビィがとことこ移動して食べる。まだ、警戒心が強いようだと思うが、愛くるしいピンクラビィを見つめていると、熱い溜め息が漏れてしまう。

			　食事が終わったピンクラビィは、クッションの上に丸まって、目だけをメイドに向ける。

			　テーブルに頬杖を突いて、メイドはピンクラビィを見つめ返す。

			「ごめんなさいね……。逃がしてあげられたらいいのだけれど、それもできないです。私は弱いですから……」

			　答えが返ってこないことを知っていながら、メイドはピンクラビィに話しかける。

			「私はこの街が嫌いです。インリケ様を変えたこの街が……。昔は、凄く優しくて誠実な方だったんですよ？　あはは、今じゃ領主と一緒に悪いことばかり……。私もそれを止められないので……同罪です。戻れるなら……この街に来る前に戻りたいです。２人で頑張っていた……あのころに」

			　独り言のようにピンクラビィにそうつぶやく。目尻に涙を浮かべて。

			　そんなメイドに、ピンクラビィはバスケットから出て、肘と肘の間にすっぽり入る。

			「あらあら、私なんかになついたら駄目ですよ。不幸せになっちゃいます」

			「きゅ〜？」

			　そのまま目を瞑(つぶ)り、眠りにつくピンクラビィ。

			　メイドは優しく撫でながら、そんなピンクラビィを見つめる。

			「これは……私動けないですね」

			　そう言いながら優しい顔になり、そして苦笑いを浮かべるのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夜の12時を過ぎたころ。

			　書斎で気になる報告書に目を通しながら、ラックスティーを飲むダニエラ。

			「ファルグリッドとファルシスの治療師ギルドが勝手な行動ねぇ……。無駄な仕事を増やさないでほしいですが……。今回はブルグの視察もありますし、ついでに解決できれば御の字ですかね」

			　ペラペラと報告書をめくり、魔印判を押していく。そろそろいつもの時間になりそうだったため、ダニエラは書類をまとめて準備をする。

			　控えめなノック音に返事をして、いつものように部屋に入ってくる少女を見つめる。

			「にゃぁ～、ただいまにゃぁ～」

			「あら、いつからティナの家になったのかしら？」

			「にゃぁ!?　ダニエラ、いじわるにゃぁ～」

			　ぽかぽかとダニエラを叩くティナにクスクスと笑う。
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			「わ、私がここに来ないと、ダニエラはずっと仕事をしちゃうから、仕方なく来てあげてるのにゃ」

			　ティナは頬を膨らませて、そっぽを向く。

			　だが、ティナの言っていることは、あながち間違いではない。ティナが来なければ、ダニエラは確実にもっと遅くまで仕事をしている。こうやって来てくれると、仕事を切り上げて身体を休ませられる。

			「うふふ、すみません。少しからかいすぎましたね。では、寝ましょうか」

			「にゃぁ～、今日は疲れたにゃぁ～。お仕事一杯でくたくたにゃぁ～」

			　ティナはダニエラに抱きつき甘える。一歩も動けませんと言わんばかりに頬を擦りつけてくる。

			　ダニエラは、そんなティナを軽く抱きかかえて寝室へと連れていく。そっとベッドへと下ろしたときにはティナは寝息をたてていた。

			「本当に疲れていたのね。魔力が枯渇するまで患者を入れていませんが……。やはり、身体の負担は相当大きいのでしょう……」

			　幸せそうに眠るティナの寝顔を見つめながら、ダニエラはそうつぶやく。

			　もう少しすると、視察でエクリクスをあけることになる。

			　その間は、誰かにティナを頼まなければならない。あまり頼みたくない者にティナを任せるのははっきり言って嫌だが、頼まざるをえない。ティナを悪用する者もいるからだ。

			　あまり気が乗らないが、その者と協議しなければと思いながら、ダニエラはティナを抱きしめて眠りに落ちるのであった。

		

	
		
			第九話　動き出す者たち

			　

			　早朝ブルグの宿屋で呻くカールの姿があった。

			「ぎもじわるい……」

			「あんたって本当に……」

			　呆れながらティストは頭を抱え、バッドとダルクは苦笑いを浮かべる。

			　昨日の夜、いい感じに話が進みそうな兆しが見えたため、カールはドンチャン騒ぎで飲みまくったのだ。それにバッドも参加してしまったので、強く言えない。

			「し、しかし、よかったよな、ダルクさん。元知り合いの娘さんがここの領主で」

			　自分に被害が来ないように話を変えるバッドにダルクも合わせる。

			「そうですね。本人には会えませんでしたけど、元気にやっているみたいです」

			「て言うか、ダルクさんの知り合いってことは、同じパーティ組んだりとかもしてたの？」

			　疑問に思ったことをティストは口にした。

			「ええ。よきライバルであり、戦友みたいなものですよ。たまにきずなのは、モテすぎるといったところでしょうかねぇ……」

			「ダ、ダルクさん、その方って美人ですか？　いや美人っすよね！　モッテモテだったって言うんだから間違いない。会ってみたいな！」

			　呻いていたカールは身を起こし、キラキラした目で見てくる。先ほどまでのグロッキー状態は、どこへやらという感じだ。

			　バッドとティストは、「この馬鹿は……」と内心つぶやいた。

			「ええ、美人ですよ。怖いくらいにね……」

			「え？　な、なんで目逸らしながら言うの？」

			　ダルクは嫌な思い出も掘り返してしまった。

			　それを察したバッドとティストは、掘り返さないであげようと思う。

			　しかし、空気の読めないカールは、気になりズカズカと掘っていく。

			「でも、結婚して子供もいるんだから、その旦那が羨ましいっすねぇ」

			「だ、旦那はいないんだよ……」

			「な、なんですとぉ～!?　てことは、フリーってことですよね！」

			　カールは驚き、一瞬で妄想に耽る。そして、顎(あご)に手を当て真面目な顔で言う。

			「俺にも……ワンチャンあるな……」

			「や、やめといたほうがいいですよ。カールさん、お勧めできないです」

			「な、なんでですか？」

			「ベルニスは、自分のスキルと合う男性と結婚したあと、子供ができたら別れたんですよ……」

			「へ？」

			　ポカンと口を開け、カールは何度か聞き返す。

			　ベルニスは冒険者として子供に最高のスキルを残し、自身と同じ道で大成してほしいがために、そのようなことをしたのだ。

			「こ、子供思いっすね」

			　カールなりにオブラートに包んで言葉を発する。

			「いえ、かなりの自己中ですよ。むしろ、自分のためでもあるようですし……」

			　カールはそれ以上聞くのをやめる。ダルクの気持ちを察したかのように。

			「ほら、こんなところで時間潰すんじゃなくて、さっさと治療師に会いに行くわよ」

			「そうですね」

			「ティストの言う通りだ。準備したら出るぞ」

			「了解！」

			　皆はブルグの山の中間地点に住むワトラの下に向かう。

			　途中、カールが馬車で酔ったりして、時間が大幅に狂うことになった。

			　そして、お昼前にブルグの山の中腹に着いた。若(じやつ)干(かん)１名、グロッキーな顔をしている。

			「マジで気持ち悪い。死ぬ……。馬車揺れやべぇ……」

			「も、もうちょっとですから、我慢してください」

			　顔色は青く、いつもは凛々しく立つ耳もぐにゃりと倒れていた。皆、溜め息を吐きながらカールを見る。残念なイケメンと呼ばれるだけのことはある。

			　目の前に、小さな小屋が見えた。ビスタ島の治療院と同じくらいの大きさだ。

			　バッドは御者台から降りて、ドアを叩く。

			　だが、返事がない。もう１度、今度は強めに叩くと、中から呻くような声が聞こえた。何を言っているのか聞き取りにくかったので、バッドはドアに耳を当てる。

			　その瞬間、バーンと扉が勢いよく開く。

			「僕は税金なんて払えないって言ったでしょうがぁ～～～～！」

			　バッドは扉が開く勢いに巻き込まれ、吹っ飛んで岩にめり込む。その光景に、バッドを除く３人は、口を開きポカーンとした。

			「あ……え、えっと……」

			　税徴収の者ではないことがすぐにわかった小屋の住人は、回復魔法をバッドにかけながら、平謝りする。

			「うわ～、すいませんすいません。確認もしないで、すいません」

			「いい力持ってんじゃね～か……。ビックリしちまった」

			　岩にぶつけた頭を擦り、そう言うバッド。

			　ティストは、バッドの頭を見ながら石頭と思う。彼の頭が当たった岩が割れていたからだ。

			「すいません。まさか、そんなところにいるなんて思わなかったんです」

			「と、とりあえず落ち着きましょう」

			「は、はい」

			　栗色の髪は、前髪が長く目が隠れている。まとまりの悪い癖っ毛の中に、獣の耳らしきものの先端が少しだけ出ていた。

			　年齢は、17歳くらいだろうか。服装は、ダボッとした白衣に半パン。華(きや)奢(しや)な体で、長い白衣は床に付き、引きずっていた。

			　ハタから見れば治療師で間違いないのだが、ちょっと不衛生なのだ。白衣は少し黄ばみ、薬剤を零したのかところどころに緑や青のシミが付いている。

			「えっと、今日は何の用ですか？　簡単な治療ならできますよ？」

			「お!?　いい奴そうじゃね～か」

			　バッドの言葉に、首を傾げるワトラ。

			「えっと、ワトラさんで間違いないでしょうか？」

			　ダルクが名前を口にした瞬間、ワトラの雰囲気が変わった。

			　ダルクは嫌な汗を掻く。

			「ええ、そうですが……。何か？」

			「は、はい、相談がありまして、今日は来たんですが……」

			「用件だけ言ってもらえますか？　それに僕のこと、いろいろ調べたんでしょ？」

			　ワトラの声のトーンが下がる。

			「率直に言います。治療師を探しています。あなたの力を借りたいんです」

			「そういうのは、断っています」

			　ワトラはそう言い放ち、家に戻ろうとする。なんとかダルクが、ドアが閉まる前に引き止める。

			「お願いです。話だけでも聞いてくれませんか？」

			「ちっ」

			　ダルクの気迫に押され、ワトラは話を聞くことになった。

			　皆が小屋の中に入る。人数分の椅子がないので、ダルクとバッド、そしてワトラが座る。ダルクは、今のビスタ島の現状を説明した。

			　ワトラは興味なさげに話を聞く。ダルクたちがどうなろうと知ったことではない。

			「大変ですね。僕には関係ないですけど……」

			「は、はい。ごもっともなんですが。よろしければ、その島の治療師をしてもらえないでしょうか？」

			「無理です。研究が忙しいので、そんな余裕ないです。それに、僕みたいな治療師は、どうせ厄(やつ)介(かい)事があれば、すぐお払い箱になることくらいわかっていますしね」

			　ワトラは深い闇を抱えるような目をしている。

			　しかし、こんな自分でも必要とされることは素直に嬉しいとも思う。

			「そのようなことで、私は追い出したりなどしません。それは信じてください！」

			「どうだか……。僕のこといろいろ調べたのなら……わかるでしょ？　無能な治療師と言われていることを……。Ｅランク以下の治療師ってね」

			　ワトラが言う無能とは、治療師ギルドによってつけられたものだ。その評価で、待遇も変わってくる。

			　例外と特例もあるが、内容は冒険者ギルドの８段階評価と同じだ。

			　ワトラと治療師ギルドの間でいざこざがあり、Ｅランクより下の評価を付けられ、最終的に追放された。

			「僕は研究で忙しいから無理。街で見つければいいじゃないか」

			「それができたら苦労はしてね～んだよ！　つ～か、てめぇさっきその話聞いただろ！」

			「何？　訳ありなのぉ？」

			　先ほど、ダルクから説明を聞いているのに、嫌味ったらしくあざ笑う。

			　そんな、ワトラにイラつくバッドは、今にも殴りそうな勢いとなる。

			　それを必死で、止めるカール。

			「てめぇ〜だって、訳ありだろうが！　他人を見下して楽しいのかよ！」

			「なっ！　僕は、お前らとは違う!!　僕はこの先、偉業を成し遂げる者だ！」

			「小さな目に見えない生物を探すのが偉業か？　お前、必死に頑張ってる奴にそんな糞みたいな態度よくとれるな！　いろんな意味で、終わってんじゃね～のかよ！　だから、追放されるんじゃねぇのかよ！」

			　怒りにまかせてバッドはワトラに噛みつく。

			「う、うるさい。お前らに僕の苦しみがわかってたまるか！」

			「んなもんわかるか、ボケ！」

			　バッドの言葉に、ワトラはカーッと血が昇る。

			　まったく成果も出ていない。どうすればいいかわからず、毎日無駄に時間が過ぎていっていた。自身の持つスキルが頼りだが、それを他人にうまく説明できない。自身にしか見ることができないため、説明しようがないのである。

			　研究に行き詰まり、どうしようもない気持ちになる。

			　痛いところを突かれると手が出てしまう性格。そのせいで、治療師ギルドからも追い出された。そして、そのあとの治療の失敗により、街にすら住めなくなった。

			　無能というレッテルを貼られ、どの地域に行っても仕事がない状態になってしまった。

			「なんで、今日会ったばかりの奴に、こんなこと言われなくちゃならないんだよ！　帰れ！」

			「２度と来るか、馬鹿野郎！」

			「ちょ、ちょっと落ち着いてください、２人とも」

			「うるさい！　お前ら、全員帰れ!!」

			「も、もう無理……」

			　カールがその場で倒れた。先ほどから顔色が悪かったが、もっと悪くなり青ざめていた。

			「ちょっと、あんたたち喧(けん)嘩(か)してる場合じゃないわよ！」

			「はっ！　お、おい、カール、どうしたんだよ」

			「苦しい……」

			　うわ言のようにカールはつぶやき、手は空を舞う。

			「な、なんだよ……。僕は何もしてないぞ」

			　カールの姿を見たワトラは、パニック状態になる。動揺の仕方が少し異常だ。

			「僕じゃない……僕は、悪くない……」

			　ワトラは頭を抱え蹲(うずくま)り、「僕のせいじゃない」と繰り返す。

			　ワトラが街にいられなくなった原因の患者の症状と、今のカールが同じだからだ。原因がわからず、対処のしようがなかった。できたことといえば、体力回復魔法をかけることぐらい。治療に失敗し、その人は亡くなった。

			　家族やその仲間から罵(ば)倒(とう)を浴びせられ、精神が持たなくなりブルグの領主のシャルテに頭を下げて、街から少し離れたこの山の中腹に住まわせてもらうこととなった。

			　助けられなかった患者のことが、ワトラの脳裏にフラッシュバックする。

			　体に力が入らず、どうすることもできない。無力な自分がそこにいた。

			「バッド！　カールに薫(かおる)から貰った錠剤飲まさなかったの？」

			「は？　俺はカールに渡したぞ？　てか、こいつ飲んでなかったのかよ！」

			　バッドとティストは口論になる。

			「バッド、錠剤あるならさっさと飲ませないと危ないわよ！」

			「そ、そうだな。ちょっと待ってろ」

			「ダルクさん、水ありますか？」

			「ちょっと待ってください。あったと思います」

			　バッドはアイテムボックスから、小さな袋に入った錠剤を１粒取り出す。それをカールの口に放り込み、ダルクが差し出した水と一緒に流し込ませる。

			　なんとか飲み込んだカールは、少し息遣いがよくなる。

			「ふぅ……危ねぇ、危ねぇ」

			「バッド、なんで薬を飲まさなかったのよ……」

			「いや、の、飲んでるものだと思ってたんだよ……」

			「まぁまぁ、落ち着いてください。少しすれば、回復すると言われているんですよね？」

			「薫(かおる)がそう言ってたし、大丈夫だとは思う。たくよぉ、カールにも困ったもんだぜ……」

			　ダルクたち３人は、そう言いながらほっとする。

			　しかし、ワトラはありえないという表情でダルクたちに迫る。

			「な、なんで、あの状態から回復するんだよ！」

			「な、なんでって言われても知らね～よ。これは、カオルからカールがこういう症状になったら飲ませろって言われただけだしな」

			「飲ませるだけで治る？　そんな馬鹿な……。僕が何もできなかった症状を錠剤１個で治せるだと……」

			　ワトラは力なく、その場にへたり込む。

			「お、おい。顔色悪いけど、お前大丈夫か？」

			「おかしい、そんなことできるわけない……。そんな簡単な症状じゃないはず……。いや、僕が治療した患者とは、類似しているだけでまったく別の病気なだけさ……じゃなきゃ……じゃなきゃ……」

			「聞いちゃいねぇな」

			　ワトラは頭を掻き毟(むし)る。その後は、ブツブツと何かわからないことをつぶやくだけだ。

			　ダルクは、ワトラと今話せる状態ではないと思い、バッドたちに小声で一旦宿屋に戻ろうと言う。バッドとティストは頷き、カールをおんぶし、ワトラの家を出た。

			「にしても、かなり癖の強い奴だったな……」

			「バッド、いい加減そのカッとなりやすいの、どうにかしたほうがいいんじゃないの？」

			「ぐぅ……いや、わかっちゃいるんだけどよぉ。ああいう性格の奴見ると、つい言いたくなっちまうんだよ」

			「仕方ないですよ。それに、あのような感じでしたら、無理みたいですね。他を当たるしかなさそうです」

			「せっかくここまで来たのに……収穫なしとはねぇ」

			　ダルクたちはそう言いながら、山を下っていく。

			　カールは、よだれを垂らしながら夢見心地になっていた。

			「どうする？　今日にでも発っちまいますか？」

			「まぁ、駄目元で明日もう一度行ってから、ビスタ島に戻りましょう」

			「俺またなんか言いそうだ……」

			「今度は黙っときなさいよ、バッド」

			　少しにらみを利かせて、釘を刺すティストであった。

			　

			　ワトラは椅子に座ったまま、ずっと考え込んでいた。

			　先ほどの薬を作れる治療師がビスタ島にいる。自身が対処できなかった症状を、完璧に治せる知識のある人物。

			　そんな人だったら、自身が立てた仮説を理解してくれるかもしれない。理解してくれなくても、あの薬を作れるノウハウは習いたいと思う。

			　自分の知らない知識を持っているのは確定だ。今まで停滞していた実験にも、いい刺激になるやもしれない。

			　故郷であるブルグを離れたくないと思う一心で、シャルテに頭を下げた。両親の残した治療院も引き払い、今の生活に当てている。

			　だが、現状何も変わらず、ただ無駄に時間と金を使い潰す日々に、苛(いら)立(だ)ちを覚えていた。あの薬を作れるカオルという人物に、会ってみたいという気持ちが大きくなる。

			　しかし、ついカッとなって言い合いになってしまった。

			　どう言えばいいか、どのように次会えばいいかわからない。人との関わり合いを避けてきたツケが、ここに来て降りかかる。

			　自身の安易な考えに嫌気がさす。

			　次があると思っている。

			　あんな酷いことを言って、また明日ダルクたちが来ると思っているのだ。もうダルクたちは、来ないかもしれないということを考えてなかった。我ながら脳みそがお花畑だなと思う。

			「僕は、馬鹿だな……。せっかくのチャンスも活かせない。自らそのチャンスを棒に振るなんて……なんで、素直に言えないんだろ」

			　目を真っ赤にし、自身のどうしようもない思考を恨むのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ファルグリッドの宿場通り。

			　咳をする者が多い。今年の迷宮熱は、時期が遅いのかと話をする。

			　皆、咳き込みながら、治療院へと向かう。特効薬ができたこの病は、もはや怖くない。ファルグリッドの治療師ギルドにも特効薬が届いていた。

			「本当すげ～よな」

			「迷宮熱の特効薬だろ？　作った奴は、相当儲けてるんじゃね？」

			「いや、精製方法を公開して、庶民でも治療できる料金設定にしたから、そんなに儲けはないって聞いてるぞ」

			　それを聞いた者が、驚きの声を上げる。

			「マジかよ、神様じゃね？」

			「おまけに、まだ若い女の治療師らしい」

			「女神じゃないかよ」

			　皆が顎(あご)に手を当て、どのような人物なのかを想像し、理想の女神像を作る。

			「たしか、地位ももらったとかで、今は爵位持ちだ。勝ち組中の勝ち組だろ」

			「一目、見てみたいなぁ。エクリクスなんて、ずっと音沙汰なしだろ？」

			「一般の治療師のほうが、よほど頑張っているのがわかるわよね」

			「そうだよねぇ～。あいつらは、大金払わないと何にもしてくれないもの」

			　皆が言いたい放題なのも無理はない。本当にそうなのだから、不満も溜まる。

			　そんなことを話していると、治療院で揉めごとが発生していた。

			「ふっざけんなよ!!　４万リラだと？　迷宮熱の薬が１個で！」

			「おいおい、確かグランパレスでの料金は、５００リラって聞いたぞ！」

			「ボッタクリかよ！」

			　探求者たちから非難の声が上がる。

			　ファルグリッドで、１番大きい治療院の治療師が口を開く。

			「お前ら、よく聞け。迷宮熱の特効薬はあるが、ここまで運ぶ手間が発生して、この値段になった。文句のある奴は、治療はしない！　それに、キディッシュ様にもちゃんと許可を取ってある」

			　治療院側は譲る気はない。

			　暴動が起こりそうな緊迫したこの状況で、キディッシュという名前に逆らえない探求者たちは、渋々その金を払う。その者たちは亜人族が多かった。

			　亜人族の中でも上位種に位置するキディッシュ。逆らえば、自分と同じ種族がどうなるかわからないためだ。

			　払わなかった者は、ファルグリッドを出ていく。ブルグに行けば、もっとましな金額になることを知っているからだ。

			　ファルグリッドの治療師ギルドは、キディッシュに肩入れしている。ようはグルだ。

			　エクリクスの傘下にいるより、キディッシュのほうが、美味(おい)しい思いができるからでもある。

			　亜人族のそういった格差に囚われない人間族はファルグリッドを離れる。

			　そして、ファルグリッドのほとんどが亜人となった。

			「馬鹿な奴らだ、これから、この街はもっと勢力を増すというのに……」

			「いいじゃねぇか、キディッシュ。ほとんど、無法地帯と化してるこの街は、もはやお前のさじ加減ひとつなんだからよ。あひゃひゃひゃひゃ」

			「そうだな。そのうち、ブルグもビスタ島も手中に収めてやるさ。俺の国を作るためにな。俺が法律となる国作りをするぞ」

			「いやー、楽しそうだぜ。そっちの女子供は、少し分けろよな。ファルシスのほうも同じようになるから楽しみだぜ」

			　ゲスい表情で、キディッシュの脇を突くヴォルド。

			「ヴォルド……お前はそればかりだな……。まぁ、好きにすればいいさ。罪にならないからな」

			「あひゃひゃひゃひゃ、最高の国作りをしようぜ！」

			　そう言って、２人は笑うのであった。

		

	
		
			第十話　新たな仲間と感染拡大

			　

			　ブルグ滞在３日目。

			　早朝からダルクたちは、ワトラのいる小屋へ向かっていた。

			　そんな中、バッドは１人ブツブツと念じている。

			「絶対にカッとしない。絶対にカッとしない……」

			「バッド、うるさいわよ……」

			　少し呆れた表情になるティスト。

			「う、すまねぇ。言い聞かせとかないと、どうも言いそうでよぉ」

			「バッドは脳筋だからなぁ〜」

			「カール、お前にだけは言われたくねぇよ……」

			「な、なんでだよ！」

			　カールは、失礼な奴だなとバッドを見る。そんな２人に、ティストとダルクは苦笑いになった。

			　道中歩いていると、何人もの冒険者に会う。

			「ちょっと多くねぇか？」

			「何かあったのでしょうか？」

			　移動する冒険者を横目で見る。不思議なことに人間族しかいない。

			「ちょっと聞いてくるか」

			　そう言ってカールが、冒険者に話を聞きに行く。少しして、カールはもの凄い勢いで帰ってきた。息を切らせ、ダルクたちに先ほど冒険者から聞いた内容を話す。

			　それはファルグリッドとファルシスが、行ったことについてだった。

			「なんて無茶なことをしているんですか……」

			「頭イカれてるんじゃないの？」

			「もしかしたらだが、何か企んでる可能性が高いな……」

			「何かってなんだ？」

			　疑問を持ったカールはバッドに聞く。

			「それは、わからん。だが、こんなことをしたら、住民の不満が爆発するのが当たり前のはずだ。そうならないってことは、それだけの価値をキディッシュが出しているってことだろ？」

			「そういえば、あそこって人身売買を普通にやっていたよな……」

			　カールはファルグリッドとファルシスでの裏の情報を思い出した。

			「奴(ど)隷(れい)商人を通さないと、罪になるはずよ！」

			「そこら辺もキディッシュが牛耳っているから、奴の匙加減でなかったことにできるはずだ」

			「げっ！　私らそんなところにいて、よく無事だったわよね……」

			「そりゃ、俺らには蒼き聖獣の後ろ盾があるからに決まってんだろ……」

			「マスターの後ろ盾って、こんなにも頼もしいのね」

			　ティストは自身の所属するコミュニティの頼もしさを再確認する。

			「さすがに、キディッシュも表立って行動はしないだろ。だから、今まで陰湿な行動だったんだからな」

			「蒼き聖獣さまさまだな。てか、１回マスターからしばかれたことあるけど、死ぬ１歩前までいったしな……。あれはやばかった」

			　カールは笑いながらそう言うと、ダルクたちは「こいつは何をやってるんだ」という視線を向ける。

			「Ｓランクより上は、普通に考えて化け物しかいないしな。１度怒らせたら、都市１つぶっ飛ぶって言われているからな」

			　さまざまな逸話が残っているだけに、バッドの話は嘘ではない。時空の旅団のディアラの話が１番有名だ。

			　同じく、Ｓランクの炎帝と呼ばれるユグウィとの小競り合いで、巨大都市が消し飛んだと言われる。Ｓランクと呼ばれるのは、一種の超兵器に等しい。一騎当千できるレベルでなければ、そのランクに上がることはできない。

			「まぁ、俺らはその末端だけどな」

			「いつか、肩を並べるくらいにはなってみたいもんだが、永久に追いつけそうにねぇな」

			「無理でしょうねぇ……。カオルならいい線いくんじゃない？」

			　なんとなくできそうで嫌だなとバッドとカールは苦笑いになる。

			「さて、そろそろ行きましょう。雲行きがあやしくなってきましたからね」

			　そう言って、ダルクたちはワトラの小屋を目指す。

			　歩いていると、草むらに見覚えのある格好の者がいた。

			「あ、ワトラ発見！」

			　ワトラはビクっと驚く。相変わらず、汚れた格好で薬草を摘んでいた。

			「へ～、このちっこいのがワトラって子か？」

			「お前もいただろ……」

			「気分悪かったし、覚えてねーや」

			　そんな会話をしていると、ワトラはそっぽを向く。

			「何しに来たんだよ！　め、迷惑なんだよ……！　こんな朝早くから来て！」

			　ワトラのその言葉に、ダルクはこれ以上関わると、傷付けてしまう気がした。

			　それに、ダルクは厄(やつ)介(かい)事に巻き込むのも心が苦しくなる。

			「早朝から伺ってすいません。もうここには来ませんので……いろいろ傷付けてしまいましたね」

			　ダルクは笑顔でそう言って、頭を下げる。

			「ぁ……」

			　ワトラの胸に痛みが走る。

			　こんなことを言いたかったんじゃない。一緒に行きたい。ただ、それだけを言うことすらできない自分に嫌気がさす。

			　もしも、今日またダルクたちが来たら、一緒に行きたいと言いたかった。憎まれ口を叩きたいわけじゃない。

			　ダルクたちが引き返そうとしたとき、カールがワトラに近寄る。

			　何をするつもりだと思いながら、バッドが止めようとした瞬間。

			「お前、本当は行きたいんじゃねーの？」

			「な、何言っているんだ……。僕は、お前らなんかと一緒に行きたくない……」

			「本当にそう思ってんのか？　俺には、そんなふうに見えねぇんだけどよ」

			「!?」

			　座り込んでいるワトラの正面に回り込み、カールも座る。

			　カールの言葉が理解できない３人。

			　カールは突拍子もない行動をよくとるが、今回はまた特別に突拍子もない行動だ。

			「お、お前に何がわかるんだよ！」

			「さっぱりわからん。マジ難しいの勘弁」

			　両手をひらひらさせるカールに、ワトラは噛み付く。

			「なら、放っておけよ！」

			「それはできない話なんだよなぁ」

			「な、なんでだよ！　あいつらに言われたから、そんなこと言ってんだろ！」

			「全っ然、これっぽっちも考えてないから安心しやがれ。俺は馬鹿だし、そんなことに回す脳みそないからな」

			　カールはそう言って、ニカッと笑う。

			　今までにないタイプの人物に、ワトラはパニックになる。

			「お前、おかしいんじゃね～の！」

			「素直になれよ。楽になると思うぞ？」

			「ぼ、僕は、今思っていることを言っているだけだ！」

			「本当は行きたいくせに……」

			　カッと顔を赤くし、ワトラは手が出てしまう。

			　それはカールの頬にクリーンヒットする。しかし、まったく動じない。

			　カールを叩いたワトラの手が痛む。素の状態のまったく強化をしてないビンタは、胸の痛みと同じ感じがした。

			「じゃあ、お前は俺らが帰っても後悔しないか？」

			「……」

			「こんな悪態ついて、本心も言わないで別れて……。本当に後悔しないんだな？」

			「……」

			「返事がないってことは、後悔するってことになるぞ？　いいのか？」

			　俯(うつむ)くワトラにカールは笑顔を向ける。そして、ワトラの頬をつねり軽く引っ張る。

			「な、なにぃすんだよ！」

			「え？　なんとなくだよ。ほら、さっさと自分の口で言えよ。でないと、連れていってやんね～ぞ」

			「っ……」

			「これが最後だ。よく考えて答えろよ。ついてくるか。それともここに残って、自分の殻に閉じこもって、人生無駄にするのどっちがいいんだ？」

			「……たい」

			「聞こえないぞ？　ハッキリ言え」

			「いき……たい」

			「はい！　元気よ～く！」

			「行きたいって言ってんだよ！　駄犬！」

			「ふぼらばぁ～!?」

			　ワトラは顔を真っ赤にさせ、今度は魔力で強化したビンタをカールの頬に打ち込む。

			　カールは、そのまま近くの木にぶち当たる。そんな、いつも通りのカールに、ダルクたちは笑ってしまう。

			　衝突したカールはムクリと立ち上がり、ダルクたちにサムズアップした。

			　ワトラは昨日のことと今日のことを謝り、今にも泣きそうな顔でダルクに頭を下げた。そして、一緒に行ってもいいか尋ねる。

			　ダルクは笑顔で「ぜひお願いします」と答えた。

			　ワトラはビスタ島へ行く準備をするため、小屋へと向かっていった。途中、カールに憎まれ口を叩きながらだ。

			「しっかし、いつものカールじゃなかったように見えたな」

			「ほんと、男前に見えたわ。私の目が腐ってるみたい」

			「酷い言い草だな……。軽くショックを受けちまうぞ！」

			　どうしてここまで言われるのやらとカールは肩を落とす。

			「でも、なんでカールさんは、ワトラさんが行きたがってることがわかったんですか？」

			「そうよ。なんでわかったの？　あんた特殊スキルでもあんの？」

			「ね～よ。あったらとっくにいい女捕まえて、ウッハウハになっているに決まってんだろ？」

			「じゃあ、なんでなんだ？」

			　皆、頭を捻るが、先ほどのカールは別人なのではないかと思えてならない。それくらい、ギャップがあるのだ。

			「てか、なんで皆、気がつかねぇんだよ……。俺はそれにビックリしたぞ」

			「「「めんぼくない」」」

			　息ピッタリに頭を掻く３人。

			「俺には、弟がいるんだよ。その性格っていうかさ、ワトラがとっている感じが、すっげ～似てたんだ」

			　カールは答え合わせをするように、皆に話す。

			　言っていることと、やっていることが矛盾していること。行動１つとっても、言葉を１つとってもそうだ。本音を言えない。素直になれない。本人を目の前にしたら、つい悪態をついたり、傷つけるような言葉を使う。あげくに、図星を突かれると手が出てしまうとのこと。

			　頬を掻きながら懐かしそうに話すカール。

			「面倒くさい弟だったんだな」

			「もしかしたら、カールより面倒かもね」

			　そう言ってバッドとティストは笑うのだが、カールの雰囲気が違うことに気づき、それ以上突くのをやめる。

			「もう死んじまったからさぁ。気づいてやれね～んだわ」

			「な、なんかごめん」

			「無神経だった。すまん」

			「いいって、昔の話だしな。もう気にしてね～し」

			　そう言いながら、カールは「ワトラおせ～ぞ」や「このまま置いてったら、どんな表情するかな？」など、いたずらっ子のような発言をする。

			　整理が済んだのか、駆け足で戻ってくるワトラ。服装は変わらずだが、少し綺麗な白衣とズボンに変わっていた。裾は相変わらず引きずったままだが……。

			　カールの横を歩き、ムスッとした表情になる。

			「なんで、ムスッとしてんだよ」

			「さっきの言葉、少し聞こえてた……」

			「お、置いていったりしね～し。な、なんだよ。子供かよ！」

			「う、うるさい！　駄犬のくせに！　そっちだって子供みたいなことしやがって！」

			　何やら賑(にぎ)やかになったなと思いながら、カールとワトラを見る３人。

			　兄弟喧(げん)嘩(か)をしているようで、微(ほほ)笑(え)ましい。

			　バッドたちは山を降り、一旦ブルグへと向かう。シャルテに挨拶をするためだ。

			　すると、心配そうにブルグの門の前でキョロキョロしているシャルテを発見する。

			　昨日、このくらいの時間に旅立つと、伝えていたからだろう。

			　ダルクはクスリと笑い、シャルテに手を振る。

			「ダルク様、うまくいったんですね！」

			「ええ、なんとかよい報告ができそうです」

			「ほんとによかったです。ほんとに……」

			　そう言いながら、シャルテは涙を流す。ダルクは彼女の頭を撫でながら、「心配をおかけしました」と伝える。ワトラもシャルテに深々と頭を下げる。

			「シャルテ様、今まですいませんでした。迷惑も一杯かけてしまって……」

			「全然いいですよ。あなたが新たな道に進むのなら、私も応援します。それに、私の尊敬するダルク様の下なのですから、心配なさそうです」

			「はい、期待に添えるように、精一杯頑張ります」

			　姿勢を正して、ワトラはもう一度頭を下げる。

			　ニコニコとシャルテは優しい笑顔で、ワトラを見る。

			　そして、ダルクたちは新たにワトラを迎えて、ビスタ島へと旅立った。

			　

			　ビスタ島まで片道６時間以上の旅。

			　小さめの馬車のため、１人増えたことで若(じやつ)干(かん)窮(きゆう)屈(くつ)になる。

			　そんな中で、

			「うーん」

			「やっぱ、あれだよな」

			「そうね」

			「失礼ですけど、仕方ないですかね……」

			　ワトラを除く４人は、１つの問題に直面していた。意を決し、誰が言葉にするかを目線で探りあう。最終的にカールに決定した。

			　頭を掻きながら、カールはワトラの肩を叩く。

			「非常に言いにくいんだが……。お前、いつ風呂に入った？」

			「ん～、最後に水浴びしたのは４日前かな？」

			　ワトラは少し考えて答える。

			「だからだよ！　もっそい臭うんだよ！」

			「ちょっ、カール！　あんた傷つけない言葉を選びなさいよ！」

			　カーッと顔を赤くするワトラ。もう帰るといった勢いで、馬車から飛び出そうとする。

			　それを、カールが押さえつけた。小さな身体のため、簡単に押さえこまれて身動きがとれなくなる。

			　ワトラは、ウーッとカールを威嚇する。

			　すぐ近くに川があったため、そこで水浴びをしてもらうこととなった。

			　ワトラは、それを聞き「いやだ～！」と言いながら暴れる。

			　カールは面倒くさくなったため、ロープでささっと縛り上げ口も塞ぐ。川の近くに着くと、ティストがカールにブラシとタオルと花香剤を投げる。

			「弟みたいなもんでしょ？　頑張ってね」

			「お前に１番なついているからな。俺だとまた喧(けん)嘩(か)になっちまうし。ついでに、そいつの根性も洗い流して綺麗にしてきてくれ」

			「私も馬車の番をしておきますので。カールさん、よろしくお願いします」

			　３人とも息ぴったりで、ちょっと腹が立つカール。

			　また、自分に厄(やつ)介(かい)事を押しつけやがってと思いながらワトラをヒョイッと持ち、川に向かう。

			　街道から川のほうへ抜ける。大自然の中に大きな川が広がる。水は透き通り、底の石がよく見える。水深は、約80センチメートルくらいだろうか。

			「おお、すんげ～綺麗だなぁ～。めっちゃテンション上がってきたぁ～！」

			「ん～！　ん～!!」

			「お？　お前もテンション上がってんのか？」

			　ワトラは首をブンブン横に振るが、カールはそんなことをまったく見ていない。そのままワトラを川に投げたら、さすがに怒るかなと考えていた。

			　とりあえず、ブラシで髪のほつれを梳(と)かすため、カールは岩の上に座り、ワトラを膝の上に乗せる。相変わらず、う～う～唸っているが気にしない。

			　カールは優しく毛先から梳かしていく。

			「なんか、弟の髪梳かしてるみて～だ」

			「……」

			「まぁ、お前と違ってクセ毛じゃなかったけどな」

			　そう言うと、ワトラがまた騒ぎ出す。カールは完全にからかって言っている。大きな声で楽しそうに笑うのだ。３人はその声を聞いて、顔を合わせくすくすと笑った。

			「よ～し、なかなか手強かったな」

			　カールは、ワトラの髪の毛を綺麗に梳かしきった。

			　途中からワトラは、頭皮をブラシで掻かれて気持ちよさそうにしていた。

			「そんじゃあ、お楽しみの水浴びといこうか！」

			「!?　んん～～～！」

			「なんだよぉ～。こんなに綺麗なんだから俺も一緒に入ってやるよ」

			　ワトラはそうじゃないといった雰囲気を出すが、まったく気づかないカール。むしろ、気づいていて、やっているようにも見える。嫌がると、ついついそこを突きたくなるアレだ。

			　ロープを解き、服を掴もうとすると、ワトラは逃げるように走りだした。

			「た、助けて～!!」

			「おま、どんだけ身体洗うの嫌いなんだよ！」

			「そうじゃない、こっちくんな！」

			「断る！」

			　一瞬でワトラはカールに捕まり、そのまま白衣とズボンをひっぺがされ、上下とも白い下着だけになった。そんなワトラを、カールは川へと放り投げる。

			「行ってこ～い♪」

			「うわぁあああああ」

			　大声を上げながら、ザバーンといい音と飛沫を上げる。ちょっと強引だったかな？　などと思っていたら、ワトラは向こう岸まで必死に逃げようとしていた。

			　カールは、これは遊んでほしいのかな？　と思い、花香剤を手にワトラを追いかける。

			　筋力の違いもあり、あっさりカールに追いつかれてしまう。ワトラは前かがみになり、口をパクパクさせ震える。

			「ほら、いい加減観念しろ！」

			「じ、自分でできるからお前はあっち行ってろよ！」

			「はぁ、たくほんとに可愛げね～な」

			「う、うるさいなぁ！　いいだろ」

			　ワトラは、プイッとそっぽを向く。

			　そんなワトラの頭に花香剤をタラリと垂らす。

			「も～！　お前は、何がしたいんだよ！」

			「遊びたいだけかな？　いや、スキンシップ的な何かじゃね～の？　そうじゃね？」

			「僕に聞くなよ！」

			「かりかりすんなよ。さっさとしねぇといけねぇんだからよ。はぁ～、でもこれがブルグにいた可愛子ちゃんだったら、洗いがいがあったんだけどなぁ」

			　カールは大きな溜め息混じりに言葉を漏らす。その発言に、ワトラの眉間に皺が寄る。

			「ちっ……どうせ僕なんて……」

			「てめぇ！　舌打ちしやがったな！　アワアワの刑にしてやる！」

			　カールは、ワトラの頭をワシャワシャと洗っていく。

			「どうだ？　気持ちいいだろ？」

			「べ、別に……」

			「こういうときは、素直に言うもんだろ？」

			「まぁまぁ」

			　ワトラはそっぽを向いたまま、そうつぶやく。

			「可愛くね～な。俺の弟のほうが、もっと素直だったぞ。たぶんだけど……」

			「うっさい、駄犬！　じゃあ、お前の弟にしてやればいいだろ！」

			「ははは、もう死んじまったからなぁ。できね～んだわ」

			　カールは苦笑いになりながら答える。ワトラは、またやってしまったと黙り込んでしまう。

			「おいおい、黙るなよ。もの凄く気まずい雰囲気になったみて～じゃねえかよ！」

			「お、お前がしたんだろ……」

			「あははは、そうだったか？　で？　どうだ？　気持ちいいんだろ？」

			「ぜ、全然気持ちよくない……」

			　ワトラはそう言いながらも、尻尾(しつぽ)がひょこひょこ動いている。それを見たカールは素直じゃないなと思いながら、洗い続ける。

			「ホラ下着も脱げ、洗えないだろ」

			「こ、こら触んな！」

			　カールがワトラの下着に手をかけたとき、ほんのり柔らかいものに手があたる。

			「え？　この感触はむ……ね？」

			「い、いやあ～～～～～～～～～～～～～～!!」

			「ぷげろはぁああああああ」

			　ワトラの豪快なビンタで、カールは水面を跳ねながら飛んでいく。

			　一瞬意識が遠のきかけたが、なんとか持ちこたえて立ち上がる。

			「お、お前、女だったのかよ!?」

			「お、男だって言った覚えはない！」

			「僕、僕、言ってるから、てっきり男かと……」

			「お前が勝手にそう思ってただけだろ！」

			　顔を真っ赤にさせたワトラは、肩で息をしながらカールを睨(にら)む。

			「それにあの感触は……お前意外とあるな」

			「サイテーだな、お前！　何、鼻血出してんだよ！　こっちくんな～ケダモノ～」

			　わ～わ～騒いでいる声に、ダルクたちは「元気だね～」と言いながら、のんびりお茶を飲んでいた。

			　その後、カールがティストの下へやってきて、着ない服はないかと言ったら、２発ほど殴られた。事情を話すより、見てもらったほうが早いと思ったカールは、ワトラの下に連れていくと「うっそーん」と盛大に驚いた。

			　ティストは、ダルクとバッドを盛大に驚かせてやろうとカールに持ちかける。

			　カールはそれに賛成したのだが、カールも変身を楽しみたかったため、ティストにすべてを任せた。

			　ティストはワトラの大変身を始めた。アイテムボックスから髪の毛に塗るオイルを取り出して、ワトラの髪の毛を整えながら乾かしていく。ワトラは、ティストにされるがままとなる。

			　そして、出来上がったところで、ティストはカールを呼ぶ。

			「カール、これは原石だわ……」

			　カールはワトラを見て固まる。目の前には見たこともない美少女がいるからだ。

			　栗色の髪の毛にツインテール。前髪は可愛らしいピンで横に止められて、今まで見えなかった目が露わになっている。少し怯(おび)えた目でカールを見つめる。服装も汚れた白衣ではなく可愛らしい法衣を着用している。

			「あ、あれ？　カール？　もしもーし」

			　完全に思考が停止している。そして、心の中で思ったことは「この美少女は誰？」である。

			　ゆっくりと停止した思考が動き出したカールは、ワトラの前に跪いて手を取る。

			「とりあえず、俺と結婚してくれ！　子供何人ほしい？　俺、３人はほしいんだよね」

			「っ～～～～～～!?」

			　ワトラは顔を真っ赤にし、押し黙ってしまった。おちゃらけていたカールが、凛々しい顔でいきなりプロポーズをしてきたのだから仕方がない。それに、今まで会ったことのないタイプのカールに、どう対処すればいいかわからないのだ。
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			「うん、いいんじゃない？　あんたたちお似合いだし、付き合っちゃいなさいよ」

			「え、えええ!?　ぼ、僕は、そんな不健全なことできません！」

			　もの凄く純粋な返しに、ティストは呆れる。冗談のつもりだったからだ。

			「じゃあ、バッドたちにお披露目しにいきましょうか」

			　ティストの言葉に、恥ずかしそうにするワトラ。そんなワトラの手を、カールは未だに握っている状態だ。ええこら離せとティストの蹴りが入り、ようやくカールは我に返った。

			　ティストたちがダルクとバッドの下へと戻ると、２人はコップをストンと落として固まるレベルで驚き、ティストは大変満足と思うのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　治療院の居住スペースで、薫(かおる)はペンを走らせる。

			　皿の上に乗ったサンドウィッチが少しくたびれていた。一息ついたら食べようと思っていたが、なかなか時間がとれなかったのだ。

			　ダルクたちがビスタ島を出てから、皆が皆やれることをやっている。だが、やはり人数が少なくなったことにより、迷宮での怪我が増えていた。体力を回復させても、心までは回復することはできない。それは、どんどん蓄積されていき、やがて致命的なミスを招く。

			　薫(かおる)はそうならないように、最善のプランを組む。ただ、そうなると自身の体のことは後回しにすることが多くなる。

			　１度伸びをしてから、薫(かおる)は肩を揉みほぐす。

			「さて、これで一段落やな」

			　ペンを置き、背もたれによりかかる。すると、トコトコとやってきたアリシアが薫(かおる)の肩に手を乗せて、揉み始めた。

			「お疲れみたいなので……」

			　照れながらアリシアはそう口にする。アリシアなりに考えての行動である。

			　薫(かおる)は「ありがとう」と口にして、アリシアに体を預ける。ほどよい力加減に、目を瞑(つぶ)って体の力を抜くと、そのまま薫(かおる)は眠りに落ちてしまった。

			　アリシアは薫(かおる)の寝息に気がつき、そっと肩を揉むのをやめる。

			「カオル様？　ね、寝ちゃいました？」

			　アリシアがそろりと薫(かおる)の様子を窺うと、薫は完全に眠ってしまっていた。

			「やはり、疲れていたんですね」

			「「きゅ～」」

			　アリシアの言葉に、ピンクラビィたちも反応する。そしてアリシアは、ブランケットを持ってきて、薫(かおる)に被せる。

			「少しでもいいので休んでくださいね。夕方までゆっくりされれば、少しは違うと思いますので」

			　アリシアはそうつぶやき、薫(かおる)の手にそっと手を重ねる。ちょっとだけ充電と言いながら、少しの間その状態でいる。

			「よし、充電完了です」

			　胸の前で握りこぶしを作ったあと、アリシアはそっと薫(かおる)から離れた。

			「「きゅ～♪」」

			「駄目ですよ。カオル様は疲れていらっしゃいますから。乗ったら、めっ！　です」

			「「きゅっきゅ～」」

			　薫(かおる)によじ登ろうとするピンクラビィに、アリシアは両手でペケマークを作りやめさせる。ちょっと、ムスッとした表情になるピンクラビィたちを優しく抱えて、自分の頭の上に乗せる。

			「夕方まで、ここで我慢してくださいね」

			　ちょっと不満そうだが、仕方がないかと２匹は小さく鳴いた。

			　

			　日が沈むころに、薫(かおる)は目を覚ました。

			　目を擦りながら辺りを見回し、現在の時刻を把握する。

			「あかん……」

			　そう言うと、白衣を羽織り、治療スペースへと早足で向かう。

			　すると、治療を終えたアリシアが、ニッコリとこちらを見て微(ほほ)笑(え)んでいた。

			「すまん、仕事は……終わってるみたいやな」

			「はい、全部完璧に終わらせましたよ」

			「「きゅ～っきゅ～～！」」

			　えっへんといった感じで、胸を張るアリシア。ピンクラビィたちも同じような感じで、撫でてもいいぞといった感じで耳をピンッと立てる。

			　薫(かおる)は微(ほほ)笑(え)み、アリシアの頭を撫でる。

			「助かったわ。全部１人でやったんか？」

			「は、はい、できる範囲でですけど……」

			　アリシアはえへへと笑う。そんな光景をピンクラビィたちは、羨ましそうに見つめている。

			　薫(かおる)はその視線に気づき、そっとピンクラビィたちも撫でる。

			「「きゅ〜♪」」

			　耳をぴょこぴょこさせながら、コロコロするピンクラビィ。

			　随分なついてしまったが、野生に帰れるだろうかと薫(かおる)は思ってしまう。まぁ、そのときに考えればいいかと思い、考えるのを一旦やめる。

			「えっと、ほとんどの仕事は終わっていますので、ゆっくりカオル様のしなければいけないことをしてくださいね」

			　ハニカミながら、アリシアは頬を掻く。

			「……ほんまに助かったわ。支えてくれて、ありがとな」

			　薫(かおる)がそう言ってアリシアを軽く抱きしめると、プシュ〜ッとアリシアはやかんのように真っ赤になる。

			　いちいち反応の可愛い奴だな……。

			　そうしていると、カランカランと治療院の扉が開く。

			「カオルさん、無事に帰……あ……」

			　ダルクは言葉を詰まらせ、申し訳ない表情になる。その後ろにいたバッドたちも、おやおやといった感じで見ていた。

			　薫(かおる)は気にせずに、帰ってきたダルクたちのほうを向く。

			「おかえり、遅かったやないか。期日まで残り２日やで？」

			「いろいろありましてね」

			　ダルクは頭を掻いて、笑顔を見せる。その表情と後ろにいる者に目を向けると、収穫はあったのだろうと、薫は胸を撫で下ろす。

			「みたいやな、その子がそうか？」

			「はい、ワトラさんです」

			　ワトラは反射的にカールの後ろに隠れる。ちょこんと顔を出し、薫(かおる)とアリシアを見る。

			「ワトラ、俺の後ろに隠れてないで、ちゃんと挨拶くらいしろ！」

			　カールは、後ろに隠れるワトラの脇に手を入れ、無理やり抱えて前に出す。

			「わ、わかったから！　って、ど、どさくさ紛れにどこ触ってんだよ！　器用に指先だけ動かすな駄犬!!」

			　カール、それはセクハラだぞと薫(かおる)は思いながら少し呆れる。

			　やっとカールから解放されたワトラは、前に出て薫(かおる)に挨拶をする。

			「僕はワトラだ。その……よ、よろしくお願いします」

			「よろしくな、俺はカオルや」

			「私はアリシアです。ワトラさん、よろしくです」

			　ワトラは、薫(かおる)とわかった途端に一歩前に出てくる。少し興奮しながら、アイテムボックスから紙束を取り出し、薫(かおる)の前に突き出す。何も言わずに、これを見てくれということだろう。薫(かおる)は、それを受け取り、中身をパラパラと確認する。

			　内容は、微生物（細菌）に関することだ。曖昧だが自分なりに調べて、まとめたものが書かれてある。まだまだ粗いが、ちゃんと段階を踏んで研究すれば、微生物（細菌）に効く薬を作るための基礎になる。薫(かおる)は少し楽しそうにその紙束を眺める。

			「ふむ、いい着眼点やな。ちょっとまだ粗いけど」

			「わ、わかるのか!?」

			「まぁ、基礎やしな。細菌とか目に見えんから、他人に説明するんは難しいやろうけど、このまま頑張れば、これでいろんな特効薬の研究ができるはずやで」

			　薫(かおる)の言葉に、ワトラの表情がパァーっと明るくなる。今まで誰１人理解すらしてくれなかったこの論文。しかし、目の前に理解してくれる人がいる。

			「せ、先生と呼んでもいいですか？」

			「そういうの止めてくれ。大層なことなんてできへんからな。それにむず痒いわ」

			「そ、そうですか……」

			　ワトラは犬耳をぺちゃんとしおらせる。

			「おいおい、ワトラ……なんでカオルには敬語なんだよ」

			　カールはジト目でワトラを見るが、ワトラは当たり前なことを聞くなという目線を送り返す。

			　火花の散る２人の様子を、ダルクたちは微(ほほ)笑(え)ましそうに見つめる。

			　そんな中、アリシアがムスッとした表情を紙束に向けていた。たぶんだが、嫉(しつ)妬(と)心からだろう。カオルは、アリシアの頬をこねてから、その表情を簡単に崩す。

			　そんな２人の様子を不思議そうに見つめるワトラ。

			「えっと、２人の関係って？」

			「見りゃわかるだろ……。新婚さんだ。爆発しろ」

			　カールは、まったくけしからんと腕を組んで説明する。

			　馬鹿は放っておいて、薫(かおる)はダルクと話をする。

			　ワトラという治療師を、ビスタ島に招くことができたのだ。契約をすれば、あとは冒険者ギルドを設置するだけ。これで自分の仕事は終わったと、薫は安堵する。

			　ダルクも、薫(かおる)に何度も頭を下げる。

			　その後、島の皆に報告したところ、宴会をすることとなった。

			　今までの苦労が報われたため、皆お祭りムードとなる。

			　宿屋の亭主が座席を用意し、料理を供する。食材はニケからの大盤振る舞い。秘蔵の肉や魚に酒が、ポンポンアイテムボックスから出てきた。

			　テーブルに並んだ豪華な料理に、我先にと群がっていく。町に冒険者ギルドができるまでの間、皆かなりの節約生活を送っていた。だから、このような豪華な食事は久々なのだ。

			　ルナと娘のニウも参加していた。ルナは皆をねぎらうように、お酌をしたりしている。ニウも賑(にぎ)やかなムードに目をキラキラとさせていた。

			　皆、大いに楽しんだ。そして、迷宮から帰ってきた者と交代で酔いの回ったまま迷宮に入っていく。薫(かおる)は大丈夫だろうかと思ったが、探求者たちは１階層でのんびり敵を狩るとのこと。危なくなったら帰ってくるらしい。一応、薫(かおる)は安全第一で行動しろと釘を刺しつつ回復魔法をかけ、カールに渡した薬と同じものを渡しておいた。

			　アルコール分を分解する薬のため、酔いが回ることはないだろう。

			　薫(かおる)は、帰ってきた探求者たちに回復魔法を使い、そのまま宴会に参加させた。

			「ほんまに……皆めっちゃ元気やな」

			「明日の朝になったら、どうなるかわかりません……。ちょっと不安ですね」

			　アリシアは、皆が疲れているのを知っている。はしゃいだあとは、爆睡して１日ほど町の機能が完全に止まるのではないかと心配する。

			　アリシアの不安に、薫(かおる)が苦笑いを浮かべる。これは仕事が増えそうだと思う。

			　そんな２人をよそに、盛り上がるテーブルがある。カールのいる場所だ。

			　カールは串焼きの肉を手に持ちつつ、酒をラッパ飲みしていた。

			　薫(かおる)はその姿に溜め息を吐き、テーブルにあった、お盆を投げつける。

			　綺麗な放物線を描き、カールの後頭部にクリーンヒットする。

			「痛えぞ！　カオル」

			　後頭部を擦りながら、カールは薫(かおる)を睨(にら)む。酒が入っているためか、気が大きくなっている。

			　皆、巻き込まれるのはごめんだと言わんばかりに、そそくさとカールから距離をとる。

			　カールの側にはワトラのみとなった。

			「カール、飲みすぎんなって注意したやろ」

			「す、少しくらいだったらいいだろ？　それに、ちゃんと薬は飲んでるし」

			「それでも、ラッパ飲みしとる時点でアウトや」

			「ぐぬぬ……」

			　薫(かおる)の言葉に言い返せなくなったカールは、椅子にストンと座って不(ふ)貞(て)腐(くさ)れる。そんなカールにワトラは自業自得と口にする。

			「なんだよ……。ワトラまで敵かよ……」

			「死んじゃうかもしれないんだぞ？　カオルさんの意見が正しい」

			　カールは、ワトラをジト目で見ながら串焼きを頬張る。

			　やれやれと思いながら戻ろうとしたとき、ワトラが薫(かおる)に話しかける。自身が治せなかった急性アルコール中毒のことについてだ。

			　薫(かおる)は、バッドたちに話したときと同じ内容をワトラに説明する。それを聞いたワトラは、ポカーンとした表情を浮かべた。

			「凄い……凄すぎるよ！　わからない部分もあったけど、体内でそんなことが起きているなんて知らなかった。大発見だ！」

			　小さな体をわなわなと震わせ、新しい知識の刺激に興奮する。

			　もっと聞かせてと薫(かおる)に詰めよろうとしたが、それはできなかった。

			「お～い、カオル、怪我人だ。治療を頼む」

			「怪我人って……何やらかしたんや」

			「酔っ払ってこけたとかで……俺にはさっぱりわからんから、見てやってくれ」

			　薫(かおる)は少し考えてから答える。

			「自業自得やし、俺はパスや。治してほしいなら、ワトラに頼むんやな」

			　と意地の悪そうな表情を送ると、その者は何かを察したのかワトラに近づいて頭を下げる。

			「宴会中に悪いが、治療を頼めるだろうか？」

			「え、えっと……」

			　ワトラはおろおろとして薫(かおる)を見る。薫(かおる)は軽く背中を押してワトラを行かせる。ワトラは、その者と一緒に怪我人の下へと向かっていった。

			「たくよぉ～。よくそんなに気が回るぜ……。羨ましい……ヒック」

			「俺はもうすぐおらんことなるやろ？　やから、ワトラをこの島の奴らに慣らしとかんとあかんやん」

			「あとは……ワトラ次第ってことか……」

			「そういうことや」

			　薫(かおる)は、カールの脳天に１発軽いチョップを入れてから戻っていく。

			　カールは大きな溜め息を吐いてから、ちびちびと酒を呑むのであった。

			　

			　ワトラは宿屋の共同スペースにいた。

			　怪我人は、酔いつぶれた探求者だ。それも、階段から転げ落ちての捻挫。そこまで大した怪我ではないため、初級の回復魔法を使って治すことにした。

			「ほう、大したものだな」

			　顎(あご)に手を当て、男はワトラの回復魔法を見つめる。探求者の赤く腫れ上がった足首が、青い光に包み込まれると、ゆっくりと腫れがひいていく。

			「これくらい普通だ。僕よりも凄い人なんていっぱいいる」

			「そんなもんかねぇ……。だが、初級の回復魔法でちゃんと治るところを見ると、少し多めに魔力を使ってるんじゃないか？　あんた、いい奴だな。普通ならそんなことしてくれる治療師はいないし」

			　男の言葉に、ほんの少しワトラの表情が変わる。気恥ずかしそうだ。

			「ベ、別にそんなんじゃないし。魔力が余っているからだ！」

			　男は探求者を肩に担いで２階へと運んでいった。ワトラに感謝の言葉を残して。

			　顔を赤くしたワトラは、共同スペースの椅子に座る。久々に感謝の言葉をもらった。それは、彼女の心を満たす言葉だった。

			　そのあとも、ワトラに治療を頼む者たちが数人現れた。

			　患者の怪我を治したワトラは少し疲れ、重い足取りで宿屋へと戻る。２階の１室を借りることになっているので、ワトラは２階へと向かった。

			　ドアを開けて中に入る。

			　部屋は月明かりがほのかに入っているくらいで、あまり周りが見えない。かろうじてベッドの位置が見える。

			　ワトラはベッドへと倒れようとしたとき、もごもごと動く物体がいることに気がついた。そっと布団を剥がすと、そこにはカールが眠っていた。月明かりで気持ちよさそうに眠るカールの表情が見えた。

			「な、なんでここに駄犬がいるんだよ……。僕のベッドだぞ！」

			「むにゃむにゃ……うへへ、もう飲めねぇ」

			「こら、起きろって！　だ～け～ん～！」

			　カールの手を引っ張るワトラだったが、魔力を使いすぎたせいもあり、力があまり入らない。

			　急にカールがワトラの手を握り返して寝返りをうつ。それに巻き込まれたワトラは、カールに抱きかかえられるような形になってしまった。

			「っ～～～～～～!?」

			「うへへ、むにゃむにゃ……ぐぅ～」

			「こら、離せってば！　おい、起きろって駄犬！」

			　バシバシとカールの頭を叩くがまったく駄目。魔力を纏(まと)って抜け出そうにも、それだけの魔力が残っていない。涙目になるワトラだったが、カールの口にした言葉に、心が苦しくなった。

			「許してくれ……。助けて……やれなくて。俺が全部悪いんだ……許して……くれ」

			　カールは悲しそうな表情で、うなされる。それは、あの川で言っていた亡くなった弟のことだと、ワトラは理解する。

			　カールは懺(ざん)悔(げ)するように、同じようなことをつぶやく。ワトラは優しく背中を擦って、カールを落ち着かせる。これで、少しでもよくなればと思いながら、ワトラは続ける。

			「平気な顔してたくせに……全然大丈夫じゃないじゃないか……。馬鹿カール……」

			　ワトラはそう言って、カールを優しく抱きしめる。それによって、カールの表情は少し和らいだ。そして、そのままワトラは睡魔に負けて、眠りに落ちていくのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ファルグリッドの町中。

			　治療院の前には、長蛇の列ができていた。

			　発熱と下(げ)痢(り)で体力のなくなった亜人たちが、体力回復魔法をかけてもらうためだ。

			「ど、どうなってるんだ！　迷宮熱じゃないのかよ……これは」

			「わかりません。皆、同じ症状なのですが……。特に亜人の者たちの症状が最も悪いです」

			「おいおい、うちの治療院の前でゲロ吐きやがって……最悪だぜ」

			　３階建ての治療院の１室で、窓の外を見ながら治療師たちは焦っていた。深夜にもかかわらず、これだけの人数が並ぶのは、今まで１度もない。

			　完全に異常事態だった。

			「この混乱をキディッシュ様に報告したのか？」

			「いや、それがキディッシュ様も同じような症状で……。ギルドマスターと数人の治療師が今、屋敷に行っています」

			「おいおい、本当にどうなっちまっているんだよ。大丈夫なのか？　この街は……」

			　頭を抱える治療師たち。新たな病に、手も足も出ないのだ。

			「くそ、俺もあのとき、この街を出てれば、こんな面倒事に巻き込まれなかったのに……」

			「そんなことを今言っても仕方ないだろ！　なんとか俺らで、これを食い止めないと、さすがにやばそうだ……」

			　皆、緊迫した空気に嫌な汗を掻く。

			「伝染るかもしれないのにか？　そんな危険をおかせるわけないだろ！」

			「治療師ギルドも混乱状態だ……。他に応援もないだろうしな」

			「ちっ！」

			　人間族の男と亜人族の男が口論になる。

			　ただ言えるのは、今逃げても手遅れの可能性が高いということ。それに、エクリクスとのつながりを切っているため、どうなるかは自分たちの力量次第となる。

			　皆、腹をくくったように、患者の治療に入るのであった。

			　

			　キディッシュの屋敷は最悪な状況に陥(おちい)っていた。

			　亜人族の使用人は嘔吐と下(げ)痢(り)で一気に体力を持っていかれ、誰１人まともに動けるものがいない。

			　キディッシュもそうだ。ベッドに横になり、屋敷に治療師を呼んで、永続的に体力回復魔法をかけてもらってやっとの状態。

			「糞が……。お前、これは迷宮熱と診断しただろうが！」

			　キディッシュは怒りを露わにして怒鳴るが、衰弱しているせいか凄みはまったくない。

			「わ、私も、こんな症状は初めてなんです。どう対処していいのか……」

			「俺は、これからやらねばならんことが山ほどあるんだ！」

			「キディッシュ様、どうか落ち着いてください」

			　治療師ギルドのマスターが、キディッシュを宥める。

			「お前らにも高い金と権力を渡しているんだぞ！　それ相応の対価は払ってもらうぞ！」

			「それは、わかっていますが、ＭＰが尽きそうです……。回復薬をいただけないでしょうか」

			　ずっと回復魔法を使っているだけに、魔力が枯渇しかけていた。このまま続けることは困難だ。

			「おい、誰か！　ＭＰ回復薬をありったけ買ってこい！　今すぐだ！」

			　キディッシュが大声で叫ぶ。

			　人間族のメイドが、駆け足で慌ただしくやってくる。金を受け取り、屋敷をあとにする。

			「すぐに調達してくる。それまで、お前たち自身の魔力でなんとかしろ！」

			「わ、わかりました。それと、ここに来る前ですが……。インリケが意識不明になったそうです」

			「!?　本当に……どうなってやがるんだ……」

			　キディッシュは苦虫を噛み潰したような表情になる。

			　屋敷で働く者で、ちゃんと動けるのは人間族のみ。全体の５分の１しか人間族はいない。あとはすべて亜人族だ。

			　このままではまずいと思い、キディッシュはどうにか思考を走らせる。だが、いい案はまったく浮かばない。

			「ヴォルドたちは……どうなっている」

			「わかりません。ただ言えるとすれば、向こうも同じような惨状ではないかと思います……」

			　治療師ギルドのマスターは、顔を青くして答える。

			「あいつもしぶといからな……。大丈夫だとは思うが……」

			　不安がよぎるが、キディッシュは目眩いがし始め、意識が朦(もう)朧(ろう)としていく。

			「少し……休む。お前は……体力回復魔法をかけていろ……」

			「はっ」

			　そう言って、キディッシュは目を瞑(つぶ)り、意識を手放すのであった。

		

	
		
			第十一話　最悪の始まり

			　

			　ファルグリッドの朝。

			　道端では、ぐったりとした者が多数いた。

			　治療師たちは睡眠を取らず、患者たちに回復魔法をかけていた。しかし、処理しきれないほどだった。

			　他の治療院もそうだ。列ができ、一向に進まない状況。商人と薬剤師もこの騒動に駆り出されていた。商人はＭＰ回復薬を届けたり、列で倒れている者に体力回復剤を与えたりと大忙し。

			　薬剤師も素材を合成し、ＭＰ回復薬と体力回復剤を精製する。

			　治療師ギルドの治療師も総動員だ。これを乗り切らなければ、すべての責任を自分たちに押しつけられると思い、死に物狂いで働いているのだ。

			「くそ、やばい。もう魔力がない……」

			「俺が引き継ぐ。お前は、回復薬を飲んで一旦休憩しろ」

			「ありがとう。頼んだぞ……」

			　治療院内では、そんな言葉が飛び交っていた。

			「この病気は何なんだ？」

			「わかりません……。迷宮熱ではないということしか……」

			　一向によくならない患者たち。今ここにいる患者は、すべてが亜人だ。人間族が繰り返し来ることはなかった。ほとんどの人間族は数日前にこの街を離れ、隣街のブルグに移動している。

			「完全に人手不足です……。このままいけば……おそらくこの街は……」

			「まだ死に至る病と決まったわけではない……」

			「しかし、冒険者ギルドのインリケが、意識不明と聞いてます！　衰弱しきって、治療した者は、もう助からないと言っていますよ」

			「俺らでは、歯が立たないというのか……」

			　治療師は苦虫を噛み潰したような表情になり、エクリクス側についておけばよかったと思ってしまう。

			　だが、治療師ギルドの決定は、街で治療をしている治療師たちには、変えることができない。この街のルールに合わないのなら、他の街に行けということだ。

			　ここの街に残ったのは、欲深き者ばかり。治療師たちも同じだ。他の街の治療院よりも遥かに高い報酬を得られる。だが、金欲しさにこの街で開業した治療師たちの能力は、よくてランクＣであとはＤの者がほとんどだ。他の街で開業しても、ここ以上に稼ぐことができる能力もない。

			　能力がある者は、この街にとどまらない。どこに行っても稼げるからだ。また、この街で働くと、ほとんどの者が悪事に手を染めてしまう。他の街で働こうにも、ギルドカードにはファルグリッドの治療師ギルドに属していたことが記入されるため、色眼鏡で見られて雇ってもらえないことがほとんどだ。

			「ブルグにも、もしかしたらこの病気が広がっているかもしれない……」

			「あそこはエクリクスとべったりですから、問題ないでしょうね……」

			「いや、この異変に気づき、こちらへ来てくれるかもしれ……ありえないな……ここがこれだ。そんな余裕はないだろう」

			　希望を口にしようとしたが、あまりにも自分たちに都合がよすぎる考えに、苦笑してしまう。

			　治療師たちは、この未知の病に怯(おび)えながら、治療を続けた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　気持ちいい日光に頬を撫でられ、目を覚ますカール。

			　弾力のある柔らかい何かの抱き心地を存分に堪能し、ゆっくりと目を開ける。

			「はぁ!?」

			　カールは口をパクパクさせながら、一気に青ざめる。目の前で抱きしめていたのがワトラだったからだ。ワトラの寝顔は可愛く、ちょっとドキッとしてしまった。

			　カールはワトラを起こさないように、ゆっくりとベッドから出ようとする。だが、ワトラの手がカールの服を掴んで離さない。

			「ちくしょう……可愛いことしやがって……」

			　カールがゆっくりとワトラの指先に手をかけたとき、ワトラが寝返りをうつ。すると、ローブが少しはだけて、白い肌が露出する。ついついそちらへと目線がいってしまう自分の頬をしばいて理性を呼び起こすカール。

			　はだけた部分を戻そうとしたとき、ワトラの瞼(まぶた)がゆっくりと開いた。

			「あ……」

			「ん……え!?」

			　ワトラは目を見開き、今の状況を見つめる。カールが自身のローブを剥ぎ取ろうとしているようにしか見えない。

			　ワトラは一気に顔を真っ赤にさせた。そして、全力のビンタがカールの頬を撃ち抜く。カールは壁にぶつかり、地面にこてんと転げた。
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			「さ、最低だ！　駄犬！　見損なった！」

			　涙を浮かべて、ワトラは叫ぶ。すると、朝からうるさいなと言ってティストが入ってくる。ワトラはなぜ、ここにティストが入ってきたのかわからないでいた。

			　だが、助けが来たと思ってティストに抱きつく。

			「ティ、ティスト……駄犬が……駄犬が……ぐすん」

			　ティストは辺りを見回す。カールが床で目を回しており、ワトラの服がよれている。そして、布団は床に半分落ちている。

			「カール、あんた見損なったわ……」

			　ティストは、ゴミを見るかのような目をカールに浴びせる。すると、カールはその言葉に弁明する。

			「違う！　俺は何もやってない！　信じろって！　無実だ！」

			　状況は完全にアウト。ティストは、どう言い逃れするのだと視線を送る。

			　だが、次のワトラの言葉にティストまでも目をぱちくりしてしまう。

			「ぐすん……。父さんと母さんが言ってたんだ。男と一緒に寝ると子供ができるって。駄犬に孕(はら)まされた……」

			「ちょっと待て！　一緒に寝たくらいでできるか！　お前はピュアか？　ピュアなのか？」

			　カールのツッコミに、ティストは笑いがこみ上げてくる。今どきそのような知識の女の子がいるのかと思ったからだ。

			「おい、ティスト！　お前笑ってないでどうにかしろ！　完全に冤罪じゃね～かよ！」

			「ぷっ……カ、カール、責任とんなさいよ……。こ、子供ができちゃったかもしれないんだから……」

			　ティストは大笑いする。どんだけピュアなんだと。

			　そして、からかいすぎるのも悪いと思ったティストは、ワトラに耳打ちでちゃんと教えてあげた。

			　すると、ワトラは顔を真っ赤にして部屋を飛び出していった。

			「可愛い反応じゃない。でも、無知って怖いわね……」

			「危うく俺は犯罪者あつかいだったがな……。危なかったぜ」

			「でも、なんで私たちの部屋にいたのかしら？」

			「知らねぇよ！　どうせ間違えたんだろ」

			　朝っぱらから、嫌な汗を掻いたカールは、「こんなの２度とごめんだ」と言う。

			　ティストは、はいはいと言いながらベッドに入り、さっさと寝る。どれだけ飲んだんだこいつと思いながら、カールは顔を洗いに行くのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ビスタ島の治療院。

			　朝日が部屋の中を照らす。アリシアは、ピンクラビィたちと丸まって、まだ夢の中のようだ。

			　薫(かおる)は椅子に座ってペンを走らせていた。パイン細菌の特効薬の作り方や緊急の対処法を書き記していく。すると、治療院の扉を叩く音がする。

			　薫(かおる)は一旦ペンを置いてから扉のほうへと向かう。

			　扉を開けると、そこにはワトラが立っていた。

			「あ、あの！　カオルさん、仕事を拝見してもいいですか？　じゃ、邪魔じゃなければですけど……」

			「別に構わへんよ。まだ、アリシアは寝てるから静かに頼むな」

			「は、はい！」

			　嬉しそうにワトラは治療院へと入ってくる。

			　薫(かおる)は場所を治療スペースに移して、仕事を再開する。

			　ワトラは、ワクワクしながらそれを覗き込む。だが、記号と数字の羅列に、目が点になる。何かの見間違いかなと思いながら、もう一度覗き込むが、やはり内容は同じだった。一体何を書いているのだろうと首を傾げる。

			　聞きたいが、邪魔してはいけないと思い、なかなか聞けないでいると、薫(かおる)がそれを察して、説明する。

			　今やっている作業は、パイン細菌の特効薬の解(かい)析(せき)だ。

			　１番効果のあるものしか、解(かい)析(せき)では表示されない。そのため入手の難しいものの代用品、もしくは組み合わせで同じ効果を持つものを探しているのだ。数式で調合比率と方法を書き記しているため、ワトラがひと目見てもわからないのだ。

			　後に、オルビス商会に渡し、流通してもらうためでもある。

			「す、凄いことをしているんですね……。あの……原材料は何百とあるんですよ？　それを、しらみつぶしに探すなんて、無謀じゃないですか？」

			「ん？　でも、もう完成したで？」

			「……」

			　ワトラは、薫(かおる)の言葉に絶句する。

			「そんなんで驚いとったら、自身の研究でぶっ倒れてまうで？　ワトラのほうが大変な研究のはずやし」

			「え？」

			「この世界に何百万といる細菌や微生物に効く特効薬を、ゼロベースから調べるんやからな。俺の場合は、ちょっとズルしとるしな」

			「な、何百万ですか？」

			　病気を発症するものを探して、それに効く薬を探すのだ。途方もない時間を必要とする。現代でもそうだ。研究機関がいろんな薬を投与して、細菌や微生物に効果のあるものを作り出す。

			　だが、そこから人に使えるようになるまでもまた長い。

			「そんなにあるんですか……」

			　ワトラはちょっとショックを受ける。

			　しかし、薫(かおる)はその背中を押す。

			「ワトラが見つけたやり方が基礎になるんやで？　微生物が見えるんやろ？　その状態で、いろんな薬剤を使って、どの薬剤が効くかを調べるんや」

			「!?」

			　薫(かおる)はワトラのスキルもしくは能力が、顕微鏡のようなものだと推測している。渡された紙束に、そういった情報が書かれているのを見つけたからだ。

			「そういう研究機関が、本当はあったほうがええんやけどなぁ。理解されへんと、まったくもって無意味になる」

			「そうか……そういうふうに研究すればよかったんだ！」

			「良いヒントになったか？」

			「あ、ありがとうございます！」

			　ワトラは目の前に立ちはだかった壁を、突破できたかのような表情で嬉しそうに笑う。

			「なら、よかったな。ところで、ワトラはそういった機関を発足する気はないんか？」

			「したいですけど……僕１人だとどうしようもないです。細々とやってこうかなって」

			「なるほどなぁ。まぁ、焦らずじっくりやっていけばええんやないか？　そのうち、チャンスが来るかもしれんしな」

			「？」

			　ワトラは、薫(かおる)の言ったことが理解できず、首を傾げる。

			　そうしていると、アリシアが起きてきた。ピンクラビィを１匹肩に乗せている。

			　薫(かおる)とワトラの距離が近いため、何もないことはわかっているのだが、ついつい嫉(しつ)妬(と)の炎を燃やしてしまう。しかし、その雰囲気が嫌なのか、空中に鍋が出現し、アリシアの脳天にコンッとクリーンヒットする。

			「にゃふん……!?　い、痛いです……。な、何もしてないですよぉ～」

			「きゅ～」

			　涙目になるアリシア。

			　薫(かおる)は笑っていたが、ワトラはビックリしていた。ピンクラビィを見るのは初めてだったからだ。

			「ほ、本物だよね？」

			「そうですよ～♪」

			　いいだろと言わんばかりに、胸を張るアリシア。触りたそうに見つめるワトラに、アリシアは警戒心がウンタラカンタラと得意げに説明する。だが、その間にピンクラビィはアリシアの肩からぴょんっと跳ねて、そのままワトラによじ登ろうとするのだ。

			　膝上のローブのため、ピンクラビィは登れず、じたばたとワトラの足を掻く。ワトラは、くすぐったそうにして表情が緩む。

			　その様子にアリシアはガックリと項垂れる。

			「なぜなんですか……。皆には、すぐになついて……。私には、なかなかなつかなかったのに」

			「いや、寝てる間に触ったりするからやろ……原因は」

			「!?」

			「そんな驚かれても困るんやけど……」

			　アリシアは本気でショックを受けている。部屋の隅に行き、体育座りでいじける。

			　すると、もう１匹のピンクラビィが、居住スペースから出てきた。ぴょんぴょんと跳ねながら移動する。いじけているアリシアを見つけ、近寄っていく。

			　その行動に、薫(かおる)は何もしなくても、なついてるじゃないかと思う。

			　ピンクラビィは体育座りしているアリシアの頭に乗り、ぽよんと陣取る。

			　アリシアから先ほどまでの、しょんぼりした表情は消え、もの凄く嬉しそうな顔になる。

			「私を慰めてくれるのですね。そんなよい子には……カオル様の作った特製クッキーをあげちゃいます」

			「きゅっきゅ～～♪」

			「「……」」

			　薫(かおる)とワトラは、なぜアリシアにピンクラビィが向かったのかがわかった。なつくというより、完全に餌(え)付(づ)けである。朝食を食べていなかったから、アリシアの下に行ったのだろう。

			　何もしなければ、簡単になつきそうなものだがと考えるが、アリシアはピンクラビィをついつい触ってしまう。どうしたものかと薫(かおる)は悩むのである。

			　そんなことを考えていると、いい時間となる。広場で二日酔いとなっている者たちの治療の時間だ。

			　３人は広場へと向かった。薫(かおる)たちが広場に着くと、そこには屍(しかばね)が積み上がったかのような地獄絵図が広がっていた。

			　ほぼ全員が、二日酔いコースだ。

			「どんだけ騒いだんや、こいつら……」

			　薫(かおる)は頭を悩ませる奴らだと思いながら、溜め息を吐く。

			「多いですね……。１人１人治療するのが、面倒くさそうです……」

			　アリシアも薫(かおる)と同じく大きな溜め息を吐く。

			「え？　もしかして、これ全員に回復魔法をかけて回るのか？」

			　薫(かおる)とアリシアは頷くと、ワトラは顔が引きつる。総勢20名強の住民を、３人で回すことを考えると、ワトラは休憩がほしいと思ってしまう。

			「サクッと終わらそか。ずっと、このまま寝られても、邪魔なだけやからな」

			「了解です！」

			「え？　え？」

			　薫(かおる)は魔法陣を足元に発動させる。そして片手を翳(かざ)すと、金色の魔法陣が町一帯に広がった。

			　薫(かおる)はそこから人のみを認識し、

			「医療魔法――『点滴・ブドウ糖液』」

			　魔法を唱えると、倒れている者の体に薄い金色の膜が覆う。

			　血液中のアルコール濃度を薄めるため、ブドウ糖液を点滴する。アルコール濃度を下げ、体に不足している水分も補充する。即効性もあり、効果が高い。

			　点滴は、30分くらいで終わるように設定する。

			　アリシアも薫(かおる)にいいところを見せようと意気込み、魔法陣を展開させる。

			　かなり大雑把な範囲だが、全員範囲に入っているから問題ない。

			　その代わり、必要とする魔力は無駄に消費する。

			「回復魔法――『集団体力中回復(サークル・エイルヒール)』」

			　グロッキーな者たちは、金色の光に包まれ、体力を回復させていく。アリシアは、それを２回ほどかける。ちょっと、見てくださいカオル様！　と言わんばかりだ。

			　まだまだ魔力コントロールが粗いが、褒めると伸びるタイプのアリシアに、薫(かおる)は頭を撫で褒める。撫でられ、ご満悦になるアリシア。

			　そんな２人にワトラは目が点になる。

			「ちょ、ちょっと２人ともおかしいよ！　カオルさんは知らない魔法だし、アリシアさんもそうだけど、範囲魔法は熟練の治療師じゃないと成功しないって言われているんだぞ？」

			　ワトラの反応が普通である。島の者たちは、薫(かおる)が異常であることに慣れ、何も言わなくなっていた。

			　むしろ、今は薫(かおる)だからできるだろ？　程度にしか思ってない。

			「じゅ、熟練の治療師……。ワ、ワトラさん！　もう１度言ってもらえますか？」

			　目を輝かせながら言うアリシア。もの凄く嬉しそうだ。

			「凄すぎですよ！　間違いなくＢクラスの治療師より上ですよ！」

			　ワトラからの言葉に、アリシアはむふーっと鼻息を荒くし、薫(かおる)を見る。しかし、アリシアの魔法はかなりの力業で行っている。有り余る魔力のおかげもあり、できる芸当なのだ。

			　ただ、ここ数日でリースと同じ回復魔法まで覚えている。治療師としては、１人前と言えるだろう。

			「まだコントロールは甘いけど、そこら辺の治療師としてやったら、１人でやっていけるんやないかな？」

			　そう笑顔で言うと、アリシアは嬉しそうに飛び跳ねる。これで、少しは薫(かおる)に近づくことができたと思うのだ。

			　しかし、喜んでいたのもつかの間、薫(かおる)が今言った言葉を繰り返し考える。そう「そこら辺の治療師としては」という言葉に引っ掛かりを覚える。薫(かおる)から学んでいるからこそ、アリシアは凄まじいスピードで回復魔法を扱えるようになっている。普通の治療師では、考えられないレベルでだ。

			　現在、それと並行して、アリシアは医学の基礎を教わっている。

			　何度も、人体の性質や構造で、わからない部分が出てくる。そのたびに、それを理解するため、他の分野まで学ばなければならない。

			　そのため治療師としては十分だが、医者としての力量はスタートラインにすら立っていない。薫(かおる)の知る技術と能力には、到底及ばないということだ。

			　薫(かおる)が言わんとすることを理解できたのか、アリシアは浮かれる心を鎮める。

			「まだまだです。私は、もっと勉強しなければなりません！　カ、カオル様、私をポイしないでください……」

			　アリシアは、薫(かおる)にひっつき涙ぐむ。

			「え？　あ、あれでまだまだって、どういうことなんですか？」

			　ワトラは、アリシアの発言に驚く。

			　アリシアは、薫(かおる)から１人前だから、これから１人で頑張れと言われる気がした。薫(かおる)ならそう言っていじってくると思い、言われる前に即行動に移す。

			　薫(かおる)の残念そうな表情を見て、アリシアは口を開く。

			「やっぱり、もう俺が教えることはない……。って言うつもりだったんですね！」

			　薫(かおる)はカラカラと笑う。勘が鋭くなったなと……。

			　ワトラは、２人が規格外のレベルであることを理解する。そして、もっとよく知りたいと思ったが、薫(かおる)からストップがかかる。あまり深く足を踏み入れると、厄(やつ)介(かい)事がワトラを襲うからだ。

			　言わんとすることが理解できたのか、ワトラはそれ以上入り込むことはなかった。

			　治療も終わって昼になり、皆はダルクの家に集まる。明日は、賠償金の支払日。どうにかお金を工面しなければならない。賠償金の金額は１００万リラ。一括で払うにはなかなかの大金だ。ダルクの資産で使える金額が約70万リラ。残りはバッドたちの手持ちの金で賄った。

			　そして皆は明日に備えて、気合を入れるのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ブルグの上空を羽ばたく６頭のワイバーン。

			　ワイバーンが装備している鎧には、金色と赤色で鳳(ほう)凰(おう)のマークが刻まれてある。

			　地上では、治療師ギルドの者たちが膝をつき出迎えていた。

			　ワイバーンが降り立つと、神官服を着た者が６人降りる。

			　その中で、１人だけ纏(まと)うオーラが違う者がいた。

			「ダニエラ様、ようこそブルグへ」

			「頭を上げてください。そういうのは、あまり好きではありませんから」

			　おっとりした感じで話すダニエラに、治療師ギルドの者たちは頭を上げる。

			　赤毛が風に靡(なび)く。肌は白く、触れてはならない神秘的なオーラを醸し出していた。

			　ダニエラは手を天に翳(かざ)す。すると、ワイバーンの頭上に魔法陣が現れる。白い光のカーテンが、ワイバーンを包み込んでいく。そして、一瞬にして６頭のワイバーンは姿を消した。

			　光の粒子がダニエラの掌(てのひら)に集まり、クリスタルになる。

			「なんと美しい……。まるで女神だ」

			　幻想的な光景に、皆が目を奪われた。

			　ダニエラはブルグの街を見渡す。

			　咳をしている者が目につく。また、やたらと人間族が多い。人口が急激に増えたと見るべきかと頭をひねる。

			　この変化を領主に聞いてみなくてはならないとダニエラは考える。

			　ダニエラは護衛の者たちに治療院とこの街での異変について調査するよう指示を出す。

			　護衛たちは一礼をして、治療院区域へと消えていった。

			　ダニエラは、治療師ギルドのギルドマスターと一緒に領主の屋敷へと向かう。

			　話は通してあるため、屋敷に着いたらすぐに中に通される。

			　書斎へと入ると、そこには書類の山に埋もれるシャルテの姿があった。

			「お、お見苦しいところを見せてしまいました……。ちょ、ちょっと待ってください」

			「いえ、構いませんよ。私の部屋もこんな感じですから」

			　バタバタとシャルテと秘書の女性が、書類を片付けていく。その様子を見ながら、ダニエラはクスリと笑う。

			　シャルテは、ダニエラの発言に一瞬だが、目をぱちくりさせる。十賢人のダニエラの部屋が自身と同じなのだろうかと思ったのだ。だが、報告書の確認や魔印判を押す仕事は同じと言われて、どこか納得してしまう。

			　ある程度片付いた部屋で、シャルテとダニエラは椅子に座る。

			　ダニエラは、まずこの街を見て疑問に思ったことを口にした。

			「少し気になることがありました」

			「な、なんでしょうか？」

			「人口が、少し逼迫していませんか？　いえ……何かもっとこう、いきなり増えたといった感じがします」

			　ダニエラの的確な指摘に、シャルテは頭を掻いた。

			「よく見ておられますね。はい、ここ数日でブルグの人口が急激に増えました。原因は、ファルグリッドとファルシスの住民が、ブルグに来たためです」

			「なるほど……。それと、病気でしょうね。たぶん、迷宮熱に罹(かか)った方が多くいらっしゃいますね？」

			「はい、迷宮熱の治療代が原因だと聞いています」

			「はぁ、私腹を肥やそうとしたからでしょうね……」

			「それが１番の原因だと思います。あともう１つ不思議なんですが、迷宮熱の特効薬の効かない者がいます……」

			　その言葉に、ダニエラの纏(まと)う空気が少し変わる。

			　今回の視察は、すぐに終わるだろうと思っていたが、そうもいかないらしい。ティナへの土産話として、新たに町ができたと聞く島へ行ってみようかと考えていたが、それは変更になりそうだ。

			「その患者は今どこにいますか？」

			「現在は、治療院で回復魔法をかけ続けている状態です」

			　目を瞑(つぶ)り、考えるダニエラ。

			「もしかしたら、新たな病気かもしれません。それに、他の者に感染する危険性もあります。ただちに隔離して、様子を見ながら観察することをおすすめします」

			「そ、そのようなことまでしなくても……」

			「その考えが命取りです。最悪の場合を想定して動いても、損はないと思いますよ？」

			　その言葉をシャルテは領主として受け取る。この街を守るために最悪のケースは考えなければいけない。

			　ただ、今までこのようなアドバイスをエクリクス側からもらったことがなかった。いつもは、エクリクスと治療師ギルド側で協議して決まったことを、シャルテに回してくることがほとんどだったからだ。それを承(しよう)諾(だく)しなければ、治療師たちが仕事をしなくなるかもという嫌がらせとセットでだ。そうなれば、領主としてのシャルテの立場が危うくなる。

			　ベルニスから任されたこの街を、壊すことなどできないシャルテは、すべてを了承はできないとし、そこから最低限のことを了承してきた。そういったことがあったため、蚊帳の外ではなく、自分も含めた協議が行われることが嬉しくてたまらなかった。

			　シャルテは、ダニエラのような人がもっとたくさんいればよいのにと思ってしまう。

			「では、私はその患者の下へ行きます。シャルテさんは、書類の作成をお願いしますね」

			「はい！　わかりました。すぐに作りますね」

			　シャルテは契約書をすらすらと書き、魔印判を押す。

			「まぁ、何事もなければ……いいのですがね」

			　ダニエラは、少し声のトーンが下がる。嫌な予感が的中しそうな気がしたからだ。

			　その後、ダニエラは治療師ギルドに向かうことにした。

			　その道中に考える。

			　もしも、ファルグリッドとファルシスが最悪の状態に陥(おちい)っていた場合、１つ仕事がなくなる可能性がある。今回、２つの街の治療師ギルドをエクリクスの傘下へと戻す予定だった。

			　だが、最悪の場合は街が滅ぶことになる。２つの街がそうなるのはいいとして、このブルグも同じ状態になるのはいただけないと思った。ここまで育てたこの街を、簡単に手放す気にはなれない。

			　ダニエラは、自然の豊かなこの街が気に入っている。他の十賢人は、高速移動手段を持たないため、この地域一帯はダニエラに任されている。

			　十賢人は、ダニエラのやり方に難癖をつけていた。そんなやり方では、うまい汁が吸えないと。ダニエラはそういったことをする気にはならない。自身の使者を使って、この街の発展に協力している。ただ、権限はこちらに傾くようにしつつだが。

			　ブルグとの協議は最初に無茶な内容を提出する。そのあとに譲歩したように見せかけて、通したい案件まで下げ、シャルテに了承してもらうということをしていた。

			　シャルテも馬鹿ではない。最初の提案は絶対に飲まない。

			　だから、そこから基準を下げることで、譲歩したと見せかけている。ようは、そういった策略だ。ダニエラが治療区域へと入ると、護衛の者たちが現れる。

			「ダニエラ様、治療院はすべて確認しました」

			「ご苦労様。それで、１人迷宮熱の薬が効かない者がいると報告がありました。その者がいる場所はわかりますか？」

			「はい、こちらもその件で報告を入れようと思っていたところです」

			「では、そこに案内を。それと、誰かファルグリッドの現状を調べてきてほしいのだけれど」

			　ダニエラがそう言うと、１人の護衛が前に出る。

			「私が行ってまいります」

			「わかりました。では頼みますね」

			　そう言うと、ダニエラはワイバーンをクリスタルから１頭呼び出す。

			　光のカーテンから姿を現したワイバーンの頬を、ダニエラは優しく撫でる。

			「すまないが、もう少し働いてくれ」

			「グルルルウ」

			　ダニエラの頬に鼻先を当てたあと、ワイバーンは大きく翼を広げる。護衛が乗ると、一瞬にして上空へと飛び上がる。そして、ファルグリッドのほうへと飛んでいく。

			　それを見送ったダニエラは患者の下へ向かう。

			　治療院に着いたときには、もうシャルテの契約書が届けられており、使われていない部屋へと隔離されていた。

			　そこにいたのは、亜人族の患者だった。隣で、体力回復魔法をかける人間族の女性治療師。

			　魔力を使い続けているためか、顔色が悪い。

			「え？」

			　治療師の女性は、ダニエラが入ってきたことに驚く。今日ブルグに視察に来ることは知っていたが、まさかこんなところに来るとは思いもしなかったからだ。

			「大丈夫ですか？」

			　柔らかい笑みで話しかけられ、おどおどする女性。

			「ダ、ダニエラ様、えっと、この患者さんなのですが……」

			「ええ、こちらも把握しています。たぶん、迷宮熱ではない病気で間違いないはずです」

			　ダニエラの発言に、顔を青くする女性。だが、それを落ち着かせるようにダニエラは言葉を紡いだ。

			「私たちがここにいますから、安心してください」

			　たった一言で、その女性の不安が消えていく。エクリクスの十賢人、ダニエラがここにいるというだけで、安心感が違う。

			　治療師としてのランクはＡ。魔力保有量も桁違いなのだ。

			　ダニエラは、この街にある薬をすべて集めるように指示を出す。この病気に効く薬があるかもしれないため、それを投与していく。それにこのブルグは、薬草の宝庫。希少な薬草も栽培されている。

			　効果のありそうなものを、手当たり次第に使って試さなくてはならない。

			　これは、時間との戦いだ。顎(あご)に手を当てながら、ダニエラは考えるのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ファルグリッド上空。

			　ワイバーンに乗る護衛は、悲惨な現状を目の当たりにする。

			　町中で倒れている者がおり、すべての治療院の前に長蛇の列ができている。これほどの人数が、いっぺんに治療院に押し寄せれば、パンクすることは目に見えている。

			　それに、倒れている者はすべて亜人族だ。

			「これは、異常だぞ……。早く戻って、ダニエラ様に報告しなければ」

			　そう言って、護衛はワイバーンをブルグに向かわせる。

			　額に嫌な汗を掻きながら、焦る心を抑え込むのであった。

			　

			　ダニエラは治療師ギルドの応接室で護衛の帰りを待つ。

			　嫌な予感が的中することは確実かなと思っていた。そこに勢いよく走る足音が聞こえてきた。帰ってきたかと、ダニエラは立ち上がる。

			　ドアが開くと、ファルグリッドに行ってきた護衛の男は跪き、報告する。

			「ファルグリッドの街は、壊滅的でした。病に罹(かか)った者たちが、列を成して道端で倒れていたりと……。あれは異常事態です」

			「やはりそうですか……。他に何か特徴はありませんでしたか？」

			「はい、ほとんどが亜人でした。ですが、あの街の人口は、８割が亜人で構成されています。なので、多く見えただけかもしれません」

			「いや、関係があるかもしれません。いい情報ですよ」

			「あ、ありがとうございます」

			　ダニエラは１つの仮説を立てる。今回広がっているのは、亜人族に発症する病かもしれない。

			　そう思うと、ティナのことが心配になるダニエラ。

			　ティナは亜人族で、しかもかなりの希少種だ。シルバニルキャット族と言われる太古からいる最も古い一族の末裔である。

			　ここで食い止めなければ、最悪２つの街を地図から消すことになる。

			「少し、様子を見ましょう。改善の余地がなければ……いいですね」

			「はっ、なんなりとお申し付けください」

			　そう言うと、ダニエラは一旦街に出る。目を瞑(つぶ)ると心地よい風を感じる。

			　花の香りが気分を癒やす。そうしていると、ワイバーンがドスドスと近づいてくる。仕事はちゃんとしたぞと言わんばかりに、ダニエラの前に頭を出す。

			　優しく撫でてやると、ワイバーンは喉を鳴らす。

			　ダニエラは申し訳なさそうに、書類の入った包みを、そのワイバーンに差し出す。

			「これをエクリクスに届けてくれないかしら？　かなり急ぎなのですが……」

			「グ、グルルルゥ」

			　その場に腰を下ろそうとしていた矢先に言われ、ワイバーンはちょっと嫌そうに鳴く。しかし、主人の言うことは絶対だ。このように言われては行くしかない。

			　少し頭を上げ、ダニエラを見る。そうすると、ダニエラは自身の魔力を分け与える。

			　ワイバーンの鼻先に額を付け念じると、赤い禍々しいオーラをワイバーンの身体に纏(まと)わせていく。

			「これで、少しは楽になるはずよ。人を乗せない分、制限はかけないから全力で行きなさい」

			　ワイバーンは、肺に大きく空気を吸い込み、翼を広げる。そして、軽く翼を羽ばたかせどんどん上昇する。

			　ダニエラが軽く手を振ると、ワイバーンは大きな咆(ほう)哮(こう)を上げ、爆発的速度で空の彼方へと消えていった。

			「何もなく終息するのが１番なんですが……。無理そうですかね」

			　顎(あご)に手を当て、ダニエラはそうつぶやくのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ファルグリッドのインリケの家。

			　メイドは力の抜けたように座り込む。インリケが亡くなったためだ。

			　インリケと奴(ど)隷(れい)の契約をしていたため、遺言が発生していた。

			「どうするんだ？　一応、この家もろもろすべてシュリ、お前の物になると書いてあるが……」

			「……」

			「まぁ、今すぐってわけじゃないが、早めに更新しとけ。でないと面倒なことになるぞ。それと、供養だが明日には、できると思う」

			「……はい」

			　シュリは力のない声で答える。

			　溜め息を吐き、治療師はインリケの家をあとにする。１人残されたシュリは、もう動かなくなったインリケの亡(なき)骸(がら)を見る。

			「なんなんでしょうね……私は、どうしたらいいのでしょうか……」

			　手には古い紙切れが１枚ある。そこには、インリケが書いた文字が並んでいた。当時、まだ２人が若かったころの契約。

			　俯(うつむ)いているシュリの服が、ちょいちょいと引っ張られる。そこにはピンクラビィがいた。

			　シュリは、ジッとこちらを見つめるピンクラビィの魔拘束具を外す。

			「もう、あなたは自由よ。仲間の下に戻りなさい」

			「きゅ～？」

			　枷(かせ)を外され、首を傾げるピンクラビィ。身体をプルプルと震わせ、癖のついた毛並を整える。

			　シュリは優しく撫でるが、彼女の表情は悲しそうで今にも泣いてしまいそうだった。

			　そんなシュリを心配そうに窺い、側を離れようとしないピンクラビィ。

			「前にも言いましたが、私になついちゃ駄目です。あなたまで不幸になりますから……」

			　そう言いながら、涙を流すシュリ。何かが決壊したかのように、ぽろぽろと涙が溢れてくる。そのまま、シュリは泣き崩れてしまう。

			　ピンクラビィは薄い青色のオーラを纏(まと)い、シュリにそっと寄り添うのであった。

		

	
		
			第十二話　最悪を止めに……

			　

			　夜も更け、ファルグリッドのすべての治療院にインリケの死が伝わった。

			　治療師たちは青ざめる。治療師ギルドの者は、この情報を患者には伝えないようにと全員に釘を刺す。

			「まさか……死人が出るなんて……」

			「どうするんだ？　俺らも危ないんじゃないのか？」

			「げ、元気なうちに、ブルグにでも逃げたほうが……」

			「いや、もう手遅れだろう。逃げたところで助かる保証はない」

			　そう、助かる保証はない、それにブルグにも情報が伝わっている場合は、受け入れてくれない可能性もある。

			　完全に八方塞がりとなった。

			「皆、頑張っているんだ。患者が死んだとしても、責めたりはしない」

			　皆、無言で頷く。むしろ、そう思わなければ、心が砕け、治療はできそうにない。今まで、経験したことのないこの状況に、精神も追い詰められる。薬剤師も可能な限り回復アイテムを精製している。

			　このまま維持できれば、なんとか数日はもつ。ブルグに応援を要請できないか、治療師ギルドで現在会議中なのだ。

			　薄い頼みの綱だが、これに賭けるしかないと思う治療師の面々なのであった。

			　

			　キディッシュの屋敷では、慌ただしく治療師と使用人が走り回る。

			　キディッシュが意識を失い、危険な状態になったからだ。ファルグリッドの領主であり、この街で地位の高い者に金をばら撒き、敵対する勢力を力で捩じ伏せていた。

			　キディッシュが死んだら、後ろ盾のなくなる者が続出する。

			　そうなっては困る。私腹を肥やすことができなくなる。それに、今まで見過ごされていたことがバレれば、残りの人生が詰む。

			　だから何としても、回復してもらわなければ困るのだ。

			「やばいやばいやばい……。このままでは、かなりやばい」

			「落ち着け、まだ死ぬと決まったわけじゃないだろ」

			「お前、知らないのか？　インリケが死んだんだぞ？」

			「……」

			「今のうちに逃げるか……。いや、もしもキディッシュが回復して、逃げたことがバレれば、首をはねられかねん……」

			　そうつぶやきながら、屋敷の応接間で話をするこの街の権力者たち。彼らはもはや自分のことで精一杯だった。

			　この街だからこそ、その地位を確立できた。そのために悪事に手を染めてきたのだ。

			「何かいい方法はないのか……げほ、ごほ」

			「お、お前もまさか……」

			「ち、違うに決まっているだろ！　ただの迷宮熱だ！」

			　そう言って、お互い疑心暗鬼になる。

			　しかし、この２つの病気が重なり、迷宮熱での咳にのって経口感染していっていることなど、誰も知る由もない。刻一刻と、この街のすべての亜人に感染していく。

			　ファルシスも同じように広がり、もはや誰も止めることのできない状況になるのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ビスタ島では、お昼になり、ダルクとバッドたちは島につながる道でインリケを待つ。

			　しかし、待てど誰１人来ることはなかった。

			「おかしいな……。奴らだったら、遅れたりはしないはずだが……」

			「そ、そうですよね」

			　２人はそう言って考え込む。

			　何かあったと思うのが普通だが、こちらからわざわざ出向く必要はない。むしろ、関わりたくないというのが本音である。

			「もう少し待ってみますか？」

			「そうだな」

			　日が傾く時間まで待ったが、インリケは来なかったので１度町へと戻った。

			　ダルクたちの帰りを見つけた者が、駆け足でやってくる。そして、うまくいったかを聞いてきた。

			　ダルクが説明すると、その者はキョトンとした表情で２度聞き返してくる。奴らの陰湿さはここにいる住人のほとんどが知っている。だから、このような反応になるのだ。

			「明日、雪でも降るんじゃないか？」

			「それは言いすぎですよ」

			　何となく嫌な予感もしたが、誰１人そのことを口には出さなかった。

			　そして、真相は、その日の夕刻にわかった。

			　空に１頭のワイバーンが現れたのだ。

			　偵察でビスタ島の様子を見に来た護衛が、まったく異常がないところを確認し、聞き込みも兼ねて降りてきた。

			　いつものパターンで宴会をする探求者たちが目に入り、新種の病気が発症しているなど微塵も感じさせなかったためだ。

			「楽しんでいるところすまない。聞きたいことがある」

			　神官服の男がそう言いながら近づいてくる。皆は、一瞬で何者かがわかった。

			　不死鳥の刺繍が施された法衣を纏(まと)うのはエクリクスの神官だ。それに、ワイバーンと契約した者は、この世界に１人しかいない。十賢人のダニエラの護衛部隊。

			　治療師としても、Ｂランクが当たり前。おまけに冒険者としても、Ｃランク以上のエリート集団だ。

			　何の騒ぎだと、バッドたちも出てくる。

			「ここに治療師はいるか？」

			「３人いるが、それがどうした」

			　そうバッドは返す。臆することなく、いつも通りだ。

			「ああ、伝えなければならないことがある。呼んで来てもらえないか？」

			　そう言われ、面倒くさそうにバッドは、薫(かおる)たちを呼びにいった。

			　少しすると、薫(かおる)たちがやってきた。

			　アリシアは、薫(かおる)の後ろに隠れている。ワトラも一緒で、カールの後ろに隠れる。２人とも、エクリクスの者が嫌いという共通点を持っているためだ。

			「これで全員だな？」

			「そうや」

			「おっと、自己紹介がまだだったな。俺は、ランドグリフ。十賢人のダニエラ様に仕える護衛副隊長だ」

			「俺は、カオルや」

			　そう言うと、ランドグリフは顎(あご)に手を当て考える。

			「カオル？　お前もしかして、カオル・アシヤか？」

			「いや、カオル・ヘルゲンや」

			　薫(かおる)はなんの躊(ちゆう)躇(ちよ)もなく、しれっと笑顔で返すが、アリシアはドキドキしてしまい、薫(かおる)の服を掴み震える。

			　薫(かおる)は、そんなアリシアの頭を撫で、落ち着かせる。

			　しかし、ランドグリフは信用していないのか、疑いの目を向けたままだったので、薫(かおる)は冒険者ギルドから発行されたカードを見せる。

			「これでええか？　誰かと勘違いしとるみたいやけど」

			　それを見て、ようやく信用した。

			　薫(かおる)の何もやましいことはないと言わんばかりの態度に、ランドグリフは騙(だま)された。

			「すまない、話が逸れたな。今回来たのはブルグ、ファルグリッド、ファルシスで、原因不明の病気が発生した。ここは、まだ大丈夫のようだが、安心はできない。外からこの島に入る者は拒否しろ」

			　皆、ランドグリフの発言にざわつく。

			　バッドたちは、なぜ今日インリケが来なかったのかを理解した。病に罹(かか)っていれば、来られるはずがない。

			「それで、その症状に特徴とかあるんか？」

			　薫(かおる)がそう聞くと、ランドグリフは説明しにくそうな感じになる。しかし、説明しなければ、症状がわからず見逃してしまう。

			　なので、ランドグリフは今わかる範囲で話してくれた。

			「嘔吐、下(げ)痢(り)に加え、迷宮熱と同じ症状を出していた。あとは、ダニエラ様が仰った仮定の話だが、亜人に罹(かか)りやすいのではないか、とのことだ」

			「仮定の話の根拠はあるか？」

			「部下がファルグリッドに偵察に行ったとき、倒れていたのがほとんど亜人たちだったという報告からだ」

			　アリシアは、薫(かおる)の服をちょんちょんと引っ張る。皆には聞こえない小さな声で、薫(かおる)にパイン細菌かと聞いてくる。薫(かおる)は、それに無言で頷く。

			　アリシアは嫌な汗を掻く。薫(かおる)からパイン細菌がもたらす今後の未来を聞いていたからだ。

			　早めに手を打たないと、どんどん広がっていく。

			　ましてや、恐怖に怯(おび)え別の街に逃げたりしたら、そこから莫大な感染力で広がる。何もしなければ、７割は死に至る。

			　そんな病が、現在３つの街で発症しているのだ。

			　下手に動きたくはないが、そのせいでかなりの死者が出ると思うと、薫(かおる)は我慢ならないのだ。

			　医者として、できることはしたい。アリシアを見ると、ジッと真剣な表情で薫(かおる)を見ていた。

			　その目は、薫(かおる)がすることについていくと言っていた。それに、アリシアも救える命は救いたいと思っている。

			　薫(かおる)とアリシアは頷き、行動に出る。

			「その病気もしかしたら……」

			　薫(かおる)がそう言うと、ランドグリフが食いつく。

			「し、知っているのか!?」

			「この目で見てみんとわからんけど……何かわかるかもしれへん」

			　アリシアは、薫(かおる)は嘘をつく才能があるんじゃないかと思う。なぜなら、声のトーンや仕草など、アリシアが聞いていても、嘘をついているとは思えないからだ。

			　薫(かおる)の発言にバッドたちも驚きの声を上げる。

			「カオル、わかんのかよ！　すげーじゃねーか！」

			「見てみんことには、確実には答えれへんよ。ただ、知っている病気に似てるってだけや」

			「こ、これから一緒に来れるか？」

			　ランドグリフは是が非でも来てほしかった。手探りで患者に対応しているが、まったくと言っていいほど解決策が見つからないためだ。

			「ああ、構わへんよ」

			　薫(かおる)は笑顔で応える。ランドグリフは薫(かおる)の手を取り、「助かる」と言った。

			　薫(かおる)は、エクリクスにもちゃんとした奴がいるのだなと思う。前に、グランパレスで会った奴とは、天と地の差がある。

			　薫(かおる)はランドグリフに条件を出した。

			　まず、アリシアとワトラも連れていくこと。これは、このあとに薫(かおる)の考えを遂行するために必要だからだ。それに伴い、ビスタ島に治療師を１人派遣してもらう。薫(かおる)たちがいない間、ビスタ島の治療院を回してもらうためだ。

			　話がどんどん進んでいき、ワトラはポカーンとした表情をしていた。

			　カールはその顔を見て、口に手を当て笑いを堪える。

			「以上や。できるか？」

			「ああ、問題ない。ただ、このワイバーンは、１度に運べるのは３人までなんだが、１人待っていてもらってもいいか？」

			「それは、そっちに任せるわ」

			　まず初めに、薫(かおる)とアリシアを運び、そのあとにワトラという順番になった。

			　薫(かおる)たちは準備をするため、一旦ランドグリフと別れる。

			　治療院へと戻った薫(かおる)とアリシアは、すぐに荷造りを始める。もしかしたら、このままここに帰ってこれないかもしれないからだ。

			　最悪の事態になれば、薫(かおる)は自身のスキルを使ってしまう。自身の手の届く場所にいる者の命は救いたいからだ。それで、エクリクスに足がつけば逃げるしかない。

			　アリシアは少し寂しそうな顔で、部屋の中の私物をアイテムボックスへとしまっていく。

			　部屋に設置されている家具は備え付けのため、洋服類くらいしかない。

			　薫(かおる)もアイテムボックスに私物を入れていると、アリシアが後ろから抱きついてきた。

			「無理だけはしないでください……。私は、カオル様が心配です」

			「ああ、なるべくな」

			「本当ですか？」

			「本当や」

			「なら……いいのです」

			　そう言うと、アリシアはスッと離れる。守るべき者がいるというだけで、心も少し楽になる。

			「ピンクラビィちゃんは、どうするのですか？」

			「さすがに連れていくわけにもいかんからな。ここで、サヨナラになりそうや。病気ももう治ったみたいやし」

			「わ、わかりました。もう、会えないかもしれないので……」

			　アリシアがそっと手を伸ばすと、ピンクラビィは華麗に転げて躱(かわ)す。数回繰り返し、完全に遊ばれていることに気がついたアリシアは、若(じやつ)干(かん)涙目になった。

			　少しいじけてみせると、ピンクラビィたちはやりすぎたと思って近寄ってくる。だが、それはアリシアの罠であり、ツンとピンクラビィの頬を突くと、頭上にたらいが降ってくる。

			　いつものパターンに、たんこぶを擦りながらアリシアはピンクラビィに謝る。

			「「きゅ～！」」

			「相変わらず、欲望のままに行動したな」

			「さ、さすがに、今のは効きました……」

			　最後にピンクラビィと遊べたから満足とアリシアは笑う。

			　薫(かおる)は、ピンクラビィたちをスッと抱える。そして、窓を開けてそこから逃がそうとする。

			　初めはキョトンとしていたが、別れという雰囲気がわかったのか、１度小さく丸まり、青白い光を纏(まと)う。

			　薫(かおる)とアリシアに１匹ずつ寄り添い、その青白い光を分け与えるように放つ。

			「ほう……。これが、『運超上昇(ハツピープレゼント)』か」

			「え？　何ですか？」

			　くりくりとした目をするアリシア。

			　薫(かおる)は、ピンクラビィの幸運の話の元となるこのスキルをアリシアに教える。

			「わ、私も、ピンクラビィちゃんの奇跡の加護を受けたのですか!?」

			　アリシアは、むふーっとちょっと浮かれている。

			　あまりにも嬉しかったのか、ピンクラビィの耳元をクイクイと掻いてあげる。

			　ピンクラビィは嬉しそうに喉を鳴らす。撫で終わったアリシアの手を名残惜しそうに見ながら、ピンクラビィは向きを変え、窓から飛び出し草むらへと消えていった。

			「それじゃあ、行こうか」

			「はい！」

			　荷物をまとめ、治療院を出る。

			　広場に行くと、ランドグリフが待っていた。

			「それでは、行きますので乗ってください」

			　そう言われ、薫(かおる)は先にワイバーンに登り、鞍(くら)の付いた部分に座る。そして、アリシアの手を取り、薫(かおる)の後ろに座らせた。

			　鞍には落ちないための足掛けと、手綱らしきものが付いていた。薫(かおる)はそれを握り、ランドグリフに準備完了と伝える。アリシアは、薫(かおる)の背中に抱きついていた。

			　しっかり掴まっていれば大丈夫という言葉通り、アリシアは薫(かおる)にべったり引っ付くが、薫(かおる)は何も言わずに流す。

			　そうしていると、ワイバーンは大きく羽を広げて羽ばたき、大地から浮く。

			　口々にすげーと声が漏れる。ワイバーンはニッと笑ったかのような表情で、一気に上昇していく。そのまま、とんでもないスピードで飛行する。

			　ワイバーンの姿は、あっという間に見えなくなってしまった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　時間は少し遡る。

			　午後３時ごろ、エクリクスの大聖堂の屋上で、ほわほわの敷物を広げ、ゴロンと日向ぼっこをする者がいた。

			　大神官ティナである。

			　神官服は艶(つや)やかで、不死鳥の刺繍が豪華に施されている。ブーツは綺麗に揃えて置かれ、神官帽も畳まれてある。

			　うつ伏せで気持ちよさそうに眠るティナの金色に輝く綺麗な髪の毛が、優しい風に撫でられ、緩やかに揺れる。

			　ぴょこんと出た耳は、鳥の囀(さえずり)りに合わせ、ぴくぴく動いていた。

			「はぁ……ダニエラ様になんと報告すればいいのやら……。ティナ様早く起きてくださいよぉ〜」

			　神官服を着た者は頭を抱える。一応、今日の治療は終わっている。魔力の使いすぎで疲れたと言って、ティナは慣れた手つきで敷物を抱え、大聖堂の屋上へ向かい、そこで眠りについた。そして、ティナは１度寝ると、魔力が回復しきるまで起きないのだ。

			　世話係の神官は、起きるまで待つしかないのである。

			　４時ごろになり、日が傾き沈んでいく。世話係の神官は頬杖を突き、待つ。

			　ティナを見ていると、こっちまで眠くなる。ウトウトしてしまって、目がうつろになる。そんなとき、日の沈む方角に小さな黒い点が見える。それは、だんだん大きくなっていく。

			　気づいたときには、もう目の前まで来ていた。

			　ダニエラのワイバーンだ。

			　風圧で、眠っていたティナはコロコロと敷物に巻かれ、簀(す)巻(ま)き状態になる。

			　世話係の神官はその光景を見て吹き出したあと、大慌てで駆け寄る。

			　しかし、ワイバーンのほうが先にティナに近付く。簀巻きになったティナの敷物の色が赤かったため、肉と勘違いしているようだ。カプッと口で挟み、持ち上げようとする。

			　世話係の神官は、大慌てでワイバーンを制止させる。

			「た、食べちゃ駄目ですよ！　それ大神官ティナ様ですからぁああ！」

			「グ、グルルルゥ？」

			　首を傾げ、簀巻きをポロンと地面に置く。

			　これほど周りがうるさいのに、ティナはまったく起きる気配もない。

			　ワイバーンは、ティナの頬を鼻で突く。すると、簀巻き状態のティナは、むくりと起き上がる。

			「ダニエラぁ～？　帰ったのかにゃ？」

			　そう言いながら目を擦り、ワイバーンと目が合う。

			　ティナは、ワイバーンの口元を優しく撫でる。

			「ダニエラの魔力を感じたのにゃ。優しくて力強い魔力なのにゃ」

			「グルルルルル」

			　ワイバーンは唸りながら、ダニエラから預かっていた包みを渡す。

			　それを開け、ティナは中を確認する。

			「こ、これは一大事にゃ！」

			「ど、どうされたんですか!?」

			　世話係の神官は、ティナの尋常ではない驚きにビックリする。

			「い、一大事にゃ〜！」

			　ピューッとティナは屋上をあとにする。

			「って、ちょ、ちょっとティナ様！　はっや！」

			　置いていかれた世話係の神官は、涙目になりながらティナのあとを追うが、潜在能力の差で簡単に追い付くことはできない。

			　ティナは、十賢人の１人である者の下に行く。

			　ダニエラからは、どうしようもないとき以外、絶対に頼ってはいけないと言われている人物だ。あまり関わりたくないのだが、今回ばかりは仕方ない。

			　ドアを叩き、返事があったので中へ入る。

			　部屋の中は、本が山のように積まれていた。馬鹿でかい部屋なのに、もの凄く狭く感じる。

			「大変にゃ！」

			「おや？　ティナ様、そんなに慌ててどうしたんだい？」

			　エルフ耳の男がにこやかにティナを見る。パイプをくわえ、少しダンディーな叔父様風である。

			「オーランド、ダニエラが大変なのにゃ！」

			「まぁ、少し落ち着きなさい。ほら、オーランドおじちゃんの膝の上で、落ち着いてもいいんだよ？」

			「え、遠慮しとくにゃ……」

			「そうか……若い太ももを味わえると思ったのだが……。老い先短いおじいちゃんの頼みも聞いてくれないか……」

			「前半と後半がちぐはぐにゃ……」

			　先ほどまで慌てふためいていたティナは、オーランドの軽いセクハラ発言で落ち着きを取り戻していた。

			「何だ……。昔は、あんなにオーランドおじちゃんと言ってくれていたのに……。大人になるというのは、寂しいものだねぇ……」

			　オーランドは遠くを見つめて懐かしむ。

			「いつの話にゃ！　むしろ言ったことないにゃ！」

			「う～む？　そうだったかな？　最近、物覚えが悪くなってきたねぇ。年は取りたくないものだよ」

			「な、なんか無性に疲れるにゃ……」

			　ティナはぐったりとして近くの椅子に座る。

			「ここにちょうどいい膝枕が……」

			「結構にゃ！　そろそろ引退するにゃ！　もう５００歳を超えてるにゃ！」

			「そうかい？　でも、まだまだ私も現役だからねぇ。今、何歳かもう数えてないからよくわからんよ？」

			　オーランドは笑いながらティナをからかうが、急にスッと真面目な顔に変わる。

			「それで……ティナ様。今日は何用かな？」

			　独特の雰囲気を纏(まと)うオーランドに、飲み込まれそうになる。

			　ティナは、それに飲み込まれないようにし、先ほど届いた手紙を渡した。

			「ダニエラが新種の病を発見したにゃ。今、それを食い止め中とのことにゃ。応援を要請してるのにゃ。助けてほしいのにゃ」

			　目を瞑(つぶ)り、オーランドは少し何かを考える。そして、目をゆっくり開けた。

			「ティナ様の頼みだ。私も重い腰をあげるとするかねぇ」

			「助かるにゃ。オーランド！」

			「こんな、老いぼれを頼るんだから、期待に応えないとね」

			　そう言いながら、目をギラギラとさせる。５００歳を超えた者とは思えない。

			　今回は、オーランドの持つスキルが必要なのだ。

			「ワイバーンはあるんだね？」

			「あるにゃ。大聖堂の屋上にいるにゃ」

			「じゃあ、ダニエラに仕える者を全員送ってあげるよ」

			「助かるにゃ♪」

			　ティナは、ぴょこんと耳を立て喜ぶ。

			「でも、それを使ったあとは、私が役立たずになる。だから、私は行かないけどね」

			「そうかにゃ……」

			「ダニエラなら大丈夫だよ。あの子は強いし、何よりティナ様のためでなければ動かないからね。今回も、私だったら普通に見逃すレベルだよ？　なのに、その場で指揮を執るということは、何か絡んでるんじゃないかな？」

			「……」

			　ティナは返す言葉がなかった。

			　オーランドは立ち上がると、ティナの前で跪き、彼女の手を取る。

			「ダニエラとは違った形だが、私もティナ様が大切なんだよ。だから、適度に頼ってくれたほうが嬉しいよ」

			「適度にでいいのかにゃ？」

			「毎回来られると、ダニエラに殺されるからね」

			「なるほどにゃ……」

			　ちょっと意地悪な顔をするティナ。

			　しかし、寂しそうな顔で見つめられていたことに気づき、ティナは首を傾げる。

			「じゃあ、準備しようか。呼べば全員集まるだろうし」

			「ダニエラの部隊にゃ。一声で集まるにゃ♪」

			　そして本当に一声かけたら、大聖堂の前には部隊兵が１００人集まっていた。

			　全員がエリートの集団。そして、敬愛するダニエラの剣でもある。

			「それじゃあ、サクッと始めようか。老いた体をあまり見せたくないからね」

			　オーランドの姿に皆ざわつく。

			　元帝国最強のパラディンと言われ、恐れられてきた男が目の前にいるのだ。

			　全盛期の力はないが、今でも冒険者ランクＡの認定を受けている。生きる伝説とまで言われている男だ。

			　オーランドは手を翳(かざ)し、魔法陣を展開させる。そして、１００人の部隊を馬鹿でかい正方形に収め、白色の禍々しいオーラで包み込んでいく。

			「固有スキル――『小さな箱庭(リトルガーデン)』」

			　そう言うと、一瞬でその場にいた１００人が圧縮され、手の平に乗る小さな箱になった。

			　その箱をティナに渡す。

			「ティナ様、あとは頼みますよ」

			「はいにゃ！」

			　ティナは素早い身のこなしで、ワイバーンにそれを預ける。ついでに、魔力を与えた。

			　ワイバーンは元気よく羽ばたき、ブルグへ向かっていった。

			「さあ、帰りましょうか。よからぬことを考えている者もいることですし」

			「にゃ？」

			　ティナは首を傾げる。オーランドの言っていることがわからないでいた。

			　オーランドはその間、威圧を放ち牽(けん)制(せい)していた。

			　まったく、臆することがないところを見ると、同じ十賢人の誰かだろうと推測する。

			「う～ん、今日は危ないから、オーランドおじちゃんと一緒に寝ようか」

			「そっちのほうが危ない気がするにゃ。だから嫌にゃ」

			「反抗期が来ちゃったか……。オーランドおじちゃん、ショック」

			　馬鹿なことを言いながら、戻っていくティナとオーランド。

			　２人がいなくなったあと、柱の陰から闇を被ったような者が現れる。

			「まったく……デタラメな威圧だな」

			　悪態をつきながら、１枚の紙を握りしめている。

			　ミュージクルでの作戦に失敗という報告書だ。ダニエラがいない間に、部屋を物色していたら、たまたま見つけたのだ。マリアンジュからの報告もあれからない。

			　やられてしまい現在修復に時間を使っているからと推測できる。でなければ、あいつは必ずこちらへと連絡をよこすはずだからだ。

			「クソが……あの出来損ないめ……。しかし、なぜ失敗したのかが気になる……。あのカオル・アシヤが絡んでいるのか……。何にしろ、私が後手に回らなければならないのが癪だな」

			　今回、刺客をどうにかダニエラの部隊にねじ込んで、ブルグへと向かわせた。そうでもしなければ、詳細がこちらへ入るまでに、時間がかかるからだ。溜め息混じりに、空中に手を翳(かざ)す。

			　すると、１枚の白紙が現れる。

			「もしも、生きているときのためだ……。あぶり出すのなら……こっちのほうが手っ取り早い」

			　そう言って、白紙に指を走らせる。するとそれは文字となって記されていく。

			　内容はこうだ。

			　カオル・アシヤは、エクリクスの名を使い、悪質な治療を繰り返している。この者はエクリクスにも治療師ギルドにも所属していないランクＥ以下の治療師。

			　適当な治療で、高額な治療費を払えと強要した。見つけた者には賞金あり。

			　捕まえた者にも賞金あり。上記ともに生きていなければならないとする。

			　その紙は、一瞬にして鳥の形になり分裂する。数十羽にまで膨れ上がって、すべてが飛び立っていく。

			「さぁ、行くがいい……。私を大いに楽しませてくれ」

			　そう言って、男はゆっくりと闇に沈んでいくのであった。

		

	
		
			第十三話　治療開始！

			　

			　ブルグに到着した薫(かおる)たちは、ワトラの到着を待っていた。

			　薫(かおる)とアリシアは、ブルグの町並みを見て、溜め息が漏れる。

			　花の都と呼ばれるだけあり、街の至るところに花や薬草が植えられているからだ。

			「カオル様、凄いですよ！　お花や薬草が一杯です♪」

			「ほんまやな。これは圧巻や」

			　のんびりと眺める２人のもとに、ランドグリフがダニエラを連れてくる。

			　ダニエラは、２人の姿を見て少し不安になってしまう。２人とも、ティナと同い年くらいにしか見えないからだ。

			　ダニエラに気づいた薫(かおる)とアリシアは挨拶をする。

			「どうも、カオル・ヘルゲンや」

			「アリシア・ヘルゲンです」

			　２人がそう挨拶するとダニエラの表情が一瞬変わる。だが、すぐにランドグリフが耳打ちをする。薫(かおる)違いということを伝えたのだ。

			　少し残念そうに頷き、改めて薫(かおる)とアリシアに挨拶をする。

			「十賢人のダニエラと申します。今回は、この病について何かしらの情報をお持ちと聞きましたが……」

			「ああ、それなんやけど、患者の様子を見せてもらってからでもええか？」

			「ええ、構いませんよ。ランドグリフ、案内してあげて」

			「はっ！」

			　そう言うと、ランドグリフは薫(かおる)を患者の下へと案内する。アリシアもそれに続こうとしたが、ダニエラがアリシアの顔をじっと見つめているのに気がつく。

			　なぜ、こんなに見られているのだろうとアリシアは首を傾げる。

			「え、えっと、私の顔に何かついていますか？」

			「ああ、ごめんなさいね。どこかで会ったような……そんな感じがしたものだから」

			「!?」

			　アリシアは、ダニエラの言葉に危機感を覚える。

			　エクリクスに行ったときに顔を見られていたのだ。ただし、そのときとは別人のように回復しているため、バレないはずだと思う。だが、それでもかなりドキドキものだ。アリシアは薫(かおる)のように嘘がつけないからだ。

			　だから、下手に会話をすると、嘘がバレてしまう。心を落ち着かせて、アリシアは慎重に言葉を選ぶ。

			「タニンノ、ソラニダトオモイマスヨ！」

			　声が裏返ってしまった。

			　アリシアは、今すぐ自分を叩きたくなった。せっかく薫(かおる)がうまく立ちまわっているのに、自身が思いっきり足を引っ張っているからだ。

			　嫌な汗を掻きながら、アリシアはバレるなと念じる。

			　そんなとき、ほんのり薄い青色のオーラが、アリシアの周りでほわんと弾ける。

			「……そうよね。こんなところに、いるわけないわよね」

			「ソ、ソウデスヨ～」

			「あと、そんなに緊張しなくてもいいわよ」

			「ア、ハイ」

			「可愛い顔が台無しです」

			　そう言って、ダニエラはアリシアの頬をつまみ、横に少し引っ張る。

			　ダニエラの顔がよく見える。女のアリシアでも綺麗と思うほどの美人さんだ。

			「綺麗です……。あ！　す、すいません」

			「うふふふ、ありがとう。少しは和らいだかしら？」

			「は、はい。ちょっとほぐれました」

			　そう言って、アリシアはピシっと背筋を伸ばす。

			　ダニエラは、そんなアリシアを見て笑う。アリシアは、なんとか切り抜けられたと、ほっとする。

			　はたから見れば、完全に疑われるような行動だったが、バレなくてラッキーと思う。ただ、薫(かおる)のあとを追うことはできないと思い、ちょっとしょんぼりするのであった。

			　

			　ランドグリフに案内されて、薫(かおる)は隔離されている患者の部屋へと来ていた。

			　感染する可能性があるため、ランドグリフは待合室で待たせてある。それに、今からすることを見られると、非常に面倒くさいからでもある。

			　薫(かおる)が中に入ると、人間族の女性治療師が懸命に体力回復魔法をかけ続けていた。患者は亜人族の男性。腹部を押さえて、苦しそうにしている。

			「え、えっと、あなたは？」

			「ああ、すまん。俺は治療師のカオルや。ちょっと患者の容体を見せてもらうで？」

			「は、はい」

			　どうするのだろうと、治療師は回復魔法をかけながら、薫(かおる)の行動を見つめる。

			　薫(かおる)は、患者に『診断』を使って、病名を表示させる。

			　やはり患者はパイン細菌に感染していた。

			「この病が発症したのはいつごろかわかるか？」

			「えっと……昨日、いや、一昨日だと思います」

			「そうか……」

			　薫(かおる)は患者の進行具合と照らし合わせながら、治療方法を考える。

			「よし、今から治療するから、一旦離れてもらえるやろうか？」

			「へ？　治療ってこの新種の病気は治るんですか？」

			　薫(かおる)の言っていることに驚く治療師。今は説明している暇がないので、薫(かおる)はさっさとすませる。

			　このくらいの症状なら問題ない。治療師のおかげで、脱水症状に陥(おちい)っていないのが大きい。

			　脱水症状が、二次感染や合併症を引き起こすトリガーになるからだ。

			　薫(かおる)は、患者の亜人に『医療魔法――点滴』で、薫(かおる)が調べあげて作った薬を投与する。終わるまでにかかる時間は、15分に設定した。無(む)詠(えい)唱(しよう)で発動したため、治療師は薫(かおる)がどのような魔法を使ったのかわからなかった。わかったのは、金色に光ったことくらいだ。

			「あんた、一体何したの？」

			「ちょっと魔法使っただけや」

			「そんなので治るの……」

			　治療師は疑った目で、薫(かおる)を見る。患者と一緒に隔離されており、自身も患者と同じ病を発病するかもしれないという恐怖が延々つきまとう。そのため精神的にまいっていた。

			　今回の病気は、人間には感染しない。よって、この治療師は、患者にどんなに咳をかけられようとも、同じスプーンで食事をしても罹(かか)らない。

			　しかし、そう言った知識がなければ、不安でしかないだろう。

			　だから、薫(かおる)は治療師から、その不安を取り除くことにした。

			「この病気は、俺が知っとる病気やから大丈夫や」

			「ほ、本当なの！　嘘じゃないよね？」

			「ああ、それにこれは人間には罹(かか)らへん。罹(かか)るんは亜人族だけや。やから、安心してええよ」

			　薫(かおる)がそう言うと、治療師は腰が抜けたようにその場に座り込む。そして、泣き出した。

			　精神的にまいっていたのと、安心からくる気の緩みで、涙が止まらない。

			　ランドグリフは何事かと思い、外の扉を叩く。

			　薫(かおる)は、一応治療はできたという報告をする。

			　それを聞き、ランドグリフは目を見開き驚く。

			　そんな馬鹿な！　っといった感じであったが、患者の容体を見ると、苦しんでいたのが嘘のように、呼吸が安定している。腹痛も点滴での薬の投与で、今は治まっている。

			　ランドグリフも治療師としての腕前は、ランクＢと評価されている。

			　なのに、今回の病にはまったくと言っていいほど無力だった。ダニエラもそうだ。

			　ランドグリフは、薫(かおる)の肩を掴む。

			「カオル、お前はどこでそのような知識を得たのだ！」

			　ランドグリフは、もの凄く貪欲な目で薫(かおる)を見る。

			　薫(かおる)は、無言でランドグリフを見返す。

			　喋(しやべ)らない薫(かおる)に、ランドグリフは苛(いら)立(だ)つが、薫(かおる)は後ろを指差すだけだった。

			「ランドグリフ、みっともないことはしてはなりません。あなたは、私の護衛隊副隊長なのですよ」

			　柔らかい話し方ではなく、少し刺のある口調でダニエラがランドグリフに語りかける。ランドグリフは申し訳なさそうに頭を下げ、跪く。

			　ダニエラの横にはアリシアもいた。患者の下へと案内される際、ダニエラに捕まっていたため、少し心配していたが、仲良くなったようだ。

			　意外とできる子？　などと思いながら、薫(かおる)はゆっくりとアリシアの下へ行く。

			　すると、アリシアが纏(まと)っていた青白い光のオーラが消えていた。それは、ピンクラビィから付与された『運超上昇(ハツピープレゼント)』がなくなっているということだ。ブルグで別れる前まであったはずだがと薫(かおる)は首を傾げる。ただ、アリシアは気づいてないようだから、言わないでおこうと思う。言うと、その場で後悔しながらショックを受けそうだからだ。

			「部下が失礼しました……」

			　そう言って、ダニエラが頭を下げる。薫(かおる)は気にしていないと言ったが、それでも頭を下げるダニエラ。

			　ランドグリフは、ダニエラに頭を下げさせてしまったことを悔む。

			　十賢人の１人。治療師の中で最高の地位を持つ者に、そのようなことをさせてしまったからだ。

			「まぁ、気になるとは思うけど、こっちも教えられないこともあるからな」

			「はい、わかっております。それは、治療師としての１つの武器ですからね。簡単に教われるものとは思っていません」

			　笑顔でそう言うダニエラ。

			　新たな治療方法を開発した者は、それの全権限を持つ。

			　リースのときがそうだ。迷宮熱の治療薬の開発で、爵位を得る形になった。

			　迷宮熱は、すべての街に共通する病。それも、毎年必ず流行する病気だからだ。また開発者は流通や卸価格なども設定できる。このような特権があるから、簡単には教えられないのだ。

			　そうしていると、ワトラを乗せたワイバーンが到着する。

			　薫(かおる)たちがワトラを迎えに行くと、彼女は怒りを露わにしていた。

			「酷いですよ！　僕が来る前に、治療を終わらせるなんて！」

			　うが～！　っといった感じで薫(かおる)の服を掴み、引っ張るワトラ。

			　保護者カールが欲しいと思う薫(かおる)。

			「すまんすまん。でも、患者が苦しんどるんやから、仕方ないやん」

			「そ、そうだけど……。見たかった……」

			　ワトラは、しゅんと耳を垂れさせる。

			　そのとき、１人の治療師がワトラを見て、嫌な顔をする。

			「なんでお前がいるんだよ！　ワトラ！」

			　ワトラは、ビクッとその声に反応する。

			「何もできないお前がここに来ても、足手まといだろ！　この無能治療師が」

			　治療師からの一言で、ワトラは萎(い)縮(しゆく)してしまう。足が震え、動(どう)悸(き)も激しくなる。そして、目尻に涙が溢れてくる。何も返せない。

			　この街で、ワトラの失敗を知らない者はいない。

			　なんで、ついて来てしまったのだろうと思う。こうなることくらい予想はできたのに。だが、薫(かおる)の治療方法を見てみたいという、欲求だけで動いてしまった。

			　この街では、ワトラへの風当たりは厳しい。

			「ワトラが、無能の治療師？」

			　薫(かおる)がそう治療師たちに聞き返す。少し意地の悪い表情でだ。

			「なんだ知らないのか？」

			　治療師はニヤニヤした表情で、ワトラが治療に失敗して、患者を死なせたことを話す。こんな奴を連れてきたお前の頭を疑うとまで言ってきた。エクリクスの治療師たちにも聞こえるように大きな声を出す。

			　それを聞いて、ポロポロと涙を流すワトラ。事実である以上、何も言い返せない。

			　そんなワトラをアリシアが支える。

			　薫(かおる)は苛(いら)立(だ)ちを隠すが、纏(まと)うオーラは明らかに変化していた。

			「ほう、それで？　お前だったら治せたのか？」

			「は、はぁ、当たり前だろ？　俺は、この街で３本の指に入る治療院の治療師だぞ？」

			「ハァ……」

			「な、なんだてめぇ！　喧(けん)嘩(か)売ってんのか！」

			「カ、カオル、もういいよ……」

			　ワトラは涙でくしゃくしゃになった表情で薫(かおる)を止める。だが、薫(かおる)は引き下がらない。

			「１つ聞いておこうか。酒を飲みすぎて倒れたときの対処法は？」

			「あん？　んなもん回復魔法をかけときゃ治るだろうが！　そんなの常識だろ。俺が治療してれば、あんなことにはならなかっただろうよ。たまたま、俺の手が空いてなくて、ワトラの治療院に回したのによぉ」

			　治療師は声を荒らげる。

			　薫(かおる)は笑みを浮かべて、言質は取ったぞとワトラを見る。

			　ワトラも気づいたようだ。治療に失敗した患者とカールが、まったく同じ症状だったことを。そして、そのメカニズムは薫(かおる)が教えている。

			「もしかしてやけど、ワトラをはめたんやないやろうな？」

			「はぁ？　い、言いがかりじゃないのか？　俺になんのメリットがあるんだよ！」

			「どうやろうなぁ……やけどその常識やったら、お前もその患者を死なせとるわ。いや……そうなるとわかっていたから、ワトラにやらせたんやないか？」

			「っ……」

			　薫(かおる)の声のトーンが一段下がる。そして、その治療師を睨(にら)みつける。すると治療師は異常なまでに動揺する。だが、真実は闇の中だ。今はそれをとやかく言うつもりもない。

			「じゃあ、ワトラはここに必要ないんやな？」

			「そ、そんなのがいたら、また大きな被害が出るからな。さっさと帰らせろ！」

			　薫(かおる)は更に悪魔のような笑みを浮かべる。

			「今回の病気の鍵握っとる人物やけど、ええんやな？」

			「「「「!?」」」」

			「へ？」

			　ダニエラたちもその言葉に驚く。

			　ワトラ自身も間抜けな声が出る。今回のキーマンとして、自分がここにいるとは思いもしなかった。目が点になり、パクパクと口を開きながら薫(かおる)を見る。

			「な、何を根拠に言っているんだ！」

			「この病気もそうやけど、ほとんどすべての病の薬を作る基礎を、ワトラは持っとるって言ったんや。俺は、その応用で薬を作ることができたって言ったら……どないする？」

			「そ、そんな馬鹿な……。ありえない！」

			　ワトラが治療師ギルドに持っていったあの論文だ。馬鹿にして、治療師ギルドは聞く耳すら持たなかった。エクリクスもそれを蹴っている。

			　しかし、薫(かおる)は薬を作り出す基礎を担うこの論文を、ここで摘み取りたくなかった。

			　これが世の中に出なければ、一生病を野放しにしてしまう。新たな可能性を、何もしないで潰すには惜しい。

			　それに、薫(かおる)がすべての病を１人でどうにかしたとしても、この世界からいなくなったあとは、誰が治療をして薬を開発するのかと思うのだ。

			　それなりの基盤がなければ、どうしようもない。だから、薫(かおる)はこういった行動に出た。リースのときもそうだが、環境がなければ育たない。

			「ダニエラさん、興味ないか？　今回の病気を治すための基盤を」

			　薫(かおる)は悪い表情で語りかける。もう先ほどの治療師は、何も言うことができなかった。ブルグの治療師風情が、エクリクスの十賢人に、意見などできはしないのである。

			　もし、そんなことをすれば、自身にどのような災難が降りかかるかわからない。

			「興味深いですね……。なぜ、私の耳に入らなかったのでしょうか？」

			　そう言って、ダニエラはブルグの治療師を見る。

			　ダニエラの部下である者が、何度もこのブルグに来ているはずだがといった感じだ。

			　その場に居合わせた治療師ギルドの者は、口を噤み俯(うつむ)く。

			　そんな中、薫(かおる)はトドメを刺すかのように口を開く。

			「まぁ、簡単に言えば、鼻で笑って聞かなかったんやろ。無能なのはどっちやろうなぁ」

			　薫(かおる)は冷たい目を治療師たちに浴びせる。

			　ビスタ島に治療師として来てくれたワトラに、これ以上、嫌な思いをしてほしくない。薫(かおる)は、もう少し先でこのような話をしようとしていたが、先ほどの治療師の言葉に腹が立ち、勢いでやった。後悔はこれっぽっちもしてない。

			　それに、ワトラは回復魔法を中級までは扱える。無能とは程遠いのだ。アリシアは、薫(かおる)のそんな行動に呆れてしまう。無茶はしないと言ったのに、どうして波風を立ててしまうのかと。

			　薫(かおる)の言葉に、言い返せないブルグの治療師たち。

			　そんな中、ワトラは慌てふためく。先ほどまでの状況が、逆転しているからだ。

			「よかったら、詳しく聞かせてくれないかしら？　ワトラさんでしたっけ？」

			「は、はい。よ、よろしく、お、お、お願いします！」

			　ワトラは、ダニエラからそう言われ、ガチガチに緊張してしまう。エクリクスの十賢人の１人から、直々にこのようなことを言われるというのは、一般の治療師として名誉と言われている。雲の上の存在、上級治療魔法をすべて扱える者だ。

			　才能と努力がなければ、到底辿り着けないレベルの人物。

			　ワトラは、獣耳をぴょこぴょこさせながら、ダニエラに説明する。

			　そんな様子をブルグの領主のシャルテが笑顔で見守る。

			　シャルテは仕事が片付き、広場に向かったところで、ワトラが治療師たちと揉めているところに出くわした。しかし、治療師との力関係上、強くも出られない。自身の不甲斐なさが嫌になる。

			　しかし、薫(かおる)のおかげでその状況は一変した。もう、治療師たちは、ワトラに何かイチャモンをつけることはできない。

			　シャルテは、薫(かおる)の下へ行く。

			「え、えっと、ありがとうございます！」

			　そう言ってぺこりと頭を下げるシャルテ。薫(かおる)は、このちっこいのは誰だろうと思う。

			　薫(かおる)の表情に、シャルテは改めて自己紹介をする。

			「あ！　申し遅れました。私は、このブルグの領主のシャルテと申します」

			「え？　ダルクさんと同じなんか？」

			　つい、その容姿で判断して、言葉に出てしまった。

			「あははは、よく言われますけど、一応これでも領主なんです」

			　えへへといった感じでシャルテは頭を掻く。

			「すまん。けど、礼を言われることなんてしてへんで？」

			「ワトラさんのことです」

			「ああ、そういうことか。構わへんよ。あんな陰湿なことが嫌いでつい頭にきてな」

			　そう、シャルテに伝える薫(かおる)。

			　その姿が目に入ったのか、ワトラはシャルテの下に走ってやってくる。説明は終わったのだろう。

			　シャルテに飛びつき、ギュッと抱きつくワトラ。

			「シャルテ様、僕の研究が実るかもしれないんだ！」

			「よかったですね。ワトラさん」

			　薫(かおる)は、この２人は仲がよいのだなと思いながら見つめる。

			　しかし、そんな２人を治療師ギルドの者と治療師たちは、歯がゆそうに睨(にら)むのだ。

			　ダニエラは、ワトラから聞いたことを噛み砕き、頭で処理していく。ワトラの言う理論は、真新しいものだった。いや、今までそのようなことを唱えた者もいたかもしれない。しかし、その都度なんらかの形で、潰されていたと考えるのが妥当だろう。

			　新しいものには、抵抗がある。

			　受け入れがたいものだってあるのだ。

			　今まで伝統的に調べていたことが、すべて無意味になりかねない。そんなことを考えてしまえば、この理論は異端として闇に葬られる。

			　ダニエラ自身も、この研究には新たな可能性があると思う。しかし、それを広げるのは難しい話だ。

			　今までの利権が邪魔をする。現在、既存でわかっている病の特効薬を研究している者たちに、いろんな街から出資してもらっているのだ。それが、すべてなくなる可能性が出てくる。

			　そんなことになれば、また争いが起きる。ましてや、ここ数年大きな成果が出ていないエクリクスは、大きな打撃を受けてしまうことだろう。

			　わからずじまいの病が、山のようにある。

			　ダニエラは、どうするかと考える。

			　整備するのが、途方もなく難しいのがよくわかるからだ。

			「今は、この病を解決してからですね。ティナに何かあってはいけないし」

			　ダニエラは、そう言って一旦考えるのを止める。

			　ダニエラも薫(かおる)たちのほうへと行き、今後の話をする。シャルテもいたため、場所を領主の屋敷に移す。

			　ダニエラのおかげもあり、話はスムーズに進んでいく。誰１人、ダニエラの決定に意見する者がいないからだ。途中、薫(かおる)がこうしたほうが円滑に動けると思うと意見を述べた。

			　そして、そのほとんどが採用される。ダニエラは、薫(かおる)の力量が何となくわかっているかに見えた。若(じやつ)干(かん)、薫(かおる)は表情が引きつる。

			　先ほどの治療師との口論の前に、一瞬魔力が揺らいだのを察知されていたみたいだ。

			　これ以上は、さすがに手の内は見せたくないので、適当にダニエラの言葉は流す。

			「じゃあ、カオルさんとアリシアさんが、まずファルグリッドに向かう。私とワトラさんがファルシスへ向かうでいいですね？」

			「ああ、それで構わへんよ」

			「あとから、ブルグの治療師を送ります。たぶんですが、エクリクスから応援が来るでしょうから、その者たちも、ファルグリッドとファルシスに分配します」

			「そしたら薬はワトラに預けるから、患者に投与してくれ。数は足りるやろから。まずは、進行を止めないと話にならへん」

			　薫(かおる)はそう言って、アイテムボックスに手を入れ漁る。

			『薬剤錬成』をし、麻の袋に薬を大量に精製する。アリシアのいる角度からそれが見え、吹き出しそうになる。材料のないところから、一瞬で袋一杯に薬ができていく。

			　そんなすべての理論を無視した錬成を、物を探す感覚で使う薫(かおる)。

			　そんな薫(かおる)の行動を怒らなければと、アリシアは思う。他の者が見たら完全にアウトだ。しかも、十賢人のダニエラもいるのだ。見つかれば何を言われるかわからない。

			　薫(かおる)はあったあったといった感じで、麻の袋を取り出す。

			「凄いですね……。こんなにたくさんの薬を……。まるで、このようなことが起こるのを予知していたかのようですね」

			　アリシアは嫌な汗をだらだらと掻く。薫(かおる)がなんと言い訳するのか、ヒヤヒヤものなのだ。

			　答えによっては、何を言われるかわからない。

			「予知と言うのは、ちょっと違うな。少しずつ作り置きしてたら、こんな数になっとったんや」

			「作り置きですか……。他にもあるんですか？」

			「そうやな。迷宮熱の薬や風邪症候群……。こっちやと冬(とう)呼(こ)吸(きゆう)咳(ぜき)の薬とか」

			　死に至る病の冬呼吸咳は、冬に流行する病。まだ、完全に効く薬ができていない。ほんの少し、効き目のあるものが出回っているくらいだ。

			　薫(かおる)は、これから流行するであろう病にも着手していた。

			　ダニエラはどんどん薫(かおる)に興味が湧いていく。今は、この病をどうにかしなければならないため、聞きたい気持ちをグッと抑える。

			　ダニエラは、薫(かおる)が出した薬の使い方を教えてもらう。

			「これは原液や。精霊水で割って使うことができる。やから、そんなに量がいらんのんや」

			「なるほど……。ですが、割ることによって、効果は変わらないのですか？」

			「元々の濃度を高く作っとるから、１００倍まで薄めても大丈夫や。精霊水１つに対して、１滴で使える」

			　それを聞いたダニエラは驚く。

			　ここまで効率のよい薬を作った者はいない。それもそのはず、薫(かおる)が効率と原材料を調べ上げた末に出来上がった新薬なのだから、当然といえば当然だ。

			　ダニエラは、自分の手元に薫(かおる)を置きたくなる。笑顔で勧誘をするが、それを薫(かおる)が軽くスルーする。

			　そんな光景に、治療師たちと治療師ギルドの者が嫉(しつ)妬(と)の眼差しを向けた。

			　面倒くさい空気になりかけたので、薫(かおる)は作戦のあとでと話を切る。

			　ダニエラは、残念とだけ口にしてから皆に作戦開始の声を上げる。薫(かおる)とアリシアが主体のグループとダニエラとワトラが主体のグループの２組。病に罹(かか)っている者に薬を投与したあと、体調の優れない者は一箇所に集めるように指示を出している。その者たちは、薫(かおる)が来るまで水分補給と体力回復魔法で保たせる。薬での治療にも限界があるからだ。そういった患者は薫(かおる)でなければ回復は難しいということを伝えている。

			　皆、準備をしてダニエラのワイバーン召喚を待つ。

			　ダニエラがワイバーンを５頭召喚する。薫(かおる)とアリシアは、ランドグリフと一緒に、ダニエラはワトラと一緒に乗り込む。その他の護衛部隊の者は、ブルグに１人残し、他は全員ワイバーンに乗り込む。

			　若(じやつ)干(かん)狭いが、そんなことを言っている場合ではない。

			「では、全力でいきますよ！」

			「「「「はっ！」」」」

			　ダニエラの掛け声に、ワイバーンは一斉に飛び立ち、ファルグリッドとファルシスへ向かうのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ファルグリッドの街は、地獄絵図になっていた。

			　冒険者たちが迷宮に入っていないため、魔物が街に湧いていた。至る所で、悲鳴が聞こえる。

			　魔物に殺られ、その死体を魔物が取り込んでいく。

			　病で弱った者たちには、魔物を撃退する力は残っていない。

			「キディッシュ様は、どうしてるんだ！」

			「クッソ！　こんなときに……。領主の仕事を放棄してんじゃね～ぞ！」

			　皆、キディッシュの屋敷の前に集まり、口々に不満を言う。今にも門を破り、中に雪崩れ込みそうな勢いだ。

			　屋敷の中では、皆青ざめていた。キディッシュが息を引き取ったからだ。もう、この街は崩壊すると思い、皆キディッシュの亡骸の前で膝を突き項垂れる。

			「どうする……。今からでも遅くない……逃げるか？」

			「やめておけ……。もう、手遅れだ」

			「ブ、ブルグに行けば、まだ立て直すことができるんじゃないか？」

			「お前にも、キディッシュと同じ症状が出ているだろ……。それに、外のあの状況では……」

			「まさか、こんなことになるとは……。いや、今までのツケが回ってきたんだろうな……」

			　もう、死を待つことしかできない。街には魔物がどんどん湧いている。動けているのは、人間族の治療師と薬剤師のみ。冒険者のほとんどが亜人族のため、壊滅状態だ。

			　この前の一件で、人間族の冒険者はブルグに移ってしまった。街は魔物に壊され、動けない者は喰われていく。治療師ギルドの者たちも、動ける者は迷宮に入ろうと試みるが、魔物に阻まれ入ることができない状況。

			　全員が死を覚悟したとき、上空に２頭のワイバーンが姿を現した。

			「なんと悲惨な……」

			　ランドグリフはそう言いながら、ワイバーンを１番広い場所に下ろす。

			　薫(かおる)はランドグリフに、魔物をどうにかするように指示を出す。

			「くっ……仕方がない。お前ら！　この街の魔物を我々で退治する！　私に続け！」

			「「はっ！」」

			　ランドグリフと護衛部隊２名に魔物の処理を任せ、薫(かおる)とアリシアは急いで患者の容体を確認するため、治療院を目指す。道には、おびただしい量の血が飛び散っている。

			　魔物との戦闘があったのだろう。手や足などが無残に転がっていた。

			　アリシアは口元を押さえ、吐き気を飲み込む。薫(かおる)はアリシアを気遣いながら、治療院へと走る。

			　到着すると、治療院の前には魔物の群れがいた。

			　ブラウニーウルフと頭部に角の生えた緑色の巨人だ。

			「こっちは急いどるんや。一瞬で終わらす」

			　そう言って、薫(かおる)は魔力を体に纏(まと)わす。過剰と思うレベルの魔力を使い、入り口に溜まっていた魔物を回し蹴りで薙ぎ払う。魔物たちは、玉突き事故を起こしたかのように吹っ飛んでいく。

			　そして、壁にぶち当たったあと、光の粒子へと変換された。

			「さすがカオル様、カッコイイです」

			　うっとりした表情で薫(かおる)を見るアリシアを小脇に抱えて、さっさと治療院の中に入ろうとする。しかし、ドアが開かない。

			「おい！　この扉開けてくれへんか？」

			「だ、誰だ？」

			「ブルグから来た治療師や」

			「ほ、本当か!?」

			　すると、慌ただしい音とともにドアが開く。どうやら、ドアの前にタンスや材木を置いて、魔物が入れないようにしていたようだ。薫(かおる)とアリシアは、急いで患者のいる部屋に案内される。中は、すし詰め状態になっていた。

			　たぶん、魔物が湧いたため、中に入れるだけ患者を受け入れたのだろう。

			　傷ついた者が何人もいた。アリシアに傷の回復を任せる。

			　薫(かおる)は全員に『診断』をかけて、どの程度進行しているかを確認する。この中にいる患者たちは、腎臓にまでは影響が出ていなかった。

			　薫(かおる)は一安心し、魔力を込めて、この建物一帯を囲うようにする。

			　全員を認識し、『医療魔法――点滴』で治療院にいる患者全員に薬を投与した。

			「ここの治療師で、人間族の奴おるか？」

			「は、はい」

			「患者全員に、水分補給と体力回復魔法を適度にかけてくれへんか？　それだけで、あとは問題なく回復する」

			「ほ、本当に助かるのか？」

			「ああ、大丈夫や。あと、この病気は亜人族にしか罹(かか)らへん病や」

			　薫(かおる)の言葉に、治療師は希望の光が差したかのような表情になる。それに、薫(かおる)が使った魔法によって、容体が回復したのだから、信じられると思うのだ。

			「やから、人間族で動ける者がいたら、手貸してもらえ」

			「わ、わかりました」

			　薫(かおる)はそう言うと、次の治療院へと向かう。アリシアも走りながらついてくる。

			「カオル様、だ、大丈夫でしょうか……」

			「今のところは、重症になる前に処置できとるから大丈夫や。できるんやったら、もっと早めに治療したかったけどな。そこが、ちょっと悔やまれるわ」

			「し、仕方ないですよ。カオル様のせいじゃないです。もしも、カオル様に何か言う人がいたら、私が……私が許しません！」

			　そう言って、アリシアは頰を膨らませる。

			「アリシアがそう言ってくれるだけで満足や。さて、ここからは時間との勝負や」

			「はい。ついていきます！」

			　薫(かおる)とアリシアは治療院を回り、凄まじいスピードで治療していった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ファルシスに着いたダニエラたち。

			　こちらも散々な状況となっていた。ワトラは、薫(かおる)から着いたら飲むように言われていた丸薬を飲む。

			　口の中で噛み潰し味わうと、苦さに顔が歪む。

			「くぅ～」

			　ワトラはそう言いながら、涙目で地面を殴る。

			　どこにこの気持ちを吐き出せばよいか、わからずの行動だった。

			　ダニエラは、そんなワトラに水筒を渡す。ワトラはペコペコと頭を下げながら、水筒に入った水をガブガブ飲む。落ち着いたワトラは、気持ちを切り替える。

			　こちらも同じように、護衛隊に魔物を任せる形を取る。

			「あまり、無理をしないように」

			「ありがたきお言葉……。では、行ってまいります！」

			　そう言って、親衛隊の者たちは魔物の駆除をし始める。

			　ダニエラとワトラは、目の前の治療院へと入る。中は異臭が漂っていた。

			「これは……」

			　ダニエラは顔を顰(しか)める。ワトラも一緒だ。

			　その場に倒れている者たちは、すでに虫の息だった。嘔吐物で床は汚れ、掃除する者がいないため、そのままの状態になっている。

			　ワトラの表情が歪む。しかし、ダニエラは、その者たちに近づく。

			　倒れている者を抱え、空いているベッドへ運んでいく。

			　そして、範囲上級回復魔法『体力大回復(サークル・エイルリザレクシヨン)』を唱える。一瞬にして患者全員が赤い魔力に包まれ、体力を回復させる。

			　ワトラは、その光景に目を奪われる。

			　上級回復魔法の範囲型。自身では、到底辿り着けない回復魔法に圧倒される。

			「さあ、ワトラさん、薬をお願いします」

			「は、はい」

			　ダニエラにそう言われ、急いでワトラは１人１人に薬を飲ませていく。

			　こちらは時間がかかる。ワトラの手作業になるからだ。ダニエラも薬を飲ませるのを手伝う。

			　現在、ファルシスの人間族で動ける者は、迷宮に潜らされていて治療院にはいない。

			　街にこれ以上魔物が湧けば、対応ができなくなるからだ。そんな状況で、手間がかかる薬の投与に、ダニエラたちは時間を食う。

			　ワトラは、薫(かおる)たちが早くこちらへ救援しに来てくれればと思うのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　魔物の湧きの早さに苛(いら)立(だ)つランドグリフ。

			　倒しても倒しても湧いてくるのだ。大剣を片手で振るい、魔物を薙ぎ倒していく。迷宮の入り口が目前というところで、大型の魔物が現れる。

			　ツノが生えた緑色の大きな巨人だ。それが入り口を遮(さえぎ)るように立つ。

			「なぜ、こんなところにギガントインプがいるんだ！」

			「どうしますか？　ランドグリフ副隊長」

			「３人がかりで、蹴散らすぞ！　時間がかかれば、それだけ被害が拡大する！」

			「わかりました！」

			　３人で一斉に飛びかかる。ランドグリフは大剣で腹を切り裂き、護衛隊の２人は遠距離から中級魔法で援護をする。

			「クソ……やはり硬いな……。内部まで切り込めなかった！　一旦、距離を取るから援護を頼む。倒せない敵ではない！」

			　そう言って、３人は態勢を立て直すために一旦距離を取る。

			　その瞬間だった。

			「お～い、下がっとけよ～」

			　そう大きな声が響く。

			　薫(かおる)が、一直線上にいたギガントインプを回し蹴りで蹴り飛ばし、ランドグリフたちが戦っているギガントインプにぶち当てる。そのまま２匹のギガントインプは、迷宮の入り口へ吸い込まれていく。

			　迷宮の奥で、ズドンと鈍い音がしたあと、奥のほうで光の粒子が見えた。

			　あんぐりとした表情で、ランドグリフたちは迷宮の入り口を見たあと、薫(かおる)のほうを見返す。

			　薫(かおる)はアリシアを小脇に抱え、そのまま次の患者がいるであろう場所に向かう最中だった。

			「う、嘘でしょ……。ランドグリフ副隊長……」

			「信じられない……。蹴り一撃で、ギガントインプを倒すなんて……」

			　ランドグリフは絶句した。冒険者ランクの高いランドグリフだが、ギガントインプを１人で狩ることはできない。いや、時間をかければできるだろうが、あんな簡単に蹴り倒すなど不可能に近かった。

			　ダニエラに気に入られ、そしてこの戦闘能力。薫(かおる)への嫉(しつ)妬(と)心が膨れ上がる。

			　しかし、今はそんなことを思っている場合ではない。スッと気持ちを切り替え、護衛部隊の１人を迷宮に入らせ、ランドグリフともう１人で街に湧いた魔物を狩る作業に戻る。

			　次の治療院へと走って向かう最中、薫(かおる)はアリシアに怒られていた。

			　小脇に抱えられるアリシアに、くどくどと先ほどの行動について厳しい指摘を受ける。

			「カオル様、本当に隠す気あるのですか？」

			「いや……ほら……あいつら手こずってたやん？　早よせんと、危ない奴らも出てくるやろうからつい……」

			「あんなド派手に吹っ飛ばしたら、絶対に目をつけられちゃいますよ！」

			「すまん……。言い返せんわ」

			　薫(かおる)は苦笑いで、プンプンと怒るアリシアを見る。

			「絶対に、次からはしないでくださいね」

			「もう手遅れかもしれんけどな……」

			「それでも、めっ！　です！」

			「わかった。次から気をつける。やから、勘弁してくれ……」

			　だんだんアリシアに頭が上がらなくなってきたなと、薫(かおる)は頭を掻く。

			　ファルグリッドが終われば、次はファルシスが残っている。

			　薫(かおる)は気を引き締め、最速で行動していくのであった。

		

	
		
			第十四話　治療完了！　そして……

			　

			「もうちょっと皆の法衣の丈が短いと、おじちゃんは嬉しいんだけどなぁ」

			　そう言って、オーランドは壁際にもたれ、カップを片手にラックスティーを飲む。

			「そうかにゃ？　今のままでも凄く動きやすいにゃ」

			　ティナは、オーランドの言葉の意味がわかっていない。自身の法衣の裾を持ち、ヒラヒラさせる。オーランドは、汚れた大人の話など聞かせるものではないと思う。

			「オーランドおじちゃん、疲れちゃったなぁ〜。今日はいっぱい頑張ったもんなぁ～」

			「ご、ごめんなさいにゃ。今日は、無理を言ってしまったにゃ……」

			　耳をしゅんとさせ、俯(うつむ)くティナに癒されるオーランド。まったくそんなこと思ってもいないのに、そう言って楽しんでいた。

			　鬼の居ぬ間になんとやらである。

			　ダニエラがいたら、「そのまま疲れ果てて、死んでください。むしろ、死ね」の一言で終わる。

			「ティナ様の生足を拝ませていただけるのなら、元気になりそうなのですがねぇ……」

			「ん？　あ、足なら別にいいにゃ？　でも……私の見ても楽しくないにゃ。よいっしょ」

			　そう言って、法衣をたくし上げようとするティナをオーランドは慌てて止める。

			「そのようなことしたら駄目です！　まったく……恥じらう表情を見ようと思ったのですが。まさか、普通に返すなんて思ってもみなかったよ。心臓に悪いですよ……。まったくけしからん……本当にけしからん」

			　ティナは「にゃ？」と言いながら、クエスチョンマークを頭の上に出し、首を傾げる。ダニエラに言われた注意点に、このことはなかったため、普通に返してしまった。

			　そして周りにいた神官たちは、ヒソヒソと話をしながらオーランドとティナを見る。

			　オーランドは本気で命の灯火が消えることを覚悟する。このことが確実にダニエラの耳に入りそうだからだ。

			「オーランド、ダニエラは最近疲れているにゃ。心配にゃ……」

			「ん～、私は最近、自室から出てないからねぇ。どんなふうなんだい？」

			「私がいるときは、そう言った表情を出さないにゃ。こっそり覗いたときとかに、頭を押さえて痛がっているように見えたにゃ」

			「頭痛ですか……。まぁ、あれだけ仕事してれば、頭痛もしますよ」

			　オーランドは、ティナを安心させるように笑いながら言う。

			　しかし、ティナはその言葉にムスッとする。

			「おや？　何か言いたげだね」

			「オーランドも少しは手伝ってほしいにゃ」

			「そう言われましても、もう私はこの歳です……。ごほ、ごほ」

			　オーランドはわざとらしく咳き込んで、チラリとティナを見る。

			　それは、より一層ティナの頬を膨らませることとなる。

			「わかりました。少しだけですよ……。あの子はプライド高いから、わからないレベルで支援してあげましょう。それで、よろしいですか？」

			　オーランドは、ティナの頭を撫でながら、大きな溜め息を吐く。

			　ティナはオーランドの言葉に、バンザーイと両手を挙げながら喜んだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　日が沈みかけ、オレンジ色が綺麗に空を染める。

			　薫(かおる)たちは大体の患者の治療を終え、民家に残っている者がいないか探していた。

			「うぅ……助けられませんでした……」

			「こればかりは仕方ないとしか言えへん。アリシア、あんまり落ち込まんで、前を向いてやれることをするんや」

			「はい……」

			　魔物の出没のせいで、軽症患者まで亡くなっていた。このことがアリシアの心を締め付ける。

			　全体の２割くらいの人たちが犠牲になっていた。

			　病気のほうも、感染源から近い順に亡くなっていく。早く感染して、発病すると亡くなるリスクが高くなる。ほとんどの人が、罹(かか)って２、３日の状態だった。

			　しかし、４日目以降の者は、ここに着いたときには亡くなっていたのだ。死因は、心不全か腎不全である。どちらとも手術が必要だ。

			　心不全なら、どの部分が悪いかによって手術が変わってくる。腎不全なら、移植手術をしなければならない。

			　特に腎不全は、手術したあとも人工透析が必要となる可能性もある。アリシアのケースで考えるなら、透析治療は要らないだろうが、実際やってみないとわからない。術後も食事管理をしっかりしなければならない。この世界の人が、そこまで管理できるかといえば、無理なことだろう。

			　できる限り、薫(かおる)は治していきたいが、現在エクリクスと一緒に行動しているため、そのケースに行く前に治したい。

			「あの……カオル様？」

			「ん？　どうしたんや」

			「えっと……私は、いつまで抱えられているのでしょうか？」

			　治療院をぐるぐると回っている最中に、アリシアは身体強化で魔力を消費し続けていた。この街が終われば、次はファルシスへ行かなければならない。少しでもアリシアの魔力を温存するために、薫(かおる)は小脇に抱えている。

			　アリシアは手足をぷら～んとしていた。

			「次の街もあるから、アリシアは体力を温存しとけってことや。移動はこのままで」

			「えっと、私は邪魔なのかなと思っていました……」

			　少し困った表情で、アリシアは頬を掻いている。そんなアリシアの頭をポンポンと撫でてから、笑顔で期待していると伝える。

			　そんなときだった。少し大きな屋敷の中で、ガシャンと物が割れる音が響いた。

			　薫(かおる)たちは音のした屋敷に入っていく。魔物が潜んでいるかもしれないためだ。思った以上に広い屋敷に、魔物がどこにいるのかわからなかったため、薫(かおる)は医療魔法をこの屋敷全体にかけるようにして、荒業でどこに何がいるかを把握する。

			　すると、屋敷の中で人の存在を感知した。薫(かおる)は有無を言わせず、その人物以外に強力な威圧をぶつける。そして、その者がいる１番奥の部屋へ向かった。

			　そこにはブラウニーウルフがいた。威圧によって、行動に制限がかかっているため、動きが遅い。

			　薫(かおる)はアリシアを下ろし、一瞬でブラウニーウルフの顔面を蹴り飛ばす。ブラウニーウルフは壁に叩きつけられ、光の粒子へと変換された。

			　そこは書斎のようだった。そして、部屋の隅で何かを守るように蹲(うずくま)っているメイドの女性がいた。

			「大丈夫か？」

			　薫(かおる)がそう言って近づく。その女性は、ゆっくりと顔を上げる。

			　目は真っ赤で、涙を流していた。

			「大丈夫やなさそうやな……。俺は、ブルグから来た治療師や。君の名前はなんて言うんや？」

			「あ……えっと」

			「ゆっくりでええよ」

			「シュリ……」

			　シュリは、そう言って俯(うつむ)く。

			　アリシアはシュリに近づき、衰弱した体に『体力中回復(エイルヒール)』をかける。

			「もう大丈夫ですよ。私たちは、この街の病を治しに来ました」

			「!?」

			　シュリは、アリシアの言葉に驚く。この街で急激に広がった謎の病を治す。そんなことが本当にできるのかと。

			「な、なんで……。なんで、もっと早く来てくれなかったんですか……！」

			「え……？」

			「そうすれば、インリケ様は死ななくてすんだのに！」

			「……」

			　アリシアは言葉が見つからなかった。

			　シュリも、こんなことを言っても意味がないのはわかっていた。むしろ、こんなに早く治療できるのは普通ならありえない。わかっているのに、そう言わなければ心が持たなかった。

			　アリシアはワンピースの裾を強く握る。

			　薫(かおる)は、そっとアリシアを自身のほうに引き寄せる。

			「すまんかった。こういう事態になっとることを聞いたんは、今日の夕方ごろや。大急ぎで来たが、間に合わんかった。本当にすまん」

			「なんで謝るのよ！　ただの八つ当たりだって、わかってるくせに！　謝られたら……私は、この気持ちをどこにぶつければいいのよ……」

			「全部、吐き出せばええよ……」

			　薫(かおる)はそう言って、シュリを見る。すると、シュリが大事に抱えているものが目に入る。

			　それを見た薫(かおる)は、頭を抱えてしまう。

			「ピンクラビィが、なんでこんなところにおんねん……」

			「こ、これは……インリケ様が、１週間くらい前に……」

			　アリシアもピンクラビィがパイン細菌を運んできてしまったということを理解した。

			「この病は、ビスタ島に生息する草花が持っとる。ピンクラビィがそれを食べることによって、感染するんや……」

			「……」

			「ピンクラビィには生死に関わることはない。そのまま放っておいても、自然に治って病気自体も消滅する。やけど、感染したままの状態のときに、噛み付かれたり、なんらかの形で亜人族の体内に入ると、この惨状を引き起こすんや」

			「それじゃあ……インリケ様はこの子を捕まえたときに病に罹(かか)った……」

			　そう言ってシュリは、ピンクラビィに目を落とす。焦点が定まってない。何かに当たらなければ精神が崩壊する。何かのせいにしなければ、今の自分を保てない。

			　その瞬間、ピンクラビィを支える手に力が入る。

			「おかしいと思わへんか？　なんでシュリさん……あんたが感染源の１番近くにおるのに、動けるくらい元気なんや？」

			「!?」

			「普通なら、とっくの昔にこの世にはおらへんよ」

			　シュリは、薫(かおる)の言葉に手の力が緩む。

			「ピンクラビィの加護です。そうですよね、カオル様」

			　薫(かおる)はアリシアの言葉に頷く。そして、そっとシュリに『診断』をかける。

			　

			　病名：パイン細菌

			　状態：『運超上昇(ハツピープレゼント)』状態、体内時間延命状態

			　

			　このように出た。

			「死なせてください……。インリケ様がいない世界で、私は……何をすればいいのかわかりません……」

			「それが……答えか？」

			「それに……私は汚れています。悪いことにも……たくさん手を出しました。生きる資格のない者です……」

			　そう言って、力なく壁にもたれる。シュリの目からは、光が消えかけていた。そんなシュリの態度に、アリシアは１歩前に出て、平手で彼女の頬を打つ。

			　パンッと乾いた音が、部屋の中に響きわたる。

			　アリシアが、そのような行動を取るとは思わず、薫(かおる)は少し驚く。

			「ふざけないでください！　死にたいってなんですか！　そんな簡単に、そのような言葉を口に出さないでください！」

			　シュリを睨(にら)みつけるアリシア。

			「あなたに……何がわかるの？　どん底まで落ちて、生きる意味さえ失った私の気持ちがわかってたまるもんですか！　あなたは、治療師でしょ！　恵まれた環境で生きてきて、何不自由なくのらりくらり生きてきたんでしょ！」

			「シュリさんの苦労はわかりませんよ……。私は、シュリさんではありませんから。私は生まれつきの病で、長く生きられないはずでした。エクリクスで、大神官様から治療を受けても治りませんでした。でも……でも、死にたいなんて１度だって考えたことはありませんでした！」

			「え……？」

			　シュリは、アリシアの言葉に少し驚く。

			　アリシアの言葉はなんともいえない重みがあった。

			　眠って、明日が来るかわからない恐怖。そんな、不安とずっと戦ってきたとでもいうのか。

			　シュリもインリケが死んでから、次は自分があんなふうに死ぬと思うと、夜も眠れなかった。

			「今の姿を見ても、ピンとこないかもしれませんよね……」

			　アリシアは寂しそうな表情を浮かべる。

			　病気のころは、毎日治ったら何をしようと思って生きてきたこと。薫(かおる)から、病気を治してもらったこと。アリシアは、必死で何かをシュリに伝えようとしていた。

			　薄っぺらい上っ面だけの言葉では、絶対に届かない。それは、アリシアが１番わかっている。

			　本当に助けてくれる人の言葉には、気持ちがこもっていると思うのである。

			　薫(かおる)のときがそうだ。絶対に治すという気持ちが、ヒシヒシと伝わってきた。アリシアは、それを信じてすべてを薫(かおる)に託した。そのような気持ちを乗せ、シュリの言葉を否定する。

			　絶対に死なせたくない。生きて欲しい。死にたいなんて、悲しいことを言ってほしくないのだ。

			　喋(しやべ)っている最中、アリシアの目から勝手に涙がこぼれる。

			「生きるためには、資格がいるのですか？　そのようなものがいるのなら、私がそれを壊します。そのような資格なんてないです！　悪いことをしたのなら、償えばいいです！　自分を許せるくらい、全力でやればいいんです。だから、そのようなこと……簡単に……言わないでください」

			　そう言うとアリシアは、その場で崩れる。

			　薫(かおる)は、アリシアをそっと支える。

			「こんなに真っ直ぐに言われて、何か響かへんか？」

			　シュリは俯(うつむ)いて、小さな声で言葉を発する。

			「何なのでしょうね……。少し、気持ちの整理が必要かもしれません」

			　その言葉を聞いた薫(かおる)は、アリシアに笑顔を向ける。

			「なら、アリシアはよう頑張ったっちゅうことやな」

			「うっ……ぐすん……」

			「そうそう、落ち着いたら、この街を離れて少し視野を広く持ったらええんやないか？」

			「ええ……そうしてみます」

			「それから、人生１度きりや。何度失敗してもええから。悔いの残らん選択をしたら、ええんやないか」

			　薫(かおる)は、そう言って『医療魔法――点滴』でシュリを治療する。

			　シュリには治療院へ行って、定期的に体力回復魔法をかけてもらうように伝える。

			　アリシアも何度も同じことを言う。

			　シュリはピンクラビィを抱え、優しい笑顔で頷くのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ファルシスでは日が沈み、闇が街を支配しようとしていた。

			　治療できているのは、まだ街全体の２割もいない状況だ。

			　道中に魔物がいるため、かなり時間を取られていた。

			「ワトラさん、気をつけてください。夜は、シルバーウルフの能力が上がります」

			「シ、シルバーウルフって、40階層の魔物ですよね？　僕じゃあ足止めもできませんよ」

			「ですから、私の後ろへ。さっきと同様、絶対に離れないでください」

			「は、はい」

			　ワトラはそう言って、ぴったりダニエラに引っ付く。ワトラのレベルでは、一撃もらうと致命傷になりかねない。

			　ダニエラは長剣を片手に持ち、ワトラに攻撃がいかないように、周りを警戒しながら立ち回る。

			　今回は運が悪い。３体同時での遭(そう)遇(ぐう)だ。

			　今までが、運よかったといったほうがいい。最高でも２匹、うち１匹がギガントインプだったりした。動きの遅いギガントインプを後回しにして、シルバーウルフを先に倒していく。動きも速いため、後ろを取られることがあるからだ。それに、足手纏(まと)いのワトラつきだ。

			　いつも通りの動きをすると、ワトラが危険になる。薬はワトラが所持している。死んでしまうと、アイテムボックスを開くことすらできない。そのことを考えると、迂(う)闊(かつ)な行動ができない。一瞬の判断が命取りになる状況だ。

			　そして時間が経つにつれ、状況は悪化していくのである。

			　だんだん、魔物が増えていく。シルバーウルフとギガントインプが、わらわらと集まりだす。ダニエラは舌打ちをし、少しでも減らすため、魔力を長剣に込めて高速で薙ぎ払う。

			　真空波のような斬撃が飛び、シルバーウルフを切り刻む。10匹くらいが細切れとなり光の粒子へと変わっていく。だが、踏み込みが甘く、いつもの切れ味が出ない。

			　斬撃は、ギガントインプに当たった瞬間、弾かれてしまった。

			「くっ……」

			　表情が険しくなるダニエラ。

			　魔力を温存したいが、そんなことを思っている場合ではなくなってきていた。

			　ダニエラは真っ赤なオーラを纏(まと)い、全身を燃やすかのような禍々しいものとなる。

			「固有スキル――『火(か)龍(りゆう)円(えん)舞(ぶ)』」

			　するとダニエラの体に、ふた回りほどのオーラが纏(まと)わりつき、火龍を思わせる形に変わる。

			　ダニエラの頬や額に、赤い模様が浮かび上がる。ハーフアップにしていた髪はほどけ、オーラによって靡(なび)く。ダニエラが手を前に翳(かざ)すと、火龍がシルバーウルフとギガントインプを掴み握り潰していく。

			　圧倒的な力で、増えていた魔物の大半を一掃していくのだ。

			「す、凄い！　これなら……え？」

			　ワトラがそう言葉にしたとき、ダニエラは膝をついて纏(まと)っていたオーラが強制的に解除される。

			　ダニエラは頭を押さえていた。

			「こんなときに……またですか……」

			　苦虫を噛み潰したような表情になるダニエラ。シルバーウルフたちは今がチャンスと感じたのか、総攻撃をかける。

			　ワトラは咄嗟にダニエラの前に出て、身を挺して守る。しかし、そのようなことをしても、意味のないことくらいわかっている。ほんの数秒の時間稼ぎになればいいくらいだ。

			　飛びかかってくるシルバーウルフが、ワトラの目にはスローモーションに映る。大きく口を開け、獲物を喰らう表情が、嫌というほど見てとれる。

			　ワトラは、今まで生きてきた思い出が、走馬灯のように流れる。全身が震え、涙が零れた。

			　恐怖という感情がワトラを完全に支配していく。

			「母さん……もうすぐ……会えそうだよ……」

			　そう言って、ワトラは目を瞑(つぶ)った。

			「それは却下や。悪いがな……」

			　ワトラはその声に驚く。

			　目を見開き前を見ると、襲いかかってきたシルバーウルフは、光の粒子に変換され、ワトラたちの周りを漂っていた。

			　何が起こったのかわからず、惚けた顔で辺りを見る。

			「よく頑張ってくれたな。ここからは、俺の仕事や」

			　見覚えのある顔が白衣を靡(なび)かせ、ワトラを見ていた。

			　ワトラは薫(かおる)を見ると、安心してしまったのか、スッとその場に座り込む。

			「ちょっと時間が押しとるんや……。さっさと片付けるか」

			　薫(かおる)の放つ異常な魔力に、ぴくりとも動けずにいる魔物たち。絶対的強者の放つそれは、死を意味していた。逃げようにも体が動かず、どうすることもできない。ただ、死を待つのみとなった魔物たちはその場で怯(おび)える。

			　薫(かおる)は一瞬で間合いを詰めて、ギガントインプを蹴り飛ばし、シルバーウルフを巻き込みながら、凄まじいスピードで倒していく。

			　ものの数秒で、集まった魔物の群れを一掃してしまった。

			「あわわわ、ま、また、やっちゃっています。カオル様……仲間のピンチのときは、ほんとに見境がなさすぎですよ……」

			「あいつは……人間なのか……？」

			　ワイバーンに乗るランドグリフとアリシア。

			　ワトラが危ないと思った瞬間、薫(かおる)はかなり高いところを飛行していたワイバーンから飛び降りたのだ。

			　アリシアとランドグリフは、目が飛び出るかのような驚きの形相で、落ちていく薫(かおる)の姿を目で追うことしかできなかった。

			　魔物の群れがいるため、近くに着陸はできない。アリシアは、ランドグリフの先ほどの言葉を流す。その質問には、アリシアも答えられない。同じ人間であっても、異常なまでの能力を保有しているからだ。

			　それに、アリシアも一緒だ。やろうと思えば、シルバーウルフたちを一瞬で倒せる力を持っている。

			　アリシアは、薫(かおる)のような行動は取らないでおこうと思う。絶対に失敗する自信があるからだ。

			　ランドグリフは降りられる場所を見つけ、ワイバーンを下ろす。

			　地上に降りた瞬間、アリシアは飛び降りて、大急ぎで薫(かおる)の下へと向かった。

			「さて……。２人とも怪我はないか？」

			「僕は、大丈夫。でも、ダニエラさんが……」

			「私も大丈夫よ。ちょっと魔力を消耗しすぎただけ……」

			　そう言って、ダニエラは作り笑顔で笑う。薫(かおる)はダニエラに近づいた。何かと思いダニエラは薫(かおる)を見る。薫(かおる)はダニエラの額に手を当て、そして自身の魔力を分け与える。

			　ダニエラの魔力が一気に全回復する。

			「なっ！　魔力が戻った……!?　相当な魔力保有量なのに……」

			「とりあえず、まだまだ働いてもらわなアカンからな。ランドグリフも来とるし、そっちに人員回すわ」

			「え？　ファルグリッドは？」

			「もう終わらせてきた。あとはファルシスだけや」

			　ダニエラは、きょとんとする。ありえないし、考えられない。街１つ分の患者を治療するのに、ものの２時間もかかっていないのだ。それに、魔力を分け与えて、ピンピンしていること自体もおかしい。しかし、今はそんなことを聞いている場合ではない。

			　まだ、２割しか街の患者を治療できていないのだ。ダニエラは、薫(かおる)に現状を教える。

			　すると、薫(かおる)は顎(あご)に手を当て、１番効率のよい方法を模(も)索(さく)する。

			「ダニエラさんとワトラとランドグリフは、そのまま西の治療院から回っていってほしいんやけどええか？」

			「今まで通りでよいのですか？」

			「ああ、俺とアリシアで、東から回る」

			「しかし、それで間に合うのですか？」

			「大丈夫や。そっちは１人１人、丁寧にやってくれればええよ」

			　アリシアは、薫(かおる)の言葉に嫌な予感がする。広範囲で治療するため、見られたくない者を離したに違いないと思うのだ。しかし、そうしなければ手遅れになる者が出てくるかもしれない。

			　今回は仕方ないので、お咎めなしとした。

			　薫(かおる)からの提案に、ダニエラはすぐに承(しよう)諾(だく)する。そして、すぐに西側のほうへと急いだ。

			「さて……」

			「また、よからぬことを考えていますよね……。カオル様」

			　そう言って、ジト目でアリシアは薫(かおる)を見つめる。アリシアは、薫(かおる)の行動がよくわかってきたようだ。アリシアも「仕方ないですねぇ」といった感じで薫(かおる)の隣に立ち、寄り添う。

			「少しだけ、大目に見てくれると助かるんやけど……」

			「非常事態ですから、よしとしましょう♪」

			　少し上から目線で発言するアリシアを、薫(かおる)は笑顔で見つめる。

			　そして、そんなアリシアを「よいしょ」と言いながら、小脇に抱える。

			「ふぇ？　またですか!?　私は、カオル様の横を歩きたいです！」

			　じたばたするアリシアだが、若(じやつ)干(かん)嬉しそうなのはなぜだろう。今はいいかと思いながら、薫(かおる)は、東の治療院から順に回る。

			　薫(かおる)が広範囲の医療魔法を使い、アリシアが広範囲の体力回復魔法を使う。そうすることによって、一瞬で患者を治療していく。

			　その都度、薫(かおる)は『診断』を使い、他に危ない病に罹(かか)っていないかを調べる。凄まじいスピードで、治療院の患者を見て回る。

			　そして、薫(かおる)たちはファルシスで最も大きい建物へと足を踏み入れる。

			　中に入ると、10人ほど倒れていた。体には、鋭利な物で切り裂かれたような跡がある。

			　薫(かおる)はすぐにその者たちの下へ行き、生死を確認するが、皆亡くなっていた。シルバーウルフかとも考えたが、それだとおかしい点が多々ある。

			　人に襲いかかったシルバーウルフは人を喰らう。部分的に残ることはあるが、ここまで綺麗に残ることはまずない。街中で見た襲われた住民のほとんどは食べられていた。

			　だとすると、人がこのような行為をしたと考えるのが妥当だろう。

			　薫(かおる)は辺りを警戒する。魔力を張り巡らし医療魔法を使って、人を感知できるか試す。

			　すると１番奥の間に、２人の反応があった。

			　薫(かおる)はゆっくりとその奥へと向かい、ドアを開ける。するとそこには、白と黒のまだら模様のコートを着て床に座り込む者と、その男に回復魔法をかける女がいた。

			　１人は亜人族で、目つきが鋭く薫(かおる)を睨(にら)み付けている。贅沢に宝石がちりばめられたリングやネックレスをつけていた。

			　アリシアはその目付きに怯(おび)え、薫(かおる)の背後に隠れる。

			「お前は、誰だ？」

			「ブルグから来た治療師や。あんたが、この街の領主か？」

			　薫(かおる)がそう言うと、その亜人はニタァーっと笑い、立ち上がろうとする。

			　横にいる治療師は人間だった。

			　ただ、なぜかその者は首輪をはめられていた。話をしているのに、まったく反応がない。

			　首輪から鎖が垂れ、その鎖は亜人が持っていた。

			「ああ、そうだ。俺は、この街の領主のヴォルド様だ」

			「そうか、なら話は早い。もう、ほとんどこの街の病は治療した」

			「おお、素晴らしいな……。あとは、俺で最後とでも言いたそうだな」

			「実際、そうなるな」

			　薫(かおる)はそう言って、ヴォルドに近付く。

			　そして、確認のため『診断』をかける。やはり、パイン細菌だった。

			　しかし、『体内進行速度微低下』という状態異常が付いていた。

			　これは、薫(かおる)がミュージクルでヴィヴィアンに渡したものとよく似ている。だが、効果が低い。

			　おそらく劣化品だろうと推測する。

			　ただ進行を遅らせられるだけで、治るということはない。時間が経過するごとに、病魔は体を蝕んでいく。

			　そして、最終的には死を迎えることになる。

			「おい、治療師！　さっさと俺も治せ。たくよぉ……こいつも使えねぇ奴でよぉ……。まぁ、壊れている状態でも、回復魔法は使えるみたいだから使ってやってるんだ」

			　そう言って、ヴォルドは若い治療師を蹴り飛ばした。

			　その瞬間、薫(かおる)の纏(まと)うオーラがグニャリと揺らぐ。

			　アリシアは、蹴り飛ばされた治療師の女性を受け止める。

			「酷い……。あなたを治療していたのではないのですか！」

			「あん？　治療していた？　ちょっと違うな。その女を強制的に操り、俺のコマにしていたにすぎねーんだよ。街の連中もうるせーから、こいつに始末させたんだ」

			「ひ、人をなんだと思っているのですか！　領主がそんなことをしてはならないはずです！」

			「ここでは、俺がルールなんだよ。お前も俺の道具にしてやろうか？　あん？　意外と可愛い顔してるじゃねーか」

			　そう言って、ヴォルドが何かしらのスキルを使おうとした瞬間。

			　ヴォルドは凍りついた。今までにない感覚。野生の本能が、今すぐにでも逃げなければいけないと警(けい)鐘(しよう)を鳴らすのだ。

			　アリシアにもピリピリとその感覚が伝わる。薫(かおる)の威圧が溢れているのだ。

			　ヴォルドは完全に薫(かおる)の逆鱗に触れてしまった。

			「もういっぺん言ってみろや。糞犬……」

			「お、おい！　待てよ。冗談じゃねーか」

			　そう言ってヴォルドは焦り、後退りする。

			　そして焦ったせいもあり、ヴォルドは最悪の選択をする。

			　先ほどの治療師の女性が、いきなりアリシアに掴みかかったのだ。

			　だが、一瞬でその治療師は崩れ落ちる。薫(かおる)が、その治療師の意識を威圧で刈ったからだ。

			「お前のその手品は、もうとっくに種がわかっとるわ。お前より魔力の劣る者を洗脳できるんやろ」

			「!?」

			「なんでわかったって顔やな……。さぁ、どうしてやろうなぁ……」

			　薫(かおる)はそう言って、ヴォルドに近づく。

			　ヴォルドは尻もちをつき、ガタガタと震える。自身の固有スキルを暴かれ、そしてその弱点さえも知られてしまっていた。今まで、失敗したことはなかった。それが、こんな治療師なんかに、バレるなんてと思うのである。

			　薫(かおる)は、治療師の女性がおかしいということは、わかっていた。

			　なので、ヴォルドが何らかのスキルを使うであろうときに『解(かい)析(せき)』をかけたのだ。

			　その結果がこれだ。

			　かけた者のすべてを暴く、この『解(かい)析(せき)』スキルがあれば、簡単なことだ。

			「死にたいんか？」

			「ち、違う……すまなかった。俺が悪かった。死にたくない。た、助けてくれ……」

			　必死で命乞いをするヴォルド。

			「そ、そうだ。お前にも、うまい話があるんだ。近いうちに、この地域全域を俺とキディッシュで統一する予定なんだ。そのときに、お前にも領土をわけてやるよ。そ、そうだ。ビスタ島っていうところを、お前の領土としてやる。だ、だから助けてくれ……」

			　必死でヴォルドは取り繕おうとする。

			　しかし、またしても薫(かおる)の逆鱗に触れる。

			「そ、それでも足りないんだったら……そうだ。女なら誰でも洗脳して、お前の奴(ど)隷(れい)にしてやる。金だっていくらでも払う、だから……」

			「もう喋(しやべ)んなや……。聞いてるだけで、胸糞悪いにもほどがあるわ」

			「ひっ……」

			　薫(かおる)の目を見た瞬間、ヴォルドはそれ以上言葉が出なくなった。

			「ビスタ島は、今俺が世話になっとるところや。お前、そこに手出すんなら、相応の覚悟で来いや。あとな、キディッシュならもうとっくに死んどる」

			「!?」

			　薫(かおる)の発言にヴォルドは驚く。キディッシュの死を、初めて知ったからだ。

			　ヴォルドは、キディッシュの話に乗っただけで、自身のスキルだけでは統一は困難だった。すべてが崩れていく音がする。

			　そして、まだ何か言いそうだったため、薫(かおる)はヴォルドの意識を威圧で刈り取る。

			「はぁ……どうしてこんなクズが多いんやろうな」

			「カ、カオル様、その……その方も治療するのですか？」

			「そのまま、置いとくわけにもいかんやろ。それに、どうせなら罰をきっちり受けてもらわへんと、腹の虫が収まらへん」

			　そう言って、薫(かおる)はアリシアを引き寄せる。自身の気持ちを落ち着かせるため抱きしめる。

			　アリシアは落ち着くどころか、真っ赤になりながら心拍数が急上昇していく。

			「よし、落ち着いた。こいつは、ダニエラさんのところへ連れてって、処分してもらうかな」

			「わ、私は、落ち着けませんよぉ～！」

			　薫(かおる)はカラカラと笑いながら、アリシアの頭を撫でる。

			　嬉しいのに、ちょっとムスっとするアリシア。２人はヴォルドと治療師の女性を治療して、ヴォルドの足を持ち、引きずりながらダニエラたちの下へ連れていく。

			　ダニエラたちと合流したときには、ヴォルドの高そうなコートはぼろぼろになり、見るも無残な姿になっていた。

			「え、えっと……カオルさん、この方は？」

			　少し顔が引きつるダニエラ。

			「ああ、ちょっと悪さしそうな奴やったんで、捕まえてきてん」

			　薫(かおる)は、ヴォルドとの会話の内容をダニエラに話した。

			　すると、ダニエラも厳しい顔つきになる。

			「そうですね……。この街は、まったくの無法地帯だったということですね」

			「やから、こいつをどうにかしてほしいんや。でないと、他の街にも害がありそうやからな」

			「わかりました。この方の処分は、帝国にやっていただきましょう。管理ができていないのは帝国ですし」

			　そう言って、ダニエラは自身のできることをする。患者は、治療院もしくは、大きな屋敷に集められ、治療しやすい状況を作っていた。

			　薫(かおる)が、できる人だなと思っていると、ワトラがやってきた。

			「カオルさん！　聞いて、聞いて！　ダニエラ様が、僕の研究に出資してくれると言ってくれました」

			　凄く嬉しそうなワトラ。

			　薫(かおる)は、ダニエラの考えがなんとなくわかった。ダニエラ自身が出資するということは、他のところからの出資は見込めないということ。

			　いろいろな反発があるのは、よくわかる。だから、今回の薬の精製方法をワトラに渡すつもりだ。

			　しかし、十賢人のダニエラに認められた研究というのであれば、後盾はでかいと思う。

			　だが、それだけではまだ足りなさそうな気がした。この研究をよいと思わない者が必ず出てくる。ダニエラだけでは、ちょっと弱い気がするのだ。

			　だから、薫(かおる)はもう少し考える。そして、１番いい方法を模(も)索(さく)していく。

			　

			　辺りは真っ暗になり、ランドグリフも疲れきっていた。ダニエラたちと、宿屋に入っていく。

			「やっと、これで一段落やな」

			「一時はどうなることかと思いました。あなたたちのおかげです。本当にありがとうございました」

			　そう言って、ダニエラは頭を下げる。薫(かおる)は「よしてくれ」と言って、それをやめさせる。

			　そんな薫(かおる)をランドグリフは睨(にら)む。敬愛するダニエラに、そのようなことを言ってもらえることなど、ほとんどないからだ。

			「そういえば、敵を一掃したあの赤いオーラはなんや？」

			「知りたいですか？」

			「いや、何となくやけど龍っぽかったからなぁ」

			「うふふ、私が火龍の末(まつ)裔(えい)だからですよ」

			　薫(かおる)は、ほうと声を漏らし、納得する。犬や猫の種族がいるなら、龍の種族がいてもおかしくない。

			　そう思っていたら、ワトラが驚き、声を上げる。

			「ダ、ダニエラ様は、火龍の末裔だったんですか!?　かなりの希少種と言われていますよ？」

			「え？　そうなんか？」

			「そうなのですか？」

			　薫(かおる)とアリシアは、クエスチョンマークを出しつつ首を傾げる。そんな２人に、ワトラは興奮しながら言う。

			「凄いも何も、龍族はほとんど姿を現さないんですよ！　もの凄く警戒心が強いとか。だ、だからダニエラ様は、ワイバーンと契約を結ぶことができたのですね！」

			　目をキラキラさせて言うワトラ。薫(かおる)は笑いながら、それを見る。ワトラの表情で、どれほどのことかがよくわかる。

			「そんな大した種族じゃないですよ？　ただ臆病なだけですから」

			「え？」

			　ダニエラの言葉にショックを受けるワトラ。真実というものは、案外大したことではないことが多い。噂に尾ひれや背びれがつき、伝説になったりもするのだ。

			　その後は、夕食をとり、皆ゆっくりとしていた。

			「カオルさん、私は、あなたにいろいろ聞きたいことがあります」

			「まぁ、そうなるわな……」

			　薫(かおる)は溜め息を吐きながら、ダニエラを見る。魔力量が桁違いということが完全にバレている。

			　助けたときと、魔力を分け与えたときにやらかしたのが原因である。

			　アリシアは温かいミルクをちびちびと飲みながら薫(かおる)を見る。

			「企業秘密で……っていうことで」

			「お前はなめているのか！　ダニエラ様が聞いておられるのだぞ！」

			　薫(かおる)の言葉に、ランドグリフが声を荒らげる。

			　短気だなと思ったが、人のことは言えないので薫(かおる)は何も言わないでいた。

			「ランドグリフ、少し黙りなさい。私だからといって、すべてを喋(しやべ)らないといけないということはないのですから」

			「し、しかし……」

			　ダニエラに言われ、ランドグリフはこれ以上強く言えなくなる。

			　だが、薫(かおる)という人物が気になって仕方がないダニエラ。なんとかして、手に入れたいというのも事実。

			　目がマジなので、薫(かおる)もなんとなくわかるのである。

			　ダニエラについていくことはまずない。しかし、いい関係を保てるならいいなとは思う。ワトラのこともちゃんと考えてくれる。

			　エクリクスの者の中では、できる人だとは思うのだ。

			「喋(しやべ)ると、あんたらに目をつけられそうやからな……」

			「あら、私は、もう目をつけていますよ」

			　アリシアは、うわぁーっと思いながら、ダニエラから目を逸らす。

			　笑顔で答えるダニエラに、薫(かおる)も苦笑いになる。

			「どんな手を使ってでも、手に入れたくなってしまいます。あなたのような人材はね」

			「ほう、実際問題どんな手を使うんや？　ことによっては……俺も本気で潰すぞ」

			　薫(かおる)の豹変に少し驚くダニエラ。この時点で、ダニエラに勝ち目はないことを悟る。ランドグリフも薫(かおる)の豹変に唾を飲み込む。異常なまでに圧迫される空間。もの凄く息苦しいのである。

			　威圧を放っていないが、何かがそう感じさせる。

			「うふふ、冗談よ。何かしたら、ほんとにエクリクスもろとも潰されかねませんし」

			　冗談めかしく言うが、薫(かおる)ならやりかねないと思うダニエラ。戦闘力もある。あれが本気とは思えないのだ。

			　アリシアは、これ以上悪い方向に進むな、と心の中で祈りながら、コップを傾ける。もうすぐミルクはなくなりそうだ。

			「それでは、今日はこのくらいでお開きにしましょう。皆さん疲れていると思うので」

			　ダニエラは、そう言って立ち上がろうとした瞬間、激しい頭痛にさいなまれる。

			　なんとか机を掴み、体勢を整えようとするが、手が痺れて思うように力が入らない。声を出そうとするが、呂(ろ)律(れつ)が回らないのだ。

			　いつもの目眩や頭痛とは違うことがわかったが、対処しきれない。

			　そのままドサッと床に倒れる。

			　そして、ダニエラは意識を失うのであった。
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			第十五話　ダニエラの治療

			　

			　ダニエラが倒れ、ランドグリフは青ざめる。ワトラは何がどうなったかわからず、その場に座り込んでいた。

			　すぐにランドグリフはダニエラの側に寄り、名前を呼ぶ。

			「ダ、ダニエラ様、しっかりしてください！」

			　しかし、ダニエラはまったく反応しない。

			　薫(かおる)は嫌な予感がした。すぐに頭を回転させ、病気をピックアップする。

			　そして、病気の予兆がなかったか記憶をたどる。その中で、頭が痛いと言っていたことを薫(かおる)は思い出す。そんな小さな予兆でも、気に留めておけばもっと早く治療できた。

			　今、そのようなことを思っても、あとの祭りだが。

			　最悪の場合、薫(かおる)は『異空間手術室』を使うことになる。ここまで、使わずにすんでいたが、最後の最後でこれなのだ。

			　それも、１番見られたくないエクリクスの治療師の前で、それを使わなくてはならないかもしれない。

			「ランドグリフ、ちょっと離れてくれ」

			「な、何をする気だ！　ダニエラ様には、指１本触ることは許さん！」

			「そのままやと、死ぬ危険性がある言うとんねん。やから、そこをどけって言ってんねん」

			　ランドグリフは、薫(かおる)の言葉にたじろぐ。

			　だが、納得のできる説明もなく、退くことはできない。

			　薫(かおる)は、１分１秒が惜しかった。

			　ダニエラの初期症状から導き出した病名は脳(のう)梗(こう)塞(そく)。脳の血管が詰まり、早期の処置をしなければ後遺症が残る。早く検査をし、病名の確定と初期症状なら投薬をしなければならないが、ランドグリフがそれを制止する。

			「ランドグリフさん、カオル様を信じてください……。お願いです。カオル様がこう言うときは、説明してる暇がないほどの重病のときです！」

			「……」

			「そういうことや。俺は、その病気を知っとるし、治すこともできる。それでも止めるんなら、もう俺は手を出さん……」

			　薫(かおる)はそう言って、ランドグリフの返答を待つ。

			　ランドグリフは選択を迫られる。自身の回復魔法では、どう足掻いても、治せないことくらいわかっている。このような症状に出くわしたことがほとんどない。貧血で倒れた者はいたが、それとはまったく違う症状なのだ。下手をすれば、ランドグリフ自身がダニエラを殺してしまう。ランドグリフは、自身の無力さを嘆きながら口を開く。

			「わかった……。お前に任せる……。だが、本当に治せるのか？」

			　薫(かおる)はゆっくりと頷いた。

			　ランドグリフは、この街の新種の病すら治した薫(かおる)の実力を信じるしかなかった。

			　薫(かおる)は、すぐに行動に移す。

			　アリシアにダニエラの気道を確保してもらい、『診断』をかける。

			　結果は薫(かおる)の思った通り、脳梗塞だった。

			　脳梗塞は、脳の血管内に血栓という塊(かたまり)ができ、通常通るはずの血液を遮(しや)断(だん)し、脳に酸素や栄養素を送れなくする。そして、その状態が長く続くと脳に深刻なダメージを与えてしまう病だ。

			　後遺症は、ダメージを負った部分で変わってくる。言語障害、半身麻(ま)痺(ひ)など、普通に私生活を送れなくなる危険性が出てくる。早期治療で、脳にダメージを与えないようにしなければならない。脳のダメージは、ほとんど回復しない。

			　１つでも失うと、一生障害と一緒に生活しなければならない。

			　薫(かおる)は、ダニエラの脳がどうなっているかを調べるため、『医療魔法――ＣＴ』をかける。

			　ステータス画面に画像が表示される。

			　そして、薫(かおる)はただちに『医療魔法――点滴・アルテプラーゼ（rt-PA）』をダニエラに投与する。

			　アルテプラーゼ（rt-PA）は、血栓を溶かす薬だ。これは、血栓溶解治療と呼ばれる。脳梗塞になって、４時間半以内の患者に使用すると、最も効果的な治療と言われる。

			　薫(かおる)は、まずそれを試す。そして、『解(かい)析(せき)』を使い、薬の効果があるかを見る。

			「駄目か……。うまく溶解されへん」

			　薫(かおる)はそう言いながら唇を噛む。アリシアは、不安そうに薫(かおる)を見る。

			　そして、薫(かおる)は少し考えランドグリフに言う。

			「ランドグリフさん、今からすることは他言無用にできるか？」

			「ことによっては、報告させてもらう」

			「じゃあ、１回目の治療のあとは、俺はもう面倒見んけどええか？　あとの処置せえへんと、また命に関わるんやけど」

			「なっ!?　お、お前、脅すつもりか！」

			　薫(かおる)の言葉にランドグリフは焦る。

			「脅し？　そんなことせえへんよ。お願いしとるんや……。今からすることだけ、見なかったことにな」

			「カ、カオル様……そ、それは脅しですよ！」

			　気道を確保しながら、アリシアは薫(かおる)にツッコミを入れる。ダニエラの治療をするに当たって、『異空間手術室』のことを、完全に口封じするつもりなのだ。裏切れば、ダニエラは死ぬぞといった感じでだ。

			「わ、わかった。だが、絶対に治すんだぞ！　失敗は許さん！　もしものときは、お前の命で払ってもらうぞ！」

			　苦虫を噛み潰したような表情で、ランドグリフは叫ぶ。

			　薫(かおる)は交渉成立といった感じで、立ち上がる。

			　そして、ダニエラの治療に必要な設備を思い浮かべ、右手を正面に翳(かざ)す。

			「固有スキル――『異空間手術室』」

			　金色のオーラが発生すると、空間がねじ曲がり、稲妻がほとばしる。バキバキと異質な音を立て、薫(かおる)の目の前に手術室が現れた。

			　ランドグリフとワトラは口を開け、あんぐりとしていた。あまりにも膨(ぼう)大(だい)な魔力の塊(かたまり)に声が出ない。

			　異質な扉が、ひとりでに開く。

			「アリシア、ちょっと手伝ってくれ」

			「は、はい！」

			　薫(かおる)は手術室の中からストレッチャーを出して、ダニエラを乗せる。

			　そのまま、薫(かおる)はダニエラを手術室に運ぶ。アリシアも薫(かおる)についていく。手伝ってくれと言われたが、まだ医学をほとんど理解していない。自分をこの中に入れて、どうするのだろうと思う。

			　２人が中に入ると、手術室の扉はゆっくりと閉まる。

			　ランドグリフは、扉が閉まるまで動くことさえできなかった。慌てて扉に向かい、開けようとするが、ビクともしない。無駄に体力を消耗するだけだった。

			「な、なんなんだこれは……。傷１つ付かない扉など存在するのか……」

			「カ、カオルさんって何者なんだよ……。僕の思っている斜め上もいいところだ」

			　ワトラは扉を見ながら、そうつぶやいた。

			　そんなワトラに、ランドグリフは肩を掴んで問いただす。

			「あの男は、何者なんだ！　知ってることを教えてくれ！」

			「ぼ、僕も知らないよ。つい先日、会ったばかりだし。でも……知識は僕なんかより、遥かに持っていることは事実だよ……。まったく知らない魔法を使ったりしてたしって……い、痛いよ……。ランドグリフさん……」

			　力一杯肩を掴まれていたため、ワトラは涙目になりながら訴える。

			「す、すまない」

			　そう言って、ランドグリフはワトラを離す。手術室に入れない以上、ここで待つしかない。

			　ランドグリフは、忙しなく扉の前を右往左往するのであった。

			　

			　手術室の中は明るく、アリシアは懐かしく思う。

			　自分の手術もここでした。少し内装と機材が違うが、雰囲気は同じだ。

			「アリシア、ダニエラさんを手術衣に着替えさせてくれ。俺は準備をするから」

			「わ、わかりました！」

			　アリシアは、テキパキとダニエラを着替えさせる。

			　薫(かおる)が手術用の服に着替えて出てきたときには、ダニエラの着替えは終わっていた。

			「ほんじゃあ、アリシアも手術用の服に着替えてくれ」

			「え？　私もここにいていいのですか？」

			「勉強やと思って、よう見とけよ。全部、アリシアに仕込むからな」

			　薫(かおる)の言葉に、アリシアは唾を飲み込む。医学という薫(かおる)の技術が、目の前で観られるのだ。

			　薫(かおる)の指示で、アリシアも手をブラシで綺麗に洗い、消毒する。そして、手術用のゴム手袋をはめる。

			　アリシアが戻ってくると、薫(かおる)がダニエラに手術の準備をしている最中だった。

			　まず、『医療魔法――心電図・ベクトル１』『医療魔法――血圧計・ベクトル１』をかける。

			　そして『医療魔法――酸素マスク・ベクトル１』を薫(かおる)は使う。

			「これから、麻酔をかけていく」

			「ますい……あの眠くなるやつですね」

			「そうや、体を切ったりしても、痛みを感じんようにする薬や」

			　アリシアは頷きながら薫(かおる)を見つめる。

			　薫(かおる)は口を動かしつつ、流れるように進めていく。

			「『医療魔法――局部麻酔・ベクトル１』」

			　手の平をダニエラの足の付け根に当て、麻酔をかける。

			　薫(かおる)は『解(かい)析(せき)』をかけ、麻酔の効きを見る。薫(かおる)の目の前にはいろいろな情報が表示されている。それを事細かに確認していく。たった１つの異変でも察知できるようにだ。

			　そして、準備が整ったところで、薫(かおる)は消毒液を塗り、足の付け根にある大腿動脈に専用の針を刺す。

			　アリシアは、針が体に入っていくのを見て、表情をしかめる。初めて見るのだから、仕方ないかと薫(かおる)は思う。

			　針を大腿動脈に差し込んだら、その中にガイドワイヤー（細く柔らかい針金）を入れる。ガイドワイヤーに沿うように挿入シース（菅）を血管内に入れて穴を広げ、三方活栓をはめた。

			　この状態で、カテーテルを入れる準備ができる。

			　アリシアは、その様をジッと見つめる。必死に『記憶の図書館(メモリアル・ライブラリ)』を使いながらだ。

			　サラの劣化版で、見たものを記憶はできないが、知識として記憶できるのかを試す。

			　薫(かおる)は、その都度アリシアに説明していく。

			　今回の手術は、血管内手術だ。

			　血管の中に、直径２ミリメートルの針金を通し、現在ダニエラの脳の血管を塞き止めている血栓を回収して、血液を正常通り流す手術だ。

			　お腹を開いて行う手術と違い、血があまり出ない。そして、患者の負担も少ないのだ。

			　アリシアから見たら、簡単な手術のように見えるが、血管というものは脆(もろ)い。カテーテルで、血管内を傷つけてしまうと、大変なことになる。

			　熟練の技術がいるということは、アリシアには今のところ理解はできていない。しかし、薫(かおる)の手(て)捌(さば)きには、見(み)惚(と)れてしまっていた。正確で、そして速いのだ。

			　薫(かおる)は、カテーテル（トレボプロビューレトリーバー）という器具を挿入する。

			　三方活栓から『医療魔法――造影剤・ベクトル１』を入れ、『医療魔法――Ｘ線透視・ベクトル１』を使い、ステータス画面に透視画像を拡大したものを映した。血管の形や走行を確認しながら、カテーテルを血栓の手前まで走らせる。

			「こ、これが、けっかん？　ですか？」

			「ああ、心臓のポンプで全身に血液を送り出してんねん」

			　アリシアは、薫(かおる)のＸ線透視の映像を見て驚く。心臓の鼓動によって血流が見えるのだ。そして、カテーテルの影もである。

			　薫(かおる)は血流に乗せ、カテーテルをどんどん進める。

			　アリシアは、細長い針金が薫(かおる)の手によって生き物のように、変幻自在に血管の中を走るのを見て驚く。あんなに細い物を、正確に脳の最深部の血栓の場所まで移動させるのは、不可能と思ってしまうからだ。もしも、アリシアがした場合、血管を傷付け、患者を死に至らしめることが容(よう)易(い)に理解できる。

			　そして今回の病気は、速さが命と言っていた。ここに来て、薫(かおる)の技術の凄さがよくわかったのだ。地味な作業に見えるが、繊細で正確な高い技術を持つ薫(かおる)だからこそできる。

			　そして、血栓の手前に到着すると、マイクロカテーテルをカテーテルから出す。

			　直径０・５ミリメートルのカテーテルだ。

			「あ、これですね！　血液がほとんど流れていません！」

			「ここが、血栓で詰まっとるんや」

			　アリシアは、画面に表示される詰まった血管を見て言う。

			　薫(かおる)はマイクロカテーテルを伸ばしていく。そして、そのまま血栓を貫通させる。

			　マイクロカテーテルを操作し、筒状のカテーテルを網状に展開する。

			　形状記憶されているカテーテルは、網状の筒に展開されながら血栓を切り刻み、血管の壁まで綺麗に広がる。

			　網目の面積を広めに取ってある。そのため、血栓を確実に絡め取ることができるのだ。薫(かおる)は、ゆっくりと血栓を絡めて、カテーテルに収納していく。

			「す、凄いです。塊(かたまり)がどんどん筒に入っていきます！」

			　アリシアは驚きながらＸ線透視下映像を見る。Ｘ線透視下で、血流が綺麗に回復した。

			　薫(かおる)は、これで少し様子見かなと思う。別の場所に血栓の欠片が流れて、詰まってないかを『解(かい)析(せき)』を使って調べる。結果は、異常なし。

			　それがわかると、カテーテルを回収し、血管から抜き取る。

			　そして、手術後の処置を終える。

			　薫(かおる)は、ダニエラの頭部に『解(かい)析(せき)』をかけ、後遺症が残らないかをチェックする。

			　脳の一部に血流が行かなくなれば、脳にダメージを与える。時間がかかればかかるほど、後遺症が出る危険性が高まる。

			　結果は、リハビリさえすれば戻ると出た。

			　体力も消費しているだろうから、薫(かおる)はダニエラに『回復魔法――体力全回復(アポロンの光)』と『回復魔法――体力定期回復(アポロンの加護)』を無(む)詠(えい)唱(しよう)で使い、終了する。

			　一安心したその瞬間、薫(かおる)は足元がふらつく。神経を擦り減らすような集中力を解いたせいもあり、一気に魔力欠乏症の波が押し寄せる。

			「カオル様！」

			　アリシアは薫(かおる)を支える。間一髪、ぶっ倒れずにすんだ。

			「どうにか、これで一山越えたわ……」

			「お疲れ様です。あとは、任せてください！　カオル様は、私が守ります。それに、ダニエラさんはもう何ともないのですよね？」

			「ああ、最初は少し体に麻(ま)痺(ひ)が残るが、アリシアもしたリハビリで、数日後には元通りや。しかし、アリシアも頼もしくなったなぁ。そしたら、ちょっと休憩するわ」

			　薫(かおる)は意識の飛びそうな感覚をなんとか踏ん張り、ダニエラを手術室から外へ出す。

			　手術室から出ると、ランドグリフは飛びかかるようにして、ダニエラの様子を見る。

			　ダニエラは規則正しい呼吸を繰り返し、眠っていた。

			「な、治ったのか？　ダニエラ様は、無事なんだろうな？」

			「ああ、バッチリ治ったで。もう大丈夫や」

			「カオルさん！　凄すぎだよ！」

			　薫(かおる)のその言葉を聞き、ランドグリフはわんわん泣く。

			　ワトラは、どうやって治したのかを考える。本当は今すぐにでも聞きたいが、薫(かおる)の消耗っぷりにそれどころではないとすぐにわかった。

			　薫(かおる)は魔力欠乏症になり、自身で踏ん張っているのも辛い状態だ。

			『異空間手術室』から出て少しすると、空間はバキバキと異質な音を立て、何もなくなった。

			　そして、アリシアに支えられながら、薫(かおる)は空いている大きなソファに寝かされる。

			　せっせと大きなブランケットをかけるアリシア。

			「ああ、マジでしんどい……」

			　なぜか、横にアリシアがモゾモゾと入ってきて添い寝しているが、今は考えるのも面倒なので、薫(かおる)は眠りにつこうとする。

			　すると、薫(かおる)の手を握ったアリシアは、薫(かおる)に魔力を供給し始める。

			　ほんのりと暖かく、心地よい気持ちになる。薫(かおる)は、そのまま眠りに落ちていく。

			　途中、ランドグリフとワトラがこちらに来たが、２人の姿に空気を読んだのか退散する。

			　アリシアは薫(かおる)と同じく魔力がなくなって、眠りに落ちるのであった。

			　

			　朝を迎える。

			　いつもは賑(にぎ)わいのあるファルシスも、静かすぎて気味が悪く見える。

			　そんな中、ダニエラは目を覚ます。

			　ダニエラは自身の右手に少し、痺れがある感覚がした。ゆっくりと体を起こし、周りを見る。そこには、疲れきった者たちが眠っていた。

			　ダニエラは昨日の記憶がかなり曖昧だった。薫(かおる)たちと会話をしたあと、倒れたのは覚えているが、気がつくと朝になっていたといった感じだ。

			　痺れる右手を閉じたり開いたりする。私生活には、支障はないかと思うが、不安もよぎる。

			　ふと、目線を下げると、ランドグリフが床に突っ伏し、眠っていた。起こして、何があったかを聞きたかったが、昨日のあの惨事を切り抜けたのだから、もう少し寝かせておくかと思う。

			　ベッドから降りようとして、足をつくと何か違和感がある。

			　右側半身が、少し痺れる感覚がする。原因がわからない。今まで通りに行動しづらい。何かわからない恐怖がダニエラに襲いかかる。この痺れが元に戻らないのではないかと、精神的な不安が積み上がっていく。

			　ダニエラは、その場でぺたんと座り込んでしまった。

			　そんなダニエラの前に立つ者がいた。

			「ダニエラさん、大丈夫ですか？」

			「アリシアさん、その……ちょっと体が……」

			　ダニエラの声が震える。そして、体までもが震え始める。

			「大丈夫ですよ。カオル様が治療しましたから、ちゃんとリハビリをすれば、元通りになるそうですよ」

			「!?」

			　アリシアの言葉にダニエラは驚く。ダニエラの体の中で、何が起こっているかがわかっているような口調なのだ。ダニエラは、アリシアに聞きたいことが山ほどあったが、まずはベッドに戻ることを優先させた。

			　ベッドの上に横になるダニエラに、アリシアは手からリハビリを始める。

			　ダニエラの肌は綺麗で、仄かにいい匂いがした。アリシアは、ダニエラの手をゆっくりとほぐしていく。

			「聞きたいことが、山ほどあるといった感じですね」

			　ダニエラは、アリシアの言葉に頷く。

			　アリシアは苦笑いしながら、１個ずつ話す。倒れたとき、ダニエラがどのような病気の症状を起こしていたか。そして、薫(かおる)が治療したこと。

			　治療に関して、詳しくは説明しない。そういうことは、薫(かおる)がすべて説明するだろうから、アリシアは省(はぶ)いた。

			　ダニエラは、アリシアから聞いた内容に驚く。

			　脳内の血管が詰まることによって起こる病など聞いたことがない。

			　むしろ、調べようがないことだ。今までも、そのような症状で亡くなっている者がいる可能性もある。

			「まぁ、信じられないと思います。実際に見てみないと、私でさえ疑ってしまいそうですから」

			「ア、アリシアさんは、その光景を見たのですか！」

			　アリシアは悩んだ末、口を開いた。

			「詳しくは、カオル様から聞いたほうがよいかと思います。そこら辺は専門分野と言っていましたから」

			　アリシアの言葉にダニエラは承(しよう)諾(だく)して、これ以上アリシアに聞くことはなかった。

			　アリシアがリハビリを続けていると、ランドグリフが目を覚ます。

			「ダ、ダニエラ様！　だ、大丈夫ですか？」

			「ええ、少し体に痺れがありますけど、大丈夫ですよ」

			「!?　し、痺れですか？」

			　ランドグリフはソファで眠っている薫(かおる)を見る。治療は成功したと言っていたのに、麻(ま)痺(ひ)症状が出ている。嘘を言ったと思い、薫(かおる)を問いただそうとするが、それをアリシアはすぐ止める。

			「ランドグリフさん、ちゃんと話を聞いてください！　この痺れは、数日後にはなくなります。きちんと処置すればですけど」

			「そ、そうなのか？」

			　ランドグリフやダニエラは、術後のリハビリを知らない。

			　１度治療すれば、もうしなくてもよいという考え方が、普通になっているこの世界。

			　理解に苦しみそうだなと思うアリシア。

			　一応、アリシアは説明してみる。２人は、なるほどといった感じで頷く。意外とあっさり理解してくれて、ちょっと拍子抜けなアリシア。アリシアは、どうして？　なぜ？　といった疑問がたくさん出て、理解するまで結構かかった。

			　エクリクスの治療師は、柔軟性もあるのかなと思う。

			「そう言えば、どのようにして私を治療したのですか？」

			　ダニエラはランドグリフに尋ねた。先ほど、アリシアに聞いたが、聞き出せなかったからだ。ランドグリフならば、その場で何らかの魔法でも見ているはずだ。

			　アリシアは心臓をバクバクさせながら、横目でランドグリフを見つめる。

			　約束を守らなければ、この先の治療はしないと薫(かおる)に言われている。アリシアの目線に気がついているのか、ランドグリフは素知らぬ顔でダニエラに言う。

			「すみません、ダニエラ様。よく見えませんでした……。私も慌てていたので……申し訳ございません……」

			　ダニエラはランドグリフの言葉を聞き、笑顔で「そうですか」と言って話を切る。

			　アリシアはホッと胸を撫で下ろす。ここで、ランドグリフがダニエラに喋(しやべ)ってしまった場合、薫(かおる)と一緒に逃げなければならない。しかも、薫(かおる)は現在眠っている。

			　今回は、前回のようにでたらめな魔力消費をしていない。だから、起こせばなんとか起きられると思うが、戦えるような体調ではないと思う。

			「薫(かおる)さんは、起きませんね……」

			　ダニエラはそう言って、アリシアを見る。

			　ビクリと反応するアリシアは「疲れているのでしょう」と言い、ダニエラのリハビリをする。

			　非常にわかりやすい反応をするアリシア。当の本人は、バレていないと思っている。

			　ダニエラは、敢えてそれには触れずに会話を続けるのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　10時を過ぎたころ、町中が少し騒がしくなってくる。

			「お、俺ら、助かったんだ～！」

			「俺……昨日、天使を見ちまった……。赤髪の天使様だよ！」

			「え？　お前もかよ！　実は俺もだ」

			　そのようなことを口にする者が多かった。町の住民は疲労しているものの至って元気。病と魔物の襲来で、死を意識した中から生還を果たしたことを喜び合っていた。

			　そんな中、動ける治療師が、皆に体力回復魔法で処置を行っていく。今のファルシスでは、亜人族がほとんどを占めているため本調子の者がいない。

			　ランドグリフも治療師に混ざり、回復魔法をかけていた。ワトラもそうだ。

			　アリシアは、ダニエラと薫(かおる)のところで待機と、ランドグリフからの指示を受けている。

			「カオル様……起きないのです……」

			「ここまで疲弊して眠りにつくってことは、相当な魔力を使ったのですね」

			　ダニエラの言葉にヒヤヒヤするアリシア。

			　そんなときだった。

			　薫(かおる)が目を覚ます。

			「カオル様ぁ～！」

			　目を開けた薫(かおる)に飛びつくアリシアは少し涙ぐんでいた。

			「ああ、アリシア、おはよ」

			「もう、10時過ぎていますよ」

			「そうか……」

			　薫(かおる)は相変わらずの気だるさに嫌気が差す。

			「ダニエラさん、調子はどうや？」

			「元気ですが、手足の痺れがほんの少しありますね。今まで、アリシアさんに、りはびり？　というものを教わっていました」

			「そうか、まぁ、一時的なものやから心配せんでええよ。それ続けとったら、まったく問題ないからな。最初は不安やと思うけど」

			　そう言って、薫(かおる)は笑う。アリシアはダニエラにどこまで教えたかを薫(かおる)に伝える。

			　薫(かおる)は頷き、アリシアの頭を撫でる。嬉しそうに喉を鳴らしながら、薫(かおる)にべったりなアリシア。

			　そんな姿を見て、ダニエラはティナを思い出す。

			「一応、診察だけしとこうか。他にもなんか病気あったらあかんしな」

			　薫(かおる)はそう言って、撫でていた手をのける。

			　ちょっと寂しそうな顔で薫(かおる)を見るアリシアだったが、すぐに気合いを入れキリッとした表情になる。

			「別に、何かの病気になっているとかはないわよ？」

			「現在進行形っていうやつや。これから罹(かか)りかねない病気とかもあんねん」

			　薫(かおる)にそう言われ、ダニエラは従う。薫(かおる)は手を翳(かざ)し、『診断』『解(かい)析(せき)』をダニエラに無(む)詠(えい)唱(しよう)でかける。そして、予防できる病気を調べる。特に、死に至る病には罹(かか)ってないようだ。

			　しかし、今回の脳梗塞のこともあり、『解(かい)析(せき)』でそうなった原因を少し深く調べる。

			　すると、一つの答えが出てきた。

			「ダニエラさんのスキルか魔法で、かなり大きい魔力使うやつってあるか？」

			「ええ、ありますよ？　それが何か？」

			「それ、少し改良とかできへんか？」

			「え、えっと、よくわからないのだけれども……」

			　薫(かおる)は、ダニエラに今回の脳梗塞の原因を教える。

			　普通は、食生活など脂肪分の多い食事や高齢といったことで発症しやすい。血液の流れが悪くなり、詰まって血管に微量ずつ蓄積するからだ。

			　ダニエラは、まだ若い。それに、血液の流れは特に問題ない。

			　血中濃度もそうだ。正常値を示している。しかし、ダニエラは脳梗塞になった。

			　これは、血液中を魔力が走っているからだ。ダニエラの使う魔力で、流れが不安定になる魔法かスキルがあるとすれば、それが原因になる。

			　特に膨(ぼう)大(だい)な魔力を使うと、血液中もしくは体内でそれ相応の流れが生まれる。

			　血液と一緒で、体内で詰まったり、流れが悪いと無駄に消費し、効果はいまいちとなる。

			「そうですね。体に負担をかけていると思うのは、固有スキルの『火(か)龍(りゆう)円(えん)舞(ぶ)』ですかね。体を覆うくらいの魔力を発生させますから」

			「龍みたいに見えたあれか？」

			「ええ、そうですよ」

			　薫(かおる)が助けに入る少し前に、ダニエラが使っていたものを思い出す。

			「そのスキルが、今回の病気の原因やな。使うなとは言わんけど、少し改善できるんやったら、したほうがええと思うで。このまま使い続けると、同じように脳の血管が詰まったり、心臓のほうも何かしら影響が出かねないからな」

			　薫(かおる)は、ダニエラにそう進言する。

			　ダニエラは顎(あご)に手を当て考える。

			「あ～、一緒に来いとか言っても行かんからな」

			「あら？　わかりました」

			「なんとなくな。それに、人を見下したり、自分たちの利権を突き詰める奴らは大嫌いやからな」

			　２人とも笑顔を浮かべながら言う。そんな２人をアリシアは、ハラハラしながら見つめる。そして、アリシアは早くこの街から出たいと思ってしまう。ハッキリ言って胃にくるのである。

			　先ほどから、この会話が続くだけで、お腹がキューッとしていた。

			「あと、リハビリをちゃんと毎日続ければ、痺れは取れるんやから、欠かさずするんやで」

			「ええ、わかりました」

			　薫(かおる)はそう言って、治療院を出る。

			　これ以上あそこにいると、面倒事が増えそうと思うからだ。ダニエラに伝えることは伝えた。

			　この街も、あとは回復に向かうだろうと思う。薫(かおる)は現在、目眩や頭痛はするが、動きまわるのに支障はない。

			　アリシアが魔力を供給してくれたからだろう。

			「カオル様、どうしましょう？」

			「そうやな。迷宮に入る探求者の数がちょっと危ないかもな」

			「では、カオル様が入るのですか？」

			「まさか、アリシア連れて迷宮なんていったら危ないやん」

			「だ、大丈夫ですよ！　私も戦えます。カオル様と今回パーティーを組んでいましたし。そのおかげもあって、またレベルが上がりましたし」

			　アリシアは薫(かおる)を横から支えながら、片手を胸の前に持ってきて握りこぶしを作る。

			「そのうち、俺より強くなったりしてな……」

			「カ、カオル様を守れるように、が、頑張りますよ！」

			「あははは、まだ、俺に守られてくれんかなぁ」

			「え、えっと、は、はい。もうちょっとだけ……、あ、甘えさせてもらいます……。えへへ」

			　楽しく会話をしていると、ワトラがこちらに走ってやってきた。

			「あ～、カオルさん！　起きたんだ」

			「ワトラ、昨日はお疲れさん」

			「ま、まぁね。できることをしたまでだよ」

			「そんな偉い子には、これを授けよう」

			　薫(かおる)は、ワトラの頭の上にポンと５センチくらいの分厚い本を乗せる。

			　ワトラは何かと思い、その本を取り中身を見ると。

			「え!?　ちょ、ちょっと、カオルさん！　これって……」

			「頑張ったご褒美や。ワトラに渡そうと思っとったんや」

			「も、もらえないよ！　これ、この街を襲った病気の薬の作り方と病原の見つけ方、それに新しい魔法も載っているんだけど!?　これの価値わかっているのか？」

			「え!?　カオル様！　私も見たいです！」

			　ワトラは飛び上がるほどびっくりする。薫(かおる)がビスタ島で調べあげていたことのほぼすべてが書かれてある。しかも、改変してわかりやすくなっている。

			　アリシアは「ワトラさんにだけずるい！」と言いながら、薫(かおる)の白衣をグイグイ引っ張る。

			　あとで、教えるんだけどなと思いながら、薫(かおる)はアリシアの頭をこねくり回して落ち着かせる。

			「これから、研究したいんやろ？」

			「そ、それはそうだけど……」

			　薫(かおる)の言葉に、ワトラはまだ迷いがあるようだ。

			「その基盤を作ってほしいからな。この騒ぎが終わって、ビスタ島に帰ったらダルクさんに言ってもらえば話は勝手に進んでいくと思うで。それは、ワトラの地位を約束してくれる。出資もダニエラがしてくれるみたいやし。後ろ盾は、バッドたちが所属してる『蒼き聖獣』にでも入るといいんやないか？」

			「え～!?　バッドたちって、所属は『蒼き聖獣』なの？」

			「らしいで。やから、下手に襲ってこんやろうと思うしな。邪魔されとうないやろ？」

			「うう、で、でもいいのか？　僕にこんなの渡して……」

			「バッドたちが信用してるみたいやし。それに、俺もワトラやったらええかなって思ったんや。見る目は悪くないと思っとるんやけど」

			　そう言って、薫(かおる)は意地の悪い顔をする。

			「ぜ、絶対、カオルさんをびっくりさせるような研究成果をあげるからな！　こ、これは貸しってことにしといて！」

			「おう、期待しとるで。それに、そういう気持ちがあれば、仲間もどんどん増えると思うしな」

			「僕と同じような考えの人っているのかな……」

			「いるやろ。俺もその１人なんやけどな」

			　薫(かおる)の言葉に、ちょっと嬉しそうにワトラは頷く。そのやり取りを羨ましそうに見つめるアリシア。しかし、終始こねくり回され、顔は蕩(とろ)けていた。

			　その後、３人は一緒に治療を行っていく。探求者たちの回復を優先させた。

			　大体の治療が終わったのは、日が傾きだしたころだった。薫(かおる)たちは一旦ダニエラたちのいる宿屋へ帰って、遅めの昼ご飯でも食べるかなと思っていた。

			　そんなとき、空中を凄まじいスピードで飛ぶワイバーンが現れた。そのワイバーンは、ダニエラのいる宿屋の前に着地する。

			　ダニエラがそれに気づき、宿屋から出てくる。

			「あら、お帰りなさい」

			「グルルルルルゥウ」

			　ダニエラに頬ずりをするワイバーン。そして、ワイバーンは預かり物を入れるポシェットをダニエラに渡す。

			　ダニエラは、そのポシェットから正方形の形をした箱を取り出す。

			「よかった……動いたみたいね。あの老害さん。『小さな箱庭(リトルガーデン)』を使ってくれたみたい」

			　そう言って、ダニエラがその箱に魔力を注ぐと、一瞬にして解放される。

			　そして、部隊兵１００人が宿屋の前に整列した。

			「「「「「ダニエラ様、応援に駆けつけました」」」」」

			　全員が綺麗にハモリ、ダニエラに礼をする。

			「よく来てくれました。これから命を出します。ファルシスとファルグリッドに分かれて、町の住民の回復及び、迷宮から魔物が湧かないように動きなさい」

			「は！　仰せのままに……」

			　一歩前に出て跪く、一人の女性。

			　黒髪に青い目、ボブヘアの小さな女の子。周りの兵より高貴な神官服を着ており、腰にはエストックを佩いている。

			「ダニエラ様、髪は下ろされたほうが可愛いですね～」

			「無駄口はいいです。プリム……あなたは隊長なのですから、もう少し言葉遣いをどうにかしなさい」

			「えへへ、はーい」

			　無邪気に笑うプリム。部隊のほうを振り返ると、闘気のようなものを纏(まと)わせ、２つの部隊ができていた。

			　ランドグリフもワイバーンが戻ってきたのを見て、駆けつける。

			「遅いよ。ランドグリフ副隊長」

			「プリム隊長……」

			「ランドグリフ副隊長は、今からこの50人の部隊をつれ、ファルグリッドへ向けて移動ね」

			「わかりました」

			　ランドグリフは無駄口一つ叩かず、50人に命を飛ばし移動を開始する。

			　移動中に、現在のファルグリッドの状況を皆に伝達する。ファルシスからファルグリッドまで馬で、約３時間半の距離。

			　魔力強化をして走ったほうが速いので、皆足のみを強化し移動する。

			「しっかし、凄いね～。街２つ、昨日のうちに治療し終わるなんてね～」

			　ランドグリフの伝達の情報がプリムにも入っていた。

			「ダニエラ様、こちらは現在何が残っています？」

			　プリムは、ダニエラを見る。

			「そうですね。そちらにいる、カオルさんたちに聞かれたほうが早いと思います」

			「かおる？」

			　ダニエラは薫(かおる)たちがいるほうを指して言う。

			　プリムは振り返り、薫(かおる)を発見する。

			「へぇ、あんたがこの病を治した立役者？」

			　そう言いながら薫(かおる)に近づいてくる。ニコニコしているのに、まったくといっていいほど、そのように感じない。むしろ、威嚇しているのかと間違えるくらいだ。

			「ああ、そうや。ほんで？　あんたは誰なん？」

			「申し遅れました～。私はプリム。ダニエラ様の護衛隊隊長です。こんなんですが、一応１番強いんですよ～」

			　なぜだろう……。非常にムカつくのだが……。

			　そんなことを思いながら、薫(かおる)も笑顔で返す。

			「そうなんや。じゃあ、あとは任せてもええかな？」

			「何を仰ってるんですか……。いろいろ手伝っていただきますよ」

			「ん？　もう十分役目は果たしたつもりやけど？」

			「そっちではなく。薬ですよ薬～。ダニエラ様に調合方法を献上してください。あなたが持っていても、宝の持ち腐れですからね～。わかるでしょ～？　地位もないようなそこら辺にいる治療師が持つものではないのですよ～」

			　表情１つ変えず、そう言い切るプリム。それが、当たり前のような言い方だ。

			　ダニエラは、それを見て頭を抱える。プリムの悪い癖が出ている。このような性格ゆえに、今回の視察は副隊長のランドグリフが選抜されたのだ。主人を思うよき隊長なのだが、度がすぎるのだ。それに加えて、強いがゆえにそのような立ち振舞いが許されている。

			　ダニエラは、薫(かおる)になんと言って謝ろうかと頭を抱える。

			　だが、それは一瞬で取り返しのつかない方向へと進む。

			「プリムさんでしたっけ？　カオル様にそのようなことを言う人は、いくらダニエラさんの護衛隊長さんでも許せません！」

			「え？　ホントのことでしょ？　だって、私たちよりも下の人間が……あ！　あなたも入っていますよ～？　このような大勢を治しても、所詮は下の下。だから、ダニエラ様が有効に使ってくださるんですよ～。ほら、さっさと渡して……」

			　ニコニコしていたプリムの表情が歪む。

			　アリシアはプリムを睨(にら)みつけて、薫(かおる)様を侮辱するな！　と強烈な威圧をぶつける。制御が甘いため、周りにも少し影響が出る。プリムは尻もちをつき震え上がる。

			　周りにいた部隊にも、少なからず気絶している者がいた。

			　そんなアリシアの変貌にダニエラも驚く。

			　薫(かおる)の後ろに隠れたりしていたアリシアが、このような潜在能力を持っていたとは、思ってもみなかったのだ。
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			「訂正してください……！　カオル様は……カオル様は……」

			「はい、ストップ」

			「はふぅ～～～!?」

			　薫(かおる)はアリシアをそっと止め、威圧を解除させる。そして、アリシアの頬をこねくり回しながら、プリムに言う。

			「すまんなぁ。ちょっとあんたは、言葉を選んだほうがええなぁ。自分が強いと思って、相手の力量も測らへんのはどうかと思うで？　アリシアは、お前よりも格上や。喧(けん)嘩(か)売るんなら、それくらい把握してから売ったほうがええわ」

			「……」

			「それと、俺もお前よりも上や。さっきから聞いとったら、よくペラペラと舌の回る餓鬼やな。自分らの利権しか考えとらん奴らに、教えることはなんもないわ……」

			　そう言って、薫(かおる)は瞬間的に威圧を放ち、プリムの意識を刈り取ってしまった。瞬間的だが、アリシアよりも、かなりでかい魔力をぶち当てている。

			　化物を見るかのように皆、薫(かおる)たちを見る。

			「はぁ……まさか最後の最後で、こんな変なん来るとは思わんかったわ……」

			「すいまふぇん。かぉりゅさまぁ……」

			　頬をこねていたため、アリシアは呂(ろ)律(れつ)が回らない。

			「ええよ。かなり、俺も我慢しとったし。すっきりしたわ。我慢は毒や」

			「そ、そうですか？」

			　薫(かおる)はダニエラのほうを向いた。

			「ダニエラさん、これやからそっちには行きたくないねん」

			「……」

			　返す言葉もないといった感じでダニエラは薫(かおる)を見る。ダニエラは一礼してから、威圧で無事であった者に治療をするように指示を出す。これで、薫(かおる)を引き込むことは叶わないと思う。

			　部下の仕出かしたこととはいえ、薫(かおる)が嫌いと言っていた行動をとってしまった。

			　薫(かおる)とのつながりがなくなるという損害のデカさに、元気もなくなり俯(うつむ)いてしまう。

			　そんなダニエラに、薫(かおる)は頭を掻きながら声をかける。

			「ダニエラさん、それじゃあ、ワトラのことよろしく頼むで」

			「え？」

			「言うとったやろ？　研究費出してくれるって」

			「は、はい。え？」

			「ワトラは、俺たちによくしてくれたところで、治療師するんや。ちゃんと面倒見たってや」

			　そう言って、手をひらひらと振る。薫(かおる)は、ダニエラのように話のわかるエクリクスの人材とはつながっていたいと思っていた。プリムという狂信者もいるが、ダニエラの考えは薫(かおる)も賛成なのだ。持ちつ持たれつかなと思いながら、そのような行動を取った。ワトラを通じて、まだ薫(かおる)とのつながりがあると思わせるために。

			　ダニエラは笑顔で「はい」と答える。

			　その後は、ダニエラに緊急用として、ワトラが持っていた薬を渡す。

			　そして薫(かおる)たちは馬を借り、ビスタ島へと戻るのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　暗闇の中、水晶球に映る薫(かおる)たちを眺める男がいた。

			「くそ……何だ今のデタラメな威圧は……小娘の分際で。影の傀儡は俺に直結してるんだぞ……。しかし、なぜダニエラは気がつかないんだ？　あそこにいる小娘は、オルビス商会の娘だぞ？　それに、隣にいる男が今回の薬を作った奴だとしたら……」

			　少し考え答えを導き出した男は、ニッと気味の悪い笑みを浮かべる。

			「新薬を作れる能力……これはいい。私もこいつがほしくなったぞ。ダニエラ、すまないな、俺が先にもらってやる。はっはっは……あ？」

			　そう言って笑っていると、今度は薫(かおる)の威圧が飛んでくる。影の傀儡は、人と認識しなかったのだろう。

			　凄まじい威圧は、一瞬にして影の傀儡を消滅させ、その男は床に倒れるのであった。

		

	
		
			第十六話　再出発

			　

			　ファルシスの街中には、活気が戻ってきていた。

			　まだまだ本調子ではないが、街の者たちは働き始めていた。

			「いや〜。十賢人のダニエラ様が、治療に来られたおかげで助かったなぁ」

			「治療師ギルドも役に立つもんだなぁ。応援要請したんだろ？」

			「え？　なんか、俺の聞いた話だと、今回治療師ギルドは、まったくもって働いてないらしいぜ？」

			　その言葉に他の者たちがざわつく。

			「おいおい、マジかよ。カスじゃん」

			「あんだけ、大事になったのに？　信じらんないわね」

			「ヴォルドと結託して、自分たちだけうまい汁吸ってたから、罰が当たったんだ。治療師のレベルもクソだしよぉ。この際だから、エクリクスに属しちまえばいいんだよなぁ」

			　街の人々は、そのような話題で持ちきりになり、噂はどんどん広がっていった。

			　ファルシスの治療師ギルドがエクリクスに属さないでいたことが、このような事態を招いたと思う者が増えていく。

			　街の１番大きな宿屋では、エクリクスの治療師たちが勢揃いしていた。

			　ソファに座り、真っ赤な髪をハーフアップにしたダニエラは、部隊の皆を労う。

			「皆、よく働いてくれました」

			「ダニエラ様の命であれば、どこへでも駆けつけ、どのようなことでも成し遂げます」

			「嬉しいですが……。今回は、プリムには罰を与えないといけませんね」

			「「「「な、なぜですか!?」」」」

			　プリムと同じような思想を持つ者が声を上げる。

			「私の思惑を尽く潰したからですよ……」

			　ダニエラの言葉に、先ほど声を上げた者たちは黙る。

			　終始、笑顔のダニエラ。しかし、内心かなり苛(いら)立(だ)っている。

			　せっかく、薫(かおる)という特殊な人材を見つけることができて心が躍った。是が非でも引き込みたかったが、それを強要すると薫(かおる)は絶対に入ることはない。駆け引きをしながら、よい関係を保ち、少しずつこちらに傾けていく予定だった。

			　それを、プリムは一瞬にして駄目にしてしまったのだ。

			　プリムは未だに意識が戻らない。目を回しながら、ベッドの上で譫(うわ)言(ごと)を言っている。

			　今回のプリムの行動や、部隊の者でプリムと同じ思想を持つ者をちゃんと再教育する必要がある。でなければ、また同じような失敗を繰り返す羽目になる。

			　今まで見過ごしてきたツケを、こんな形で払うことになった。

			「とりあえず、プリムと同じことを考えていた者は前へ出なさい」

			　その言葉に二十数名が、１歩前へ出る。

			　ダニエラは頭を抱える。これほどまでいるとは思わなかった。溜め息を吐きながら、ダニエラは１人１人に、今後このようなことをすれば、除隊もしくは減給とすると伝える。

			　その言葉に納得できないといった感じの表情だが、今はその言葉を飲み込む者が多数。

			　ダニエラは、どうしたものかと思いながら、部隊を見るのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ビスタ島では、薫(かおる)たちを囲み、文句を言う者が大勢いた。

			「カオル、どうなってるんだ！　昨日来た治療師なんだがまったくもって使い物にならないんだが！」

			「体力回復魔法もほとんど効果がないし～。治療に至っては、もう目も当てられないレベルだよ～」

			　薫(かおる)たちは目が点になり、皆の話を聞く。

			　どうなっているんだと治療院に向かった。すると、そこにいた治療師は、だるそうにソファに寝そべっていた。治療院に入ってきた薫(かおる)たちを、その治療師は面倒くさそうに睨(にら)む。

			　ブルグから来てもらった臨時の治療師だが、雑な治療を行い迷惑をしていると、住民から苦情が相次いでいたのだ。

			「あん？　なんだよ。俺は、治療師様だぞ。文句のある奴は、治療してやらね〜からな。へへ」

			　そう言って笑いながら、またソファに寝っ転がる。

			　治療師の行動に薫(かおる)はイラっとする。薫(かおる)は笑顔で「こいつと、お話があるから」と言い残し、その治療師に近づいていく。アリシアは、これはヤバイと思ったのか、住民とワトラを一旦治療院から離す。

			　そして、パタンと扉が閉まった。

			　数分後、治療師は腰を低くし、ペコペコと頭を下げていた。まるで別人のような仕事っぷりで、苦情を入れた住民の治療をする。その様子に、全員がどんな話し合いをしたんだろうと思う。

			　治療師は充血した目で、ぷるぷる震えながら治療をするのだ。

			　そんな姿を見て、住民は声を揃える。

			「「「「カオルって万能だなぁ〜」」」」

			「交渉（脅し）は、お手の物です」

			　アリシアは違う意味も含んだ言葉を発した。薫(かおる)は、アリシアの言葉をスルーした。

			　そんなとき、バッドたちが迷宮から帰ってきた。

			「おう！　カオル、もう帰ったのか」

			「もう、終わったで。全員治療もすんだしな」

			「バッド！　カオルさんは、凄すぎなんだぞ！　僕は、あんな治療見たことなかった！」

			　目を輝かせながら、ワトラは言う。

			　ビスタ島に帰る間に、ワトラは薫(かおる)から治療方法を聞いた。自身の脳みそでは、答えが出なかったため、途中でギブアップした。そして、ダニエラは大丈夫なのかとも尋ねた。

			　薫(かおる)は、手術は無事に成功し、後遺症も残らないことを伝えた。それを聞いたワトラは、一安心する。

			「なんだ？　ワトラ、凄い楽しそうじゃん」

			「な、なんだよ……。カール」

			「おかえり、怪我とかしなかったか？」

			「ちょ、調子狂うだろ！　お前は、無神経なこと言ってればいいんだよ！」

			「あらあら、熱いわねぇ～」

			「「ティストは黙ってろ！」」

			「息もぴったりね。一緒に、一夜をともにしただけはあるわねぇ♪」

			　ねっとりと、意味深そうに言うティスト。完全にからかっている。

			「へ、変な言い方するなよ！　僕は被害者だ！　む、無理やり抱きつかれただけだもん！　それ以上されてない！　と思う……」

			　ワトラは真っ赤な顔で、そう口にした。モテない独身男の探求者たちは、こぞってカールを２、３発殴る。ティストたちは、それを見て笑うのだ。

			　そんないつものやり取りを見ながら、薫(かおる)たちはダルクのところへ行くことを伝えて、一旦皆と別れる。

			　薫(かおる)たちがダルクの家に着くと、すぐに中に通された。

			「お疲れ様です。カオルさん」

			「いやいや、面倒事が増えたけど、いろいろと収穫はあったからええよ」

			　薫(かおる)はダルクに今回の惨事を話していく。ダルクは驚きながら、薫(かおる)の話を聞く。

			「そうですか……。ファルグリッドのキディッシュと、インリケは亡くなりましたか……」

			「発見が遅れたこともあるけどな。あとは、ファルシスのヴォルドやけど、あれもたぶんなんらかの処分を受けるやろ」

			「わかりました」

			「それと、ワトラなんやけど、病気の薬の作り方やらを一式渡しとる」

			「え？」

			　ダルクは、薫(かおる)の言葉に呆れる。

			「それを、後日ワトラが持ってくると思うからよろしく頼むで。正式に冒険者ギルド置けるようになったら、帝国にその成果を届けてやってくれると助かるんやけど」

			「いやいや、それカオルさんが作ったものですよね？　その褒賞って、カオルさんがもらうほうが正しいのでは？」

			　ダルクは当たり前のことを口にする。

			　今回の病気を根絶させ、死人も最小限に抑えた功績は高い。街を２つ以上救ったとなると、かなりの功績だ。

			　亜人族に罹(かか)る病をピンポイントで治す技術は、普通の治療師にはできない芸当だ。

			「俺は、そういうのいらんからええねん。下手に爵位もらって、そのせいで行動に制限つくの嫌やしな」

			　薫(かおる)の言葉も一理ある。現にダルクは冒険者を一時休業して、今この島で手一杯になっている。

			　たぶん、このまま行けば、冒険者復帰は難しいだろう。例外で、娘に領主を任せて、冒険者に復帰した者がいるが、ダルクはそのようなことはできない。

			　村の住民は、家族のようになっている。

			　自分の匙加減で、路頭に迷う者だって出てくる危険性もあるのだ。

			「まぁ、ワトラの能力なら、これからいい仕事すると思ってるからな」

			「カオルさんは、時々先がわかってるようなことを言いますね……」

			「そうか？」

			　薫(かおる)は少しとぼけた感じで笑う。

			「それと急なんやけど、俺ら明日にはここを出ることにしたわ」

			「そうですか……。近いうちに言われると思ってました。エクリクスと揉めましたか？」

			「当たりです。ダルクさん、わかってらっしゃいますね」

			「おい、アリシア、そんな笑顔で言わんでもええやん……」

			　アリシアは薫(かおる)をジト目で見つめる。

			「カオル様がいけないのです。私は止めたのに、バシバシ魔法を使うから……」

			「さ、最後は、アリシアだってガツンとやったやん。おあいこや」

			「あ、あれは、不慮の事故ですよ！」

			　ダルクは笑いながら２人の言い合いを見つめる。

			　薫(かおる)たちの声を聞き、ルナも入ってくる。

			「ルナさん。カオル様が、自分の非を認めないです！」

			「本当に仲がいいですね」

			　ルナはクスクス笑う。

			　薫(かおる)は頭を掻きながら苦笑いになる。

			　ダルクは、ルナにも説明をした。

			「あら、やっぱり旅立ってしまうんですね……」

			「もう少しいたかったんやけど、そうも言ってられへんことになりそうやからな」

			「寂しくなりますね。カオルさんのおかげで、この村は今までもってましたから……」

			「そうね。カオルさんが来てから、誰１人、病気に罹(かか)らない奇跡も起きてますから……」

			　ルナは何か違う意味がこもっている口ぶりだ。ダルクは気がついてないようだが。

			　薫(かおる)は、どこで気がついたのかと思う。するとアリシアは、薫(かおる)の耳元でつぶやく。

			　ニウに治療を施したときではないかと言うのだ。薫(かおる)はそれを聞き、思い出して納得する。

			　ニウが病気かもしれないと言って、ルナが治療院に来たことがあった。薫(かおる)が調べたとき、ニウは病気だった。それを治療したが、ルナにはなんともないと言っていたのだ。下手に病名を言って、ルナの不安を煽らないようにするための処置でもあった。

			　それに、子供がよく罹(かか)る病で、そこまで大したことはないものだ。ルナに、そのような知識はないかなと思っての行動だった。

			　しかし、ルナはその病気のことを知っていたのだ。ルナは薫(かおる)に感謝の言葉を伝えたが、薫(かおる)はいつも通りとぼけた感じで流していた。

			　あれは、そういうことかなと今になって思うのだ。

			「次は、どこへ行こうと思っているんですか？」

			「うーん、今度は東に行ってみようと思っとる」

			「東ですか……。山脈地帯を抜けると、温泉の湧いてる街がありますよ」

			「あら、ニーグリルよねぇ。新婚旅行あそこだったっけ」

			　ちょっと頬を染めて言うルナ。

			　薫(かおる)はシャーリーたちが、ニーグリルに行くと言っていたことを思い出す。鉢合わせることはないだろうと思うが、会うと面倒事が増えそうな気がしてならない。

			　アリシアも薫(かおる)のほうを見て、苦笑いを浮かべる。これは同じことを考えたに違いないと２人は悟る。

			　その後は、ルナにニーグリルのことを詳しく聞いて、次の目的地に決まった。そして、出発は明日の早朝だ。ダニエラたちから逃げるなら、早いほうがいいと考えてのことだ。

			　いろいろと決まったところで、薫(かおる)たちはダルクの家を出る。

			　広場を通ると、そこではいつもの光景が広がっていた。島の皆がどんちゃん騒ぎをしているのだ。

			　ワトラは一升瓶を抱え、机に突っ伏していた。バッドたちは宴会ムードで大盛り上がりだ。

			　薫(かおる)は呆れて、額に手を当てる。嫌な予感しかしない。

			　むしろ、こいつらは毎度のことのように、宴会をするなと思う。

			「カオル！　聞いたぞ。お前、大活躍だったみて～じゃね～か！」

			　バッドは、そう言いながら薫(かおる)に絡む。もの凄く酒臭い。

			　話を聞くと、ワトラは薫(かおる)の行ったことを皆に話していた。酒を飲ませながら、すべて吐かせたようだ。

			「相変わらずひでぇことしたなぁ。あんまり飲ませすぎるなよ」

			「おう！　大丈夫だって、ワトラならまだまだイケるって」

			　薫(かおる)は「イケるわけないやろ」とツッコミを入れる。

			　アリシアも、いつの間にかティストたちに捕まり、ガールズトークに花を咲かせながら、お酒を勧められていた。

			　明日のこともあるから、そんなにアリシアは飲まないだろうと、薫(かおる)は思っていた。

			　しかし、バッドたちの馬鹿騒ぎ具合を見ると、軽い悪夢だと感じる。

			　まだ魔力欠乏症で無駄にしんどいのにもかかわらず、こいつらの面倒を見なければいけない。今はそのままベッドに突っ伏したくなる。

			「かおりゅしゃま！　にょんでくらしゃい。ぐぐい～っと！」

			　先ほどまでシラフだったアリシアが、速攻で出来上がっていた。

			　薫(かおる)は、アリシアを見て軽く絶望する。

			　はえ～よ！　どんな強い酒飲んだんだよ！　一気飲み？　一気飲みでもしちゃったの？　なんで、この雰囲気に飲まれちゃってんの？　と、心の中でアリシアにツッコミを入れる。

			　薫(かおる)は余計に頭が痛くなる。

			　誰か助けてくれと思う薫(かおる)は、天を仰ぐのであった。

			　

			　早朝、薫(かおる)は白く灰になりかけていた。

			　昨日のどんちゃん騒ぎに付き合わされ、体がきしむのだ。

			　今日、旅立つことを言ったら、皆がまたハイテンションで見送るようなことを言い出し、最後の酒だと飲まされたのだ。

			　辺りを見回すと、前回と同じく屍(しかばね)の山を築き上げていた。

			「学習能力のない奴らやなぁ……」

			　そう言って、薫(かおる)はクスリと笑う。

			　テーブルの上の馬鹿でかいお皿の中に丸まって寝るアリシア。

			　これは、料理ですか？　それとも、お供え物ですか？　と思いながら、薫(かおる)はアリシアを抱える。そして、そのまま馬車へと向かう。

			　馬車には馬がつながれていた。薫(かおる)はアリシアを馬車に乗せ、ブランケットをかける。

			　アリシアは幸せそうな顔で眠っていた。

			「出発ですか？」

			「見送りは、いらん言うたやん……」

			「あはは、１番お世話になったんですから、これくらいはさせてくださいよ」

			　ダルクは、そう言って馬を引く。少し寂しそうな表情を浮かべている。

			「これで、ようやくこの町も発展していくんやな」

			「そうですね。この自然と一緒にですけどね」

			「次来るときは、いろいろと案内頼むで。名産品の１つでも作って、それを食べさせてくれるとありがたいんやけど」

			「ご期待に添えるような町にしてみせますよ」

			　２人はそう言いながら、島の出口まで歩く。

			「では、お気をつけて」

			　そう言って、ダルクは頭を下げる。

			　薫(かおる)は手を挙げ、それに答えるのであった。

		

	
		
			第十七話　薫(かおる)とのつながり

			　

			　病気発生から５日が過ぎた。

			　ダニエラは、ファルシスの宿屋で手を広げたり閉じたりしていた。

			　薫(かおる)から習ったリハビリを行っている。もう、ほとんど麻(ま)痺(ひ)はない。軽く溜め息を吐いて、報告書を見つめる。

			　帝国がヴォルドを霊国要(よう)塞(さい)都市ミュンスへと送還することを決めたと書かれてある。

			　霊国要(よう)塞(さい)都市ミュンスは、現在特殊な例がない限り、行く者はいない都市だ。昔、迷宮を討伐した際に、建造に使える魔鉱石や幻とも言われる貴重な鉱石が大量に見つかったことから、奴(ど)隷(れい)をそこに行かせて、大量に収集したりしていた。かなり、劣悪な環境ゆえに、疫病で相当な人が犠牲になった。

			　しかし、その犠牲を軽く上回る価値がある、死んだ迷宮なのだ。現在もその迷宮で、鉱石を発掘している。しかし、その発掘をしている者のほとんど全員が、表の世界に出られないような悪党しかいない。そして、１度このミュンスに入ると、死ぬまで出られないと言われている。いわくつきの都市だ。

			　この街に行くということは、死ぬのと同じと言われる。

			　ダニエラは妥当な処(しよ)罰(ばつ)だと思う。ここまで、かなり酷い行いを続けてきたのだから。

			　その紙をダニエラはテーブルに置いて、また深い溜め息を吐く。

			　あれから薫(かおる)との関係をどうするか迷っている。ワトラの出資をしたところで、薫(かおる)とは連絡が取れないのだ。どこにいるかもわからなくなったため、また一からやり直しとなった。

			　それにダニエラは、アリシアがオルビス商会の娘であることを今になって思い出していた。

			　なぜ、今まで気がつかなかったのかが不思議でならない。すべてを知ったときには、すでに手遅れの状態。

			「どうしたものでしょう……」

			　窓から外を見つめながら、ダニエラはしんみりとした。

			　すると、１羽の鳥が窓にやってくる。ダニエラはその鳥を知っている。嫌な予感しかしない。それはガイナスの使う伝書を届ける鳥だ。

			　その鳥は、挑発するかのようにダニエラの下で１枚の紙へと変わる。そして、どうしてこうも邪魔をするのかと、その内容に苛(いら)立(だ)つ。

			　それは薫(かおる)を指名手配するというもの。ようは情報を手に入れるために冤罪を使っているのだ。

			「これでは……また私の信用が落ちますね……」

			　頭を抱えるダニエラに、ランドグリフが近づいてくる。今は、１人にしてほしかったが、ダニエラの前に小さな石の指輪を差し出す。

			　それは、１回限りの通信を行える高価な通信端末だ。

			「すいません……。勝手なことをしてしまいました。アリシアが眠っているときに、コレの子機を忍ばせました……」

			　ランドグリフはそう言って、その場をあとにする。

			　これは、勝手にランドグリフがやったことだ。下手をしたら、薫(かおる)を怒らせる材料となる。だが、ランドグリフはダニエラの治療のあとに、なんらかのいざこざで、ダニエラの今後の治療をしてもらえなかったときの連絡手段で忍ばせておいたのだ。

			　今まで黙っていたのは、すぐに使えば確実に薫(かおる)に怒られる可能性があると踏んでいた。

			　ダニエラは、そっと立ち去るランドグリフに「ありがとう」と口にして、その指輪に魔力を流す。すると、コミカルな音が流れ始めた。

			　

			　御者台に乗る薫(かおる)とアリシアは、どこからか流れるコミカルな音にきょろきょろとする。

			「なんや？　携帯みたいな着信音やけど」

			「ケイタイ？」

			　アリシアは首を傾げる。そして、ふと手元に目線を落とすと、アイテムボックス用の指輪がほんのりと輝きを放っているのに気がつく。急いで開くと、鳴り響く音の正体がわかった。白衣のポケットから見たことのない指輪が出てきたのだ。

			「なんでしょうか？」

			「なんや？　アリシアこんなんいつ買ったんや？」

			　薫(かおる)の問いかけに、アリシアは首を横に振る。買ったものではないようだ。

			　アリシアが指輪を手にしていると、ふわっとした光がアリシアの魔力と混ざり合う。すると、雑音が入り始める。

			「なんや？」

			「わかりません……。これ、どうしましょうか」

			『……アさん？　聞こ……か？』

			「「!?」」

			　２人は、指輪から発せられる声に聞き覚えがあった。ダニエラの声だ。わたわたと慌てるアリシアは、薫(かおる)にこの指輪をどうするかを聞くと、有無を言わせずに笑顔で捨てるように諭す。

			　その言葉にダニエラは大いに焦り、どうにか捨てられることを止めてもらえるように言葉を続けた。薫(かおる)たちが指名手配されていることについてだ。

			「ほう、また面倒なことしてくれたなぁ……」

			　少し機嫌の悪そうな声色に、ダニエラの声が沈む。

			『同じ十賢人の者が仕出かしたことです……。本当に申し訳ないと思っています』

			「まぁ、その情報をもらえたことで対処もできるしな。それに、冤罪やん。捕まっても罪にはならんのんやったら、それを使って締め上げるだけや」

			「カオル様……こ、怖い顔してます！　それはくすぐりの刑をするときの顔です！」

			　アリシアの言葉に、苦笑いを浮かべながら、薫(かおる)はダニエラと話をする。

			　いろいろと面倒なことにはなりそうだが、旅をするのにはまったく支障はないことがわかった。あとは、ヴォルドの処(しよ)罰(ばつ)も妥当だろうと顎(あご)に手を当て頷く。

			『あなたとはいい関係を築きたかったのですが……』

			　言葉だけで、相手が肩を落としているのが容(よう)易(い)にわかる。だから、薫(かおる)はここで１つ溜め息を吐いてからダニエラに話す。

			「あんたはエクリクスの中では話がわかる人や。やから、ワトラを任せたんやけどなぁ……。でなければ、ワトラのことは頼まへんよ」

			　これだけで、ダニエラは薫(かおる)の信頼をまだ失くしてはいないとわかり、声に元気が出る。わかりやすい変わりように、薫(かおる)はつい笑ってしまう。

			　ダニエラはまだ話し足りないといった感じを出していたが、どうやらタイムリミットが近いようだ。雑音が入り始める。

			『ああ、端末の限界の……です』

			「電池切れやな。まぁ、どっかで会ったらまたよろしゅうな」

			『はい……。そのときは、ぜひ私と一緒に仕……しませ……か？』

			「ことわる！」

			　雑音が多くなる中、ダニエラの笑い声が聞こえてきて、冗談交じりに挨拶をして通信は途絶えた。

			「いつのまにこのような物を忍ばせていたのでしょうか……」

			「案外、アリシアが眠っとるときとちゃうか？」

			「むむ……油断も隙もないですね」

			　腕を組んで頬を膨らますアリシアに、薫(かおる)は無防備すぎると思うのである。

			　２人は、馬車を走らせ次の目的地であるニーグリルを目指す。

			　背後の草むらに隠れる２匹の視線に気がつかずに……。

		

	
		
			番外編　アリシア初海水浴

			　

			　ビスタ島に来て２日目。

			　薫(かおる)とアリシアは海辺へと来ていた。

			　２人とも水着姿だ。

			「うぅ……ちょっとこの格好は恥ずかしいです……」

			「そうか？」

			　若草色のパレオ姿のアリシア。可愛らしいフリルにリボンが付いている。どこも変なところはないがと薫(かおる)は思う。

			　薫(かおる)はサーフパンツに、上はアロハシャツだ。

			　アリシアがこの島に到着したとき、あまりにも綺麗な海辺だったため、泳いでみたいと口にしたのを薫(かおる)が実現させた。水着はニケから購入した。アリシアに可愛らしい水着を見せていき、１番高い物を故意に選ばせた。策士と言ってもいいだろう。

			　薫(かおる)は、アリシアが選んだものを二つ返事で購入した。可愛かったのでよしとしている。

			　２人は準備運動をしてから、海へと向かう。

			　アリシアは恐る恐る海へと入ると、ひんやりと気持ちのよい水温に、火照った体が冷やされる。

			「はぅ……気持ちいいです」

			「お風呂ちゃうぞ？」

			「な、なんでそうなるんですか！」

			　からかうと、ぷくっと頬を膨らませるアリシア。

			　ふと透き通った水面を見つめる。足元の砂まで綺麗に見える。

			「本当に綺麗な海ですね……」

			「ああ、俺もこんなに綺麗な海は初めてや」

			　薫(かおる)はそう言ってから泳ぎ始める。軽くクロールをしたあとに潜水して水面に出てくる。その姿に、アリシアは「カオル様は人魚ですか？」と惚けたことを口にした。

			　泳ぐことができないアリシアには、薫(かおる)の動きがそのように見えたのだろう。練習すれば、アリシアもできるようになると言うと、アリシアは目を輝かせて薫(かおる)に教えを請う。

			　熱い目線に負けた薫(かおる)は、まずは犬かきをマスターさせようと考えた。ちょっとアリシアのその姿を見てみたいのもある。

			　そんな思惑を感づいたのか、一瞬疑いの目を向けてきたが、実演すると目をまた輝かせる。

			　アリシア……ちょろいな。

			　犬かきを教えると、アリシアは簡単に覚えてしまった。水面に顔だけを出して、ドヤ顔で薫(かおる)のほうへと進んでくる。その光景に、思わず口元を押さえて、薫(かおる)は笑うのをこらえる。

			「むぅ～！　カオル様、なんで笑うんですか」

			「いや、あまりにもドヤ顔で迫ってくるからなぁ」

			　頭を掻きながら苦笑いになる薫(かおる)に、またしても頬を膨らませる。

			「そしたら、次はクロールでも覚えるか？　アリシアは覚えるの早いからすぐに覚えられるやろうし」

			　アリシアの機嫌を回復させるために、薫(かおる)は少し持ち上げてみる。

			　すると、アリシアは嬉しそうに頷いた。

			「はい、よろしくお願いします♪」

			　薫(かおる)はアリシアの両手を取り、バタ足を覚えさせる。何をするにも楽しそうなアリシアに、薫(かおる)自身も楽しくなる。

			「えへへ、ばしゃばしゃ～♪」

			　アリシアは水しぶきを上げて、薫(かおる)を見つめる。頬はほんのりと赤い。

			　本当に筋がいいようで、アリシアは形だけは覚えてしまった。このままいけば、数日でマスターできるだろう。

			「ほんじゃあ、一旦上がるで」

			「はい、少し疲れちゃいました」

			　２人は陸に上がってレジャーシートの上に座る。

			「ほい、タオル」

			「ありがとうございます」

			　２人は水分補給をしながら、のんびりと海を見つめる。心地のよい波の音が心を癒やす。

			「カオル様……」

			「ん？」

			「ありがとうございます。病気を治してくださって」

			　アリシアはそう口にして、薫(かおる)の肩に頭をもたれる。照れくさそうに、アリシアははにかむ。

			　薫(かおる)は、その答えにゆっくりとアリシアの頭を撫でる。気持ちよさそうに喉を鳴らすアリシアは、病気が治って本当によかったと思う。

			　そして、心の中でもう一度感謝の気持ちを唱えるのであった。

		

	
		
			あとがき

			　

			　はい、買ってここまで見てくださった皆様！　本当にありがとうございます!!

			　感謝の気持ちでいっぱいでございます。

			　この『天才外科医が異世界で闇医者を始めました。』を書いて、本当によかったと心から思いますよ。応援のコメントなどもいただけて、４巻まで出させていただけました。

			　続けられるのは読者の皆様のおかげでございます。

			　そして、この作品に携わっていただいた方たちのおかげですよ。毎度、私のめちゃくちゃな文章を編集してくださる担当Ｍさんや校正者さん。知り合いのお医者さんと助けられてばかりです（汗）もうねぇ……感無量ですよ。イラストレーターのゆらんさんも毎度可愛らしいキャラクターをありがとうございます。

			　あ、そうそう、今回もあとがきをもらえたのですが、１ページですって……。

			　おい、まじかよ……。もう半分以上書いてしまってるんだが？　感謝のコメント書いて終わりとかちょっと前回と同じじゃないですか！　やだ～!!

			　はい、ちゅーことで、この作品がまだまだ続けられるように私もいろいろと頑張りますので、今後ともよろしくお願いします。

			柊むぅ

		

	
		
			柊むぅ（ひいらぎ　むぅ）

			趣味はお絵描きで、ケモミミ成分がないと生きていけない人種です。あと、脳みそパラダイスな私の妄想垂れ流しファンタジーが、書籍で出るって人生何があるかわからないですね。（二〇一七年五月現在）

			　

			イラストレーション

			ゆらん

			東京都在住、イラストとか漫画とか描いています。よろしくお願いします！（二〇一七年五月現在）

		

	
		
			天(てん)才(さい)外(げ)科(か)医(い)が異(い)世(せ)界(かい)で闇(やみ)医(い)者(しや)を始(はじ)めました。④

			発行日：２０１７年４月30日

			著　者：柊(ひいらぎ)むぅ

			発行人：稲垣潔

			発行所：株式会社双葉社

			〒１６２‐８５４０

			東京都新宿区東五軒町３番28号

			http://www.futabasha.co.jp/　（双葉社の書籍・コミック・ムックが買えます）

			(C)Mulu Hiiragi 2016

			　

			本電子書籍は株式会社双葉社刊『天才外科医が異世界で闇医者を始めました。④』（２０１７年５月１日　第１刷発行）に基づいて制作されました。

			　

			本書の無断複製・転載は著作権法上での例外を除き禁じられています。
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